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序

岩手県には旧石器時代の遺跡をはじめとする数多くの埋蔵文化財包蔵

地があり、平成15年度の岩手県教育委員会のまとめでは12,000箇所を超

えております。これら先人たちの創造してきた文化遺産を保存し後世に

伝えていくことは、我々県民に課せられた重大な責務であります。

一方、広大な面積を有する県土の大半は山地であり、地域開発に伴う

社会資本の充実もまた、県民の切実な願いであることは言うまでもあり

ません。このような埋蔵文化財の保護・保存と開発との調和は今日的課

題であり、当岩手県文化振興事業団では、埋蔵文化財センターの創設以

来、岩手県教育委員会の調整のもとに、開発事業によって破壊され消滅

する運命にある遺跡の発掘調査を行い、記録保存する措置をとってまい

りました。本報告書は緊急地方道路整備事業主要地方道盛岡和賀線改良

工事に関連して、平成13年度から2カ年にわたって発掘調査を実施した

盛岡市飯岡林崎Ⅱ遺跡第1 ． 3次調査の調査成果をまとめたものであり

ます。このたびの調査では平安時代に営まれた集落跡が姿をあらわし、

微高地上には竪穴住居跡や掘立柱建物跡が、一方、低位面には当時の

人々の生業に関連する掘削痕や鍛冶関連遺物がみつかるなど、計画性を

もった集落構造の一端を垣間見ることができました。そして、これらの

資料の整理・分析をへて、このたび、ここに報告書を刊行する運びとな

りました。この報告書が広く活用され、斯学の研究のみならず埋蔵文化

財に対する理解の一助となれば幸いです。最後になりましたが、これま

で発掘調査および報告書作成に多大なご援助．ご協力を賜りました岩手

県盛岡地方振興局土木部、ならびに盛岡市教育委員会をはじめとする関

係各位に対し、衷心より謝意を表します。

平成16年1月

財団法人岩手県文化振興事業団

理事長合田 武
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1.本報告書は､碧手燃崗市子飯崗4"i248ほかに所在する鼓崗罧時Ⅱ遺跡の調査成果を収録したもの
である。

2．本遺跡の発掘調査は、緊急地方道路整備事業・主要地方道盛岡和賀線改良工事に伴う事前の緊急発掘調

査である。調査は、岩手県教育委員会と盛岡地方振興局土木部との協議をへて、財団法人岩手県文化振

興事業団埋蔵文化財センターが担当した。

3．岩手県遺跡登録台帳に記載されている遺跡番号はLE26-1005、遺跡略号はIHKn-01-1 ． IHKn-02-3で

ある。

4．発掘調査および室内整理は、 2カ年にわたり実施した。各年度の調査期間／調査面積／調査担当者は以

下のとおりである。

野外調査く第1次調査＞平成13年4月13日～11月30日/3532㎡／村上拓・中村絵美

く第2次調査＞平成13年12月5日／試掘調査／岩手県教育委員会

く第3次調査＞平成14年6月3日～11月21日／2600㎡／

中村絵美・長洞ひかり ・村木敬・島原弘征・青山紀和・立花公志

室内整理く第1次調査＞平成13年11月1日～平成14年3月31日／村上拓・中村絵美

く第3次調査＞平成14年11月1日～平成15年3月3旧／中村絵美・長洞ひかり

5．本報告書の執筆は村上・中村が、編集は中村が担当した。

6．遺物の分析鑑定は次の方に依頼した。 （敬称略）

（1）火山灰分析パリノ・サーヴェイ株式会社

（2）樹種同定パリノ・サーヴェイ株式会社

（3）骨の同定パリノ・サーヴェイ株式会社

（4）種実同定株式会社古環境研究所・イネ種子DNA分析佐藤洋一郎（静岡大学）

（5）炭化材同定早坂松次郎（社会法人岩手県木炭協会）

（6）石質鑑定花崗岩研究会

7．本報告書作成にあたり、次の方々ならびに機関からご協力．ご指導いただいた。 （順不同、敬称略）

吾妻俊典（宮城県多賀城跡調査研究所)、盛岡市教育委員会、菅原靖男（胆沢町立南都田中学校)、

栗谷川寛衞（盛岡サイエンス)、菊地俊輔（奈良大学学生）

8．野外調査では、岩手県盛岡地方振興局土木部、盛岡市教育委員会、遺跡周辺の住民の方々にご協力いた

だいた。

9．土層の観察は、 「新版標準土色帖」 （小山・佐竹： 1989）によった。

10．遺跡内の基準点測量は、第1次調査は東日本測量設計株式会社に、第3次調査は株式会社岩手開発測量

設計に委託した。

11．基準点及び調査区内のグリッド杭の打設には、平面直角座標第X系（日本測地系）を用いた。

12．調査成果の一部は、現地説明会資料や調査略報にその時点の概略を公表しているが、本書との記載事実

が異なる場合は、すべて本報告書を優先とする。

13.本遺跡の出土遺物及び諸記録等については、岩手県立埋蔵文化財センターが保管・管理している。
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I.調査に至る経過

飯岡林崎Ⅱ遺跡の発掘調査は、 「主要地方道盛岡和賀線緊急地方道路整備事業」の実施に伴い、事業区間

内に所在する埋蔵文化財が破壊され消滅することになったことをうけ、これを記録として保存し後世に遣す

ことを目的として実施された緊急発掘調査である。

本事業は、主要地方道盛岡和賀線の交通量の増大に伴い交通の安全と円滑な流れを確保する必要が生じた

ため、現況の2車線を拡幅し4車線とするものである。

盛岡地方振興局は事業区間内における埋蔵文化財包蔵地の試掘調査を岩手県教育委員会に依頼し、その結

果、当該計画予定箇所は埋蔵文化財包蔵地であり、現状保存できない場合別途記録保存を図る発掘調査が必

要である旨の回答がなされた。これをうけ、岩手県教育委員会と盛岡地方振興局の間で協議が重ねられ、飯

岡林崎Ⅱ遺跡の発掘調査は財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターの受託事業とされることとな

った。埋蔵文化財センターは、平成13年4月1日付の委託契約に基づき同年4月13日から現地の発掘調査に

着手した。 （岩手県盛岡地方振興局土木部）

Ⅱ、遺跡の立地と環境

1．遺跡の位置

飯岡林崎Ⅱ遺跡の所在する盛岡市は、県のほぼ中央に位置する。東は下閉伊郡岩泉町・川井村、西は岩手

郡滝沢村・雫石町、北は玉山村、南は紫波郡矢巾町・紫波町、稗貫郡大迫町に接する。岩手県の県庁所在地

で、総面積489.15ha、人口約28万8千人（平成15年）を有する。遺跡は盛岡市の南西部、眼東北本線仙北町

駅から南西3.5畑に位置する。遺跡の所在する下飯岡は旧都南村に含まれ、平成4年合併し盛岡市となった。

国土地理院発行の2万5千分の1の地形図「小岩井農場」NJ-54-13-14-4 (盛岡14号-4)及び「南

昌山」NJ-54-13-15-3 (盛岡15号-3)の図幅内に含まれ、北緯39｡40'12"、東経141｡06'53" (世界測

地系）付近である。調査原因でもある主要地方道盛岡和賀線が遺跡のほぼ中央を、東北縦貫自動車道が遺跡

の西側を南北に走っている。

2．周辺の地形と立地

遺跡の立地する盛岡市は、北上盆地の北部に位置し、市内を南流する北上川を本流に、西から雫石川、東

から中津川・梁川が合流する。北上川は、主流部の延長249km、流域面積10,250㎡、支流数216を有する東北

地方最大の河川である。岩手県岩手郡御堂観音境内にその源を発し、西側に連なる奥羽脊梁山脈と東側に広

がる北上山地の間の低地帯を酒養しながら宮城県石巻市で太平洋に注ぐ。この流域は上・中・下流に分かれ

ており、盛岡市北部の四十四田峡谷と一関市狐禅寺を境とする。盛岡市は中流域の上流部に当たる。

北上川中流域の地形は背後の山地構造の違いによって対照的な様相を呈している。新第三系および火山岩

を主体とする摺曲山地である奥羽山脈は、各支流に大量の土砂を供給し、大小の扇状地が複合する広い平野

部を西岸に作り出している。これらの扇状地は更新世中・後期に形成されたもので、支流によって解析され

段丘化していく。これに対して、老年期山地がその後地殻変動によって隆起順平原化した北上山地側では、

山地に続く丘陵辺縁部に小規模な段丘と沖積地が観察されるにすぎない。中流域には砂礫段丘I (高位)、

－1－
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砂礫段丘Ⅱ （中位)、砂礫段丘Ⅲ （低位）の段丘面が形成されている。古代集落が多く立地する低位段丘面

は雫石川の度重なる氾濫を受けており、旧河道や自然堤防が複雑に入り組んでいる。本遺跡でも、遺跡南

端・北端に旧河道が流れ、南北の集落域はこれによって分断されている。
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3．基本層序 （第4図､写真図版8）

本遺跡周辺は、永<にわたり水田として利用されていたため、造成により旧地形は改変を受け、概ね平

坦な地形となっている。調査区の大半は地山層（Ⅵ層） まで削平されており、本来周辺に堆積していた士

層が残存するのは、 もともと地形の低かった僅かな区域のみである。

Ia lOYR3/2黒褐色シルト現表土。水平に堆積。

Ib lOYR3/1黒褐色シルト造成盛土。地山土が大きなブロックで混入しⅥ層と誤認し易い。

na lOYR4/2灰黄褐色シルト 旧耕作士。灰白色粒子含む。やや青味がかった粒子（～2nn)を極微

量含む。

nb loYR3/2暗褐色シルト 旧耕作土。C区北部．D区南部に存在する。 Ⅱa層と直接接する箇所はない

が、 Ⅱa層下面が本層を主体土とする遺構の上部を切っている。近世以降の遺構埋土主体土に相当。

m loYR3/1黒褐色シルト 旧耕作土。灰白色粒子全体に含む。上部ほど赤味が強くなる。本層によ

り調査区の大半が地山面まで削平される。火山灰降下以降の遺構埋土主体士に相当。

IV 10YR3/1黒褐色シルト灰白色粒子含む。旧河道内では確認できたが、Ⅲ層と非常によく似るた

め、その他の区域で基本層序として残存しているか否かの判断は難しい。火山灰降下以降の遺構埋

土主体土に相当。下面に十和田a降下火山灰層が堆積。

V 10YR2/1黒色 シルト 旧表土。上面が古代遺構検出面。9世紀～10世紀初頭の遺構埋士主体土

に相当。地山ブロック(径～2nm)を極微量含む。十和田a降下火山灰を含まない。

Ⅵ 10Ⅶ6/6明黄褐色砂質シルト～粘土質シルト以下地山。

Ⅶ 10Ⅶ6/6明黄褐色砂質シルト砂礫層。

4．周辺の遺跡

平成12年度の岩手県教育委員会のまとめによると盛岡市内の遺跡は、約500箇所確認されている｡第5図

には雫石川右岸を中心とする範囲に所在する遺跡の分布を示した。

これらの遺跡の分布状況を概観すると、縄文時代では、雫石川左岸の台地上に大館遺跡群をはじめ多く

の集落遺跡が分布するのに対し、右岸の沖積段丘面には極僅かの遺跡が散見されるにすぎない。だが、近

年熊堂A遺跡・台太郎遺跡、熊堂B遺跡などで、縄文時代晩期の集落が確認されるようになり、今後当地域

における縄文時代の様相が次第に明らかになるものと思われる。本遺跡も旧河道への落ち際で該期の遺物

が出土している。

一方、古代の遺跡は、縄文時代の分布状況とは異なり、雫石川右岸に集中し、八掛遣跡などの8世紀代

の集落遺跡や、太田蝦夷森古墳群、 803年に造営された城柵遺跡である志波城、林崎遺跡などの集落遺跡も

数多く分布している。近年当地域に計画された区画整理事業に伴い台太郎遺跡・熊堂B遺跡・飯岡才川遺

跡・飯岡沢田遺跡・野古A遺跡など古代遺跡の調査例が増加している。これらの遺跡は7世紀後半～8世紀

代および9世紀後半～10世紀前半に集中し、志波城存続期間と併行する時期の集落跡は少ない。
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周辺の遺跡一覧（1 ）表1
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NQ 遺跡名 種別 時代／備考

1 細田 散矛了地
一
、
’Z安／二 一

一 荊器

2 松ノ木 ‘簔涌鯛 1
一
、
一

一

ム安／二
一 力

111、 器

3 八ツロ
■
ｑ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ牧布封 1 白1 6／一

一 二I 而器／′
■
卓
ロ
。皇居間

凸
Ｌ
▽

4 八掛 集落跡 口1~､／工叩百房／1土盾脚ド／士坑

5 太田蝦夷森古墳 古墳 奈良／土師器／刀･玉／和同開弥

6 賞
』
ゴ
ゴ 集落跡 平安／土師器／住居跡／城館跡／堀

7 ー 二野屋蔓 血 散布1 h 古 七/izHi i器

8 畑中 集落跡 古ノ七／二 一
一

h‐
'1 i器

9 ノ 、沼 集落跡
一
、
一 z安／二 一

一 1i器･緑油 焔 器／‘主居跡

10
ー

一メ
ー

ノ

一

典
一

、 集藺
■■■

P

r ’
凸
Ｌ
▼

一
、
一

一

ム安／二 一
一那器/f 一J 舌跡

1l 五兵衛新田 集禰
一
号 ，

凸
Ｌ
Ｕ 白 t/=t 抑番

12 天沼 集潔掴
卓
Ｌ
ひ 口 七／二二師器

13 竹鼻 集澗子跡 白 七／土師器

14 志波城 城柵跡 半安／土帥器／細立狂建柳跡／門跡

15 田貝 集落跡 古代／土師器／住居跡

16 竹花前 ‘き落跡 平安／土師器･緑釉陶器／任后跡

17 新朏y而 城柵間
《
Ｌ
▼ 縄文･古代／縄文二皇器(晩)･土

”
令
■

］I 1器

18 石仏 集落間
今
込
ロ 古代／二 一

一 師器

19 田 に ． 散布封 』
一
、
一Z安／二 一

一 痂器

20 林 奇 集洛 圃
凸
込
。

一
、
一Z安／二

’
’
一抑詩／； 堀 立ノ 王腱

●
Ｂ
ｒ
■

●
卜
■
Ｐ 勿圃

△
Ｌ
▼

21 ノ 、幅 集洛固
企
上
己

一
、
一 里
蛍／土 痂器／′

ザ
画
・
』皇居跡/i 堀 ｣Lｲ土建初剛、

22 大宮 集落跡 古代･中世言／土H1 j器／住居 閲
今
込
▼

23 大宮北 散布地 平安／土師器／任店跡／土坑／溝跡

24 鬼柳A 集落跡 白1℃／エロm=r

25 小林 集落跡 古代／土師器
26 Z <門 集落悶

▲
心
耳 ロ 七／士 li i器

27 ー

一
一 越場 集落 ，

凸
、
▽ 口 七／二 一

一 3i 1器

28 宮沢 散布1池
一
、
一

一

ム安／術
二
恥
式
一犬遺構

29
‐

月
Jb 署堂A 散布：也

可
ｄ
Ｊ
Ｆ

Ｐ
４
１ §文／ポ 文土器（ 塊)／‘

Ｐ
二
国
字 一』 吾 ， 《等

30 熊堂B 集落間
今
Ｌ
ロ 奈 受～近世／二二師 器／′主居跡／掘立柱腱当物跡／二

一 句

一

一

几

31 鬼フ卯B 集落固
今
魁
。 白

Ｐ
。

§／二二師器
32 稲苛 集落＆ド

一
、
一 z安／土師器･須恵器／溝跡

33 鬼卿 IC 集落跡 白1℃／工即布

34 野古A 集落跡 古墳末～平安／土師須恵／住居跡／土坑／溝跡
35 野古B 散布地 口 七/zt:i i器
36 台太郎 果洛 亦

づ
含
久

冥
弓 皇～近

『
↓
一 盲／ 一

一 二Bi j器／′
Ｐ
一
口
垂皇居跡／； 屈立）

■
』
巳

ロ
一韮

子ノ
ーっ
ー 勿間《／溝跡

37 矢盛 集洛跡
一
、
一Z安／二 一

一

■
ｂ
Ⅱ
０
，
■
且
日 i器/f昌居 跡／二二坑／溝跡

38 蟹1 3下 散布：池 口1~5／二
一
一
一 ｉ

■
色
■
勺
宅
■
可 器

39 ニツI 乱 散布 池 絹‘文･古
Ｆ
二

6／ 一
一 二器(にゴ･後)／二 一

一荊器
40 小ラ Ｉ

Ｆ
凸
』
■ 田館 城柵間

乙
魁
▽ 中t士／堀／郭

41 蟹沢 散矛鋼 』 縄文･古代／終 文二二器･ニ二師器
42 ヘビ堂 散布地 縄文･古代／縄文土器･土師器
43 オミ坂 散布地 縄文･平安／縄文土器･土師器
44 大ケ森 散布地 縄文･古代／縄文土器･土師器
45 辻屋敷 集落跡 口 七／二 一

一 緬器
46 砥 田A 集落跡 古 七／二 一

一 而器
47 I■■■

・
・
ｊ

一
一 塑場B 集落跡 口 七／二 一

一 茄器
48 画 田B 集落跡 古 七／二 一

一 而器・須馬罰器
49 前田 集落跡 口 七／二二師器
50 向中野館 城冊跡 に ．．

ｔ
一 胃／＃ 3／二

專
奎

一
一

51 細谷地 集落跡 平安／二二師器／住居跡／陥穴状土坑／溝
52 南仙北 集落跡 縄文･古代／縄文土器･土師器
53 向中野幅 集落跡 古代／土師器
54 飯岡沢田 集落跡 古墳末～中世／土師須恵／古墳／周溝／環濠／住居跡
55 飯岡。

一
ｂ

川
悲
惨
フ菖落間

《
、 半安／二 一

一 痂器・須恵器／ 工 ヲ 多后 溝／；屈立ノ
』
ｂ
・
一蓑

I･’
二●
ー 勿跡/f三居間

凸
甦
も

56 に コフ
凸＝

、、 散布： オ 』 平安／二 一
一痂器･須恵器

57 F 見L 」 散布：池 絹 1文･古′七／二 一
一
一
痂器

58 に ． 散布：也 絹’文･古
ｂ
』

6／ボ ； 文一
一二器･ニ二師器

59 飯 茜 館 功
里．

§ノ

扣

11（
ア

跡 に ． t
■■■■■■■

言･縄文/j 鴬 文一
一二器(中)／空堀

60 ウ
ヨ
ー
こ 散布：也 ホ§文･古代／縄文土器･土師器

61 高館古墳群 古墳 奈艮～平安／土帥老号･蕨手刀
62 藤島Ⅱ

●
・
１
１
１
Ⅱ
１牧布地 平安?／二二師器
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表1 周辺の遺跡一覧（2）
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NQ 遺 跡名 種別 時代／備考
63 信 i館 集落間

凸
Ｌ
口 終文／終,文土q

q 号(に .)･桓詩
64 大；卯I 散布 1 』 ロ′ t/土抑詣･須思詩

65 大）卯Ⅱ 散布： オ 』 口1℃.!／工叩語

66 館！矛前
。
■
・
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ双仙瓦 1 ボ§文／縄文二二番(後）

67 飯 茜 山館 城館跡 甲世

68 飯岡赤坂 散布地 百1~噌

69 いたこ塚 祭祀跡 近世

70 赤坂Ⅱ 散オ了地 平安?／二二帥器
71 羽場髭 城撰 跡 中 ｉ胃／空堀
72

一
、
グ
ｑ 3場百E

ー

ノ く 散布：池 終文／緯 文一
一 二器(に ． ）

73 砂子塚 散才
一

］： 池 ロ
ｂ
二

6／え 、
E
■

し

74 ア ／ ノ野 散可鯛 』
、
で
■
ク 鴬 ,又／縄文土器(晩）

75 因’ 雷 散布： ｛ 』 縄又･古代／縄文土器・土師器
76

ー

ノ
一

、節 集落跡 半安

77 福千代 集落跡 奈艮

78
一
一又 散布地 白1~､／工叩帝･狽思帝

79 内村 今き落固
今
込
。

一
、
一Z安／二 一

一 ;1 ]器･常滑
80 中屋敷 散布封 』 画1~､／二

一
一 抑器

81 藤島I 集落 跡
可
守
〃
〃 鴬 ,文･古 引:／縄文二二器･ニ二師器

82 深I H1 集落 ’
今
も
も

■
９
．

■
■Z安／′

Ｐ
一
口
】 一J 吾 跡

83 高 蕊
‐
て 散才了地 口′ 毛／′

砂
。
。
ロ
函
皇居跡

84 法領； 置現塚 祭而 ﾖ跡
、÷

凹寸′ 自不
『
４
Ｊ
夕 1

85 飯 河） §崎Ⅱ 今
一
翅
何

●
芽
『
竜 亨跡 平安／二二帥器・須恵器／任居跡／掘立柱建物跡／土坑／溝跡

86 飯岡林崎I 集落跡 半安／土師器
87 上新田 集落跡 平安／土師器／住居跡

88 深淵Ⅱ 集落跡
一
、
一 z客／仲匡･跡

89 上新田I 歩き落 跡
一
，
一Z安/f充･跡／‐二耕出と皇‘愛

90 下久根I 散布1池 ボ §文･古 七／緯 文一
一二器 一

一
● 二目i 藩

Ｆ
１
凸
辱

91 石持 散布池 口′七／二 一
一 痂器･須偏惠器

92 高 室敷Ⅱ 肯 〔布： 也
一
、
一Z安／二 一

一 師 器･須惠器
93 匪 集落跡

一
、
一

一

ム安／二
一
一
一而器／住居跡

94 西田 集落跡
一
、
一 z安／須恵器

95 下久根Ⅱ 散布地 ボ§文･古代／縄文土器
96 熊堂I 集落跡 縄文･古代／縄文土器･土師器
97 松島 集落跡 白1℃／工同I i器･須恵器

98 熊堂Ⅲ 集落跡
一
、
一Z安／二 一

一 1i器･須恵器/f 皇居跡
99 熊堂Ⅱ 集落跡

一
、
一Z安／二 全

一師器･須恵器/f皇居跡
100 田 に 。 集落跡

一
、
一Z安／二 一

一 而器･須恵器･石器
101 南谷：也 集落跡

一
、
一

一

ム安／二 一
一 而器･須藍器／‘

Ｐ

一

口

ロ 皇居 跡
102 夕覚 散布封 』 古代／二 一

一 涌器

103
申
ｊ
タ
グ黄屋 集落間ド 古代／二 含

一那器･須恵器

104 葛本 散布対』 b1~E/工ﾛⅢ帝･ノロ帝

105 新井田I 散布地 "1~E/工同m帝･笏貝思帝

106 新井田Ⅱ 散布地 古代／土師器･須恵器
107 新田 今き落固

土
も
、

一
、
一 z安／土師器･須恵器

108 笥渡I 散布：池 白1℃／二二師器

109 下求 場 集落跡
一
、
一Z安／二二師器･須恵器･緑ツ油院 器

110 下湯沢 散布也 古 七／二二師器･須恵器
111 大 I

望
勾 散布：也 古 七／二二師器･須恵器

112 湯壺 散布也 絹文／絹文土器(晩)･石器
113 湯壺経塚 経塚 に 。 世言／常滑
114 後島 散布地 縄文／縄文土器･石器
115 湯沢 散布地 縄文／縄文土器(前･中･後）
116 島 墳墓 時代不明／小塚
117 ノ 、田I 散フ布地 ゴ′

壱

七／二 一
一 茄器

118 笥渡Ⅱ 散フ 行： 也 ゴ′
ー

七／二 一
一緬器･須恵器

119 笥渡Ⅲ 散布：也 口 七／二 一
一 緬器･須房ﾇ器

120 森子 散布：池 古 七／二 一
一 涌器

121 小田Ⅱ 散布： ｛ 1
一
、
一Z安／二二師器

122 湯沢大館
■
９ 成館間

▲
Ｌ
Ｕ 古 t へ一に 。.

ｔ
一冑／土師器･須恵器

123 狢I そ 散布封 1 白 七／土Hi i器
124 盛岡城 城館跡 中世～近世／瓦･陶磁器･その他



Ⅱ野外調査と室内整理の方法

1．野外調査

（1）調査区

調査区は、盛岡和賀線の両脇に沿った南北約330m、東西約12mの細長い範囲である。当初5,191㎡の範囲

を対象としていたが、南端旧河道河床面において遺物が確認されたことから、調査区を南側に411㎡拡張し

て5,602㎡が対象区域となった。平成13年度はこのうち水路によって調査不可能な区域を除いた3,532㎡を調

査した。翌平成14年度は、昨年度残した水路分に道路東側南端部を追加した2,600㎡が対象範囲となってお

り、 2カ年の合計面積は6,132㎡である。

（2）グリッドの設定・区割・調査年度（第6図）

①グリッドの設定

グリッドの設定については、平面直角座標第X系（日本測地系）を用いた。盛岡市教育委員会の方針に順

じ、X=-36, 900，Y=24,450に調査座標原点を設けた。この原点を起点として調査区全体を覆うように、

一辺50mの大グリッドを設定し、されにこれを一辺2mの小グリッドに区割した。大グリッドは原点から西

にアラビア数字のI ･Ⅱ…、南にアルファベット大文字のA･B．C…として「IA」 「IB」と表した。

小グリッドは、東から西へ算用数字のl～25,北から南へアルファベット小文字のa～yとして、 「IA1

b」 「IB2c」と大グリッドと組み合わせて表現した。実際の区画設定には、下表の基準点・区画割付杭

(日本測地系）

(平成14年度〈02>）

②区割

南北に走る盛岡和賀線の両脇にある調査区は、東西方向に走る農道にも分断され、大きく4つの区域に分

かれる。そこで便宜的に、北西部をA区、南西部をB区、北東部をC区、南東部をD区とし、さらにそれぞ

れの区を2分するように南北に流れる農業用水路を境に、西側を1区、東側を2区、水路のない南端部にお

いては、北側を3区、南側を4区と細分した。この両者を組み合わせて、 「A1区｣、 「B3区」のように呼

称した。
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X Y H グリッド

基3 -37100.000 24430.000 124.975 IEl1a

基4 -37100.000 24408.000 125.256 IE22a

補9 -36960.000 24436.000 125.437 IB8f

補10 -37000.000 24436.000 125.505 IC8 a

補11 -37050.000 24430.000 125.362 IDl1a

補12 -36940.000 24412.000 125.691 IA20u

補13 -37000.000 24412.000 125.764 IC20a

補14 -37050.000 24408.000 125.374 ID22a

補15 -37160.000 24428.000 125.047 IF12f

補16 -37210.000 24428.000 124.806 IG12f

X Y H グリッド

基1 -37100.000 24434.000 125.324 IE9 a

基2 -37100.000 24404.000 125.198 IE24a

補1 -36950.000 24440.000 125.241 IB6 a

補2 -36980.000 24440.000 125.366 IB6p

補3 -37050.000 24434.000 125.388 ID9 a

補4 -36940.000 24412.000 126.010 IA20u

補5 -37000.000 24412.000 126.228 IC20a

補6 -37050.000 24410.000 125.304 ID21a

補7 -37100.000 24410.000 125.216 IE21a

補8 -37150.000 24404.000 125.012 IF24a



③調査年度

平成13 （2001）年度は、A･B区（水路とその法面を除く）、 C2区・D2区を調査した。平成14(2002)

年度の調査範囲は、A･B区の水路分、 Cl区・Dl区･D3区･D4区である。

（3）粗掘り ・遺構検出

平成13年度は調査区内に任意に試掘トレンチを設定し人力掘削を行い、土層の堆積状況と遺構検出面を観

察した。その結果ほとんどの区域で地山層（Ⅵ層）上面まで後世の掘削が及んでいることが判明し、表土を

重機で除去した。

平成14年度はすでに検出面を把握しているため、試掘は行わずに重機による表土除去を開始した。両年度

とも表土除去後、鋤簾・両刃鎌・移植ベラを用いて遺構検出作業を行った。

なお旧河道については人力による試掘トレンチで遺物が存在しないと確認した範囲は重機で掘り下げてい

った。詳細は以下の通りである。C1 ． 2区|日河道北半…Ⅵ層上面。Cl区旧河道南半…To-a直上層中。

B4区旧河道北半東側・南半…To-a直上。D4区…礫層上面（旧河道河床面)。

（4）遺構名のつけ方

①野外調査

区域ごとに001から順に仮番号をつけ、区域名、遺構種類とあわせて表現した。竪穴住居跡は「Al区001

住｣、掘立柱建物跡は「Cl区001建物跡｣、土坑は「D3区002坑」となる。一つの遺構であっても区域をま

たいでいる場合はそれぞれの区域で仮名称をつけた。柱穴状土坑については「区域名・遺構種類(p) ･番

号」の順で、 「Al区pl」 「A2区pl」というように命名した。なお、柱穴状土坑の番号は、同一区域を

2カ年に渡って調査した場合はく01〉年度が1番から、 〈02〉年度が101番から、 また調査終了後に新たに番

号を付けたものは201番からつけた。住居内の柱穴については遺構種類をppとして上記のものと区別した。

②報告書掲載

野外調査時および室内整理時には、検出時に命名した仮名称を変更することなく （遺構種類が異なってい

た場合も含めて)、報告書掲載時に新たに掲載名称をつけた。命名については、盛岡市教育委員会と同様に

下記の略号を用いて行った。各遺構の番号は1から順に通し番号を付した。

竪穴住居跡…RA 掘立柱建物跡…RB 柱穴列…RC 土坑…RD 竪穴状遺構…RZ

炉・焼土遺構…RF 掘・溝跡…RG 井戸跡…RI その他の遺構…RZ

なお柱穴状土坑に関しては野外調査時の仮名称をそのまま採用した。

（5）遺構精査・遺物の取り上げ

精査は、遺構の規模に応じて2分法・ 4分法を用いて断面を残し埋土の堆積状況を記録した。前年度調査

済みの遺構を継続調査する場合も同様の精査方法をとったが、堆積状況が前年度と同じ場合は記録を省略し

た。検出時に重複が認められるものに関しては、平面形で新旧関係を把握して原則的に新しいものから調査

を行い、士層の堆積状況からも両者の切り合いを観察できるよう断面を設定した。 2カ年に渡って調査を行

った場合でも前年度の断面図・カラー写真を用いなるべく遺構全体の埋土堆積状況が把握できるよう努め、

同一層と想定されるものに関しては註記にその旨を記録した｡遺構内遺物は層別に取り上げることはできず、

上層（ ・中層） ・下層・埋土一括と区分した。カマド周辺及び床面～下層にかけて出土したものは可能な限

－12－
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り出土状況を記録し番号をつけて取り上げた。遺構外の遺物は区域ごともしくは区域南部・北部といった大

まかな区分を行った。またグリッド付近という取り上げは、その小グリッド内に収まるものではなく、その

遺物が出土した地点から一番近いグリッド杭を採用したもので、半径5m程度の範囲を考えて頂きたい。炭

化材については、出土位置・材の形状・木目の方向・他の材等との新旧などを記録し、樹種同定のサンプル

分のみ取り上げた。

（6）実測

遺構の実測は平面図及び断面図の作成を行った。平面実測は、 1m方眼を基準にした簡易遣り方測量を主

に採用し、遺構配置図・溝跡などについては光波トランシットや平板による実測も併用した。縮尺は1/20

を基本としたが、竪穴住居跡のカマド等では1/10を用いる等、必要に応じて任意の縮尺で実測した。

（7）写真撮影

写真撮影は、メインカメラとして中判カメラ （モノクロ・一部カラー)、サブカメラとして35m判カメラ

(モノクロ・ リバーサル)、メモ用に平成13年度には35m判カメラ （カラー)、平成14年度にはデジタルカメ

ラを使用した。これらのカメラでは、各遺構の全景・断面・遺物出土状況を中心に撮影を行い、遺跡全体は

平成14年度に小型飛行機により空中からの傭撒写真を撮影した。

（8）野外調査の経過

①第1次調査平成13年度

4/13村上拓・中村絵美調査員、作業員約20名で

調査開始。

4/16～23雑物撤去・試掘。

4/19～ 重機による表土掘削、遺構検出開始。

4/26水路移設に関して協議。

5/9基準点測量。

5/23 C2区排水溝掘削。

C・D区は調査区近隣の水田から水が流れ込み常に

水没している状態。A・B区から調査開始するが、

こちらも降雨後は連日午前10時頃まで、または半日

水汲作業を行う。

5/24引き渡し時期の早いB3区から精査開始。

5/31水路に排水のため沈殿槽設置。

6/5今後の調査方針について協議。

6/6教育次長視察。

7/23作業員休憩場に侵入者が入り荒らされる。

②第2次調査平成13年度

平成13年12月5日岩手県教育委員会生涯学習文化5日岩手県教育委員会生涯学習文化課

8/6細谷地遺跡より4名増員。

8/9 B3区部分終了確認･B4区旧河道の調査方針

協議。

8/29 B4区旧河道、A･B区水路分調査方針協議

旧河道はトレンチ調査し旧地形を把握、水路分は生

涯学習文化課が補足調査する予定となる。

9/10 C2区精査開始。

9/17 A･B区水路分・C1区･C2区は次年度

に調査を行うことに決定。

10/上旬RAO4浸水防止のため屋根をかける。

11/1 新井田Ⅱ遺跡より作業員増員。

11/3現地説明会。

11/19終了確認。

11/21現場事務所撤収。

11/26～30埋戻し作業。現場終了。

で道路東側南端部 (D3 ． 4区）の試掘調査を行う。
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③第3次調査平成14年度

6/3 島原弘征調査員（～14日）作業員8名で調

査開始｡重機による表土掘削と人力による遺構検出。

6/19村木敬・青山紀和調査員調査（～7/5)。

貝の淵I遺跡より作業員増員。

7/10台風6号による大雨。

7/11 C1区調査区壁崩落、水路決壊の恐れがあ

るため、復旧作業行う。以後一週間天候不順とそれ

に伴う排水作業により調査が行えない。

7/18 中村絵美・長洞ひかり調査員調査（～終了)。

7/22基準点測量。

8/26 D3区水路移設協議。水田水抜き後水路取

り壊しを行うことに決定。

9/1 D1区部分終了確認。 （排士置き場とする）

9/18 D3 ． 4区調査開始。

10/15包括外部監査。

10/19現地説明会。

10/2l立花公志調査員調査（～15日)。

10/23小型飛行機による空中写真撮影。

11/6終了確認。

11/8～終了まで天候不順続く｡ 13日～15日は積雪。

11/8 RAO4に屋根をかけ降雨時の作業を可能と

する。

11/20現場事務所撤去。

11/21調査終了。

2．室内整理

(1)遺物の処理

①選別基準

〈土器〉

a・口縁部から底部まで残存しているもので口径または底径が算出できるもの。

b.口縁部破片で口径が算出できるもの。

c・底部破片で底径の算出できるもの。 （ロクロ使用土器は底部の切り離し技法がわかるもの）

d・胴部破片で反転実測の可能なもの。

e・破片で反転実測が困難なもの。

坏類はa～c、甕・瓶類はa～d，墨書土器・陶磁器はa～eを基準に一次選別を行った。その後、一遺

構内に器形が類似する個体が複数存在する場合は二次選別をした。一方で出土遺物の少ない遺構に関しては

器種構成を示すためにeのものからも積極的に採用した。

<その他の遺物〉

基本的に全点登録し実測掲載しているが、鉄製品及び部材・杭などの木製品のうち時期不明のものは不掲

載とした。また石器・羽口・鉄製品の一部、鉄津類は写真のみの掲載とした。

②遺物番号・掲載順序

遺物登録時に土器・石器・木製品･鉄製品など、遺物の種類ごとに仮番号を付した。室内整理中は仮番号

のまま作業を行なった。その後、編集段階で全遺物に改めて掲載順の番号を付し、これを掲載番号とした｡

（2）遺構の処理

図面の合成作業を行なっていく上で、年度ごとに検出面の高さが違ったことが原因で、遺構の上端ライン

が整合しないことや、遺構が消失または新たに発見された例が多々あった。これらは修正することなくその

まま掲載し、遺構の形状が突然変わる理由を理解するために、平面図に両年度調査区の境界線を明示した。
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図中には、平成13年度・第1次調査区域を<01〉 （2001年度の略)、平成14年度・第3次調査区域を<02＞

(2002年度の略） と記載した。

（3）図版について

竪穴住居跡・土坑・掘立柱建物跡については遺構ごとに平面・断面図を作成し掲載した。遺構図版には縮

尺率を表すスケールと方位を付したが、断面図についてはポイントのアルファベットが大文字のものは

1/40、小文字のものは1/20とした。他遺構に関しては、平面図を遺構配置図内にまとめて表し、断面図に

関しては、溝跡は平面図と同じ図版内に、それ以外の遺構は別図版に掲載した。断面図の縮尺率は遺構の規

模に応じて変更しそれぞれにスケールを付した。

遺物は、土器・石器・木製品・鉄製品は1/3掲載を原則としたが、極端に大小のあるものに関しては適宜

縮尺を変えた。この他の土製品・石製品・鍛冶関連遺物を1/2，銭貨を1/1とした。

遺物写真図版の縮尺率および掲載番号は遺物図版と統一している。

（4）室内整理経過

①第1次調査平成13年度

調査員2名、整理員3名体制で11月1日から3月29日まで室内整理を行った。出土遺物の洗浄は野外作業

の雨天時にほぼ済ませており、土器接合・復元作業から開始した。土器実測は仮登録したもののうち13年度

に調査が完結した遺構から優先的に行い、次年度調査区域に遺構が続くものに関しては、口縁から底部まで

の器形が把握でき、なおかつ50％以上残存している個体から進めていった。底部拓本・ トレース・写真撮影

は実測した個体のみを対象とした｡遺構は遺物と同様に単独遺構→次年度継続の順に第二原図を作成したが、

ほとんどが次年度調査予定のためトレースは行わなかった。遺構写真は次年度撮影予定カットを想定し仮組

まで進めた。本年度は調査区域の制約から単年度で作業を完結できるものが少なく、多くの作業を次年度の

室内整理に持ち越すこととなった｡

②第3次調査平成14年度

調査員1名、整理員4名体制で11月1日から3月31日まで室内整理を行った。前年同様、遺物の接合・復

元作業から開始した。接合作業は、まず14年度に出土したものの中で行なった。その後、同一遺構内出土で

13年度仮登録した遺物とも接合を試みたところ、仮登録遺物のうち約10％弱が再接合した。拓本・ トレース

は今年度実測分と前年度未了分を、土器以外の遺物実測・ トレースも仮登録し全体量を把握してから2ヵ年

分行った。遺構は昨年度作成した第2原図に継続調査分を合成してからトレースした。前年度からの継続作

業または2カ年度分を合わせてから新たに行うものが多く作業量は膨大となり、本年度検出遺構・出土遺物

に対して積算された整理員数で作業を進めていくのは非常に困難だった。
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Ⅳ．検出遺構と出土遺物

l.概 要

今回の調査により飯岡林崎Ⅱ遺跡は平安時代前半の集落跡であることが判明した。集落の南北端は旧河道

に断ち切られ、それ以南・以北は一段低い低位面となっている。北端旧河道の南側の高位面(A･C区、B

区北端）から、調査区の中央部(D1 ． 2区、 B1 ･ 2区南部）へ向かって若干低くなり、 Bl ･ 2区南端

付近から南端旧河道の落ち際まではまた高くなっている。遺構が分布するのは両端の旧河道に挟まれた微高

地上で、竪穴住居跡37棟、堀立柱建物跡14棟、土坑23基、溝60条、柱穴状ピット約500基のほか、多数の掘

削痕が検出された。また、北端旧河道には平安時代前半の捨て場が形成されており、一方、南端旧河道では

縄文時代晩期～弥生時代前期の遺物が河床面より出土した。

遺物の総量は大コンテナ30箱程度で、大部分が平安時代の土器である。遺物の種類は、土師器、須恵器、

木製品、羽口、鉄津、砥石、紡錘車、土錘、刀子、銭貨、炭化米、炭化材、骨片、中～近世陶磁器片、縄文

時代晩期末～弥生時代前期の土器、石器等である。

2．竪穴住居跡

竪穴住居跡は37棟検出された。RAO7･33･34は重複または全体を拡張した可能性が高く、これらを2棟

と数えると40棟となる。住居跡は南北両端の旧河道の手前側一段高い区域に広がっており、中央部の低い区

域ではわずか2棟のみ検出された。この中央部の空白地を挟み、北側に18棟、南側に17棟と竪穴住居跡が集

中している。すべて平安時代前半、 9世紀～10世紀初頭に属するものである。

なお、調査区が細長いため、住居跡の全形を調査できないものがほとんどであった（37棟中27棟)。その

中にはカマドが検出されない方形を呈する遺構が多く含まれている （27棟中8棟)。これらの遺構は、規

模・形状、床面の状況などがカマドを有する竪穴住居跡と類似しており、調査区外へと延びる壁にカマドを

有する可能性があるため、竪穴住居跡として扱った。

RAO1住居跡（第9 ･ 10図、写真図版9)

<位置・検出状況>Cl･2区、 IB7nグリッド付近に位置する。Ⅵ層中で検出した(2001年度調査区、

以下<01>)。Ⅵ層上面で検出したところ黒褐色土の広がりが検出され(RZO1-1新期掘削痕)、この範囲

をさらにさげていくと、住居跡のプランが明瞭となった（2002年度調査区、以下〈02>)。

<規模・形状＞平面形は4.1×3.9mの隅丸方形を呈する。北東壁隅は士坑があるため若干張り出し丸みを帯び

る。主軸方向はN-12o－Wである。

<埋土〉床面直上から上部に向かって地山土の少ない黒色士(c-c'9.10,5･6,2.3層） と、地山土の多い黒褐

色土（7．8，4層）が交互に堆積する。上部はRZO1-1新期掘削痕により掘削をうける。南部壁際には黒褐

色土が堆積する (C-C'11･12)。地山土を多く含むため壁の崩落層と判断し下面を床面としたが､地山ブロッ

クの形状が横につぶれていて貼床土に類似することから上面が床面の可能性もある。床面直上で炭化材が検

出されているため焼失住居の可能性が考えられるが、埋土中には炭化物・焼土ブロックは含まれていない。

<床面〉掘方を平坦にならした(C-C'16層）上に貼床(A-A' 11層､C-C! 13層)を施している。貼床は黒色土を主

体とする。貼床土中に含まれる地山ブロックは、その上位の埋土に比べ押しつぶされたように横に細長い形
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状となっており、特に本層上面においては薄層をなして面的な広がりが認められる。遺物及び炭化材はこの

貼床上面に多く出土している。掘方は地山土を多く含む黒色土で構成されている。壁際が深く黒色土を多く

含み、中心に向かって浅くなる。硬化面は貼床上面では確認できず、むしろ掘方埋土上面の方が固くしまっ

ているため、床面が2面あった可能性がある。また住居北側では貼床の上位に黒色土、地山士(C-C' ･E-E'、

14. 15層）の順で埋土が水平に堆積している状況が面的に確認された｡正確な範囲を押さえることはできず、

調査過程において把握できた範囲のみ破線で示したが、住居北側は床面上に盛土を施し一段高くなっていた

ものと考えられる。

<壁＞南・西壁はほぼ直立し、北・東壁は外傾してたちあがる。北・東壁は平面形も外側へやや張り出して

おり壁が崩落したものと判断される。残存している壁高は20cm程度である。

<土坑・柱穴＞住居北東隅で土坑が1基検出された(ppl)｡70×50cmの楕円形を呈する。位置から貯蔵穴と

推定される。柱穴は検出されなかった。

<カマド〉北壁東寄りに設置されている。煙道方位はN-09。－Wである。カマド袖は地山土と褐灰色土で

構築されている。住居内からカマドに向かって右側の袖（以下右袖）は芯材として礫を使用している。焼土

の範囲が礫の位置よりもやや内側であること、礫が被熱していないことから、本来礫は燃焼部側も袖土によ

って覆われていたものと考えられる。左袖は、前述した北側の一段高い部分と連続した堆積状況を呈してお

り同時的に構築された可能性がある。燃焼部は皿状に窪んでおり28×26cmの焼成面を形成している。煙道は

全長150cm、径28cm，深さ53cmの煙出し部に向かって緩やかに下る。煙道部構築方法は割り抜き式で、住居

側の南端部は天井が崩落してしまっている (a-a､9･13層）が、北側は煙道壁である地山が被熱しているた

め本来の形状をとどめているものと思われる。

<重複>RZO1-1新期掘削痕と重複しこれに切られている。

<時期＞埋土の様相及び出土遺物から、 9世紀後半～10世紀初頭の年代が想定される。

<遺物〉カマド燃焼部及びカマド脇土坑(ppl)付近から多く出土している。土師器坏7点・須恵器坏1点、

甕類4点、ナベ1点、須恵器瓶類2点を掲載した。土師器坏は内湾して立ち上がる。 1 ． 2はミガキ後黒色

処理されており、 2は幅広の工具のようなものでミガキが施されている◎ 6は歪みが非常に大きい。 10． 11

は土師器甕でロクロ整形後胴部外面にヘラケズリ、 11は内面にカキ目状のナデを施す。 14． 15は長頸瓶で、

頚部外面に環状凸帯を持つ。また15は頚部内面に絞り込んだ痕跡が観察される。 （第95～96図・写真図版75）

RAO2住居跡（第11 ． 12図、写真図版10)

<位置・検出状況>Cl･2区、 IB6pグリッド付近に位置する。東半部は調査区外となる。Ⅵ層中で検

出した。

<規模・形状＞東側は調査区外、南側は後世の削平のため消失してしまっており、本来の規模形状は不明で

あるが、北・西壁及び周溝から推定すると西壁5.7m以上の概ね方形を呈していたものと判断される。主軸方

向はN-91o－Wである。

<埋土〉ほぼ床面直上付近まで耕作による撹乱を受けており、本来の埋士はわずかに残存するのみである。

黒褐色シルトを主体とし周溝埋土及び床面付近には地山砂の混入が多い。

<床面＞7層上面が床面となる。顕著な硬化面は認められない。

<壁＞残存する壁の高さは最大15cmである。

<土坑．柱穴＞床面上でppl～9の小ピットが検出されている。開口部径20～65cmの範囲で、 30～40cmのも
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のが多い。深さは8～22cmと様々である。

<カマド・地床炉＞西壁に設置されている。煙道方位はN-90o－Wo袖は残存していないが、燃焼部と思

われる位置には34×32cmの焼成面が形成されている。煙道は全長154cm、径42cm、深さ56cmの煙出し部へ向

かって下っている。煙道部の構築方法は割抜式であるが、天井部は崩落してしまっており、年度調査区境付

近に地山層がわずかに残存するのみである。煙出し部壁は袋状に張り出しているが、周辺の埋土に地山土を

多く含み、壁面の被熱が張出部にはみられないことから壁崩落に伴うものであると思われる。pp7の西側に

は径26×22cmの焼成面が形成されている。周囲にカマドの袖または袖崩落土が確認できなかったため、地床

炉の可能性がある。しかし前述の通り、新期耕作士によって削平されたためにこれらを消失したとも考えら

れる。また、焼土北西側には楕円形の掘り込み(pp9)が見られ、これを煙道部の一部が残存しているもの

と判断すると、別住居が重複している可能性もある。この場合住居埋土3層は南北別層と考えられるが、埋

土の残存状態が悪く詳細は不明である。

<重複＞重複する遺構はない。

<時期〉埋土の様相及び出土遺物から、 9世紀～10世紀初頭の年代が想定される。

<遺物>pp3より出土した土師器甕の口縁～胴上部一点を掲載した。外面は下から上へのヘラケズリ、内面

はヘラナデが施される。口縁部は内外ともヨコナデ調整で、口唇部が強く外反する。 （第96図、写真図版76）

RAO3住居跡（第13． 14図、写真図版11)

<位置・検出状況>C1 ． 2区、 IB8xグリッド付近に位置する。Ⅵ層中で検出したため、床面の痕跡の

み確認したく01〉。Ⅵ層上面で黒褐色土の広がりを検出したく02〉。

〈規模・形状〉平面形は4.6×3.8mの方形を呈する。主軸方向はN-60o－Wである。

<埋土＞壁際に黒色・黒褐色士を多く含む層と地山ブロック （壁崩落土？）の多い層が交互に落ち込んでい

る。その上に黒色土を主体とする層(11･15層)、黒褐色土を主体とする層(9.10層）の順で南西方向から堆

積する。埋士上部には灰白色粒子を含む。5層は、下面に炭化物が貼り付き白色粘土と焼土ブロックを含む。

また3層・4層は、下面に黒色土が薄く層状に堆積しており4層中には細かい遺物が多く混入する。以上の

ように埋土上部においては人為的な堆積状況が伺える。床面直上では炭化材が検出されており焼失住居の可

能性が考えられるが､前述の通り埋土上部には炭化物・焼土ブロックを含むものの、下部には含んでいない。

<床面＞地山層を床面とする。貼床及び掘方は確認されなかった。床面は平坦で顕著な硬化面は見られない。

<壁〉北壁は不明だが、南・西壁はやや外傾して立ち上がる。残存している壁高は30cm程度である。

<土坑・柱穴〉南壁付近に小ピット、pplが検出きれた。 10YR2/1黒色シルトを主体土とし、床面からの深

さは5cmと浅い。この他にも黒色土の広がりをいくつか確認したがいずれも浅く不整形で、円形を呈し柱穴

の可能性があるものはppl一基のみであった。しかし床面である地山粘土層の層厚は床面下数cm～10数cm程

度で、その下位は地山砂礫層となり、上記のような円形または不整形な範囲を若干掘り込んだ程度で地山砂

礫層上面に柱を立てた可能性も考えられる。

<カマド〉西壁のやや南寄りに設置されている。煙道方位はN-74o－Wである。袖は黒色土と地山ブロッ

クを多く含む黒褐色土で構築されており、左袖には芯材として礫を使用している。右袖は残存状態が悪く若

干の高まりを残すのみである。燃焼部は皿状に窪み、48×38cmの焼成面を形成する。焼成面の上には粘性の

強い、にぶい黄榿色土が堆積し（灰層？）多くの骨片を含んでいる。煙道は全長128cm，開口部径20cm、深

さ25cmの煙出し部へ緩やかに下って行く。煙道部構築方法は割抜式で、住居内が埋没した後に天井部が崩落
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し(a-a'11層)、住居側から埋土が流入している。

<重複>RGO4と重複しこれに切られる。

<時期〉埋士の様相及び出土遺物から、 9世紀前葉～中葉の年代が想定される。

<遺物〉遺物は床面及び埋土上部に多い。須恵器坏・蓋各1点、土師器甕2点を掲載した。 19･20は非ロク

ロ調整の土師器甕で、内外面ハケメ調整が施されている。底部は、前者はナデ調整、後者には木葉痕がみら

れる。両者とも頚部に明瞭な段を持ち、口縁部は外傾する。底部は若干外側に張り出す。カマド内より出土

した骨片は分析の結果、イノシシの中節骨．末節骨及び獣類の破片であった。 （第96図、写真図版76）

RAO4住居跡（第15～20図、写真図版12～15)

<位置・検出状況>Cl ． 2区、 IC7fグリッド付近に位置する。東半は調査区外へと延びる。C区南端

部は周囲よりも低い地形となっており旧表土(V層・E-E16層）が残存していた。そのため、V層上面での

検出を試みたが、遺構を確認することができなかった。しかし、試掘時のトレンチ（第15図）内より多量の

土器片・炭化物が出土していたことから、この区域に何らかの遺構が存在することを把握していたため徐々

に掘り下げていったところⅥ層上面で竪穴住居跡を検出した。本来の検出面はV層上面である。

<規模・形状＞調査区内で最も規模の大きい住居跡で、西壁6.7m，平面形は方形を呈する。主軸方向はN－

71o－Wである。

<埋士〉床面直上には炭化材・焼土ブロックが散在する。その上に褐灰色士を主体とした層が堆積する。細

かい炭片を含むA-A'8a層（以下A-A'省略）が大半を占めるが、炭片を含まない層(10層）や被熱したブロ

ックを含む層（31層）など場所によって混入物が異なる。 8a層は大量の遺物を包含し、炭片は下面に多い。

褐灰色土上位の主体土は黒褐色土となり、地山土を含む層（4 ． 5層） と含まない層（3 ． 6層）が交互に

堆積する。以上の堆積状況から故意または事故により焼失・倒壊したものと判断される。また埋士上部には

十和田a降下火山灰のブロックがみられ（2層下面)、本遺構は火山灰降下以前に廃絶していた。

<床面〉掘方埋土上面を床とする。床面は、概ね平坦だが、南側がやや低くなる。掘方埋土は黒褐色士と地

山土の混土で構成される。

<壁＞南壁・西壁はほぼ直立するが、北壁は外傾して立ち上がる。壁面が被熱しているため、壁の崩落に伴

い外傾しているのではなく、本来の形状をとどめているものと考えられる。残存している壁の高さは50cm

である。

<炭化材・焼土〉床面直上及び壁際に炭化材・焼土ブロックが散在している。壁直下には径5cmほどの棒状材

が直立、または内側に倒れ込んだ状態で出土する。北壁面には横方向にみられる筋状の黒色土(F-F'7･8層）

が入る。西壁でも地山土と褐灰色土の混士(D-D'22･24層）が被熱した壁面の奥にみられ、これらは壁面構

造体の一部と考えられる。壁面にはカヤ束状の炭化物が圧着されたような状態も観察された。〈01〉南側床

面直上の板材は、壁に平行して壁直下に寄せるように並べられている。壁板が倒れ込んだような方向の乱れ

はなく、壁際にきれいに並んで検出されているため敷板と考えられる。住居中央部の床面上には板材はなく、

カヤ状の繊維が面的に広がる。カヤ状炭化材は棒状材(<02>No9)や床面に正位で重ねた坏(25～28)を

覆っており、ざらにこれらをどけると下面にも床に貼り付いた状態でカヤ状の繊維がみられる。屋根または

壁の構築材と、床面に敷かれたものと、 2種類のカヤの存在が想定できる (c-c') 。しかし遺物の出土し

ない場所では両者の識別はできなかった。また、カヤの繊維幅も太いもの細いものとあり、使用箇所によっ

て使い分けていた可能性が考えられる。これらの炭化材のサンプル(Noつきのもの）をとり樹種を同定した
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ところ、カヤ状材の<01>NO17、 <02>2～5は「ススキ｣、棒状材の<02>6～8， 17， 18は「ナラ｣、 <02>

9は「ケヤキ」で、その他の板・棒状の材はすべて「クリ」であった。

<士坑・柱穴〉北側のpplと南側のpp2が主柱穴となる。両者とも柱材が柱穴内に残存している。ppl掘方

は、西側に寄せて柱を立て、位置を固定してから東側を埋めていったものと考えられる。これに対しpp2掘

方は柱材をほぼ中央に据え、両側から埋めていったのであろう。両者とも掘方を平面形で確認することはで

きず、断面形でのみ把握した。柱材にはpplが長き65cm、幅19cm、厚さ11cm、 pp2が長さ50cm、幅10cm，厚

さ7cmの横断面が長方形となる材を使用している。両者とも南北方向に幅が広い。上方に向かって幅・厚さ

とも減じ細くなるが、これは恐らく腐食してしまったものと思われ、47．41層は柱痕の可能性が高い｡pp2

では床面より上の柱材が折れて倒れ込み炭化した状態で出土した(E-E! ･ <02>NQ10)。両者とも柱材とし

て「クリ」を用いる。pp3は南西端に位置する。須恵器大甕(50)を取り上げたところその直下から検出さ

れた。径65×55cm、掘込みは浅く地山土を多く含む灰褐色士が堆積する。前述の大甕は底部から体部下端を

欠き、接合しない破片にも当該部位がみられないことから、床面を浅く掘り窪めて大甕を据え置いていた可

能性も考えられる。しかし遺物の出土状況と、接合状態の関係を把握できなかったうえ、住居跡東半が調査

区外へ延びるため、詳細は不明である。

<カマド〉西壁ほぼ中央部に設置されている。煙道方位はN-74o－Wである。袖は地山土と褐灰色土の混

土で構築され、芯材として礫が埋め込まれている。燃焼部は皿状に窪み、径50cmの焼成面を形成している。

焼成面直上にきれいな褐灰色土をはさみ浅黄榿色粘土（灰層）が堆積しこれに骨片を多く含む。このすぐ上

位に住居埋土8a層が堆積しており （カマド6層対応)、燃焼部から煙道内に埋土がほとんど堆積しない状

態で住居が焼失したものと考えられる。燃焼部内には、焼成面より奥壁側に支脚が2つ並んでいる。いずれ

も小形の甕を倒位で設置したもので、住居中央からカマドに向かって左側のものはさらに甕の底部を重ねて

高さを調節しているo37層の上面が被熱しているため、使用時には支脚は固定するために下部を埋め込んで

いたものと思われる。煙道は全長160cm，径30cm，深さ64cmの煙出し部に向かって緩やかに下る。煙道部の

構築方法は剖抜式である。天井部は、住居側は崩落してしまっているが、煙出し部側1／3程度は残存して

いる。

<重複>RGO5と重複しこれに切られる。

<時期＞埋土の様相及び出土遺物から、 9世紀前半の年代が想定される。

<遺物＞床面から埋土下層、特に8a層中からの出土が多い。 22･23は住居西壁（カマド南側）に、やや住

居内に傾いて正位で出土した。25～28は床面に貼り付いたカヤの上に正位で4個体重なっていた。28が床面

直上で27，26， 25の順で重なる。前述の通り25の内面はカヤ状の炭化材に覆われていた。28．29もカヤを敷

いた床面直上から正位の出土で、やはり内面にもカヤがみられる。52．55．56も床直である。50はpp3検出

面から8層上面までに含まれる。45．49はカマド支脚である。43の底部は45と重なっていたが、その他カマ

ド内のものと接合した。59．60の材はそれぞれ南側・北側の柱穴内より出土した。土師器坏4点、須恵器坏

13点、小形壺1点、甕類11点、大甕2点、長頸瓶3点、鉄製品・紡錘車・羽口・砥石を各1点、柱材を2点

掲載した。21～24は土師器坏で24以外はロクロ整形で底部回転糸切離しある。 ミガキ・黒色処理は、 21は内

面のみ、その他は内外面に施される。22．23の外面は口縁部のみにミガキがはいる。また21は底部に「f？

(記号か？)」と墨書が、内面には「十？」とへラ記号が書かれている。25～37は須恵器坏である。このうち

25～34は体部が直線的に開き、ヘラ切り離しの底部をもつ。35以降は底部から内湾気味に立ち上がりそのま

ま口縁へと続くか、端部でやや外反する。底部切り離しは回転糸切である。前者は床面のものが多く、後者
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は埋土中からの出土となる。39～49は甕類で、すべて非ロクロ整形の土師器である｡48は外面へラナデ調整

で、これ以外すべて内外面ともハケメ調整が施される。口縁部の形態は、 くの字上に外反する。頚部に段は

みられない。小形の甕類は緩く外反するものが多い。55は鉄製品で全長9.5cm、幅1.0cm以下、断面は方形を

呈する。釘の可能性がある。56は土製紡錘車、 58は砥石である。 （第97～101図、写真図版76～80)

また上掲の他に、多量の炭化米（イネ） と骨片が出土した。炭化米は、南西部にまとまって固結した状態

でみつかった。大きく3つのまとまりに分かれるが、特にカマド左袖付近では1.3×0.6mの範囲に広がり、

最大8cmの厚みを持つ。このカマド脇の炭化米は、埋土中及び、カマド袖・周囲の土器の上にはみられず、

棒状の材の下ほぼ床面直上に広がっている。カマド燃焼部焼土上位にも堆積する。一方で南端部のまとまり

(<01〉調査区）は、壁際から中央に向かってやや傾斜した（埋土のレンズ状堆積に沿うような）出土状況を

示す。そのため、これらの炭化米は住居の焼失または倒壊に伴い床面上に散在したものと考えたい。骨片は、

カマド燃焼部の灰層から煙道部、カマド東側（第60図中）床面上から出土している。出土状況を記録するこ

とができなかったものの、ツキノワグマの手足と思われる骨片類は、手足の掌部分が数本並んだ状態で見つ

かっている。

RAO5住居跡（第21図、写真図版16)

<位置・検出状況>Cl区、 IB10vグリッド付近に位置する。西側の大部分は調査区外となる。Ⅵ層上面

で検出された。

<規模・形状＞平面形は方形を呈しており北壁は4.0mである。

<埋土・床面・壁〉後世の耕作土によって床面は消失し、掘方埋土のみ残存している。そのため埋土の様相、

床面・壁等詳細は不明である。

<土坑・柱穴〉 2基検出された。pplは西側が調査区外に位置するが長軸90cm程度の概ね楕円形を呈する。

pp2は径60cmのやや不整な円形で、深さは40cmである。いずれも住居掘方埋土を切っており、住居に伴うも

のかそれ以降のものと判断きれる。

<カマド〉調査区内には検出されていない。

<重複>RGO2溝跡と重複しこれに切られる。

<時期〉埋土・遺物からの時期は不明である。他の住居跡など遺跡全体から判断すると平安時代前半の時期

が想定される。

〈遺物〉土師器甕の口縁部を1点掲載した。外反する器形で内外面ともヨコナデを施す。埋土中一括として

取り上げたため削平層からの出土した可能性があり住居跡の時期を示すものかどうかは不明である。 （第102

図、写真図版80）

RAO6住居跡（第21図、写真図版16)

<位置・検出状況>Cl区、 IClOiグリッド付近に位置する。北東部のみ検出されそれ以外は調査区外と

なる。

<規模・形状＞調査区内の平面形は方形を呈する。

<埋土＞黒褐色土を主体とし地山土の混入量の多少で細分した。壁際には黒色士や地山ブロック層が堆積し

ている。

<床面＞掘方埋土（7層）上面を床とする。硬化面は確認されなかった。
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<壁＞やや直立する。

<土坑・柱穴＞検出されなかった。

<カマド＞調査区内には検出されていない。

<重複>C1区p8 ･ 9と重複しこれに切られる。

<時期＞埋土の様相及び出土遺物から、 9世紀後半～10世紀初頭の年代が想定される。

<遺物＞土師器の坏・甕を各1点掲載している。62はロクロ使用の土師器坏で、内湾して立ち上がる。内面

は磨耗のため、ロクロ痕は観察できなかった。底部は回転糸切によって切り離される。63は非ロクロ使用の

土師器甕底部で外面・底部はへうケズリ、内面はナデ調整が施される。 （第102図・写真図版80）

RAO7住居跡（第22図、写真図版17)

<位置・検出状況>Al区、 IA21xグリッド付近に位置する。Ⅵ層上面で検出した。

<規模・形状＞北西部は調査区外へと延び、東部は水路に削平されるためそれぞれの壁長は不明であるが、

推定5.3×4.0m、平面形は方形を呈する｡主軸方向はN-60o－Eである。南半部は北半部と比べて床面が

やや高くなり、これを2棟と解釈するならば、北側住居跡の規模は3.6×4.0mとなる。詳細は以下に記述する。

<堆積状況と解釈〉他の住居跡の平面形が正方形に近い形状を呈しているのに対し、本遺構は南北壁よりも

東西壁が1.3mほど長い。また、北半はほぼ平坦な床面をもつのに対し、南半の床は北側から南壁に向かっ

て緩やかに上がるスロープ状を呈する。両者の問に明瞭な段差はみられない。埋土は黒色土を主体とする。

北側（2～10層）は下部と上部で地山土と褐灰色土の混入量の多少により2層大別される。一方南側（11層

以下）は埋士全体に褐色土を多量含みブロックの粒径も北側より大きい。以上のような床の形状及び埋土の

相異から、北側が「新期｣、南側が「古期」と2時期2棟の住居跡が重複しているものと想定できる。しか

し一方で下位から混入土の多い層、少ない層の順で南側から堆積していったという一棟の住居跡と判断する

ことも可能である。この場合南側が緩やかなスロープ状を呈し、南北方向に長い住居跡となる。住居全体を

調査できなかったこともあり、いずれかの判断はできなかった。

<壁〉やや外傾して立ち上がる。残存している壁の高ざは24cmである。

<土坑・柱穴＞検出されなかった。

<カマド〉北東部で27×26cmの焼成面を検出した。袖は残存していなかったが周囲に袖の崩落土と思われる

灰黄褐色土層(B-B'6層）が堆積していることからカマドである可能性が高い。焼土の周囲には土器や礫が

散在しており、他の住居跡カマド付近の遺物出土状況と類似している。煙道の有無は東壁が水路によって壊

されているため確認できなかった。

<重複〉本住居跡自体が2棟の可能性はあるが他の遺構との重複はない。

<時期〉埋土の様相及び出土遺物から、 9世紀後半～10世紀初頭の年代が想定される。

<遺物〉焼土周辺の床面上に土器・自然礫が散在している。土師器坏2点、須恵器坏1点、甕3点を掲載し

た。64は土師器坏で内湾して立ち上がり、口縁部は僅かに外反する。内面にはミガキ後黒色処理、外面体部

下端にはヘラケズリが施されている。65はロクロ整形の土師器坏で直線的に立ち上がる。69は非ロクロ整形

の小形甕の底部、内面はハケメ、外面はヘラケズリである。67．68は胴部があまり広がらず口縁部は、 くの

字状に屈曲する。ロクロ整形後外面へラケズリ、内面にハケメ、67にはさらに部分的にヘラナデが施きれる。

(第102図、写真図版80）
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RAO8住居跡（第23･24図、写真図版18･ 19)

<位置・検出状況>A2区、 IB18fグリッド付近に位置する。Ⅵ層上面で検出された。

<規模・形状＞南壁、西壁の大半は消失してしまっている。平面形は方形を呈し、残存している東壁は5.2m

をはかる。主軸方向はN-81o－Eである。

<埋土〉地山ブロックを含む黒褐色土を主体とし、床面直上には炭化材・焼土ブロックを多く含む。埋士中

にも炭化物が混入する。検出面には十和田a降下火山灰が散在している (A-A'2層、C-C'1層)。以上の堆

積状況から故意または事故により焼失・倒壊したものと判断される。

<床面＞概ね地山層を床とするが、一部掘方がみられる。掘方埋土は、褐灰色土・地山土を含む黒褐色土を

主体とする。南半部の地山は砂礫層となる。

<壁〉南・東壁は消失してしまっているが、北壁はやや外傾して立ち上がる。

<炭化材・焼土〉北壁・南壁・西壁、それぞれの壁に平行して沿うように板状の炭化材が出土している。こ

れらの板材は床面に貼り付いていて、両者の間に炭化物・焼土ブロック及びこれらを含む埋土を挟まないこ

と、材の並びに崩落したような乱れが見られないことから、床面に敷いていたものと考えられる。そしてこ

の敷板の上にほぼ直行して棒状の材が横たわる。北壁際、年度境界線の東〈01側＞にある棒状材は、壁際に

直立したまま残存し、上方は折れて住居内に向かって倒れ込んでいる。中央部の南北方向に長い棒状材もカ

ヤ状の材の上にのっており、恐らくこれらの棒状材は住居を構築していた部材であろう。焼土は西半部に多

く形成されている。焼土のあるところは、材の残存状態が悪く、西半部に強く火を受けたのではないかと考

えられる。材は板状・棒状ともクリが使用されている。

<土坑・柱穴〉検出されなかった。

<カマド〉東壁北側に設置されている。煙道方位はN-77o－Eである。煙出し部は撹乱により消失し残存し

ていない。袖は褐灰色土と地山土で構築され、芯材として礫を使用している。燃焼部内にも芯材として利用

ざれ被熱した礫が散在している。燃焼部はやや窪む程度で、40×34cmの焼成面が形成されている。煙道の残

存長は140cm、東側へ向かって緩やかに下る。構築方法は割り抜き式であるが天井部は崩落している (a-

a'10層)。

<重複>RGO8．09と重複し、いずれも本住居跡よりも新しい。

<時期〉埋土の様相及び出土遺物から、 9世紀後半～10世紀初頭の年代が想定される。

<遺物＞焼失住居のためか遺物出土量は多く、中でも床面、カマド付近からのものが目立つ。78．70．90は

敷板の直上から出土した。90はさらにその上に棒状材がのり、横に倒れて割れたような出土状況である。特

に底部の割れ方が著しい。70はこの90に押しつぶされたように倒位で出土した。土師器坏6点、須恵器坏5

点、土師器高台付2点、土師器甕類3点、耳皿1点、須恵器蓋・広口壺・小形壺・大甕が各1点掲載した。

坏類は内湾してそのまま立ち上がるものと口唇部が僅かに外反するものが多い。70～72は土師器の坏で内面

ミガキ後黒色処理が施されている。71は内面体部下半に幅広の工具によるミガキが放射状にはいる。73は土

師器高台坏で内外面ともミガキ後黒色処理され、底部～体部下端はヘラケズリによる再調整が行われる。79

は須恵器坏で、体部外面に正位で「夫」と墨書、 80の耳皿体部にも 「＃」と記号がへラ書きされる。土師

器甕類は非ロクロ整形で、外面にヘラケズリを施すものと、内外面ともハケメのものとがある。84は須恵器

蓋で、火を受け部分的に灰赤色に変色し、焼けはじきもみられる。広口壺は体部下半外面にヘラケズリ、内

面にナデを施す。 （第103～105図、写真図版81 ．82）
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RAO9住居跡（第25図、写真図版19)

<位置・検出状況>Al区、 IB21dグリッド付近に位置する。Ⅵ層上面で西側に炭化物・焼土ブロックの

広がりを、東側に溝状のプランを検出したく01〉。Ⅳ層上面で柱穴状の小ピットを検出したく02〉。

〈堆積状況と解釈＞炭化物・焼土ブロックの広がりをさげていったところ58×42cm，40×32cmの焼成面が形

成されていた。東側の溝状のプランは東西方向に延び、断面形は半円状を呈する。溝側面は被熱して赤味を

帯びる。底面は東側に向かって緩やかな斜面となり下がりきったところで平場を形成し柱穴状の小ピツトヘ

とつながる。埋土は西側から流入し、焼土ブロックを含む褐灰～灰黄褐色土が堆積する。東側の小ピットは

やや袋状を呈しており、部分的に被熱する。埋士は下部が黒色士、上部が黒褐色土を主体とする。 8層中に

遺物が多く含まれざらにその上位に礫がのる。以上の形状・堆積状況からこれらの焼土・溝・小ピットは、

それぞれカマドの燃焼部・煙道部・煙出し部であると判断される。そのため本遺構は床面まで削平されてし

まいカマドのみ残存している竪穴住居跡であることが判明した。煙道方位はN-83o－Eである。またカマ

ドの構築方法は煙道部上半が削平きれているためはっきりしないが、煙出し部の西側（煙道部側）に地山土

を多く含む層(b-b'1･2層）が堆積しているため、割抜式の可能性がある。

<規模・形状・床面〉床面は後世の削平を受けているが、カマド燃焼部焼土が残存しているため、床面は検

出面とほぼ同じ、または数cm上にあるものと思われる。掘方は確認できず、住居の規模形状は不明である｡

〈壁＞立ち上がりを確認できる箇所はなかったが、集落内のカマド煙道部の断面形状が住居壁外から煙出し

部に向かって緩やかに下るという例が多い事から考えると、破線の位置付近が住居壁になるのではないかと

思われる。

<土坑・柱穴＞カマド燃焼部北側にAl区p47がある。黒褐色土を主体とし地山土が混入し、深さは9cmで

ある。検出面からは土師器片が出土している。

<重複〉重複する遺構はない。

〈時期＞埋土の様相及び出土遺物から、 9世紀後半～10世紀初頭の年代が想定される。

<遺物〉3点掲載した。91須恵器坏は燃焼部・煙道部から、92広口壺・93ナベは煙出し部から出土したo91

は底部から内湾して立ち上がり口縁部が僅かに外反する。92は体部下半に外面にはヘラケズリ、内面にはハ

ケメ、93は外面にヘラケズリが施される。 （第105図、写真図版82）

RA10住居跡（第26図、写真図版20)

<位置・検出状況>Al区、 IB21oグリッド付近に位置する。Ⅵ層上面で検出された。

<規模・形状〉平面形は2.4×2.3mの方形を呈する。東壁が丸みを帯びるため、南壁が1.8mと短くやや歪ん

だ形状をしている。主軸方位はN-67o－Eである。

<埋士＞黒褐色土を主体とするが、灰白色粒子の有無、地山士の混入量によって上下2層に分かれる。北壁

際の堆積士は炭化物・焼土ブロックが混入することからカマドの崩落に伴うものと判断きれる。

<床面〉貼床・掘方とも検出されず、地山層を床面としている。RAll住居跡と重複する南東部ではRA11

の埋土及び掘方埋土が床面となる。床面は北側に向かってやや下がっている。

<壁〉やや外傾して立ち上がる。残存している壁の深さは30cmである。

<土坑・柱穴＞検出されなかった。

<カマド＞西壁の北側に設置されている。煙道方位はN-67o－Eである。袖は褐灰色土で構築され、右側

には芯材として礫が使用されている。燃焼部は浅く皿状に窪む。焼成が弱いためか焼土層は確認できなかつ
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た。煙道部は残存長50cm，底面は平坦である。東部及び煙出し部は水路によって壊されている。構築方法は

割抜式で天井及び側面に被熱した痕跡は認められなかった。燃焼部、煙道部の順で埋没しており、それぞれ

褐灰色士、黒褐色土を主体とする。

<重複>RA11住居跡と重複し本遺構の方が新しい。

<時期〉埋土の様相及び出土遺物から、 9世紀後半～10世紀初頭の年代が想定される。

<遺物＞カマド燃焼部から多く出土している。土師器坏3点、須恵器坏1点、甕1点を掲載した。土師器坏

は底部から内湾して立ち上がるが、須恵器は直線的に開く。98は非ロクロ整形の土師器甕で、外面はヘラナ

デ、内面はハケメが施される。頚部に段はみられず口縁部は外反する。 （第106図、写真図版83）

RA1 1住居跡（第27図、写真図版20)

<位置・検出状況>A1区、 IB210グリッド付近に位置する。Ⅵ層上面で検出された。

<規模・形状〉東側を削平されてしまっているが、残存する東壁は2.7m，平面形は方形を呈する。東壁にカ

マドが設置されていると仮定した場合の主軸方向はN-114o－Eである。

<埋土＞南壁際で壁が崩落した後、黒色土、黒褐色土の順で堆積している。両者とも地山土を混入するが、

下部で多く上部は少ない。埋土最上層には灰白色粒子を含む。

<床面＞掘方埋土（7層）上面を床とする。床面は水平ではなく北側が若干低くなっている。硬化はあまり

進んでいない。掘方埋士は黒色土と地山土の混士で構成される。

<壁〉やや外傾して立ち上がる。残存している壁高は28cmである。

<周溝〉北壁の一部、西壁の北半部に周溝が回っている。北壁はちょうど重複部分から周溝が確認されず、

RA10によって削平されてしまった可能性がある。幅5～15cm、深き5cm程度、西壁南端では幅35cmと広く

なるが深さは変わらない。堆積土は黒色土・黒褐色土・褐灰色土と場所により異なり一様ではない｡

〈土坑・柱穴＞北壁際にppl、その南側にplO2がある。pplは径30×35cm、深さ10cm程度で黒褐色土に地山

土が細かく微量混入している。

<カマド＞南東部に浅く窪んだ底面が被熱している箇所があり、カマドの燃焼部の特徴と類似している。東

半部は消失してしまっているため詳細は不明であるが､カマドは東壁右寄りに設置されていた可能性がある。

<重複>RA10住居跡と重複していてこれに切られる。

<時期〉埋土の様相及び出土遺物から、 9世紀中葉～後葉の年代が想定される。

<遺物〉遺物はほとんど出土せず、器形が復元可能な個体は1点のみである｡99の須恵器坏で底部から直線

的に開く器形である。 （第106図、写真図版83）

RA12住居跡（第28図、写真図版21)

<位置・検出状況>Al区、 IB22uグリッド付近に位置する。Ⅵ層上面で検出した。

<規模．形状＞東部は削平されてしまっているため全体の形状は不明であるが、残存している西壁は3.9m、

平面形は隅丸方形を呈する。南・北壁の方向はN-79o－Eである。

<埋土〉壁際には壁崩落層、床面直上に黒色土、その上にグレー味の強い黒褐色土、灰白色粒子を含む黒褐

色土の順に堆積する。

<床面＞掘方埋土（9層）上面を床面とする。床面はほぼ平らで硬化はあまり進んでいない。掘方埋土は黒

色土と地山土の混士で構成される。

－30－



<壁＞直立するが、南壁の上方は一部外傾している。残存する壁溝は30cmである。

<周溝〉検出された範囲の壁際すべてに周溝が回る。幅は5～20cm、深さは5cm以下である。各コーナーで

は壁際から若干離れる。周溝内には地山土を微量～少量含んだ黒色土が堆積しており、南西隅の幅が広くな

っている箇所は炭化物を含んでいる。

<土坑・柱穴＞検出されなかった。

<カマド＞検出されなかったが、削平された東半部に位置していた可能性がある。

<重複>RDO5土坑と重複しこれに切られる。

<時期＞埋土の様相及び出土遺物から、 9世紀中葉～後葉の年代が想定される。

<遺物＞遺物の出土量は少なく、土師器・須恵器坏、甕の計3点を掲載した。土師器坏は底部から内湾して

立ち上がり、須恵器坏は直線的に開く。 102は非ロクロの土師器小形甕で底部及び体部下半にヘラナデが施

されている。 （第106図、写真図版83）

RA13住居跡（第29図、写真図版22)

<位置・検出状況>Al区、 IC22cグリッド付近に位置する。南西隅及び煙道西半部は調査区外へと延び

る。Ⅵ層上面で検出した。

<規模・形状〉各方向とも壁全体が確認できる箇所はないが、おおよそ一辺4.4m，平面形は方形を呈する。

主軸方向はN－70o－Wである。

<埋土〉床面直上に黒褐色土がレンズ状に堆積、その上に黒色土と地山土の混じった壁崩落土、灰白色粒子

を含む黒色土の順で埋没する。床面直上には良好な状態で炭化材が残存しており、故意または事故により焼

失・倒壊した可能性が高いが、埋土中には炭化物・焼土ブロックがみられない。

〈床面〉掘方埋土（4層）上面を床としている。床面はほぼ平坦である。掘方埋土は、黒褐色土に地山土を

多く含んでおり、壁際に深く、中央部では地山を床面とする。

<壁〉やや外傾して立ち上がる。残存している壁高は18cmである。

<炭化材・焼土＞棒状と板状のものがある。炭化材は床面直上から出土しているものが大半を占め、外側か

ら住居中心部に向かって倒れ込んでいる。北壁隅では壁に貼り付くように棒状材が横たわり、その上に炭化

材がほぼ直行して覆い被きっている。これらの材はRAO4．08の敷板に見られるように床面上に整然とは並

んでいないため、上屋を構成する部材と考えられる。

<土坑・柱穴＞住居跡中央部にppl～3がある。平面形は不整楕円形で浅い皿状を呈する。埋土は3基とも

地山土を極微量混入した黒色土で、同時的に埋まった可能性が高い。深さは10cm程度と浅く用途は不明であ

る。pp4． 5は床面上に礫が集中する範囲である。床面の直下は地山礫層になり、掘込みは確認されなかっ

た。この礫集中部が、礫層が隆起しているものか、新たに敷かれたものか判断できなかったが、位置から考

えると柱が配置されていた可能性がある。

〈カマド＞西壁中央部、やや北寄りに設置されている。煙道方位はN-72°－Wである。袖は地山土と黒色

土の混土で構成される。右袖には東西方向に礫が2つ並んで埋め込まれている。これらの他にも礫を芯材と

して多用していたようで、燃焼部内に倒れ込んだものや、左袖には石の抜け痕と思われる黒色土の広がり

(破線部分） も確認きれた。この石の抜けた痕跡と、袖側面（燃焼部側）が被熱していないことから、右奥

壁が張り出しているのは崩落に伴うものと判断される。燃焼部はやや窪む程度で、 50×40cmの焼成面を形成

している｡焼成面の上位にはにぶい黄榿色粘土（灰層？）が堆積する。煙道部は残存長30cm，緩やかに下り
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調査区外へと延びる。上半部は削平されてしまっているが、埋土中に天井崩落土が一部認められるため、煙

道構築方法は割り抜き式の可能性が高い。埋土は黒褐色土と黒色土が交互に堆積している。

<重複〉重複する遺構はない。

<時期〉埋土の様相及び出土遺物から、 9世紀～10世紀初頭の年代が想定される。

<遺物〉遺物量は少なく、床面に自然礫が散在する。器形が復元可能な個体はカマド燃焼部埋土中からの出

土した103, 1点のみである。 103は非ロクロ整形の土師器甕で頚部には明瞭な段がみられ、口縁部は外反す

る。内外面ともハケメ調整後口縁部にヨコナデを施す。 （第106図、写真図版83）

RA14住居跡（第30･31図、写真図版23･24)

<位置・検出状況>D1 ． 2区、 IDIOoグリッド付近に位置する。Ⅵ層上面で南北に長い黒褐色土の広が

りを検出し溝と判断し調査を開始した。掘り下げていくと底面に段差が生じたため士層の堆積状況を検討し

た結果、本住居跡とRG22、RZO1-1が重複していることが判明した<01>。Ⅵ層上面で検出した<02>。

〈規模・形状〉平面形は5.4×5.2mの方形を呈している。RG22に切られ、北・南壁の大部分及び床面中央部

と、住居の半分以上は消失している。主軸方向はN-84o－Wである。

<埋土〉黒褐色土を主体とする1･2．4層(A-A!以下同じ）が住居跡全体に堆積し、 3･5～7層は壁崩落土、

8～16層はカマド崩落土となる。 1 ．2．4層は灰白色粒子の有無で上下2層に大別される。床面から炭片が

出土しているが、埋土中にはカマド付近を除き炭化物・焼土ブロックは含まれていない。

〈床面〉掘方埋土の上位に黒褐色土と地山土を層状に貼り、床としている。床面はほぼ平坦である。掘方埋

土は大量の地山土に黒褐色土が微量含まれる。

<壁〉壁下半が崩落しており内湾気味に立ち上がる。残存している壁高は27cmである。カマド南側の壁際上

方に遺物が集中している。流入や投棄したものではなく置いていたものがそのままずり落ちたような出土状

況を示す。棚のようなものが設置されていたのかもしれないが、平面形、及び堆積状況からそれを把握する

ことはできなかった。

<周溝〉西・南壁際に周溝が回る。東壁際は断面形でのみ確認した(C-C'4層)。幅は8～15cm、深さは5cm

以下である。カマドの南側ではやや幅が18cmと広くなり、深さも10cm程度となる。周溝内には黒褐色土～灰

褐色土が堆積しており、地山土、炭化物が混入する。

<土坑・柱穴＞カマド北側にppl、南側にpp2がある。pplは住居の壁よりも張り出した袋状を呈する。位

置から貯蔵穴と推測されるが、遺物の出土量は少ない。埋土は下部に褐灰色土、上部に黒褐色土が堆積する。

pp2は深さ5cm程度の浅い掘込みで西側に深き15cmの小穴を持つ。

<カマド〉西壁のほぼ中央部に設置されている。煙道方向はN-83o－Wである。袖は地山土と褐灰色土で

構築ざれ芯材として礫を使用している。左袖の礫は被熱が著しく、内側だけでなく外側上方まで被熱してい

る。燃焼部は僅かに窪み42×36cmの焼成面を形成している｡燃焼部天井は黒褐色土を少量混入した地山土で

構築され、下面が被熱する。住居の埋没過程の早い段階で両袖から内側に向かって崩落している。煙道部は

全長130cm，住居壁から緩やかに傾斜して、開口部径24cm、深さ57cmの煙出し部へと続く。煙出し部の西壁

下端が奥へ張り出す。煙道の構築方法は剖抜式で、天井部及び側壁はよく被熱する。天井の一部は、早い段

階で崩落し、その後埋土が流入している。

<重複>RG22溝跡、RZO1-1新期掘削痕と重複し両者に切られる。

<時期＞埋土の様相及び出土遺物から、 9世紀中葉～後葉の年代が想定される。
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<遺物＞床面、西壁際（カマド南）から多く出土している。西壁際では土器だけでなく、土錘、石製紡錘車、

砥石などがまとまっていた。須恵器坏8点、甕・瓶類（？） ・小形広口壺各1点、土錘3点、石製紡錘車2

点、羽口1点、砥石1点を図化掲載し、鉄津2点写真掲載した。須恵器坏はいずれも回転糸切離しであるが、

104は体部下端に回転へラケズリによる再調整が施される。器形は底部から内湾してそのまま口縁部まで立

ち上がるものと、口唇部で僅かに外反するものとがある｡ 107は口縁部の歪みが大きい。 112は非ロクロ整形

の土師器甕で頚部に若干段を持つ。 114は小形広口壺で底部はナデ、体下部に回転へラケズリがみられる。

118･ 119は石製紡錘車で石材は凝灰岩（奥羽山脈）であるo l23は砂岩（奥羽山脈）製の砥石で、 4面に擦

痕とすり面がみられる。 （第107･ 108図、写真図版83)

RA15住居跡（第32･33図、写真図版25)

<位置・検出状況>B2区、 IC19rグリッド付近に位置する。東半部は調査区外へと延びる。Ⅵ層上面で

検出した｡カマド付近は撹乱による削平がひどくこれを除くと燃焼部と思われる位置に焼土が一部露出した。

<規模・形状〉西壁は6.0m，平面形は方形を呈する。主軸方位はN-85o－Wである。

<埋土＞黒褐色土を主体とする◎地山土の混入量が上部より下部のほうが多くなるため2層に細分した。壁

際は地山土を多く含み、粒径も大きい。床面直上には炭化材が貼り付き、埋土中にも炭化物を含むことから、

焼失住居跡と判断される。また出土遺物にも焼けはじきの痕跡が認められる(128･ 129)。

<床面〉掘方埋土（5層）上面を床とする。床面は平坦で全体にやや締まっている。掘方は住居内ほぼ全域

で認められ、埋土は黒褐色土と地山土の混土で構成される。西壁のカマド北側には炭化物・焼土ブロックが

細かく混入した黒褐色土が広がる。住居全体にみられる掘方埋土を切っているため、竪穴住居使用時に開口

していた土坑の可能性も考えられるが、掘込みが浅いことと、範囲が不整形なこと、底面の凹凸が激しいこ

とから掘方埋土の一部と判断した。

<壁〉カマド南側は一部壁を消失するが、それ以外は外傾して立ち上がる。壁の高さはlOcm程度残存してい

る。

<炭化材・焼土〉床面直上に板状の炭化材が出土している。カマド北側には西壁に平行するように板状の炭

化材が床面に貼り付いており、敷板として使用されていた可能性が高い。材質はクリである。

<土坑・柱穴>ppl、 pp2が検出された。主柱穴になると思われる。床面からの深さはそれぞれ36cmと37cm

で、褐灰色土を主体とし地山土・炭化物を含む。pp2は下部に混入物が多くなる。両柱穴の周位に自然礫が

広がっている範囲が認められる （破線部分)。周囲の地山が粘土と礫で構成されているのに対し、破線内は

地山砂と礫の混土となるため、柱穴の掘方埋土の可能性がある。

<カマド〉西壁のほぼ中央に設置されている。煙道方位はN-85o－Wである。残存状態は非常に悪く袖の

範囲は平面形で把握できなかった。断面で確認したところ黒褐色土を含む地山土で構築されたようである。

燃焼部付近には地山礫層に含まれる丸みを帯びた河原石とは異なった角張った礫が出土しており、芯材とし

てこれらの礫を使用していた可能性がある。RA13でも地山層中に含まれる自然礫ではなく角張ったものを

芯材として利用している。燃焼部は僅かに窪み、 38×32cmの焼成面が形成されている。焼土の上位には粘性

のある明黄褐色土（灰層？）が堆積する。煙道部は全長140cm，住居奥壁付近から緩やかに下り開口部径

33×18cm，深き55cmの煙出し部へと続く。煙出し部西壁下端は外側に張り出す。煙出し開口部は楕円形を呈

するが周囲は重機による造成に伴う撹乱が多く、填圧されて歪んでしまった可能性もある。煙道部の構築方

法は割り抜き式であるが、天井部は、住居側が削平され煙道部側も崩落しており、中央に一部残存している
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のみである。

<重複〉重複する遺構はない。

<時期＞埋土の様相及び出土遺物から、 9世紀中葉～後葉の年代が想定される。

<遺物〉床面には自然礫が散在している。遺物は床面～下層の出土が多く、特に西壁カマドの北側にまとま

っている。須恵器坏3点、甕1点、瓶類3点を掲載した。 124～126は須恵器坏で126は回転へラ切り離し、

これ以外は回転糸切離しである。28．29は瓶類で、焼けはじきの痕跡がみられる。恐らく同一個体と思われ

るが接合箇所は見つからなかった。 129は外面胴部最大径付近にカキ目、下半にヘラケズリを施し、内面に

はカキ目と同様の工具でのナデがみられる。 130はロクロ整形の小形甕である。摩滅しているためロクロ痕

等ははっきりと認識できないが、底部は回転糸切離しを用いている。 （第108図、写真図版84）

RA16住居跡（第34･35図、写真図版26)

<位置・検出状況>Bl区、 IC23uグリッド付近に位置する．西側の大半は調査区外へと延びる。Ⅵ層上

面で検出した。

<規模・形状＞東壁4.7m、平面形は方形を呈する。東壁のカマド北側は外側に張り出している｡主軸方向は

N-90o－Eである。

<埋土〉黒色土を主体とし、地山ブロック・灰白色粒子を含む量によって上下2層に細分される。混入物は

下部に少なく上部に多い。

<床面〉掘方埋土上面を床とする。床面は硬化が進み固くしまっており、北側が若干低くなる。掘方埋土は

黒色土・黒褐色土・地山土の混土で構成され、北半の方が黒～黒褐色士を含む割合が高い。

<壁〉直立するが上端はやや外傾して立ち上がる。これは崩落のためではなくⅢ層により掘削・削平された

影響と考えられる。残存している壁高は30cmである。

<周溝？＞北壁に最大幅40cm、深さ10cm程度の掘込みがある。地山砂を多く含む黒褐色土が堆積している。

周溝の可能性があるが、壁際から離れていること、幅が広いことなど、他の住居跡のものと比較すると位

置・形状が若干異なる。西側の大部分は調査区外へと延びているため詳細は不明である。

<土坑・柱穴〉カマド南側にpp2、北側にはppl、さらにその北にはpp3～5，計5基検出された。主柱穴と

想定されるものはないopplは開口部径72cm，深さ18cm、住居壁外へと張り出す形状を持つ。埋土は住居跡

壁側から地山士と黒色士が交互に堆積しており、本来は袋状を呈していたものと考えられる。底面からは遺

物が出土し、位置から貯蔵穴と思われる。pp5は深さ8cm、黒褐色土を主体とする。

<カマド〉東壁の南寄りに設置される。煙道方位はN-92o－Eである。袖は地山土と褐灰色土を交互に積

み上げ構築している。袖内に芯材は確認されなかったが、左袖手前の袖崩落層中に土師器甕の上半部（136）

が出土しており、芯材として使用されていた可能性がある。燃焼部は平坦で住居奥壁付近で立ち上がる。

42×40cmの焼成面が形成され、袖の内側も被熱している。煙道は全長175cm、開口部径28cm，深さ50cmの煙

出し部へ向かって緩やかに下る。煙出し部底面には礫が置かれている。煙出し部東壁は下端が張り出してい

るが、壁が被熱していないことから崩落に伴うものと判断される。煙道部構築方法は割り抜き式で、天井部

は住居側、煙道部側の順に崩落している。埋土は黒～黒褐色土を主体とし住居側から流入している。

<重複>RD11と重複しこれに切られる。

<時期＞埋土の様相及び出土遺物から、 9世紀中葉～後葉の年代が想定される。

<遺物＞床面、カマド、pplから多く出土している。土師器坏2点、須恵器坏3点、甕3点掲載した。坏類
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は底部から内湾してそのまま口縁まで立ち上がるものと、口唇部が僅かに外反するものとがある。 131は土

師器の坏で、内面上半を横方向にみがいたあと下半を放射状にミガキ黒色処理を施す。 136～138は非ロクロ

整形の土師器甕で、 136は頚部に明瞭な段を持ち強く外反し、内外にハケメ調整、 137は外面へラケズリ、内

面ハケメ、底部は若干張り出す。 138も底部は同様の形状で内外面へラナデが施されている。底面には木葉

痕が観察される｡ (第109図、写真図版84)

RA17住居跡（第36～38図、写真図版27)

<位置・検出状況>B2区、 IC19xグリッド付近に位置する。南東隅は調査区外となる。Ⅵ層上面で検出

した。

<規模・形状＞平面形は4.0×3.5mの方形を呈する。東壁にpp7とpp8があるため一部張り出している。主軸

方向はN-30o－Wである。

<埋士〉壁際には地山土を含む黒色士を主体とする壁崩落土が堆積している。東壁から北東隅の壁際では褐

灰色土を主体とし、上面にカヤ状の炭化材がのる（6層上面)。住居全体では、南東側から褐灰色土主体と

する層（5層）の上に、北西側から黒色土主体とする層（2～4層）が堆積する。両者とも下部に炭化物・

焼土ブロックを含む。埋士最上層は黒褐色土を主体とし灰白色粒子が混入する。以上の堆積状況から故意ま

たは事故により焼失・倒壊したものと判断される。

<床面〉掘方を平坦にならし、南側ではその上に貼床を施し床とする。床面は柔らかくしまっていない。掘

方は壁際に深く中心に向かって浅くなり中央部にはみられない。特に南西部が深い。掘方埋土は黒色土・地

山土・褐灰色土の混土層（17～19層)、貼床土は黒色土と地山土で構成される。

<壁〉外傾して立ち上がる。残存している壁高は30cmである。

<土坑・柱穴>ppl～pp8が検出された。このうちpplは袖の崩落土が流入しているため、少なくとも住居

廃絶時には開口していた。位置から貯蔵穴と推定される。pp2～6までは柱穴状の小穴で、埋土は黒色土を

主体とする。pp2 ･ 3以外はいずれも浅く主柱穴に該当するかどうかは不明である。住居外のp78は、pp

4 ． 5と直線上に並び、 p75．76は主体土が住居内のものとよく似ていることから、本住居跡と関連してい

る可能性がある。また、東壁にはpp7 ･ 8が検出された。底面は床面より若干高くなっている。埋土は炭化

物・焼土ブロック含み、住居内まで連続して堆積しており、本住居跡に伴うものと判断される。

<カマド〉北壁ほぼ中央に設置されている。煙道方向はN-33o－Wである。袖は褐灰色・黒色土を含んだ

地山土で構築しており下部には黒色土が多い。芯材として左袖に礫、右袖の手前（南側）に甕上半部、奥に

底部を使用している。燃焼部は若干皿状に窪み、 32×26cmの焼成面が形成されている。煙道は全長137cm、

住居壁から緩やかに下り煙出し部で急に落ち込む。煙道部は開口部径36cm、深さ63cmである。北側は底面か

ら外傾して立ち上がる。煙道の構築方法は割り抜き式であるが天井部の一部は崩落している。埋土は黒褐色

土と灰褐色土が交互に堆積する。

<地床炉〉住居跡中央、やや西壁寄りの平坦な床面上に38×36cmの焼成面が形成されている。上面には炭化

物が散在する。

<重複＞重複する遺構はない。

<時期＞埋土の様相及び出土遺物から、 9世紀後半～10世紀初頭の年代が想定される。

<遺物＞カマド燃焼部・西壁付近に多く出土している。特にa-a!6層上面に甕3個体(148～150)がまとまっ

ていた。 148の上に150が重なっており、 148の接合状況から、住居埋土5層堆積以前に流入または投げ込ま

I
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れたものと考えられる。土師器坏7点、甕類5点、小形広口壺（？） 3点を掲載した。坏類は底部から内湾

してそのまま立ち上がるものと、直線的に開くものとがある。 139は、内面を横方向にミガキ後黒色処理を

施す。 146～150は甕類で非ロクロ整形3点、ロクロ整形2点、このうち小形品は各1点である。 146は外面ケ

ズリ、内面はハケメ、 148はロクロ整形後外面へラケズリ、内面は部分的にへうケズリを施す。口縁部は外

反して端部が僅かに引き上げられている。149． 150は内外面へラナデの非ロクロ整形の甕である。口縁部は、

前者は段を持たずに外反、後者はあまり外反せずに緩やかに立ち上がる。 151は底部から僅かに内湾ししな

がら立ち上がり胴部最大径部分から急激に内湾しそのまま口縁部となる。胴部最大径のすぐ上に外面から内

面に向かって穿孔されている。 152は体下部及び胴部最大径付近に回転へラケズリが施され、 153は同じく最

大径部にカキ目が回る。 （第110･ 111図、写真図版84･85)

RA18住居跡（第39･40図、写真図版28)

<位置・検出状況>B2区、 ID20aグリッド付近に位置する。Ⅵ層上面で検出した。

<規模・形状＞平面形は一辺5.3mのほぼ正方形を呈する。南西隅及び煙道部西半は消失している。主軸方向

はN-61o－Wである。

<埋土〉黒褐色士を主体とする。床面直上から灰色味のある層（4層)、黒色土・地山土を多く混入する層

(2層)、灰白色粒子を含む層(1層）の順に堆積する。また床面直上層(4層）上面には礫が散在している。

<床面〉掘方埋土上面を床とする。掘方は壁際に深く中心に向かって浅くなり中央ではみられない。埋土は

地山士、褐灰色土、黒色土の混士で構成される。

<壁〉やや外傾して立ち上がる。残存している壁高は20cm程度である。

<周溝><01>調査区内では壁際に周溝がまわる。南東隅はRD16調査時に誤って住居掘方まで掘り下げて

しまったため確認できなかったが、本来は連続していたものと思われる。幅6～12cm，深さは5cm程度であ

る。北西・北東隅では壁際からやや離れる。周溝内には黒色士～褐灰色土が堆積している。一方〈02＞調査

区では、南壁際に深さ3cm程度の黒色士の広がりが見られたが平面で形状は明確にとらえられず、周囲の掘

方との境界がはっきり区別できなかった。

<土坑・柱穴>pplが東壁南側に位置する。白色粘土が士坑のほぼ中央部にみられ、その周囲に地山土と黒

色土を含む褐灰色土が堆積する。粘土は、円柱状を呈しており混入土をまったく含まないことから人為的に

置かれたものと判断きれる。後に使用するため本土坑内に仮置きしたものか、原位置で機能を果たしたもの

かは不明だが、他の住居跡(RA28等）ではカマド袖の構築土として、これと類似した白色粘土ブロックを

使用した例がある。この他柱穴状の小ピットが8基検出されており、このうち切り合い関係及び埋土から、

本遺構に伴う可能性があるものは、 p44･45． 108である。

<カマド＞西壁中央、やや北寄りに設置されている。煙道方向はN-59｡－Wである。袖は、下部に黒褐色土、

上部に黒色土と地山土の混土を積み上げ構築しており、芯材として礫を使用している。礫は凝灰岩（奥羽山

脈）で、地山礫層中には類似した石材はみられない。これと同質の小片が燃焼部付近と住居中央部に散在し

ており、袖の芯材として利用していたものが破砕した可能性がある。燃焼部は皿状に窪み、 58×43cmの焼成

面を形成している。焼成面直上には粘性の強い明黄褐色土が堆積し（灰層？）骨片を含んでいる。煙道は割

り抜き式で、西側に向かって僅かに下り、西半は消失する。残存長は80cmである。天井部は崩落している。

<重複>RD12･ 13． 16， p46．47． 101 ． 107･201と重複する。いずれも住居跡より新しい。

<時期＞埋土の様相及び出土遺物から、 9世紀前半の年代が想定される。
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<遺物〉カマド付近に自然礫が散在する。遺物はカマドから北側にかけて多く出土している。 157の坏はカマ

ド芯材に被さっており被熱により焼けはじけたためか、底部が剥落している。土師器・須恵器坏各2点、甕

類3点を掲載した。 154． 155は非ロクロ整形の土師器坏で内面は黒色処理されている。 154は平底でやや丸

みを帯びて立ち上がる。外面体部下端をヘラケズリ後内外面にミガキを施すが、外面の黒色処理の有無はは

っきりしない。155も平底だが154より底径が小さく、やや丸みを帯びて立ち上がり、口縁部が若干外反する。

156. 157は須恵器坏で底部は回転へラ切りまたはヘラケズリの再調整と思われるが、摩滅または剥離してい

るため不明瞭である。直線的に開く器形を持つが156はやや内湾気味である。甕類はすべて非ロクロ整形で、

159. 160は小形品である。 161は内外面ハケメ調整の甕で口縁部は外反する。頸部に段はみられない。 （第

112図、写真図版86)この他カマド燃焼部からイノシシ？ ・ニホンジカ等の獣骨の小片が出土している。

RA19住居跡（第41図、写真図版29)

<位置・検出状況>Bl区、 ID23eグリッド付近に位置する。南西部は調査区外へと延びる。Ⅵ層上面で

検出した。

<規模・形状〉北東隅は消失、南西部は調査区外といずれの壁も全長を把握できないが、推定4.2×4.0m，平

面形は方形を呈する。主軸方向はN-53o－Wである。

<埋土〉南西側から黒色土が流入した後に地山土を多く含む黒褐色土が北東側から入り、その上に灰白色粒

子を含む黒褐色土が堆積する。床面上に炭化物が貼り付き、埋土中に炭化物を含むことから、故意または事

故により焼失倒壊したものと判断される。

<床面〉掘方埋土（8層）上面または地山を床とする。床面の硬化は進んでない。掘方は壁際に深く、中心

部では確認されない。埋土は黒褐色土と地山砂土の混土で構成されている。

<壁＞やや外傾して立ち上がる。残存している壁高は26cmである。

<壁溝〉北壁・東壁で部分的に検出された。幅5～8cm、深さ5cm以下である。周溝内には地山土と褐灰色

土の混士が堆積している。また、南壁際にも周溝の痕跡が認められたが、床面がやわらかいため、調査途中

の降雨により流入した土砂を取り除く作業によって消失し、平面断面とも記録することができず詳細は不明

である。

<土坑・柱穴〉検出されていない。

<カマド〉西壁際に径30×35cmの焼成面が形成されている。焼成面の上にはにぶい黄褐色土が（灰層？）堆

積している。調査区境の断面(c-c')を観察すると地山ブロック層や炭化物・焼土ブロックを多く含む層が

12～17層みられ、カマド袖崩落の堆積状況と類似する。以上のことから、袖は残存していないがカマドは西

壁右寄りに設置されており、煙道部は調査区外へ延びているものと推定される。

<重複〉重複する遺構はない。

<時期〉埋土の様相及び出土遺物から、 9世紀前葉～中葉の年代が想定される。

<遺物〉出土遺物は少ない。土師器・須恵器坏各1点小形甕2点を掲載した。 162は非ロクロ整形の土師器坏

で、平底で内湾しながら立ち上がり、口唇部が外反する。外面はナデ（幅広のミガキ？)、内面にはハケメ

調整後ミガキが施される。須恵器坏は底部に「宮寸」と墨書されている。 164． 164は非ロクロ整形の土師器

小形甕で内外面ともハケメ調整、 164は底部に木葉痕がみられる。 （第112図、写真図版86）
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RA20住居跡（第42･43図、写真図版30)

<位置・検出状況>B2区、 ID20vグリッド付近に位置する。東半部は調査区外へと延びる。Ⅵ層上面で黒

褐色土の広がり (RZO1-1新期掘削痕）を確認し、掘り下げっていったところ住居跡が重複しているこ

とが判明した。

<規模・形状〉西壁5.7m､平面形は方形を呈する。主軸方向はN-85o－Wである。

<埋土〉壁際に黒色土が堆積した後、南側からグレー味の強い黒色士、北側から黒褐色士、再び南側から黒

色士、灰白色粒子を含む黒褐色士と交互に流入する。地山土は黒色土に多く混入し、黒褐色土に少ない。

<床面＞掘方埋土上面を床面とする。床面はほぼ平坦である。掘方は住居全体に認められ、埋土は地山土、

黒色土、褐灰色土の混土で構成されている。

<壁〉外傾して立ち上がる｡RG37との重複部では溝埋土を壁としているため他の箇所より崩落が激しい。

残存している壁高は24cmである。

<周溝＞南壁～西壁にみられるが、各コーナーで途切れる。幅8～16cm、深さは8cm以下である。周溝内に

は地山土を多く含んだ黒色土が堆積している。

<土坑・柱穴>ppl～3が検出された。このうちpplとpp2は主柱穴と思われる。両者とも黒色土を主体と

しており、pplは柱痕が残存している。規模はpplが長径25cm、深さ18cm、pp2は長径30cm、深さ14cm，形

状はいずれもやや楕円形を呈する。pp3は、径42cm、深さ15cm、埋士は不明である。

<カマド＞西壁ほぼ中央に設置されている。煙道方位はN-80o－Wである。袖は褐灰色土と地山士を積み

上げて構築する。袖の内側（燃焼部側）に沿って芯材として礫が使用されている。カマド周辺には袖崩落土

と共に同礫が破砕したものが散在する。住居奥側の袖には、芯材として甕を倒位で埋め込んでいる。これら

の甕はいずれも上半部のみで、左袖では甕内の土と甕の外側の袖土で同一の堆積状況を示すことから、構築

時底部がないものを芯材とした利用したものと考えられる。燃焼部内には42×33cmの焼成面が形成されてい

る。焼成面は平坦でその奥（西側）から住居奥壁にかけて皿状に窪む。この窪む部分に礫が置かれており支

脚の可能性があるが、被熱した痕跡は認められなかった。焼成面の上には粘性のあるにぶい黄榿色土が堆積

(天井崩落層？） している。煙道は全長150cm、ほぼ平坦で開口部径30cmの煙出し部で急激に落ち込む。深さ

は40cmである。煙道構築方法は割り抜き式であるが、煙道部天井は崩落している。煙出し部は壁上半が被熱

しており、埋没過程に多量の礫が投げ込まれている。

<重複>RZO1-1新期掘削痕、RG37溝跡と重複する。本住居は溝より新しく掘削痕より古い。

<時期〉埋土の様相及び出土遺物から、 9世紀前半の年代が想定される。

<遺物＞床面・カマド付近からの出土が多い。土師器坏・須恵器坏・須恵器瓶類・土師器鉢各1点甕類7点

を掲載した。 167は土師器坏で外面体部上半に沈線持ち、内外面ともミガキ後内面に黒色処理が施される。

168は須恵器坏で直線的に開く器形を持ち、回転へラ切り離しである。 170は土師器の鉢で内外面ミガキ後黒

色処理されている。外面は部分的に黒斑が残るのみで黒色処理の有無は不明である。底部はハケメ調整され

ている。 172～179は甕類で、それぞれ内外面にハケメ・ヘラナデ・ヘラケズリが組み合わされている。 171

は外面ミガキ・内面はヘラナデ後一部ミガキが施される。上半が残るものはいずれも頚部に段を有し、やや

丸みを持って外傾する。 179は底部のみではっきりしないが球胴甕の可能性がある。 （第113. 114図、写真図

版86．87）カマド燃焼部内から骨片が出土したが小片のため同定不可能であった。
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RA21住居跡（第44．45図、写真図版31･32)

<位置・検出状況>B2区、 IE22oグリッド付近に位置する。カマド煙道部東半は調査区外へと延びる。

Ⅵ層上面で検出した。

<規模・形状＞平面形は一辺3.2mのほぼ正方形を呈する。コーナーはやや丸みを帯びる。主軸方向はN－

93o－Eである。

〈埋土＞きれいな黒褐色土層（1 ．4．6層） と、地山土を含む黒色士層（2．3．5．7層）が交互に堆積してい

る。

<床面＞掘方埋土上面を床とする。埋土は、地山土・黒色土・褐灰色土の混土で構成される。東部では床の

上に黒褐色土・地山土(A-A'8 ． 9層）の順で埋土が水平に堆積する状況が面的に確認された。カマド周辺

では北側が地山士、カマド南側は黒色土、薄い地山ブロック層、褐灰色土の順に積み上げている。盛土の正

確な範囲は押さえることはできず、調査過程において把握できた範囲のみ破線で示したが、住居東側は床面

上に盛土を施し一段高くなっていたものと考えられる。

<壁〉外傾して立ち上がる。東壁カマド南側は下半がえぐれてやや袋状を呈する。残存する壁高は41cmであ

る。

<土坑・柱穴>ppl～4が検出された。位置としては主柱穴になる可能性があるが、pp2を除くと掘込みは

10～20cmといずれも浅い。埋士は掘方と同様に黒色土を主体としている。

<カマド＞東壁北寄りに設置される。煙道方位はN-94o－Eである。袖は地山土を含んだ褐灰色土で積み

上げられており、芯材として礫を用いている。上記の盛土とカマド袖は、カマド芯材の設置→カマド袖→盛

土と一連の作業で構築きれたようである。燃焼部は皿状に窪み、20×18cmの焼成面が形成されている。焼成

は非常に悪くはっきりしない。焼成面上のグレー味の強い黒色士（11層）の上面には白い繊維状のものがの

る（灰層か？)。煙道部は緩やかに立ち上がり、東半部は調査区外へと延びる。煙道部の構築方法は、割り

抜き式で、天井部が被熱して赤味を帯びる。埋土は、下部が黒色土、上部が黒褐色土を主体とする。

<重複>RA22･23住居跡と重複し、本遺構のほうが新しい。

<時期＞埋土の様相及び出土遺物から、 9世紀後半～10世紀初頭の年代が想定される。

<遺物〉カマド周辺に集中し、床面・埋土中ではほとんど出土していない。計3点掲載したがいずれも甕類

であるo l81 ． 182は非ロクロ土師器甕で外面上半はヘラナデ、下半はヘラケズリ、内面はヘラナデが施きれ

る。胴部上半が最大径となり口縁部は僅かに外反する程度である。 183はロクロ整形の土師器甕で口縁部は

外反し端部が僅かに引き上げられる。外面体部下半はへうケズリされている。 （第114図、写真図版88)

RA22． 23住居跡（第46･47図、写真図版32)

<位置・検出状況>B2区、 IE22pグリッド付近に位置する。Ⅵ層上面で検出した。

<堆積状況と解釈＞〈01〉年度はRA21と22， 2棟の重複と考えRA21調査終了後にRA22の埋土堆積状況を

観察したところ、住居北半部にはきれいな黒色土(B-B'1層）が堆積しているのに対し、北端にグレー味の

強い層（11～13層）が確認された。平面形状も北端がやや張り出しているため、RA21と22の間にもう一棟

RA23が重複しているものと判断した。新旧関係は（新) RA21→22→23 (古）である。西側調査区壁(c-

c')でも同様の堆積状況が確認できたため、断面の立ちあがりからRA22の北壁の位置を想定した。埋土の

堆積状況は以下の通りである。RA22は床面直上が地山土を全体に含む黒褐色土で覆われた後に、壁際には

きれいな黒色土、その上に灰色味のある黒褐色土、そして黒色土が堆積する。一方RA23は、下部が褐灰色
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土を多く含む黒色土、上部がきれいな黒褐色土を主体とする。〈02＞年度は水路によって西部・南部とも消

失していたため、RA22は確認できなかった｡RA23は前年度調査と同様の堆積状況を示していた。

<規模・形状>RA22は西半を水路により削平され、RA23は東南部をRA22に、西・南部を水路によって

消失している。残存部のみで形状を推定すると、 RA22は東壁2.9m、平面形は方形を呈する。RA23は

く01＞調査区で確認された張り出しの部分が住居コーナーと考えると、東西壁2.6m、南北壁4.6m以上の長方

形を呈し、周囲の住居跡と異なった形状を示す。そこで仮にRA23の南東コーナーをpplに伴う張出部と解

釈し1棟の住居跡を想定すると、一辺5.1mの方形を呈し他の住居跡と同様の規模・形状を示す。この場合

埋土堆積状況の解釈は、南北両側からグレー味の強い層が堆積した後、 きれいな黒～黒褐色土流入したと解

釈される。重複および撹乱による消失のため全体の形状が不明な上に、堆積状況からも切り合い関係を把握

しきれなかったため、新旧2棟、あるいは1棟か、はっきりと判断できなかった。しかし便宜上記載は2棟

重複として進めていく。

<床面>RA22、RA23とも、掘方埋土上面を床とする。床面は平坦で、両住居跡の高低差はない。RA22

中央部ではさらに黒色土を貼っている。両住居とも掘方は住居全体でみられ、埋土は黒色土・地山土・灰褐

色土の混土で構成され、RA22は黒褐色土、RA23は灰褐色土を多く含む。

<壁>RA22は外傾して立ち上がる。RA23は直立ぎみである。残存する壁高は両者とも30cm程度である。

<壁溝？〉RA22の北東隅から東壁中央付近まで壁際に黒色土が広がっていた。断面形では幅30cm，深さ10

cm程度の掘込み(6層）があるが、平面形で溝状のプランをはっきりと確認できなかった。

<士坑・柱穴>RA23南東隅にpplが検出された。平面形は56×52cmの円形を呈し、深さは28cmである。黒

色土を主体としたきれいな層が堆積し、RA22のA-A'5層（貼床？） と似る。

<カマド〉確認されていない。

<地床炉>RA23の東部平坦な床面上に46×38cmの焼土が形成されている。焼成は非常に良い。

<重複>RA21 ･22･23と重複しており、新しいものからRA21 ･22．23の順である。

<時期〉埋土の様相及び重複関係から、 9世紀～10世紀初頭の年代が想定される。

<遺物〉土師器・須恵器片が数片のみで器形の復元が可能な個体は出土しなかった。鍛冶津が2点出土して

いる。 （写真図版102）

RA24住居跡（第48図、写真図版33)

<位置・検出状況>D3区、 IF10bグリッド付近に位置する。東半部は調査区外へと延びる。Ⅵ層上面で

検出したが攪乱に覆われていたため遺構と認識できず、西側を南北にはしる後世の暗渠の断面を観察して住

居跡を確認した。

<規模・形状＞南半部は撹乱により床面近くまで削平されているが、西壁3.8m，平面形は方形を呈する。南

北壁の主軸方向はN-83o－Eである。

〈埋土〉黒色土を主体とし、下部はややグレー味が強くなる。地山土が横につぶれた形状で少量～微量混入

する。

<床面〉掘方埋土上面を床とする。床面は溝状の窪みが南北方向に2条平行しており波打つような面を持つ

(B-B')。検出面においてキャタピラ痕が残っていたことから、本来は平坦な床面であったが重機が南北方向

に移動した結果その重みで圧迫され窪んでしまったものと判断される。埋土の地山ブロックが横につぶれて

いることからも上方からの圧力が伺える。掘方はほぼ全面に施され、埋土は地山土を多く含む褐灰色土・黒
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色土の混土で構成される。

<壁＞南西壁の大半は床面近くまで削平されているが、北西部はやや外傾して立ち上がる。残存する壁高は

18cmである。

〈士坑・柱穴〉検出されていない。

<カマド〉検出されていない。

<重複〉重複する遺構はない。

<時期＞埋土の様相及び出土遺物から、 9世紀中葉～後葉の年代が想定される。

<遺物＞遺物は少なく、床面から出土したものはない。 184は須恵器の坏で、ヘラ切り離し後回転へラケズリ

再調整を施している。器形は直線的に立ち上がり口縁部がやや外反する。 （第114図、写真図版88）

RA25住居跡（第49．50図、写真図版34)

<位置・検出状況>D3区、 IF14cグリッド付近に位置する。Ⅵ層上面で検出した。

<規模・形状〉平面形は3.9×3.5mの方形を呈する。北西隅はやや丸みを帯びる。主軸方向はN-115o－E

である。

<埋土＞壁際に黒色土が堆積した後南西方向からグレー味の強い黒褐色土が流入する。地山土が下部に細か

く、上部には大きいブロックで混入する。

<床面＞掘方埋土上面を床とする。掘方は壁際が深く中心に向かって浅くなる。また北西部も浅い。埋土は

褐灰色土を多く含む地山土と黒褐色土の混土で構成される。

<壁＞外傾して立ち上がる。残存する壁高は28cmである。

<土坑・柱穴〉検出されなかた。

<カマド〉北東隅に設置きれる。煙道方位はN-73o－Eである。袖の残存状態は悪く床面より僅かに盛り

上がる程度である。褐灰色土を多く含む地山土・黒褐色土の混土で構築される。燃焼部は皿状に窪み、 32×

22cmの焼成面を形成している。煙道は、全長110cm、住居奥壁から緩やかに下り、開口部径28cmの煙出し部

でさらに窪む。深さは（煙道西半部検出面の高さより) 36cmである。煙道構築方法は剖抜式であるが、一部

を除き天井部は崩落してしまっている。埋土は黒褐色土を主体とし、燃焼部・煙道部とも住居壁側から流入

している。

<地床炉＞住居中央部やや南東より、平坦な床面上に26×24cmの焼成面が形成されている。

<重複〉重複する遺構はない。

<時期＞埋士の様相及び出土遺物から、 9世紀後半～10世紀初頭の年代が想定される。

<遺物〉壁際の黒色土の堆積に沿うように南東コーナーから多く出土している。土師器坏・Ⅱ各1点、須恵

器坏2点、小形甕2点、須恵器蓋1点出土している。 186は土師器皿で、底部が僅かに突出する。 189･ 170

はロクロ整形の小形甕で、底部は回転糸切離しである。 189は体部下端に回転へラケズリが施されている。

(第115図、写真図版88）

RA26住居跡（第51 ･52図、写真図版35)

<位置・検出状況>D3区、 IF14gグリッド付近に位置する。西側大半が調査区外に位置する。Ⅵ層上面

で検出した。

<規模・形状〉南端は溝と重複するため消失するが、東壁の残存長さ4.8m，平面形は方形を呈する。主軸方
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向はN-90o－Eである。

<埋土〉北壁際に黒色土層（11層）がはいり、上面に遺物がのる。その上に地山ブロックを混入する黒褐色

土が堆積する（5 ． 6層)。住居全体の埋士は黒褐色土を主体とし、地山土の少ない層と多い層の互層とな

る。一方南側からはグレー味のある黒褐色土（9 ． 10層）が流入する。

<床面〉掘方埋土上面を床とする。床面は平坦である。掘方はほぼ同じ深さで全面に施される。埋土は地山

土・褐灰色士・黒褐色土の混土で構成され、場所により混入量が若干異なる。

<壁〉外傾して立ち上がる。残存している壁高は24cmである。

<土坑・柱穴＞検出されなかった。

<カマド〉東壁北側に設置されている。煙道方位はN-88o－Eである。燃焼部は住居の壁を掘り込んで構

築し、その先に煙道が設けられている。本住居から南に5m程離れたRA28も同様の形状を持つ。袖は地山

を掘り残して利用しており、手前に袖石を設置する。袖石にはデイサイト （奥羽山脈）を使用している。袖

石及び地山袖の内面は被熱しており、燃焼部底面にみられる60×48cmの焼成範囲もあわせて考えると袖の内

側（燃焼部側）はほぼ原状をとどめているものと思われる。燃焼部は平坦で、焼成範囲よりも煙道側に支脚

が2つ南北横並びに設置されている。両者とも土師器甕の底部～胴下部が倒位に置かれ、それぞれ2個体重

ねられていた。煙道は全長130cm、開口部径27cm、深さ44cmの煙出し部へ向かって緩やかに下る。煙道の構

築方法は割抜式で、天井及び煙出し部側面が被熱している。埋士は焼成面直上に灰黄色粘土（灰層？）が堆

積し、層中に獣骨片を含む。その上には燃焼部・煙道部の手前側（西側）の天井が崩落している。住居埋没

の早い段階で天井は崩落したようで、崩落士の上位には北壁から住居床面直上層（11層）が堆積している。

煙道部は煙出し部側と住居側から埋土が交互に堆積流入したようである。

<重複>RG55～57と重複しこれに切られる。

<時期〉埋土の様相及び出土遺物から、 9世紀前葉～中葉の年代が想定される。

<遺物＞北壁に集中している。 193～196はカマド支脚として利用され、住居内からカマドに向かって左側は

下に194、上に196、右側は下193,上195とそれぞれ2個体重ねられていた。土師器坏1点、甕類6点掲載し

た。 192は土師器坏で回転糸切離し後体部下端にヘラケズリの再調整を施している。器形は底部から内湾し

て立ち上がる。 193から甕類で196までが非ロクロ整形、 197はロクロ整形のものである。 196は外面にヘラナ

デ後ミガキが施される。 197は小形甕で内外面ともカキ目状のナデ調整後外面体部下半をヘラケズリしてい

る。 198はいわゆる北陸型長胴甕とよばれる、丸底長胴甕である。ロクロ整形後体下部外面にタタキメ、内

面にアテメを施す。 （第115･ 116図、写真図版88～89)

RA27住居跡（第53図、写真図版36)

<位置・検出状況>D3区、 IF12jグリッド付近に位置する◎東壁は調査区外へと延びる。Ⅵ層上面で検

出を行い黒色士の広がりが認められたが、当初重複する溝の埋土と認識していた。その後、住居内を南北に

走る後世の暗渠の断面で埋士の堆積状況を観察したところ、黒色土の下位に住居掘方埋土に似た層が確認さ

れたことから住居跡の可能性があると判断し調査を開始した。

<規模・形状〉西壁3.3m，平面形は方形を呈する。南半部は新期の溝によって消失している。南北壁の主軸

方向はN－89o－Wである。

<埋土〉床面直上にカヤ状の炭化材が貼り付き、壁際にグレー味の強い黒褐色土、住居全体に灰白色粒子を

含む黒褐色土が堆積する。埋士上部は上位の攪乱層の影響で茶味を帯びている。埋土中には炭化物・焼土ブ
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ロックは確認されなかったが、床面の炭化材の出土状況から焼失住居跡の可能性が高い。

<床面〉掘方埋土上面を床とする。掘方はほぼ全面でみられるが、壁際が深く中央部は浅くなる。埋土は黒

褐色土・地山土・灰褐色土の混士で構成され、壁際は黒色土が多く黒味が強い。

<壁〉外傾して立ち上がる。残存している壁高は10cmである。

<土坑・柱穴〉検出されなかった。

<カマド？地床炉？〉東側調査区境付近に33×20cmの焼成面が形成されている。一辺3.3m程度の規模を想定

すると、カマドが設置されていた可能性がある。しかし周囲にカマド袖やその崩落層などはみられず、東端

は調査区外に位置するため、煙道部の有無は確認できなかった。

<重複>RG55～57と重複しこれらに切られる。

<時期＞埋土の様相及び出土遣物から、 9世紀中葉～後葉の年代が想定される。

<遺物＞土師器坏2点、須恵器壺類（？） 1点、甕1点を掲載した。 （第116図、写真図版89)

RA28住居跡（第54･55図、写真図版37)

<位置・検出状況>D3区、 IF121グリッド付近に位置する。Ⅵ層上面で検出した。

〈規模・形状〉平面形は5.1×5.0mの方形を呈する。主軸方向はN-82o－Eである。

<埋土〉東壁際では黒褐色土と地山土、北壁際では黒色土と地山ブロックを混入する黒褐色土の互層となる。

住居全体では、床面直上には黒色土、その上に地山土を少量混入する黒褐色土、茶味の強い黒褐色土の順に

堆積する。埋土中には炭化物・焼土ブロックを含む。一方西南部ではやや様相が異なり、褐灰色土を多く含

む層の上に地山土の多い層が堆積する。

<床面〉掘方埋土上面を床とする。地山土または褐灰色士で部分的に貼床を施している（16． 18層)。掘方は

ほぼ全面に広がるが壁際が若干深くなり、埋土は地山土を多く含んだ、褐灰色士・黒色土の混土で構成され

る。

<壁＞直立気味に立ち上がる。東壁はやや外傾するが、形状も他の部分より若干張り出しており壁崩落に伴

うものと思われる。残存する壁高は16cmである。

<土坑・柱穴＞北側のほぼ中央部にpplがある。断面形は浅皿状を呈し、底面直上に黒色土がうすくに入り

その上に地山士・灰白色粘土を混入する黒色土が堆積する。

<カマド〉東壁北側に設置されている。RA26と同様に住居壁を掘り込んで燃焼部を構築する。煙道方位は

N-85o－Eである。袖は煙道部側では地山を掘り込んだ壁を利用しており、住居内側では、地山層の上に

さらに土を積み上げて構築している。左袖は黒褐色土を含んだ地山土、右袖は黒褐色土・灰白色粘土を含ん

だ地山土を使用する。右袖土の北側には、小穴があり、断面図のように空洞の状態で検出された。空洞の位

置や燃焼部底面の54×48cmの焼成範囲から、袖石が設置きれていたのを重機による表土掘削時に取り除いて

しまった可能性が考えられる。この空洞の下位層は焼土ブロックを含むため、空洞部分が袖石だと仮定すれ

ば、袖石は原位置から動き22層が流入したか、焼土ブロックが入るような状況で袖石が設置されたものと思

われる。袖は被熱している。左奥壁には被熱面の上（内側）に灰白色粘土層が覆いかぶさっており、天井部

が崩落したものと思われる。燃焼部は浅皿状に窪み、焼成面の直上に骨片を含むにぶい黄榿色粘土（灰層？）

が堆積する。煙道は全長180cm、開口部径54cm、深さは20cmの煙出し部に向かって緩やかに下る。煙道の構

築方法は割抜式で天井部は被熱している。煙道部底面直上の黒色土が堆積した後天井部は崩落している。

<重複>RD21･22，D3区pl ･ 4と重複し、すべて本住居よりも新しい。
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<時期〉埋士の様相及び出土遺物から、 9世紀前半の年代が想定される。

<遺物〉カマド周辺、煙出し部、住居北西部及びppl内から多く出土する。西北部では坏が3個体、 （下から

221,212, 211）床面上に正位で重ねられていた。煙出し部底面に須恵器の大甕の胴部、 20層中に土師器甕、

20層上面に礫、須恵器坏が出土している（写真図版37)。土師器坏1点、須恵器坏12点、須恵器長頸瓶1点、

甕類4点、鉢2点、砥石・鉄製品各1点掲載した。203は土師器坏で回転糸切り離し、体部下端に回転へラケ

ズリの再調整を行っている。底部から内湾して立ち上がる。内面はミガキ後黒色処理を施している。204～

215は須恵器の坏で215が回転糸切り離しなのを除いてすべて回転へラ切り離しである。器形は底部から直線

的に開くものが多く端部が僅かに外反するものもある。底部からやや内湾して立ち上がるものも若干みられ

る｡204は底部に「召□」と墨書されている。甕はすべて非ロクロ整形のもので217･218は内外面ともヘラ

ナデ調整、頸部に段はみられない。220は小形甕で底部が張り出す。223は砥石で4面に擦り面・擦痕が認め

られる。224は長さ9.4cm以上、幅lcm、厚さ0.8cm、方形の断面形をもつ棒状の鉄製品である。欠損している

ためはっきりとわからないが釘の可能性がある。 （第117. 118図、写真図版89．90） またカマド燃焼部内か

らキジ類？ ・ニホンジカの骨片が出土している。

RA29住居跡（第56･57図、写真図版38)

<位置・検出状況>D3区、 IF13oグリッド付近に位置する。Ⅵ層上面で検出した。東壁の煙道部東半は

調査区外へと延びる。後世の暗渠断面をみると東壁のカマドには焼成面が2面あることが判明し、北側にも

カマドの煙道と思われる痕跡がみられることから、 2棟以上の重複を想定して調査を開始した。

<規模・形状〉平面形は4.7×4.5mの隅丸方形、床面近くまで後世の耕作による撹乱を受け歪んだ形状を呈す

る。主軸方向はN-115o－Eである。入れ子状にRA30と重複しており、本住居の方が新しく規模が大きい。

<堆積状況と解釈＞床面直上には灰白色粒子を含む黒味の強い黒褐色土、これを切るように茶味の強い黒褐

色土が堆積する。この茶味の強い黒褐色土はD3区においてⅥ層上位にくる層と類似しており、恐らく住居

埋没後、後世の掘削に伴う層と思われる｡同様の層がRA31にもみられ、RA31の場合床面下住居掘方まで

この層が及ぶ。このとき茶味の強い黒褐色土は下位の層（掘方・埋土など）の影響をうけ炭化物や地山土を

混入する。そのため削平・盛土後さらに下方へ掘削がおよんだものと考える。このように住居跡など遺構の

範囲に周囲より深く後世の掘削が及ぶ例(RAOl ･20重複の新期掘削痕等）が他でもみられることから、こ

の茶味の強い黒褐色土の範囲を概ね住居跡の痕跡と判断した。

<床面>RA29の埋士を床とする。地山ブロック層が広がる範囲もみられ、部分的に貼床を施しているよう

である。

<壁〉後世の掘削により消失し残存していない。

〈土坑・柱穴＞検出されなかった。

<カマド〉東壁左寄りに設置されている。煙道方位はN-111o－Eである。袖は残存していないが、左袖側

には礫が出土しており芯材の可能性がある。燃焼部は皿状に窪み、 36×30cmの焼成面が形成されている。焼

成面の上には黒色土層・灰層・焼土ブロック層の順に堆積する。煙道部は底面は緩やかに下るが後世の掘削

のため、若干形状が異なっているものと思われる。煙道構築方法は不明である。

また、北壁西よりにカマド煙道部とよく似た形状を呈する範囲がある。東壁のカマドと同様に後世の掘削が

及んでおり (1～3層)、焼成面も検出されず、燃焼部・煙道部とも確認できなかった。仮にカマドが設置

されているとすれば、RA30の埋土上位層(5層）に被熱した褐灰色土を含むことからカマドはRA29に伴
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うものと考えられる。

<重複>RA30･RD22と重複し、前者より新しく、後者より古い。

<時期〉埋土の様相及び出土遺物から、 9世紀後半～10世紀初頭の年代が想定される。

<遺物〉器形の復元が可能な固体は一点のみである。229は土師器の坏で内面はミガキ後黒色処理が施きれて

いる。 （第116図、写真図版90）

RA30住居跡（第56･57図、写真図版38)

<位置・検出状況>D3区、 IF13oグリッド付近に位置する。煙道部東側から煙出し部にかけて調査区外

へと延びる。Ⅵ層上面で検出した。前述のとおり重複を想定し掘り下げたところ、RA29内側にもう一棟竪

穴住居跡があることが判明した。

<規模・形状〉平面形は一辺3.8mの隅丸方形を呈する。RA29よりも掘込みは深いが、規模は小さい。主軸

方向はN-115o－Eである。

<埋土＞壁際には混入物の少ない黒色土が入り、住居全体では床面直上に、地山土を多く含んだ褐灰色土そ

の上に黒褐色土が堆積する。

<床面＞掘方埋土上面を床とする。 13． 15層は横につぶれた地山土を含み部分的貼床を施したようである。

掘方はほぼ全域でみられ、埋土は地山ブロックを多く含む褐灰色土・暗褐色土で構成されている。

<壁〉外傾して立ち上がる。残存する壁高は12cmである。

<土坑・柱穴＞検出されていない。

<カマド＞東壁左寄りに設置されている。煙道方位はN-111o－Eである。燃焼部はRA29とほぼ同じ位置

で、煙道部は共用していた可能性が高い。袖は左袖のみ残存しており、褐灰色土を含んだ地山士で構築され

ている。燃焼部は平坦で住居奥壁で急激に立ち上がる。底面には42×28cmの焼成面が形成きれている。焼成

面の上面に沿って粘性のある黒褐色土が薄く貼り付き、その上に地山土を含む黒褐色土、天井崩落土である

地山土が堆積する。

<重複>RA29、RD22と重複する。いずれよりも本遺構のほうが古い。RA29とはカマド燃焼部をほぼ同

じ位置に設置し、煙道部が共用していると思われ、恐らく床面の位置を高くして、住居を拡張したものと思

われる。しかしRA30の埋土中に積極的に人為堆積と思われるような層は確認できなかった。

<時期＞埋土の様相及び出土遺物から、 9世紀後半～10世紀初頭の年代が想定される。

<遺物〉床面及びカマド付近からの出土が多い。土師器坏2点、土師器高台坏1点、甕類4点掲載した。227

は土師器坏で回転糸切り後体部下端手持ちへラケズリ再調整を行っている。228は高台坏で指押さえによっ

て高台を貼付けている。体部には「Lh」と記号が墨書されている。227も墨付きがみられ、欠損しているた

めはっきりと読みとれないが残存部から推定すると同じ記号の可能性が高い｡甕類は229～231がロクロ整形、

232は非ロクロ整形である。229は粘土を貼付けることによって口縁部を厚くしている。231は外面体部下半

へラケズリ、内面はミガキ後黒色処理が施される。 （第119図、写真図版90．91）

RA31住居跡（第58･59図、写真図版39)

<位置・検出状況>D3区、 IF13rグリッド付近に位置する。Ⅵ層上面で検出した。

<規模・形状＞前述のRA29と同様、後世の掘削土である茶味の強い黒褐色土により本住居の大部分では埋

土だけではなく住居掘方まで掘削され、住居壁及び西側を消失してしまっている。平面形は①後世の掘削層
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(RA32との重複部は除く）②住居埋土③掘方埋土のいずれかが残存している範囲を記録した。残存してい

る部分は東壁4. 4m、北西部を消失してしまっているが、概ね方形を呈するものと思われる。主軸方向はN
－95o－Eである。

<埋土＞地山土の混入した褐灰色土が堆積している。住居中央部と南東側に一部残るのみである。

<床面〉掘方埋土上面を床としている。埋土と同様に床面が残存しているのは住居中央部と南東側だけであ

る。掘方埋土は地山土を多く含む褐灰色土で構成されている。RA32重複部では下位の層の影響を受け、炭

化物・地山土を含む黒褐色土となる。重複部分のほうがやや掘込みが深くなる。

<壁〉残存していない。

<土坑・柱穴＞検出されなかった。

<カマド＞東壁北側に設置されている。煙道方位はN-82o－Eである。残存状態は非常に悪く、袖は検出

されなかった。燃焼部には皿状に窪み、 36×34clnの焼成面が形成されている。焼成面直上に天井崩落土、そ

の上に黒褐色土が堆積する。煙道部は住居奥壁から東へ向かって緩やかに下り後世の暗渠によって断ち切ら

れるが、これの東側へは延びていない。残存長は54cmである。煙道部埋土は茶味のある黒褐色土を主体とし、

RA29．30と同様に後世の掘削が及んでいる。埋土中には黒褐色士．地山土を混入しており、煙道埋土は本

来これらを主体としたものであった可能性が高い。南壁左よりにもカマド煙道と類似した痕跡を確認した。

煙道部埋土は地山士を含む黒褐色土・褐灰色土で構成され、下面に炭化物が貼り付く。燃焼部と想定される

箇所は掘方埋土まで後世の掘削が及び、床面を消失しているため、焼成面を確認できなかった。仮にカマド

とすると、南壁に設置される例は今回の調査範囲内にはなく、その上通常より短い煙道部を持ち、他の住居

跡と異なった様相を呈する。

<重複>RA32と重複しこれよりも新しい。

<時期〉埋土の様相及び出土遺物から、 9世紀後半～10世紀初頭の年代が想定される。

<遺物〉遺物量は少なく、主にカマド付近から出土している。土師器坏・高台坏各1点、甕2点を掲載した。

233は土師器坏で内湾して立ち上がり端部が僅かに外反する。内外面ともミガキ後黒色処理が施されている。

234は土師器高台坏で高台は指押さえで貼付けられている。236はロクロ整形の土師器甕であるが、外面はロ

クロ痕が摩滅してしまっている。 （第119図、写真図版91）

RA32住居跡（第60．61図、写真図版40)

<位置・検出状況>D3区、 IF14sグリッド付近に位置する。Ⅵ層上面で検出された。

<規模・形状＞平面形は4.9×4.5mの方形を呈する。南西部は新期河道よって消失している。主軸方向はN－

100o－Eである。

<埋土〉 1層は茶味のある黒褐色士層で後世の掘削に伴うもの、 2～5層はRA31の埋土となる。本住居の

埋士は7層のみで、地山土・黒褐色士を含んだ灰褐色土を主体とする。床面直上にはカヤ状の炭化材が貼り

付くか、褐灰色士の層が薄く堆積する。以上の堆積状況から故意または事故により焼失・倒壊したものと判

断される。

<床面〉壁際は掘方埋土上面、中央部は地山層を床面とする。掘方は地山土を多く含む褐灰色土で構成され

ている。

<壁〉直立ぎみである。残存する壁高は14cmである。

<土坑・柱穴＞南東コーナー付近に住居壁より張り出してpplが検出された。土擴内には灰黄褐色土と地山
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土の混土が堆積しており、本来は壁を掘り込んだ袋状を呈していたと思われる。南東部の焼成範囲がカマド

燃焼部とすると位置から貯蔵穴の可能性が高い。土坑底面には長頸瓶の胴～底部が倒位で置かれていた。

<炭化物・焼土〉床面直上にカヤ状の炭化材が貼り付いている。重複している箇所では検出されなかったが、

RA31の掘方埋土には炭化物が多く含まれていたことから、周囲と同様の状況であったものと思われる。そ

の他南壁・北壁中央付近の一部を除いてほぼ床面全体に広がっている。繊維の方向は一定しないため、床面

に敷いていたものが焼失したものというより、屋根葺きなどで使用されていたものが焼失に伴い崩落したも

のと判断したい。カヤ以外の材は検出されなかった。

<カマド＞南東隅で28×20cmの焼成面が形成される。この焼成面の北東部、住居壁外、RA31掘方埋土下位

から楕円形の浅い皿状の窪みが検出されている。焼土ブロックを含む層が堆積しており、カマドの煙道もし

くは煙出し部が残存しているものではないかと思われる。袖及び袖崩落土の痕跡はみられず、焼成面と煙道

部の軸がややずれることから断定はできないが、本住居跡のカマドは東壁南端に設置されていた可能性があ

る。

<重複>RA31、 p1 ･ 2、新期河道と重複しこれらよりも古い。

<時期〉埋土の様相及び出土遺物から、 9世紀後半～10世紀初頭の年代が想定される。

<遺物〉埋士中、pplから出土している。242はppl内に倒位で置かれていた。土師器坏2点、甕1点、須恵

器瓶類1点掲載した。239は土師器坏で回転糸切離し、体部下端手持ちへラケズリ再調整を行っている。内

面はミガキ後黒色処理を施す。242は瓶類の胴部（恐らく長頸瓶か？）でロクロ成形後、体下部にタテ→回

転ヨコの順にヘラケズリを行う。 （第119図、写真図版91）

RA33住居跡（第62～64図、写真図版41～42)

<位置・検出状況>B3区北部、 ⅡFlaグリッド付近に位置する。本遺構付近は過去の削平が地山粘土層

に達しており、攪乱層下面に接する検出面は重機によって踏み荒らされた状態となっていた。このため遺構

の壁上部はプランの内側に押し崩されプラン全体の形状を把握するのは困難であったが、概ね方形を呈する

こと、カマド煙道部や煙出しと思われるピットが付属すること、プラン内における遺物出土が顕著であるこ

となどから竪穴住居跡と判断し精査に着手した。なお、南・北壁が平行せずに台形状を呈することから、当

初より複数棟の重複を想定し精査を行った。

<規模・形状〉プランの全形は東壁に長辺を持つ台形状を呈する。西壁の大半と南壁の西端部は調査区外

(B3区西側）にありこれらの壁長は不明であるが、調査区内にある東壁（長辺）は5.3m、北壁は4.4mを測

る（以下、これを「全形プラン」とする)。平面形を見る限り、本住居跡は南辺を壁とする住居跡(RA33

A;古期住居跡、以下〔古]) と北辺を壁とする住居跡(RA33B;新期住居跡、以下〔新])が僅かに軸を

ずらして重複し、前者は4.3×3.7m、後者は4.4×4.1mのそれぞれ長方形を呈するものと思われた。ただし下

記の関連項目でも触れるが、土層断面では〔新〕の南壁の立ち上がりが認められず、平面で想定したプラン

よりも南側に広がり 〔古〕 と南壁を共有している可能性がある。この場合、 〔新〕の東壁長は全形プランの

それに等しいものとなる。主軸方向はN-115o－Eである。

<堆積状況と解釈＞埋土は黒～黒褐色シルトを主体とし、これに灰白色火山灰・地山粘土・砂等を含む層で

構成される。A-A! ・B-B!の14層は〔古〕の掘り方埋土であり、 〔新〕の貼床土である12層を除去したところ

〔古〕のプランとして本層の広がりが明瞭に現れた。 12層上面・ 11層上面は平坦で部分的な硬化範囲が認め

られ、炭化物や礫および土器片等の遺物もこれらの面に直に接して出土した。断面では下位の12層も 〔古〕
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の掘り方範囲を越える広がりが認められるので、両者とも 〔新〕の床面であると思われる。よって〔新〕は

2時期の床面を有し、一方〔古〕の床面は〔新〕との重複部分においては残存していないものと判断される。

C-C1断面にみられる5層は、 〔新〕の貼床土である6層(A-A'11層相当）の上位にあり、南壁内側に平行

する幅80cm･高さ8cmほどの高まりを形成している。平面プランから判断される〔新〕の南壁の外側に位置

するが、 〔新〕のプランが全形プランの南壁まで広がるとすれば屋内の段（棚？）状施設とみることもでき

る。この上面には対向する北壁際でも観察される焼失時の焼土ブロック・炭化物層(B-B'6層･C-C'3層）

が直に接して堆積しており、焼失（廃絶）時には全形プランの範囲が同時に埋没をはじめたことを示してい

る。以上を整理すると、平面プランからみた場合5層の高まり以北が〔新〕のプランと判断されるのに対し、

堆積状況は全形プランの南壁までがその範囲であることを示すという矛盾した様相を見せている。

埋土最上位のl層には灰白火山灰（十和田a火山灰）のブロックが含まれるが、この下位の2層は純粋な

黒色シルト層であり、廃絶後一定の時間を経た後に当火山灰の降下があったことを示している。従って本住

居跡の最終的な廃絶時期（最新期住居跡の廃絶時期）は十和田a火山灰の降下以前であると判断される。

<カマド〉カマドは東壁に設置された2基が検出された。東壁北端部付近に検出されたカマドbは〔新〕に

属するもので、両袖部の幅は110cm、壁面から焚口部までの長さは90cmを測る。煙道方位はN-123o－Eで

ある。燃焼部は床面より4cm程低くなって皿状にくぼみ、底面から袖内面にかけて略円形(55×50cm)の範

囲が赤変している。燃焼部上面は濃い紅色に硬化し、赤変は下方3cmの深さに及ぶ。焼成面直上には灰層が

のり、さらにこの上面に繊維の明瞭な木炭片が観察される。これを覆う焼土ブロック層は内部が被熱赤変し

たカマド本体（天井・袖）が崩落したものであろう。カマド内および周辺から出土した礫もまたカマド構築

材（芯材） として用いられたものと思われる。煙道は割り貫き式で約8．の傾斜をもって東に下り、壁から

1.6m先の煙出部へと通じている。一方、東壁際南部では新期貼床土の下から古期のカマド燃焼部焼土が検

出された（カマドa)。新期住居跡によってカマド本体は壊されているが、煙道～煙出部が残存する。煙道

方位はN-123°－Eである。カマドbと同様、燃焼部は径40cm、深さ約5cmの皿形にくぼみ、上面が硬化

してその上に灰層・炭化物片がのる。煙道は割り貫き式で約8．傾斜して東に下り、 1.55m先で煙出部に通

ずる。 a･bとも煙出部の内部には径10～20cm程の角礫と地山粘土ブロックが落ち込んでいる。煙出部（開

口部）周囲の構造物に用いられたものであろう。

<士坑・柱穴〉プラン内から検出きれた土坑は計5基(ppl～5)である。pplはカマドbの右脇に位置し、

東壁から外側に張り出す100×90cmの略円形を呈する。上部を削平されて現状を呈するが、本来、住居の壁

を横方向に扶り込み外側の壁がオーバーハングして立ち上がる「フラスコ状」の貯蔵穴であったと思われる。

ただし、ppl埋土の最上位にはカマドbの袖材と思われる礫がのっており 〔新〕の廃絶時には開口していな

かった可能性が高い。pplの中心部には周囲の埋土と比して地山ブロックの少ない部分があり、この土のみ

を掘り上げたところ平面図に示したように柱穴状の小ピットとなった。おそらく古段階に貯蔵穴であったpp

lはカマドbが属する〔新〕の建造の際に柱穴として利用されたものとみられる。ppl最下層(B-B'10層）

から出土した遺物は柱穴設置時に掘り方土と共に埋められた前段階の住居（〔古〕 ？）に属するものであろ

う。pp2は全形プランの南壁寄りに位置し120×130cmの略円形を呈する。南側から流入しているA-A'4 ． 5

層は住居の焼失に伴うと思われる焼土ブロック層であり、堆積状況はpp2が住居の最終廃絶時に開口してい

たことを示している。また、平面プランから推定される〔新〕の南壁ライン上に位置し、土坑の南半部は上

述した段（棚）状施設の可能性を持つ高まり (C-C'5層）を切っている。以上からpp2は〔新〕に伴うもの

と判断きれる。pp3～5は床面に認められた不明瞭な黒色斑を掘り上げた結果検出された小ピットである。
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上のP1と共に〔新〕に伴う柱穴と思われる。底面から床面に至る立ち上がりは不明瞭で住居の掘り方底面

の凹凸にそのまま柱を据え、床面の構築と同時に埋められたものと思われる。

<重複>RA34 (B3区002住） とは北東隅で、RA36 (B3区004住） とは南壁東半部で重複する。全形プ

ランは両者を切っている。

<時期＞埋土の様相及び出土遺物から、 9世紀後半～10世紀初頭の年代が想定される。

<遺物〉土師器坏11点、須恵器坏2点、土師器高台坏・須恵器蓋・小形壺各1点、甕類7点、瓶類2点、

大甕胴部1点を掲載した。243～246は土師器坏で内面ミガキ後黒色処理が施される。247～253はロクロ整形

のみの土師器坏で、249は内面の底部体部の境が不明瞭のまま立ち上がる。口縁部器形は大きく歪む。251 .

253は底部が僅かに突出している。254は須恵器坏で回転へラケズリ離しである｡257は須恵器蓋でつまみ部

が剥離してしまっている。260は須恵器小形壺で外面体部上端と内面口縁部にカキメ状のナデがみられる。

甕類はロクロ整形のものと非ロクロ整形のものとがある。258．．259．261 ．262はロクロ整形の甕で口縁部は

259が緩やかに外反し、それ以外は外反し端部を上方につまみあげている。261と263は接合箇所はないが同

一個体と思われる。264．265は非ロクロ整形の甕で外面はヘラケズリ、内面はヘラナデが施される。264は

胴部上半から口縁部にかけて直立気味に立ち上がる。226は長頸瓶でロクロ整形後、外面胴部下半に回転へ

ラケズリを施し、頚部に環状凸帯を持つ。内面頚部には絞り込みの痕跡が認められる。267はロクロ整形の

瓶類であるが、底部から体部下端は非ロクロで内面は放射状にナデの痕跡がみられる。外面は回転へラケズ

リ後タテ方向のケズリが施されている。 （第120～122図、写真図版91～92）

RA34住居跡（第65･66図、写真図版43)

<位置・検出状況>B3区、 IE23wグリッド付近に位置する。本遺構付近はRA33と同様に過去の削平

が地山粘土層に達しており、攪乱層下面に接する検出面は重機によって踏み荒らされた状態となっていた。

<規模・形状〉全形プランは4.9×4.5mの方形を呈するが、 3.9×3.5mの方形に巡る周溝が検出されており、

二段階以上の時期差をもつ住居が重複したもの（拡張等）である可能性が高い。主軸方向はN-105o－E

である。

<埋士〉黒褐色土を主体とする。地山ブロックを含む層と混入物のほとんど無い層が交互に堆積している。

<床面＞掘方埋土上面を床とする。埋土は地山土を多く含む黒褐色士で構成きれる。

<壁>外傾して立ち上がる。残存する壁高は20cm程度である。

<周溝＞全形プランの北壁直下．及び西壁・南壁の内側約1m付近に方形に巡る周溝をもつ。埋土は黒褐色

砂質シルトである。

<土坑・柱穴>ppl～10まで検出された。黒色～黒褐色土を主体とする。

<カマド〉東壁北側に設置される。煙道方位はN-104｡－Eである。燃焼部は皿状に窪み50×48cmの焼成面

を形成している。煙道は全長160cm、住居奥壁から煙道部中央付近まで水平に、煙道部東半は緩やかに登り

径40cm、深さ20cmの煙出し部で急に落ち込む。深さは16cmである。煙道構築方法は剖抜式で、一部天井の地

山層が残存している。埋土は黒褐色士を主体とする。

<重複>RA33と重複しこれに切られる

〈時期＞埋土の様相及び出土遺物から、 9世紀中葉～後葉の年代が想定される。

<遺物〉土師器坏1点、須恵器坏4点（1点は瓶類の可能性あり)、甕類3点、長頸瓶・甑・木製椀各1点掲

載した。269は土師器坏で回転糸切後体部下端をヘラケズリ再調整している。内面はミガキ後黒色処理され
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る。270～272は須恵器坏で底部は回転へラ切り （一部へラケズリ？） されている。甕類はすべて非ロクロで

内外面ハケメ調整のものと、外面へラケズリ、内面ハケメのものとがある。いずれも頚部に段を持つ。276

は須恵器長頸瓶の胴部上半で、頚部に続く部分に粘土を貼付けた痕跡がみられ、頚部接続に3段構成をとっ

たものと思われる。277は土師器甑で外面体部下半にヘラケズリ、上半と内面にはカキメが施される。278は

須恵器坏または小形の瓶類と思われるが、詳細は不明である。279は木製の椀で、炭化している。

(第122･ 123図、写真図版92．93)

RA35住居跡（第68図、写真図版叫）

<位置・検出状況>B3区、 IF22cグリッド付近に位置する。北壁西半から西壁にかけて三角形の範囲の

み検出きれ、それ以外は調査区外へと延びる。Ⅵ層上面で検出した。

<規模・形状＞調査区内の平面形は一辺が4.3mの方形を呈するが、南西コーナーはやや張り出し丸みを帯び

る。また北西部はトレンチにより一部消失してしまっている。

<埋土〉黒色～黒褐色土を主体とする。

<床面〉地山上面を床とする。掘方は確認されなかった。

<壁＞やや直立して立ち上がる。残存する壁高は30cmである。

〈土坑・柱穴〉検出されていない。

<カマド〉検出されていない。

<重複〉重複する遺構はない。

<時期〉埋土の様相及び出土遺物から、 9世紀中葉～後葉の年代が想定される。

<遺物＞西壁に甕類が3点まとまって出土した。すべて非ロクロ整形である。 （第123図・写真図版93）

RA36住居跡（第67図、写真図版45)

<位置・検出状況>B3区、 ⅡFlbグリッド付近に位置する。煙道西端は調査区外へと延びる。Ⅵ層上面

で検出した。

<規模・形状＞平面形は2.8×2.6mの方形を呈する。北壁西側はRA33によって壊されてしまっている。主軸

方向はN-68°－Wである。

<埋士＞床面直上に黒色土が点在しその上に黒褐色土が堆積する。地山土、炭化物を含む。

<床面＞地山土を床とする。掘方・貼床は確認されなかった。

<壁〉東壁は削平されており、残存する箇所でも壁高は10cm程度である。

<周溝〉南壁際に周溝が回る。黒色士が堆積している。

<土坑・柱穴＞検出されなかった。

<カマド＞西壁北寄りに設置される。煙道方位はN-74o－Wである。カマド袖は、黒褐色土を微量含んだ

灰黄褐色土で構築され、左袖には芯材として礫を使用している。燃焼部はやや窪み40×34cmの焼成面が形成

されている。焼成面直上には浅黄榿色粘土（灰層？）が堆積する。煙道は住居奥壁から落ち込みそのままほ

ぼ平らに調査区外へと延びていく。煙道部は剖抜式で、天井部は崩落している。

<重複>RA33と重複し、これに切られる。

<時期〉埋土の様相及び出土遺物から、 9世紀後半～10世紀初頭の年代が想定される。

<遺物＞床面及びカマド燃焼部より出土している。土師器坏1点、甕類4点掲載した。283はロクロ整形のみ
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の土師器坏でやや内湾して立ち上がる。甕類はすべて非ロクロ整形である。284が外面にヘラケズリが施さ

れ、頚部には段を有する。285は摩滅しているため調整は不明である。286は内外面とも口縁部ヨコナデ後ハ

ケメ調整されている。口縁部は直立気味で口唇部で外反する。底部は若干張り出している。 （第124図、写真

図版93．94）

RA37住居跡（第68図、写真図版46)

<位置・検出状況>B3区、 ⅡF2 iグリッド付近に位置する。調査区内で検出されたのは南東コーナー付

近のみでそれ以外は調査区外へと延びる。Ⅵ層上面で検出した。

<規模．形状〉平面形は一辺2.5m以上の概ね方形を呈するものと思われる。カマド煙道部は溝によって壊さ

れている。主軸方向はN-66°－Wである。

<埋土＞床面直上に黒色土が堆積しその上に灰白色粒子を含む黒褐色土がのる。

<床面＞地山土を床とする。掘方・貼床などは認められなかった。

<壁〉やや直立する。

<土坑・柱穴〉カマド袖右側にpplがある。灰黄褐色土を主体とし、灰白色粘土・炭化物・焼土ブロックが

混入する。

<カマド〉東壁に位置している。燃焼部左側は調査区外、煙道部は溝によって壊されている。

<重複>RG58･59と重複しこれに切られる。

<時期〉埋土の様相及び出土遺物から、 9世紀前葉～中葉の年代が想定される。

<遺物>ppl内より多く出土している。須恵器坏・土師器坏各1点、甕類は3点掲載した。288は須恵器坏で

回転へラ切り離し、体部は直線的に立ち上がる。甕類はすべて非ロクロ整形で、291 ．292は内外面ハケメ調

整、頚部に明瞭な段を持ち口縁部が外反して立ち上がる。 （第124図、写真図版94）
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RAO1 (C.C!～E-E，）

全体的にしまりややあり、粘性弱。
1． lOYR3/1黒褐色シルト住居以北では、地山ブロック微風(ブロックが大
きく入る)。遺構内は地山ブロック極微鼠(細かく入る)｡RZO1-l新期掘削痕。

2． lOYR2/1黒色シルト地山ブロック少量。
3． 10YR2/l黒色シルト地山ブロック少盤。
l0YR2/1黒色・ lOYR4/1褐灰色シルトプロックマープル状に入る。

4． 10YR3/1黒褐色シルト 地山ブロックやや多い。
l0YR2/1黒色シルトプロック極微量。

5． 10YR2/1黒色シルト 9層よりは明るい。地山ブロック微量。
6． lOYR2/l黒色シルト地山ブロック少風、 2層よりは多い。 (=A-AI2層？）
7． lOYR3/l黒褐色シルト 8層に似る。同一層か？(＝A－Al3層？）
8． 10YR3/l黒褐色シルト 4層に似るが、やや地山ブロック多いか？
9． lOYR2/1黒色シルト 10層よりは黒い。地山ブロック極微量。
10. 10YR2/1黒色シルトややグレー味あり。地山ブロック極微量､媚よりは多い。
11． lOYR3/1黒褐色シルトややグレー味あり。地山ブロック棚散量。1据と似る。
12. 10YR3/1黒褐色砂質シルト 地山ブロックやや多量、 4層より多い。
13． lOYR2/1黒色シルト地山ブロック少～微量。上面に地山ブロックつぶれ

て線伏に入る部分あり。他層よりも地山ブロック細長い。貼床。 (=AAI11層？）
14． lOYR2/l黒色砂質シルト グライ化した地山ブロック層。

床面上にはった感じ。 l0YR3/l黒褐色シルトプロック極微髄。
15. 10YR2/1黒色シルト 9層より黒い。地山ブロック極微愚。 13層より黒い。

16． lOYR2/l黒色砂質シルト地山ブロック多量。掘方埋土。

○且

RAO1 (A.A'･B.B')

0．盛土

1． lOYR2/2黒褐色シルト しまっている。現耕作土。
2． 10YR2/l黒色シルト地山小ブロック少量。
3． 10YR3/1黒褐色シルト地山小ブロックやや多い。
lOYR2/1黒色シルトプロック少量。

4． lOYR3/1黒褐色シルト 地山小ブロック微量。
5． 3層によく似るが、地山ブロックより細かい。
6． 10YR3/l黒褐色シルト地山ブロックやや大きく、まばらに入る。
7． 5層に似る。

8． 10層に焼土含み、赤味。
9． 10YR5/3にぶい黄褐色粘土質シルト下面が被熱して赤く変色している。
10． lOYR2/1黒色シルト地山ブロック極微量まばらに含むが、 きれいな黒土。
11. 10YR2/l黒色シルト地山ブロックやや多い。

上面に地山ブロックつぶれて広がる。 （貼床土)上面床面。
12． 10YR3/1黒褐色シルト焼土・地山砂含みグレーがかる。
13． lOYR2/1黒色地山ブロック極微量。

a
4o L=125.200m

I

o-L
C
－O L＝125.200m

｡且O L＝125.200m

坐り

〕1

〆

RAO1 (a-a' ．b､b' ・c-cI） 17 鶴
1． 10YR3/l黒褐色シルト (=C-C!1層）

･b-b' ・c－c1）

黒褐色シルト (=C-C11
黒褐色シルト (=C-C14
黒褐色シルト C-Ci6層I；

黒褐色シルト 1層に似

黒褐色シルト地山プロ

2． 10YR3/1黒褐色シルトrgg")___ . . _ _ ~. _ 0 1 :20 1m
3． 10YR3/l黒褐色シルト C-CI6層に似るがやや地山ブロック少ないか？ 昌一一一一
4． 10YR3/1黒褐色シルト 1層に似る。

5． 10YR3/l黒褐色シルト地山ブロック微量。上面被熱している。
6． 10YR2/1黒色シルト地山ブロック極微量。

主体土lOYR2/1黒色の中では明るめ。天井部被熱。
7． lOYR4/1褐灰色砂質シルト地山ブロックやや多い。 26． lOYR4/l褐灰色砂質シルト やや赤みのあるグレーの土。 16層よりは暗い。
lOYR3/l黒褐色シルトプロック細かく入る。 地山ブロック極微量。袖？

8． 10YR2/1黒色シルト地山ブロック少量。 焼土層． 5YR5/4にぶい赤褐色被熱弱く、断面でははっきり確認できなかった。
9． 10YR3/1黒褐色砂質シルト地山ブロック層がやや汚れる程度。下面被熱。 31層が被熱したもの。

天井崩落層。 27． lOYR3/1黒褐色シルト焼土ブロック多量。
10. 10YR3/1黒褐色シルト地山ブロックやや多い。 28． 10YR4/1褐灰色砂質シルト グライ化した地山ブロック大量。
11. 10YR3/1黒褐色シルト地山ブロック微量．細かい。 l0YR4/1褐灰色シルトプロック微髄。炭化物極微録。上面やや被熱？袖。
12． lOYR2/1黒色シルト C-C'8･10層と同様床面直上に入る黒い土。 29． lOYR4/l褐灰色砂砂地山の底面にl0YR4/l褐灰色シルトプロック層が
13. 10YR3/1黒褐色砂質シルト地山ブロック多量。下面被熱。天井崩落層。 薄く入る。貼床。
14. 10YR3/1黒褐色砂質シルト 13層に似る力年面被熱していない。袖崩落土か？ 30． 10YR4/l褐灰色砂29層に似る。貼床。
15. 7.5YR4/1褐灰色砂質シルト地山ブロック大量。グライ化、被熱する。 31． (=C.C'4層)掘方埋土。

赤味強い･ 32． 10YR4/l褐灰色砂質シルト地山ブロック大量。袖？
16． lOYR3/1黒褐色シルト地山ブロック少量。被熱している。 33． 32層に似る。袖？

炭化物・焼土ブロック微量。 34． 10YR2/l黒色シルト釣層と似るが、やや暗い。35層より明るい。掘方埋土？
17． lOYR4/1褐灰色砂質シルト地山ブロック大量、ブロックは被熱してい 35．ベルト15層に似る。袖もしくは棚？

るが、面的な被熱はない。他の地山ブロック層より粘性ある。天井崩落層 36． lOYR4/l褐灰色シルトやや赤味あり。地山ブロック微趾。袖もしくは棚？
もしくは、灰層。 37． 7．5YR4/1褐灰色砂質シルト地山ブロック少量。炭化物(径～3cm)少量。袖？

18. 7.5YR4/1褐灰色砂質シルト 15層よりやや黒く、炭化物微量。 38． 10YR4/1褐灰色砂質シルト地山ブロック大量(32層より多い)。袖？
l8i、 18層と似るがややグレー味強く炭化物も少ない。 39．ベルト13層に似る。貼床？。
19. 10YR4/1褐灰色砂質シルト 地山ブロック微量。 40． 38層に似る。貼床？。

やや被熱した10YR4/1褐灰色シルトプロック含む。 41． lOYR4/l褐灰色砂質シルト地山ブロック極微量。28層と似る。
20. 10YR3/l黒褐色シルト地山ブロック微量。 袖もしくは貼床？
21. 10YR2/1黒色シルト 20層と似るがやや黒い。 42． 41層に炭化物微量含む。地山ブロック微最か？袖もしくは貼床？
22. 10YR3/1黒褐色砂質シルト地山ブロック多湿。 43． 42層に炭化物含まない層。袖もしくは貼床？
23. 10YR2/1黒色砂質シルト地山ブロック極微量。炭化物極微量。 44． 10YR4/1褐灰色砂質シルト地山ブロック多量。
24． lOYR4/1褐灰色砂質シルト グライ化した地山ブロックとの混土層。 31層より地山ブロック多いo袖もしくは貼床？
25. 10YR2/1黒色砂質シルト 上部から①地山ブロック層②10YR2/1黒色 45． 2層に似るが、やや明るく、地山ブロック多い･

砂質シルト層③地山ブロックやや多量（横につぶれた）含む層④地山プロ 下面に被熱したブロック層入る。炭化物微最。

ツク極微量含む層、 と層状に堆積。 46． 42層に炭化物・焼土ブロックやや多く含む層。

第10図RAO1住居跡(2)
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RAO2 （A－AI）

1． lOYR3/2黒褐色シルト しまり欠・草根多量。

現水田耕作土。カクラン層。

2． 10YR2/2黒褐色シルト地山ブロックやや多い。
1層下面に沿っている。カクラン層。

3． lOYR3/1黒褐色シルト地山黄褐色砂多く含み、全体灰色味。
l0YR2/1黒色シルトプロック極微量。断面左半は地山砂多く含み、
灰・黄味強<、右半は黒味強い。分層可？

4． 10YR3/1黒褐色砂質シルト地山ブロック極微最。

炭化物・l0YR2/1黒色シルトプロック極微量。
5． lOYR2/1黒色砂質シルト地山ブロック極微量。
6． 10YR3/1黒褐色砂質シルト地山ブロック・炭極微量。
7． 10YR3/1黒褐色砂質シルト地山ブロック多量。

炭片(径5～10m)少量。貼床土。

0 1 :40 2m
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第11図RAO2住居跡(1)
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RAO2 (a-a')

10YR3/1黒褐色シルトの層は10YR4/1褐灰色シルトに近くグレー味がかる。
4．5．6． 16層はグライ化した地山が入るため、ややグレー味がかる。
1． 10YR4/1褐灰色砂質シルト 10YR2/1黒色シルトプロツク微量。
2． 10YR3/1黒褐色シルト地山ブロック・10YR2/1黒色シルトブロツク微量。

1層より黒味。

3.10YR3/1黒褐色シルト地山ブロック極微量。下面が被熱している。
天井崩落土。

4． 10YR3/1黒褐色3層に似るが被熱していない。

5.10YR4/1褐灰色砂質シルト地山粘土・砂多く含む。全体黄味。

6.10YR4/1褐灰色砂質シルト 5層に似るが、地山土少ない。

7． 5YR4/6赤褐色砂質シルト カマド燃焼部焼土。固くしまっている。

8.10YR3/1黒褐色シルト他の10YR3/1黒褐色シルト層より黒い。
地山ブロック微量。

8'. 10YR3/1黒褐色シルト壁被熱。

9． 10YR4/1褐灰色砂質シルト 1層に似るが、地山ブロックやや多い。
10. 10YR4/1褐灰色砂質シルト地山ブロック少量。

10YR2/1黒色シルトブロック微量。

11. 10YR3/1黒褐色シルト地山ブロック極微量。 12層との境が被熱している。

12. 10YR4/1褐灰色砂質シルト ほとんど地山ブロックで占める
13. 10YR3/1黒褐色シルト地山ブロック少量。

10YR2/1黒色シルトプロック微量。

14. 10YR3/1黒褐色シルト地山ブロック微量。8層と同じくらい黒い。

15. 10YR4/1褐灰色砂質シルト地山ブロック大量。 12層よりは少ない。
16. 10YR3/1黒褐色シルト 6層に似るがやや黒い。

b!
O－_且。L=125.200m

1

-－－－－－－

RAO2 (b-b')

1.5YR4/6赤褐色砂質シルト

固くしまる。

焼土。

0 1：20 1m

－

第12図RAO2住居跡(2)
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RAO3 (A-A' ･B-B')

0層＝旧耕作土？、 1層=RGO4 11． 10YR2/1黒色シルト地山ブロック8層より多い。
1'～2層＝カク乱層もしくは住居埋土、 3～24層＝RAO3埋土 10YR2/1黒色シルトプロック帯状にやや多量。
0． 10YR3/3暗褐色シルト 旧耕作土？ 12． 10YR3/1黒褐色シルト地山ブロック微量。
1． 10YR3/1黒褐色シルト黒いきれいな層。灰白色粒子全体。 主体土9．10層に似る。
RGO4｡ 13． 10YR3/1黒褐色シルト 9層に似るが、やや暗く、地山ブロック

1!. 10YR3/1黒褐色シルト 1層よりやや明るい。 もやや多い。
2． 10YR3/1黒褐色シルト 白っぽい。地山ブロック微量。 14． lOYR2/1黒色シルト地山ブロック極微量。
灰白色粒子含む。 15． 10YR2/1黒色シルト地山ブロック11層よりは少なく、

3． 10YR3/1黒褐色シルト地山ブロック微量。 l0YR2/1黒色シルト 細かく入る。
ブロック極微量。下面に10YR2/1黒色シルトが薄く堆積。 16． lOYR2/1黒色シルト 23層より黒い。地山ブロック極微量。

4． 10YR3/1黒褐色シルト 3層に似るが地山ブロックやや多い。 17． 10YR2/1黒色砂質シルト地山ブロック多量。
3層同様、下面に10YR2/1黒色シルトが薄く堆積。遺物多く含む層。 18. 10YR2/1黒色シルト 16層よりやや明るく、地山ブロックも

5． 10YR3/1黒褐色シルト地山ブロック極微量。焼土ブロックと やや多い。
白色粘土プロックカ幌じる。下面に炭ｲ伽・焼土ブロックカ弾く堆積。 19． lOYR3/1黒褐色シルト 24層に似る。

6． 10YR2/1黒色粘土質シルト地山ブロック大量。 20． 10YR3/1黒褐色シルト地山ブロック微量。
7． 10YR3/1黒褐色シルト灰白色粒子埋土中一番多い。 21． 10YR2/1黒色シルト 14層より明るい。
地山ブロック極微量、白味の強いきれいな層。 地山ブロックもやや多く、粒径大きい。

8． 10YR3/1黒褐色シルト地山ブロック少量。 22． 10YR3/l黒褐色シルト 20層に似るが、間に21層を挟む。
l0YR2/1黒色シルトプロック極微量。 やや黒いか？

9． lOYR3/1黒褐色シルト地山ブロック微量。 23. 10YR2/1黒色シルト地山ブロック微量。
l0YR2/1黒色シルトプロック極微量。白っぽい。 24． 10YR3/1黒褐色シルト 9層に似るが、地山ブロック少なく

10． lOYR3/1黒褐色シルト 9層と似るが、白味なく黒い。 やや黒い。

第13図RAO3住居跡(1)

－56－



１
へ
α
’０_Lo L=125.500m

b!
O－O上O L=125.500m 1ml ：20

トー－－ 計

19 18

I

C
O－

C
－O L＝125.500m

泥盈望≧垂聖

RAO3 (a-a! ・b-b1･c-c')

1. 10YR3/1黒褐色シルト地山ブロック微量。2層に似るが、やや暗いため分層。
2． 10YR3/1黒褐色シルト A-AI9層に似る。地山ブロック微量。白っぽい。
3.10YR2/1黒色シルト A-A1ll層に似るが地山ブロックやや多い。
4.10YR3/1黒褐色シルト地山ブロック微量(2層よりは多い)。
5． 10YR3/1黒褐色砂質シルト地山ブロック大量(ややマープル状に入る)。溝底面？
6．地山ブロック層。天井土。

7． 10YR4/1褐灰色砂質シルト地山ブロック少量。 10YR3/1黒褐色シルトブロック極微量。
8.10YR4/1褐灰色砂質シルト地山ブロック多量。
9． 10YR4/1褐灰色砂質シルト 7層より地山ブロック多い。
10. 10YR4/1褐灰色砂質シルト地山ブロック微量。 10YR3/1黒褐色シルトブロック極微量。
他の10YR4/1褐灰色シルト層より淡く、 きれいなグレー層。

11． 10YR4/1褐灰色砂質シルト 10YR4/1褐灰色シルトプロック極微量。6層より多い。下面が被熱している。天井崩落土。
12. 7.5YR4/1褐灰色砂質シルト 9層に似るが、被熱した10YR4/1褐灰色シルトブロック含む。
13． 10YR3/1黒褐色砂質シルト地山ブロック極微量。被熱した10YR3/1黒褐色シルトプロック含む？
14. 10YR2/1黒色シルト地山ブロック微量、 2層より少なく、細かく入る。
15. 10YR2/1黒色シルト 14層より黒い。地山ブロック極微量。
16． 10YR3/1黒褐色シルト地山ブロック大量。袖崩落土か？
17. 10YR4/1褐灰色シルト地山ブロック少量。炭化物微量。焼土ブロックやや多い。
18． 10YR3/1黒褐色シルト地山ブロック極微量。下面に炭が貼りつき(しっかりしている)、上部にも炭化物がブロックで入る。

焼土ブロック微量。

19． 10YR6/3にぶい黄榿色粘土質シルト地山よりねっとりした感じ。焼土ブロック・骨片多く含む。
（骨片18層以下21層上面まで含む)灰層？天井崩落層？

20． 10YR4/1褐灰色シルト地山ブロック少量。焼土ブロック多量。
21. 7.5YR5/8明褐色砂質シルト焼土層。

22. 10YR4/1褐灰色砂質シルト地山ブロック微量、焼土ブロック極微量。袖？
23. 10YR3/1黒褐色シルト地山ブロック少量。
24. 10YR3/1黒褐色シルト地山ブロック微量
25． (=A-A'22層）
26． 10YR4/1褐灰色シルト地山ブロック･10YR3/1黒褐色シルトプロック微量。
27.10YR3/1黒褐色シルト 10YR3/1黒褐色シルトプロック微量、地山ブロック大量。
28.10YR3/1黒褐色シルト 27層に似るがやや黒いか？

29. 10YR3/1黒褐色シルト地山ブロック極微量。
30. 10YR4/1褐灰色砂質シルト地山ブロック微量。

31. 10YR3/1黒褐色シルト地山ブロック大量。炭化物極微量。
32. 10YR2/1黒色シルト地山ブロック極微量。きれいな黒層。
33. 10YR4/1褐灰色シルト地山ブロック・ 10YR3/1黒褐色シルトプロック少量。26層より明るい。
34. 31層に似る。燃焼部側壁面被熱している。

第14図RAO3住居跡(2)
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RAO4 (A-A' ・C-C'･D-D! ･E-EI)
1． 10YR3/2黒褐色シルト灰白色粒子全体均質に微量。下面に沿って10YR3/1黒褐色シルト入る。現耕作土。
2.10YR3/1黒褐色砂質シルト下部にTo-aブロック。
3． 10YR3/1黒褐色シルト以下To-aなし。全体にきれいな黒色土層。
4.10YR3/1黒褐色シルト地山黄褐色粘土ブロック(径1～30mと大きさにばらつきあり)やや多い。やや黒味強い。
5.10YR3/1黒褐色シルト地山黄褐色粘土ブロック少量。4層より径も小さく、全体黒味。C-C'では下面に地山ブロック入る。
6. 10YR3/1黒褐色シルト 3層によく似る、 きれいな黒色土。他層粘性あり。
7.10YR4/1褐灰色シルト焼土ブロック(径20～30nn)少量。炭片少量。8層が動いたものらしい。
8a・ 10YR4/1褐灰色シルト細かい炭片(径5～10m)少量。下面に炭片が多い。
8b.欠番。
9． 3．6層によく似る。壁近くでは(径10～30m)の地山ブロック多量。壁材の裏込め土、又は崩落土か。
10． 10YR4/1褐灰色粘土質シルト 8a層に炭化物が入らない状態。
11. 8a層によく似ているが、炭化物多量。
12. 10YR4/1褐灰色粘土質シルト地山ブロック(径5～10mm)多量。下面に板状炭化材。
13. 10YR8/4浅黄榿色粘土？ くちゃくちゃの粘土(灰層？)骨片多く含む。
14．焼土層(カマド）
15. 10YR3/1黒褐色シルトブロックと地山ブロックの混土層。堀方埋土。貼床。
16. 10YR3/1黒褐色シルト住居の掘り込み面となる。当時の表土層。本住居の埋土の主体土となる、 3･6･9層にきわめてよく
17. 10YR3/1黒褐色シルト グレー味強い。地山ブロック微量。
18． 10YR3/1黒褐色シルト 6層に似るが、 6層より粘性弱くサクサクし、色もやや明るく白っぽい。地山ブロック(径～3nn)極微
19. 10YR2/1黒色シルト粘性は6層と同じ。地山ブロックの入り方は18層に似るが、やや多い。壁際が被熱している。
20. 10YR4/1褐灰色シルト地山ブロック層がやや汚れている。地山層の可能性あり。
21. 18層に地山ブロック少量混じったもの。
22． 10YR4/1褐灰色砂質シルト地山ブロックやや多い。 (=23層？）
23. 10YR4/1褐灰色砂質シルト地山ブロックやや多い。 (=22層？）
24. 20層に似る。

25. 10YR3/1黒褐色砂質シルト地山ブロックやや多い(22層より少ない)｡ lOYR3/1黒褐色シルトブロック少量。
10YR4/1褐灰色シルトプロックやや多いか？

26. 19層に似るが地山ブロックやや多いか。
27. 10YR2/1黒色シルト やや粘性あり。材の跡か？
28. 10層？ 地山ブロックやや多い。炭化物微量。
29. 10YR3/1黒褐色シルト地山ブロック少量(細かく入る)。炭化物微量。
30. 10YR3/1黒褐色シルト地山ブロック・炭化物・焼土ブロック微量。
31． 7.5YR4/1褐灰色シルト 8a層が被熱したもの？

32． 10YR3/1黒褐色シルト地山ブロック少量。
33. 10YR3/1黒褐色シルト やや濃いグレー。やや粘性あって、炭化物が入る。8a層との境に板材有り。
34. 10YR3/1黒褐色シルト地山ブロックやや多い。グライ化。
35. 10YR3/1黒褐色シルト地山ブロック微量。炭化物少量。8a層より黒っぽく焼土ブロック少ない。
36． 10YR3/1黒褐色シルト地山ブロック極微量。他層よりねっとりした感じ。上面に炭化物入る。
37. 10YR3/1黒褐色シルト炭化物やや多い。
38. 10YR3/1黒褐色シルト地山ブロックやや多い。炭化物微量。
39. 10YR3/1黒褐色シルト地山ブロック少量。 10YR4/1褐灰色やや多い。 15層との境に10YR3/1黒褐色シルト(炭化物？)含む。
40. 10YR3/1黒褐色シルト地山ブロック・被熱した地山ブロック・炭化物微量。平面で確認できる柱穴プラン。
41. 10YR4/1褐灰色シルト地山ブロック微量。 10YR4/1褐灰色シルト大量。やや濃いグレー。柱痕。
42. 10YR3/1黒褐色シルト地山ブロック･10YR4/1褐灰色シルトブロックやや多い。 10YR3/1黒褐色(径～lcm)微量。
43. 10YR3/1黒褐色シルト地山ブロック大量。 10YR3/1黒褐色シルトブロツク極微量、細かく入る。 (44層より細かい。 ）

10YR4/1褐灰色少量。

44． 10YR3/1黒褐色砂質シルト 42層に似るが、 10YR3/1黒褐色シルトブロック(径～0.5cm)は42層より細かく入る。
45． 10YR4/1褐灰色砂質シルト地山砂礫層崩落土。

46． 5Y3/1オリーブ黒色砂質シルト

47.5Y3/1オリーブ黒色砂質シルト炭(径5～10nm)やや多い。
48． 5Y3/1オリーブ黒色砂質シルトと10YR3/1黒褐色シルトの混土層。炭微量。
49． 5Y3/1オリーブ黒色砂質シルト ブロック層。 10YR3/1黒褐色シルトブロック極微量。
50． 5Y3/1オリーブ黒色砂質シルト ブロツク層。 10YR3/1黒褐色シルトブロック4層より大きく、全体にやや黒味。
51. 5Y3/1オリーブ黒色砂質シルト 10YR3/1黒褐色シルトブロック微量含む。

住居堀方埋土(貼床というより、掘削時の凹凸)(＝15層？）

住居の掘り込み面となる。当時の表土層。本住居の埋土の主体土となる、 3．6．9層にきわめてよく似る。
グレー味強い。地山ブロック微量。
3層に似るが、 6層より粘性弱くサクサクし、色もやや明るく白っぽい。地山ブロック(径～3nn)極微量。

RAO4 (B-B'．C'-CII･F-F')

0． 10YR3/1黒褐色シルト帯状の遺構と連続する溝埋土(RGO5)。住居を切る。住居プラン外(北側)へのびる。
1.10YR3/1黒褐色シルト灰黄褐色砂(灰白火山灰？)ブロック。
2． 10YR3/1黒褐色地山黄褐色ブロック(径2～10m)少量。 10YR2/1黒色シルトブロック微量。
炭化物粒(径5～10m微量(径大きい)｡ (=A-A'4層？）

3． 10YR2/1黒色シルト炭化物(径2～5m)極微量。 1層に似るが黒味強い°
上・下位に比してしまりやや弱。 (=A-A'6層？）

4.10YR3/1黒褐色シルト地山黄褐色土ブロック(径2～5mm)やや多い。
全体に黄味。炭化材付近では径の大きい炭化物多量。 (=A-A18層？）

5.10YR2/1黒色シルト炭多量に含む。床直上層。

6． 10YR3/1黒褐色シルト地山黄褐色土ブロック少量。

7． 10YR3/1黒褐色シルト地山ブロックやや多い。炭化物(カヤ？)全体やや黄味。
8. 10YR3/1黒褐色シルト地山ブロック多量。黄褐色土中にカヤ繊維炭化して入る。

9．地山ブロック層貼床。堀方埋土。 (=A-A'15層？）
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RAO4 (g-g!)
1． 10YR4/1褐灰色シルト

地山ブロックやや多い。
10

空み両乏
0 1ml ：20

トー一一一岸一計
RAO4 (a-a'～ff)

6層下面・7層上面に炭層が薄く入るが、範囲・方向不明。 21.10YR4/1褐灰色粘土質シルト 8b層と似るが、やや粘性あり。
1. (=A-A'5層？） 22． 5YR5/6明赤褐色シルト焼土層。焼成よい。

2. (=A-A!6層？） 被熱の弱い部分(=37層？)はグレー味を帯びる。 (=A-A'14層）
3． 10YR3/1黒褐色シルト ややグレー味。地山ブロック微量｡ 23． 10YR4/1褐灰色砂質シルト地山ブロック層。
炭化物・焼土ブロック極微量。 10YR4/1褐灰色シルト微量。汚れた程度。
ベルトより西側の下面に、板状の炭片が断片的に入る｡ 24． 23層に似るが、やや10YR4/1褐灰色シルト少ない。汚れた程度。
西側の方が炭化物・焼土ブロックやや多くなる？ 25． 10YR3/1黒褐色シルト焼土ブロック(径～1m)微量。

4． 5YR5/6明赤褐色シルト焼土ブロック層。 側面被熱している。
やや汚れた5YR5/4にぶい赤褐色シルトプロック混じる。 26． 10YR3/1黒褐色シルト地山ブロック・焼土ブロック微量

焼土層(22層)と同じようだが、やや本層の方が明るい。 （25層より粒子やや大きい)。炭化物微量。
5． 10YR3/1黒褐色シルトややグレー味。3層と似るがやや明るい。 27. 10YR3/1黒褐色シルト 26層に似るが、やや明るく、焼土ブ
炭化物・焼土ブロック細かく微量。 ロックあまり含まない。

6． 10YR2/1黒色シルト 10YR2/1黒色シルトプロツクの大(径～ 28. 7.5YR3/1黒褐色シルト 10YR3/1黒褐色シルトが被熱したよ
3cm位) ・5YR5/6明赤褐色シルト(焼土ブロック) ・炭化物が混じる。 うなきれいな黒色層。壁崩落？
その隙間に10YR3/1黒褐色シルトが入る。骨片あり。 29． 10YR3/1黒褐色砂質シルト地山ブロック層。上面被熱。

7． (=A-A'13層）灰層？天井崩落層？ 下面にむかって被熱薄くなる。壁崩落？
8a･ 10YR4/1褐灰色シルト きれいなグレー層。7層との境に骨片。 30． 10YR3/1黒褐色シルト地山ブロック層。麹層よりやや10YR3/1
8b、 8層よりやや黒い？やはり骨片入る。 黒褐色シルト多く、被熱したブロック含むが、面ではおえない。
9． 10YR3/1黒褐色シルト下面が赤く焼けていて、上部へ被熱し 31． 10YR3/1黒褐色シルト(やや砂質？）地山ブロック少量。
ている感じ。天井崩落土？ 32． (=A-A'7層）

10. 10YR4/1褐灰色シルト黒色層(ARA'16層)から地山層への漸移層。 33．地山層。
しまり ．粘性とも他層よりあり。 34． (=A-A'8a層）

11． 10YR4/1褐灰色シルト地山ブロック微量。炭化物極微量。 35． 10YR4/1褐灰色シルト グレー味ある比較的きれいな層。
12． 10YR4/1褐灰色シルト グライ化した地山ブロック層(5GY5/1 36.10YR4/1褐灰色シルト下面に炭化物入る。

オリーブ灰色)。下面被熱。 37． 10YR4/1褐灰色砂質シルト地山ブロック多量。上面やや被熱。
13. 10YR4/1褐灰色シルト地山ブロック少量。 11層に似るが、 支脚翌を埋めた層？

やや地山ブロック多いか？ 38． 7．5YR4/1褐灰色砂質シルト地山ブロック大量。被熱している。
14．媚に似るが2層より粘性あり、黒昧強いo炭ｲ伽･焼土ブロック微量。 39. 10YR4/1褐灰色砂質シルト 38層が被熱していない層。
15． 8b層に似るが、同一層かは不明。粘性あるが14層より弱い。 40. 39層に似るが、やや10YR4/1褐灰色シルト多いか？

地山ブロック・炭化物・焼土ブロック微量。骨片含む。 41． 10YR2/1黒色シルト粘性あり。
16． (=A-A|3層) 10YR4/1灰褐色シルトブロック少量。袖石堀方。
17. (=A-A!4層) 42． 10YR3/1黒褐色シルト地山ブロック多量。 (=A-A'15層）
18． (=A-AI18層) 43． 10YR3/1黒褐色シルト地山ブロック・炭化物微量。
19. 7.5YR4/1褐灰色シルト被熱した10YR4/1褐灰色シルトに炭 44. 10YR4/1褐灰色砂質シルト地山がやや汚れている程度。

化物・焼土ブロック細かく入る。 45. 10YR3/1黒褐色砂質シルト地山ブロック紗質汰量｡壁崩落土？
20． 10YR3/1黒褐色シルト礪に似るが、ブロックあまり大きくない。 46. (=A-A'16層）

第20図RAO4住居跡(6)
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壼一孟言 RAO5 (A-A| ・B-B!･a-a')

0～O'層＝新期盛土、 1～1'=旧耕作土、 2層=RGO2、 3～4層=RAO5内ppl，
5層=RAO5堀方埋土、 6～7層=RAO5内pp2
0．新期盛土
01．新期盛土

1． 10YR3/1黒褐色シルト灰白色粒子含む。
1'・ 10YR3/1黒褐色シルト 1層に地山ブロック微量含むもの。
2． 10YR4/1褐灰色砂質シルト地山ブロック少量。
10YR2/1黒色シルトプロック極微量。RGO2

3． 10YR3/1黒褐色シルト 1層より黒い。地山ブロック微量。ppl
4． 10YR4/1褐灰色砂質シルト地山ブロック少量。

2層と似るが、やや地山ブロック少ない。ppl
5.10YR2/1黒色砂質シルト地山ブロック・ 10YR2/1黒色・10YR4/1褐灰色

シルトプロックの混土層。地山ブロックがやや多い。掘方埋土。

6． 10YR3/1黒褐色砂質シルト地山ブロック・炭化物少量。pp2
7． 10YR4/1褐灰色砂質シルト地山ブロック多量。炭化物極微量。pp2

1

○且-旦OL=125.500m

~ 一

0 1ml：20

RAO6

△。 L=125.500m ｡型
〈
調
査
区
外
〉

③

0 1：40 2m

－－－－

▼
RAO6 (A-AI)

0． 10YR3/1黒褐色シルト l層よりやや暗く、灰白色粒子極微。
1.10YR3/1黒褐色粘土質シルト 地山ブロック少量。

2.10YR3/1黒褐色粘土質シルト地山ブロック微量。

3． 10YR2/1黒色粘土質シルト地山ブロック極微量。
4． 10YR3/1黒褐色シルト地山ブロック大量。

5． 10YR3/1黒褐色粘土質シルト 2･3層より黒い。地山ブロック微量、 2層より多い。
6.10YR3/1黒褐色粘土質シルト地山ブロック少量。炭化物極微量。
7.10YR2/1黒色砂質シルト地山ブロックやや多い。 10YR2/1黒色シルトプロック微量。
10YR3/1黒褐色シルトプロック多量。掘方埋土。

第21図RAO5･06住居跡

－65－



水
路

ノ
〆

、
、
、
～

《
、 、

、
、

、
、

ば ず
㈹ 一 ㈹

B
－－

ー

認
？

6
7

6
5
．
6
8

、
、

、

~
T
T 、
、

、
、

、
、

、
、

ぐ
、
、
P

、
、

、
、

、
、

、
、

、
、

／

ル
シ

B
'

O
－

く
＞

②
Z

七
2,
“

②
北

＜
。

ロ

拙 侶 国 力 ア ヨ 甫 叩 雲

℃
6
9

怪 シ
〃

○
(_
)I

<
調
査
区
外
〉

ｌ α ③ Ｉ

A
'

C
O
－
－
O

L＝
12
5.
80
0m

A =
O

L
=
1
2
5
.
8
0
0
m

C!
O
－

<調
査
区
外
〉

<0
2>

5

↓′
し

f
f′

f
f

‘
｜ 恥

一 》
Ｇ

Ｂ ’
B
!

O
－

撹
乱

7

0
2
m

l
：
4
0

掘

R
A
O
7

（
A-
A'
～
C-
C1
）

1．
7．
5Y
R3
/1
黒
褐
色
シ
ル
ト
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
・
lO
YR
2/
1黒
色
シ
ル
ト
プ
ロ
ッ
ク
微
量
。
灰
白
色
粒
子
含
む
。

(=
Ⅲ
層
？
）

2．
1
0
Y
R
2
/
1
黒
色
シ
ル
ト

し
ま
り
や
や
あ
り
。
粘
性
な
し
。
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
全
体
に
少
量
。

3．
l
O
Y
R
2
/
1
黒
色
シ
ル
ト

し
ま
り
や
や
あ
り
。
粘
性
な
し
。
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
2．

4層
よ
り
粒
径
大
き
く
多
量
。

l
0
Y
R
4
/
1
褐
灰
色
シ
ル
ト
プ
ロ
ッ
ク
多
量
。

4．
1
0
Y
R
2
/
1
黒
色
シ
ル
ト

し
ま
り
や
や
あ
り
。
粘
性
な
し
。
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
少
量
。
10
YR
4/
l褐
灰
色
シ
ル
ト
プ
ロ
ッ
ク
大
量
。

l
0
Y
R
2
/
1
黒
色
シ
ル
ト
プ
ロ
ッ
ク
微
鐘
。

5．
1
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R
2
/
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黒
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ル
ト

し
ま
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や
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粘
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地
山
ブ
ロ
ッ
ク
微
量
。
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シ
ル
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ロ
ツ
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多
量

6．
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4
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灰
黄
褐
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砂
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地
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ッ
ク
・
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ッ
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少
量
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l
0
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4
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灰
黄
褐
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ル
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プ
ロ
ッ
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多
量
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地
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7
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全
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多
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る
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微
量
・
lO
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灰
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ロ
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多
量
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よ
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る
。
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地
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全
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。
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ブ
ロ
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多
量
。
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と
似
る
が
地
山
ブ
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ッ
ク
や
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多
い
。
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YR
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色
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ル
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地
山
ブ
ロ
ッ
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微
量
。
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2/
1黒
色
シ
ル
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多
量
。
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と
似
る
が
地
山
ブ
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ッ
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。
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量
。
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ク
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体
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RAO8 (A-A! ・B-BI)

1． 4層に似る。

2． 10YR3/1黒褐色シルト しまりあり、粘性なし。

ベルト上面にTo-揃状に散在して認められる。

3.10YR3/1黒褐色シルト しまりあり、粘性なし。地山ブロック多量。
炭化物少量。

3'、 2層に似るが、地山粒子少量含む。
4. 10YR2/1黒色シルト しまりやや密。粘弱い。地山粒・炭化物を含む。
5.7.5YR3/1黒褐色シルト しまりやや疎。粘弱い。
焼土ブロック・炭化物・炭化材を含む。

5

ト

0 2ml ：40

一目
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RAO8 (C-C! ･D-DI)

1． 10YR3/1黒褐色砂質シルト炭化物(径～5m) ・焼土プ1
灰白色粒子全体。上層に極一部To-aがブロックで入る。

2.10YR3/1黒褐色砂質シルト地山ブロック多量含む。ル
3． 10YR3/1黒褐色砂質シルト 1．2層よりやや黒味あり。
炭化物(径～5m)極微量。灰白色粒子微量。

4． 10YR3/1黒褐色砂質シルト地山粒子が全体に入るた＆
41． 4層に似るが、やや地山粒子多い。

5.10YR3/1黒褐色砂質シルト地山粒子と地山ブロック('
6． 7,5YR3/1黒褐色砂質シルト焼土(7,5YR5/6明褐色)ブ1
7.10YR2/1黒色砂質シルト地山ブロック(径～2cm)少量。

炭化物(径～5m) ・焼土ブロ ック(径～5mm)極微量。
MTo-aがブロックで入る｡ (=A-AI2層？）
地山ブロック多量含む。灰白色粒子少量。

1．2層よりやや黒味あり。地山ブロック(径～5nm)微量。
l粒子微量。

地山粒子が全体に入るため他層より白味強い。炭化物(径～3nm)極微量。
い◎

地山粒子と地山ブロック(径～5mm)やや多量。4層に似る。
焼土(7,5YR5/6明褐色)ブロック少量。炭化物(径～1cm) ・炭化材少量。
山ブロック(径～2cm)少量。灰白色粒子極微量。RGO9埋土。

『
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■ﾛ■■■■■■■

a
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－一一一一
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b
--O L=125.600m

軍=怨弓陸
0 1 ：20 1m

－迂壁ﾕｺ急

RAO8 (a-a'･b-b')

0． カクラン層。

1． 10YR4/1褐灰色シルト地山ブロック少量。

2.10YR4/1褐灰色砂質シルト地山ブロック大量(10層よりは少ない） 、 10YR4/1褐灰色シルトプロック微量。
3． 10YR4/1褐灰色砂質シルト地山ブロック少量。
4.10YR4/1褐灰色砂質シルト 3層より地山ブロック多いo 10YR4/1褐灰色シルトブロツクも明るい。
5.10YR6/8明黄褐色シルト焼土ブロック大量、地山ブロックを微量含む。
6.10YR3/1黒褐色シルト赤グレー味あり。炭化物・焼土ブロック少量。土器片、袖材の礫を含む。
7.10YR3/1黒褐色シルト赤グレー味あり。おそらく6層と同一層。礫下での切り合いが確認できなかった。
8.10YR4/1褐灰色シルト炭化物・焼土ブロック微量。地山ブロック少量。
9． 10YR5/4にぶい黄褐色シルト炭化物・焼土ブロックを細かく微量。天井崩落土。
10. 10YR4/1褐灰色砂質シルト地山ブロック大量。 10YR4/1褐灰色シルトプロック微量。下面が被熱している。天井崩落土。
11. 10YR4/1褐灰色砂質シルト 3層と似る。
12． 10YR3/1黒褐色シルト地山ブロック微量。 13層よりしまった感じ。
13. 10YR3/1黒褐色砂質シルト地山ブロック微量。 12層より赤味がある。
14． 10YR4/1褐灰色砂質シルト地山ブロック多量。袖崩落土？
15. 10YR3/1黒褐色砂質シルト 6．7層と似る。
16. 10YR4/1褐灰色砂質シルト地山ブロック大量｡ lOYR4/1褐灰色シルトブロツク微量。カマド袖？
17. 10YR4/1褐灰色砂質シルト地山ブロック微量。掘方埋土またはカマド袖。
17'・ 10YR4/1褐灰色砂質シルト 17層よりやや黒味あり。掘方埋土？
18. 10YR2/1黒色砂質シルト地山ブロック･10YR4/1褐灰色シルトブロック多量。 10YR2/1黒色シルトブロック微量。掘方埋土。
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RAO9 (a-ai)

1． 10YR4/2灰黄褐色砂層しまり ．粘性なし。

地山ブロック(砂質)･10YR3/1黒褐色シルトブロック微量。
2.10YR4/1褐灰色砂層しまり .粘性なし。

地山ブロック(砂質) ・ 10YR3/1黒褐色シルトブロック極微量。
3.7.5YR4/2灰褐色砂層地山ブロック(砂質シルト)極微量。
全体的に被熱したような赤味のある土。煙道天井部崩落土か？

4． 10YR4/2灰黄褐色砂層1層と似るが、ブロック類l層より少ない。

5.10YR4/1褐灰色砂質シルト しまりややあり。焼土ブロック微量。

6.10YR3/1黒褐色砂質シルト しまりややあり。地山ブロック微量。

炭化物・焼土ブロック多量。

7.5YR5/8明赤褐色砂質シルト焼土層。

b
－O L＝125.800m

RAO9 (b-b')
全体的にしまりややあり。粘性なし。

1.10YR4/1褐灰色砂質シルト地山ブロック多量。

2. 10YR4/1褐灰色砂質シルト地山ブロック多量。やや被熱している。

天井崩落土？

3． 10YR4/1褐灰色砂質シルト地山ブロック大量。

しまり他層よりもよく、砂が細かい。

4.7.5YR3/1黒褐色シルト やや茶赤味が強い。地山ブロック微量。

黒い被熱したブロック少量入る。

5． 10YR3/1黒褐色シルト地山ブロック微量(やや被熱している？)。
炭化物極微量。

6． 10YR4/1褐灰色砂質シルト地山ブロックやや多いが2層よりは少ない。

被熱している。天井崩落土？

7.10YR4/1褐灰色砂質シルト地山ブロック微量。

10YR3/1黒褐色シルトブロック極微量。 (=a-a'1層？）
8． 10YR2/1黒色シルト地山ブロック・炭化物極微量。きれいな層。

8層はやや砂っぽく明るい。別層か？

9． 10YR4/1褐灰色砂質シルト地山ブロック7層よりも少なく、色も暗い。

(=a-a'2層？）
10. 7.5YR2/1黒色シルト炭化物・焼土ブロック微量。被熱した土入る。

11. 7.5YR4/1褐灰色砂質シルト地山ブロック微量、被熱している。

9層より明るいが、 7層より暗い。 (=a-ai3層？）

｡且

路〉

0 1 ：20 1m

－－－－
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RA10 (A-AI)
1．現表土

2． カクラン層

3． 7.5YR3/1黒褐色シルト

地山粒子・灰白色粒子含む。

全体に酸化した土を含み赤みを帯びる。 （＝Ⅲ層？）
4． 10YR3/1黒褐色砂質シルト しまりややなし。

粘性なし。地山ブロック少量。灰白色粒子含む。
5.10YR3/1黒褐色砂質シルト しまりややなし。

粘性なし。地山ブロック4層より多い。

6． 10YR3/2黒褐色砂質シルト しまり ．粘性なし。
焼土ブロック・炭化物多量。

7． 10YR4/1褐灰色砂質シルト しまりややなし。

粘性なし。地山粒子微量。

A!A
=-O L=126200m ○一

2

二三
0 1 ：40 2m

－－

I

a
e－ ｡且-LO L=125.600m-LO L=125.600m

<水

写
0 1 ：20 1m

－－－→

RA10 (a-a1 ・b-b')

1． 10YR3/1黒褐色シルト(やや砂質） しまりあり。地山ブロック （径～lcm)少量。灰白色粒子微量。炭化物(径～2m)極微量。
2． 10YR3/1黒褐色シルト(やや砂質） しまりあり。地山ブロック （径～1cm)極微量。灰白色粒子微量。
3． 10YR3/1黒褐色シルト(やや砂質） しまりあり。地山ブロック全体｡ 10YR4/1褐灰色砂質シルト全体に混入。
4． 10YR4/1褐灰色砂質シルト しまりあり。地山ブロック微量。炭化物(径～2nm)・焼土ブロック(径～1cm)極微量。

カマド袖・天井崩落土か。

5.10YR4/1褐灰色砂質シルト しまりあり。地山ブロック極微量。 10YR3/1黒褐色シルトプロツク(径～5m）微量。
焼土ブロック(径～5m)極微量。3層と4層が混ざったような土。

6.10YR3/1黒褐色シルト (1～3層より黒い)少しやわらかい。地山ブロック(径～3mm)微量。
10YR4/1褐灰色シルト(4層に似る）ブロック少量。

7． 7.5YR4/1褐灰色砂質シルト しまりあり。地山ブロック(径～lcm)極微量。炭化物・焼土ブロック(径～3m)微量。
4層が被熱したような土。

8． 10YR4/1褐灰色砂質シルト ややしまりあり。地山ブロック(径～lcm)極微量。焼土ブロック(径～2cm)少量。
9． 10YR4/1褐灰色砂質シルト しまりあり。7.5YR5/8明褐色シルト(焼土)ブロック全体。炭化物(径～1cm)極微量。
10. 10YR4/1褐灰色砂質シルト しまりあり。地山ブロック(径～1cm)少量。炭化物(径～1cm)極微量。 11層(袖)が崩落したものか。
11. 10YR4/1褐灰色シルト(やや砂質） しまりあり。袖か。
11'. 10YR4/1褐灰色シルト(やや砂質） しまりあり。炭化物（径～1cm)極微量。袖か。

第26図RA10住居跡
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RA11 (A-A')

1． 10YR3/1黒褐色シルト しまりややあり。粘性なし。地山ブロック微量。灰白色粒子含む。

2.10YR3/1黒褐色砂質シルト しまりややなし。粘性なし。地山ブロックやや多量。
3.10YR2/1黒色砂質シルト しまりややなし。粘性なし。地山ブロック少量。
4． 10YR2/1黒色砂質シルト しまりややなし。粘性なし。地山ブロック多量。 10YR2/1黒色シルトブロツク極微量。
10YR4/1褐灰色シルトプロツクやや多量。

5.10YR2/1黒色砂質シルト地山ブロックやや多量。 10YR2/1黒色シルトプロック極微量。
6.10YR2/1黒色砂質シルト地山ブロック微量。壁溝。

7． 10YR2/1黒色砂質シルト しまりややなし。粘性無し。地山ブロック多量。
10YR2/1黒色シルトプロツク少量、 5層より少ない。掘方埋土。

1

o4一旦O L=125.400m

…の、
0 1ml ：20

一－－

RA11plO2(a-a')
1.10YR3/1黒褐色シルト(やや砂質） しまりあり。地山ブロック （径～3cm)やや多量。炭化物(径～3m）微量。
2． 10YR3/1黒褐色シルト(やや砂質） しまりあり。地山ブロック（径～1cm)少量。炭化物(径～3mm)微量。
3．地山崩落土。砂質、 しまりあり。炭化物(径～1mm)微量。
4.10YR4/1褐灰色粘土質シルト(やや砂質） しまりあり。炭化物(径～3m）極微量。
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RA12 (A-A| ・B-BI)

1.7.5YR3/1黒褐色シルト地山粒子・炭化物微量。灰白色粒子含む。 (=Ⅲ層？）
2.10YR3/1黒褐色シルト しまりややあり。粘性なし。地山ブロック微量。灰白色粒子含む。

3.10YR3/1黒褐色砂質シルトしまりややなし。粘性なし。ややグレー味あり。地山ブロック微量。

4． 10YR2/1黒色砂質シルト しまりややなし。粘性なし。地山ブロック(径～5cm)を全体にやや多量含む。
5.10YR2/1黒色砂質シルト しまりややなし。粘性なし。地山ブロック少量。 10YR2/1黒色シルトブロツク微量。
10YR4/1褐灰色シルトプロック多量。

6.10YR2/1黒色砂質シルト しまりややなし。粘性なし。地山ブロック少量。
10YR2/1黒色シルトブロツク・ 10YR4/1褐灰色シルトブロツク多量。

7.10YR2/1黒色砂質シルト 4層と似るが、地山ブロックの堆積方向が異なるため分層した。
8． 10YR2/1黒色砂質シルト地山ブロック少量。壁溝。

9.10YR2/1黒色砂質シルト しまりややあり。粘性なし。地山ブロック(砂質)多量。 10YR2/1黒色シルトブロック微量。
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RA13 (A-A' ・BBI)

0． lOYR7/6明黄褐色砂質シルト～砂のブロック層間にl層のブロックも含む。
カクラン層。新期造成土。

1． 10YR2/1黒色シルト(やや砂質） しまり・粘性やや欠く。
帯び、 3層より黒味強く灰白色粒子を全体にまばらに含む。

2． 3層と地山土(10YR7/6明黄褐色）の混合(ブロック)層。壁崩落土？
3． 10YR3/1黒褐色シルト(やや砂質。 ） 1層より白味・砂質強い地山ブロック少最。
4． 10YR3/1黒褐色砂質シルト地山ブロック多量。

l0YR3/1黒褐色シルトブロック少量。掘方埋土。

B!
■■■■■■■■■

等定F 夛i守<02〉

o_gg_o L=125.700m

RA13 （CCI）

1． lOYR2/1黒色シルト地山ブロック極微量。1

0 1 ：40 2m

信一一一一

1

○.旦一-ユO L=125.700m
へ

RA13 （a.a1 ．b-b'）

1． 10YR3/l黒褐色シルト しまりややあり。粘性なし。

地山ブロック・炭化物微量（径～5m)共に細かく入る。

2． lOYR3/l黒褐色シルト 1層より地山ブロック少なく、やや黒っぽい。

3． lOYR2/l黒色砂質シルト しまりややなし。粘性なし。

地山ブロック(径～lcm)少趾。炭化物微麓。
4． lOYR3/1黒褐色砂質シルト しまりややなし。粘性なし。

地山ブロック少量。焼土ブロック微量。

5． lOYR3/1黒褐色砂質シルト しまりややなし。粘性なし。

地山ブロック・焼土ブロック多量。

｡且6蝋辨『鰭難粘土質ｼﾙﾄ しまり粘性あり。

調
査
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外
〉

9 5 6
2

4
3

15

_Lo L=125.700m
7． 10YR2/l黒色砂質シルト焼土ブロック多量。袖の崩落土か？

8． 10YR2/1黒色シルト しまりややあり。粘性あり。

地山ブロック微量。

9． lOYR5/2灰黄褐色砂質シルト lOYR3/1黒褐色シルトプロック極微量。
下面が被熱しているカマド天井崩落土？

10． lOYR3/l黒褐色砂質シルト l0YR3/1黒褐色シルトプロック微趣。

11． 10YR3/1黒褐色砂質シルト l0YR4/1褐灰色シルトプロック多愚。
炭化物・焼土ブロック微量。

12． lOYR3/1黒褐色砂質シルト焼土ブロック微量。石の抜け跡か？

13． 10YR2/1黒色砂質シルト地山ブロック少最。内側は被熱している。袖。

14． lOYR2/1黒色砂質シルト地山ブロック多量。
0 1 :20 1m lOYR2/1黒色焼土シルトブロック微量。
－－10YR4/1褐灰色シルトプロック多鼠。

15． 7．5YR6/8榿色砂質シルト焼土層。
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RA14 (A-A!・BBI) 11． 10YR4/l褐灰色シルト しまり．粘性あり。地山ブロックが大半をしめる。

1． lOYR3/1黒褐色シルト しまり ．粘性あり。地山ブロック(径～3皿臘量。 炭化物(径～2nm)極微量。
10YR2/1黒色シルトプロツク(径～5皿)微量。灰白色粒子少量。 12． lOYR4/l褐灰色シルト しまり .粘性あり。地山ブロック全体。

2． 10YR3/l黒褐色シルト しまり．粘性あり。 1層より白っぽい。灰白色粒子 炭化物(径～5nn) ･焼土ブロック(径～3nm)極微量。
極微量。地山ブロック(径～5m)少量。 l0YR2/1黒色シルトプロック(径～lcm) 13． 12層に似るが、やや地山多い。
微量。炭化物(径～1cm瓶微量(カマド付近に集中)｡ 14． 10層に似る。

3． 10YR3/1黒褐色シルト しまり .粘性あり。地山ブロック少量、 2層より 15． lOYR4/l褐灰色粘土質シルト非常にやわらかく、粘性強い。
多く壁際に大きく入る。 l0YR2/l黒色シルトプロック(径～3m)極微量。 炭化物(径～5皿) ・焼土ブロック(径～2mm)微量。

31． 3層に似るが、ややグレー味強い。 16． 2．5Y5/3黄褐色粘土質シルト非常にやわらかく、粘性強い。

4． 10YR3/1黒褐色シルト少しやわらかい。粘性あり。1．2層より馴地山の砂ｶウ 焼土ブロック(径～2m撒量。カマド袖崩落土。
を含まず、粒子が細かい。地山ブロック(径～3m)極微量。 17． lOYR3/1黒褐色シルトと地山ブロックの互層。貼床？

5． 3層に似るが、地山ブロックを全体に多く含む。 18． 10YR3/1黒褐色シルト しまりあり。粘性なし。地山が大半をしめる。

6． 4層に似るが、やや砂(地山の砂か)を多く含む。 lOYR3/1黒褐色シルトプロック経~蝋量｡下面にlOY昭／1黒褐色シルトが
7． 5層に似るが、グレー味強い(地山砂が多いため？)。 層状に入る。堆積状況は10層に似る。
8． lOYR4/l褐灰色シルト少しやわらかい。粘性あり。 19． 10YR3/1黒褐色シルトやわらか<、粘性あり。

地山ブロック全体。炭化物(径～2m)微量。被熱した土含む。 地山ブロック(径～2m)少量。貼床。
9． 10YR3/1黒褐色シルト やわらかい。粘性あり。 20． lOYR3/l黒褐色シルト しまりあり。粘性なし。地山ブロック大戯。

焼土ブロック(径～2cm)少量。炭化物下面に多い。 l0YR3/1黒褐色シルトプロック(径2m程)少量。堀方埋土。
10． lOYR4/1褐灰色シルトやわらかい。粘性あり。焼土ブロック(径～5画全体。
炭化物(径～5m)少掻。地山がつぶれたブロックで入る。一部10YR3/l黒褐色 0 1：40 2m
シルトが床面を沿って層状に入る。 －－
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RA14ppl(c.c')
1． 10YR3/1黒褐色シルト しまり．粘性あり。地山ブロック(径～5m)少量。
（住居壁際には大きなブロックが入る)。

2． 10YR3/l黒褐色シルト(やや砂質) 1層よりグレー味強い･しまりあり。
粘性ややあり。地山ブロック(径～2mn)少量。A-A'2層に似る。

3． 10YR4/l褐灰色シルト(やや砂質） しまりあり。粘性ややあり。
地山ブロック全体(入り方は1層と同じ)。炭化物(径～3m)極微量。

4． 10YR4/1褐灰色粘土質シルトやわらか<粘性強い。

地山ブロック(径～2mm)・炭化物(径～3m)極微量。

RA14 (C-C') D1区001住
1． 10YR3/1黒褐色シルト地山ブロック極微量。掘削痕？
2． lOYR3/l黒褐色砂質シルト l0YR2/1黒色シルトプロック多量、黒味強い･
壁際に地山ブロックやや多い。洞との境界面に沿って炭化物がつぶれている。

3． 10YR2/l黒色シルトと10YR5/3にぶい黄褐色砂の混土層。壁崩落土。
4． 10YR3/1黒褐色砂質シルト地山ブロック・炭化物極微量。
壁際の溝状掘り込み埋土。

5． lOYR3/1黒褐色シルト地山ブロック大量。炭化物微鼠。堀方埋土。

I

O4_LO L=125.lOOm

1

OLb! Lo L=125.200m■■■■■■■■■

b
■■■■■■■■■■■ ⑨ L＝lZ5.ⅨXj

〕 10

0 1：20 1m
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22. 2.5Y5/3黄褐色粘土質シルトやわらか<、粘性非常に強い。ベタベタの土。

炭化物(径～2mm)極微量。焼土ブロック(径～5m)微量。
43層(焼土層)との境に白っぽい灰層が薄く入る(灰層に骨片が入る)。

23. 10YR4/1褐灰色シルト(やや砂質）少しやわらかい。粘性ややありo
地山ブロック(径～3m)全体。上部に炭化物・焼土ブロック(径～5m)微量o

23!. 23層に似るが、炭化物・焼土ブロック入らない。

24. 11層に似るが、 l0YR4/1褐灰色シルトプロックがより多くマープル状に入る。

25. 2.5Y3/3暗オリーブ褐色シルト しまりあり。

粘性ややあり。炭化物・焼土ブロック(径～lcm)極微避。
26. 25層に似るが、焼土ブロック(径～5mm)全体。
27. 11層に似るが、やや砂の粒子粗い。

28. 10YR2/1黒色シルト(10YR3/1黒褐色に近い）地山ブロック経～5m)少量。
焼土ブロック(径～2cm)微量。

29. 10YR3/1黒褐色シルトと地山の混土層。

30. 10YR3/1黒褐色シルト 固くしまる。地山ブロック大通。

l0YR3/1黒褐色シルトプロック(径～3m)極微量。9層に似る。
31. 10YR4/1褐灰色シルト 固くしまる。地山ブロック大量。

l0YR4/1褐灰色シルトプロック全体。

32. 10YR3/1黒褐色シルト(やや砂質） しまり・粘性あり。
地山ブロック(径～5m)全体。

33. 10YR4/1褐灰色シルトと地山(黄砂、ややグレー味あり)の混土層。
固くしまる。32層との境にやや明るい地山ブロック(径～2cm)少量。

34． lOYR3/1黒褐色シルト(やや砂質）少しやわらかく粘性あり。
地山ブロック(径～3mm)極微趣。灰白色粘土ブロック(径～lcm)微量。
炭化物(径～3m）少量。

35． lOYR3/l黒褐色シルト やわらかく粘性あり。

地山ブロック(径～2mm) ・炭化物(径～3mm)極微量。
36. (=c-c'1層）
37. (=c-ci2層）
38． (=c-ci3層）
39. (=c-c'4層）
40. 10YR4/1褐灰色シルト(やや砂質） 固くしまる。地山ブロック大量。

l0YR4/1褐灰色シルト極微髄。

40'、 40層に似る。

41. 2.5Y5/3黄褐色シルト しまり．粘性あり。

42. 10YR4/1褐灰色シルト しまり．粘性あり。地山ブロック経～3m)少量。
43. 7.5YR4/3褐色シルト(やや砂質）焼土層。固くしまっている。

粘性なし。焼成ふつう。

RA14 （a.a' ・b-bI）

1．地山ブロックと10YR3/1黒褐色シルトプロックの混土層。掘削痕？

2． 10YR3/1黒褐色シルト(やや砂質） しまり ・粘性あり。
地山ブロック(径～3m)少量。炭化物(径～3m)極微燈。
灰白色粒子少避。 11層に見られる掘削痕の黒褐色土と酷似。

3． 2層と地山ブロックの混合層。しまりあり。

4． 31層に似る。

5. (=A-A'2層）

5!. 10YR3/1黒褐色シルト(やや砂質）粘性。しまりあり。
地山ブロック(径～2皿)少量。

6． 10YR4/1褐灰色シルト(やや砂質） しまりあり。全体的に黄味強いo
地山ブロック(径～lcm)少量。

7．上面に炭化物多い。 (=A-A!9層）

8． 10YR3/1黒褐色シルト(やや砂間しまりあり。地山ブロック(径~5md全体。
焼土ブロック(径～lcm)少量。

9． 10YR4/1褐灰色シルト固くしまる。地山ブロック層(わずかに汚れる程度)。
下届が被熱している。天井または袖崩落土。

10. 10YR3/1黒褐色シルト(やや砂質） 少しやわらかい。粘性あり。
2 ． 4層よりやや黒い。地山ブロック極微量。

11． lOYR3/l黒褐色シルト しまりあり。粘性ややあり。地山ブロック大量。

l0YR3/1黒褐色シルトプロック少量。下面が被熱している。天井または袖崩落。
11!、 11層に似る。5'層に接する面が被熱している。

12. 10YR4/1褐灰色砂質シルト 13．15層よりやや黒い。

14層と地山ブロックが混ざったような土。

13. 10YR4/l褐灰色砂質シルト 12層よりグレー味強い。地山ブロック全体。

炭化物(径～5m撒湿。
14． 5層に似るが、やや砂質。

15. 13層に似るが、地山ブロックが少なく、細かく(径～5皿)入る。
16. 10YR4/l褐灰色砂質シルト地山ブロックが大半を占める。天井崩落土。

17． 12層に似る。

18． 10YR4/1褐灰色シルト地山ブロック層(わずかに汚れる程度)。
下面が被熱している。天井崩落土。

19. 10YR2/l黒色シルトやわらかい。粘性あり。地山ブロック(径～1cm)少逓。
焼土ブロックを含み一部赤味を帯びる。

20. 10YR3/1黒褐色シルト 1層よりやや黒い。しまり ．粘性あり。

地山ブロック(径～3m)少量。10YR2/1黒色シルトプロック少趾。
炭化物(径～3血腫微量。

21. 10YR3/l黒褐色シルト しまり 。粘性あり。地山ブロック多湿。

第31図RA14住居跡(2)
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RA15 (A-A| ・B-BI)

0.10YR3/2黒褐色

灰白色粒子多量。
1． 7．5YR3/1黒褐色

地山ブロック微壜

（＝Ⅲ層？）

2． 10YR3/1黒褐色

0． 10YR3/2黒褐色シルト しまりなし。ボロボロ。

灰白色粒子多量。礫含む。新期造成盛土。
1. 7.5YR3/1黒褐色シルト しまりあり。粘性なし。

地山ブロック微量。灰白色粒子多量。赤味強い°
（＝Ⅲ層？）

2． 10YR3/1黒褐色シルト しまりややあり。粘性なし。

地山ブロック(径～lcm) ･炭化物(径～lcm)少量。
3.10YR3/1黒褐色シルト しまりややあり。粘性なし。

地山ブロック2．4層より多く粒径大きい(径～5cm)。
4． 10YR3/1黒褐色シルト しまり2層よりやや弱い。

粘性なし。地山ブロック2層より多い。炭化物少量。
5.10YR3/1黒褐色シルト しまりあり。粘性なし。

地山ブロック多量。掘方埋士。
6． (=a-a!17層）
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1

o且且O L=125.500m

言窯≦ 1m0 1：20

トー一一F－－計

RA15 (a-a! ・b-b')
1．地山層。下面被熱。カマド天井部か。
2.10YR3/1黒褐色シルト地山ブロック多量。
3.10YR2/1黒色シルト地山ブロック微量。 10YR2/1黒色シルトブロック少量。 10YR3/1黒褐色シルトブロック多量。
4． 10YR3/1黒褐色シルト地山ブロック多量。被熱したようなブロック含む。
5.10YR3/1黒褐色シルト炭化物｡､被熱ブロック？微量。
6． 10YR3/1黒褐色シルト地山ブロック多量。下面が被熱している。天井崩落層か？
61． 6層に似るが下面被熱しない。

7． 10YR3/1黒褐色シルト 5層と似るが、やや被熱ブロック多量。
8.10YR3/1黒褐色シルト地山ブロック微量。炭化物少量。焼土ブロック多量。
9. 10YR3/1黒褐色シルト 7層とよく似るが、やや暗い。
10. 10YR3/1黒褐色シルト 5層と似るが地山ブロック少量。
ll. 10YR2/1黒色シルト地山ブロック微量。
12.10YR6/6明黄褐色粘土質シルト焼土ブロック少量。天井崩落土？灰層？
13. 5YR5/6明赤褐色シルト焼土層。

14. 10YR3/1黒褐色砂質シルト地山ブロック多量。掘方埋土。 (=A-A!5層）
15. 10YR2/1黒色シルト地山ブロック多量。炭化物微量。この層の上に炭化材(板状)がのる。

7． 10YR3/1黒褐色シルト 5層と似るが、やや被熱ブロック多量。

8.10YR3/1黒褐色シルト地山ブロック微量。炭化物少量。焼土ブロック蓼
9. 10YR3/1黒褐色シルト 7層とよく似るが、やや暗い。
10． 10YR3/1黒褐色シルト 5層と似るが地山ブロック少量。
11. 10YR2/1黒色シルト地山ブロック微量。
12.10YR6/6明黄褐色粘土質シルト焼土ブロック少量。天井崩落土？灰層？
13. 5YR5/6明赤褐色シルト焼土層。

14. 10YR3/1黒褐色砂質シルト地山ブロック多量。掘方埋土。 (=A-A!5f
15. 10YR2/1黒色シルト地山ブロック多量。炭化物微量。この層の上に炭ｲ’
16. 10YR3/1黒褐色砂質シルト地山ブロック多量。カマド袖か？
17． 7.5YR3/2黒褐色砂質シルト細かい(径～5mm)炭化物・焼土ブロック多量。

貼床か？

第33図RA15住居跡(2)
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RA16 (A-A! ・B-B')
1.10YR3/1黒褐色シルト しまり ．粘性ややなし。

地山ブロック・黒色土ブロック・灰白色粒子全体。炭化物少量。
2.10YR2/1黒色シルト しまり ．粘性ややあり。地山ブロック少量。
灰白色粒子含む。

3． 10YR3/1黒褐色砂質シルト しまり ．粘性なし。地山ブロック多量。
灰白色粒子含む。

4.10YR2/1黒色シルト地山砂質ブロック（壁崩落土？） と10YR2/1黒色
シルトプロックの互層。

5． 10YR2/1黒色砂質シルト しまり ．粘性ややなし。地山ブロック微量。
6． 10YR3/1黒褐色シルト しまりややあり。粘性ややなし。
地山ブロック少量。炭化物含む。

7.10YR3/1黒褐色シルト しまりややあり。粘性ややなし。地山粒子微量。
灰白色粒子含む。

8.10YR2/1黒色シルト しまり ．粘性ややなし。地山ブロック少量。
9． 10YR2/1黒色砂質シルト 12層に似る。

10. 10YR3/1黒褐色砂質シルト しまりややあり。粘性なし。
地山ブロック少量。炭化物・焼土ブロック微量。

11. 10YR2/1黒色砂質シルト地山ブロック微量。炭化物・焼土ブロック微量。
12. 10YR2/1黒色砂質シルト地山ブロック･10YR2/1黒色･10YR3/1黒褐色

シルトプロックの混土層。貼床。床面は固くしまっている。
13. 10YR3/1黒褐色砂質シルト地山ブロック･10YR3/1黒褐色シルトプロック

少量。地山砂多量。
14. 10YR2/1黒色砂質シルト地山ブロック少量。

｡且且O L=125.600m
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豆フ

4o L=125.200m O-JL

pp4 pp3

《刀、画 RA16 (c-c')

1． 10YR4/1褐灰色しまりややあり。粘性なし。
地山ブロック・炭化物・焼土ブロック微量。

2.10YR4/1褐灰色しまりややあり。粘性ややなし。
地山崩落土を全体に含む。

0 1：20 1m

－ RA16 (d-d')

1． 10YR3/1黒褐色地山ブロック・炭化物微量
2. 10YR2/1黒色地山ブロック微量｡ c-c'1層に似る。
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RA16 (e-e')

1.10YR3/1黒褐色シルト(やや砂質） しまり ・粘性あり。地山ブロック(径～3nn)・灰白色粒子微量。
2． 10YR3/1黒褐色シルト(やや砂質） しまり ・粘性あり。グレー味やや強い。地山ブロック(径～3nm)微量。
灰白色粒子極微量。 10YR3/1黒褐色シルトプロック(径～2cm)大量。壁面が被熱している。

3.10YR3/1黒褐色シルト(やや砂質） しまり ・粘性あり。グレー味やや強い。地山ブロック少量。
4．地山ブロック層。 10YR3/1黒褐色シルトプロック(径～2mm撒量。被熱した地山砂ブロックを含む。天井崩落土。
5.10YR3/1黒褐色シルト(やや砂質） しまりあり。粘性ややあり。グレー味強い。地山ブロック(径～lcm)少量。
6． 4層に似るが、 10YR3/1黒褐色シルトプロックやや多い。
7． 10YR3/1黒褐色シルト(やや砂質) 5層に似る。しまりあり。粘性ややあり。グレー味強い。
地山ブロック(径～3mm)微量｡lOYR3/1黒褐色シルトプロック(径5m)微量。

8． 2層に似るが、灰白色粒子入らず、地山ブロックやや大きい。 10YR3/1黒褐色シルトプロツク(径～5mm)少量。
壁面上半が被熱している。

9.10YR2/1黒色シルト しまり .粘性あり。地山ブロック(径～2皿)極微量。
7層主体土に似た10YR3/1黒褐色シルトと10YR2/1黒色シルトの互層。

｡且-uO L=125.400m

21
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RA16 (a-a!･b-b')

1． 10YR3/1黒褐色シルト しまりややあり。粘性なし。灰白色粒子含む。

2．地山層

3.10YR3/1黒褐色砂質シルト しまりややなし。粘性なし。地山ブロック(径～1cm)全体(17． 19層より多い。
被熱しているブロック含む。 ）

4．地山ブロック層。14層との境が被熱しているため、天井部が崩落したもの。

5． 10YR3/1黒褐色シルト 1層と似ているが、やや地山ブロック(径～lcm)多い。
6．地山ブロック層。天井崩落土。

7.10YR3/1黒褐色シルト地山ブロック少量｡ 5層と似るがやや暗く、地山ブロック少ない。

8． 10YR2/1黒色砂質シルト しまりややあり。粘性なし。地山ブロック少量。炭化物・焼土ブロック微量。灰白色粒子含む。

9.10YR3/1黒褐色粘土質シルト粘性あり。 10YR8/4浅黄榿色粘土質シルトプロック多量。灰層？天井崩落層？
10． 10YR3/1黒褐色砂質シルト しまり .粘性ややなし。焼土ブロック多量。
11. 7.5YR4/1褐灰色砂質シルト しまりややあり。粘性ややなし。炭化物・焼土ブロックやや多量。

10YR/4浅黄榿色粘土ブロック微量。

12. 10YR6/4にぶい黄榿色砂質シルト焼土ブロック含む。袖の崩落土か？
13. 10YR4/1褐灰色砂質シルト しまりややあり。粘性ややなし。炭化物・焼土粒子・黒色土微量。袖崩落土？

14. 10YR3/1黒褐色シルト 5層と似るが、やや地山ブロック(径～lcm)多く、色もグレー味強い･
15. 10YR3/1黒褐色砂質シルト地山ブロック大量、 10YR3/1黒褐色シルトプロック少量。

下面が被熱しているため、天井崩落層と思われる。

16. 10YR2/1黒色砂質シルト しまりややあり。粘性ややなし。地山ブロック・炭化物・焼土ブロック微量。

17. 10YR3/2黒褐色シルト しまり.粘性ややなし。焼土ブロック･炭化物･10YR8/4浅黄榿色粘土質シルトブロツク多量。
18. 5YR5/6明赤褐色焼土層

19． 10YR3/1黒褐色砂質シルト しまりややあり。粘性なし。地山ブロック大量（地山よりやや暗い） 。

10YR3/1黒褐色シルトブロック微量。 (19～21層カマド袖）
19!． 19層に似る。

20. 10YR4/1褐灰色砂質シルト地山ブロック微量。
20'. 20層に似る。

21. 10YR6/4にぶい黄榿色砂質シルト地山ブロック層。
22. 10YR4/1褐灰色砂質シルト地山ブロック多量。炭化物含む。上面に炭層が堆積。

23. 10YR3/1黒褐色砂質シルト しまり．粘性ややなし。地山ブロック大量。

10YR3/1黒褐色シルトプロツク少量。 (=22層？）

24. 22層に似る。掘方埋土？

第35図RA16住居跡(2)
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哩、訟口恥ヨ署・爵

判到や目・噸軸、訟口箙ヨ暑圭会八甑亀掴眺ご畠浄冒・詞

判到④目・咽急、訟口いヨ碧一会八掴醗ご閏浄冒・扇

・咽謹、訟口論一会八靱唯ご閏浄冒・鐘畑、訟口お一会八

ｕ医駆ご蔑園冒・、訟口いヨ署｛会八甑亀ｕ嵐哩ご圏浄臼・雪

・咽急心訟口縊ニミハ釦嵐鯉ご畠浄臼

・掴唯［薗閤ｇ［・咽Ｋ、訟口いヨ碧一含み瓢亀紐醗ご圏湯臼・雪

・判到枳塁トヨ・葦畑、訟口い－会おｕ塵駆

ご畠浄宮・遡唯ご閏浄臼・ヨ碧一会へ甑亀佃眺ご圏浄臼・国

・蝿恥騨里葦畑築、訟口い

｛会へ掴暁ご圏房白・、訟口いヨ署一会八釦畦［両塵涕臼・宮

・咽蜥、訟口稲ヨ署

・当禅韓襲・毎拙今冬会ハ趣亀釦塵窪ご菖浄臼・閏

・咽急鐸畢唱・咽恥心訟ロいヨ署

・当御起巽・毎抵当一芸ハ趣亀遡崖嘩三菖浄臼．。
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。桓如咽謹、詠口蛉判輩・尋二巡〆食蝿藝剖睡冒圭会八ｕ畦【颪塵浄臼

・咽謹、訟口お淵鑿適急、訟口媚ヨ裂圭会八釦離ご昌浄臼

。ｓ塑曇端睡函〃〉蝿留二舗腿の

・咽華へ訟口論ヨ署一会八掴唯［闘塵浄臼

・咽輔、訟口稀ヨ碧一会八凹雛ご閏浄臼

・咽謹、訟口稀ヨ碧・ｓ罐や二鵠迦画一会へ釦畷ご閏浄冒

・蝿藝辿腿④一合ハ釦崖哩ご畠浄宮

・蝿三里鰹ｍ－会へ団崖鯉ご菖浄臼

・多聖母母〃〉御念、訟口いヨ碧雪鵠睡、｛会ハ剖塵鯉［守函浄冒

・ね伽〉恥二端哩寸、訟口猯判輩・拝翠遜

。ｓ猟与舗睡碗、訟口おヨ署｛会八釦嵐嘩［寺“津白

・噸急心訟口い判窒・鼻等遣

。ｓ蜥今舗迦函、訟口いヨ署｛会ハ掴眺ご閏浄白

・３弾急舎舗睡四〃〉蝋二吊緬等心訟口論ヨ署一会八掴雛ご圏湯臼

・咽謹心訟ｐおヨ署

・今弾謹巽・△揮砕砕雪拙当一会八釦醗ご圏浄白

・桓如冷禦哩皿崖・咽謹心訟口乍ヨ署

。△禅謹望蝿拙当今鵠睡呈二鵠砕母二拙当｛会八釦哩唯ご圏浄臼
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｡且-LO L=125.200m
RA17 (a.a'･b-b')

1．地山砂質シルト層。

2． lOYR2/l黒色シルト しまりややよい。地山ブロック微量。

灰白色粒子含む。

3． lOYR2/1黒色シルト 2層に似るが、 、地山ブロックやや多い。
4． 10YR2/1黒色シルト しまりやや弱い。地山ブロック少最。

5． lOYR4/1褐灰色シルト しまりやや弱い。

地山ブロック・炭化物・焼土ブロック微量。

○且

…
23

40 L=125.400m

l0YR3/1黒褐色シルト しまりやや弱い。地山ブロック微壁。 20． 10YR3/l黒褐色シルト 12層と似る。
炭化物やや多量。焼土ブロック少量。 21． 10YR3/1黒褐色シルト地山ブロック少量。 19層と似る。
lOYR3/1黒褐色砂質シルト しまりやや弱い。 22． 10YR3/l黒褐色シルト 地山ブロック徴量。
lOYR3/1黒褐色シルトプロック微逓。天井崩落層。 23． lOYR4/1褐灰色シルト やや赤味あり。炭化物・焼土ブロック少量。
10YR3/l黒褐色砂質シルト しまりやや弱い。地山ブロック全体。 カマド袖崩落土。

7.5YR4/2灰褐色シルト しまりやや弱い。焼土ブロック多量。 24． 10YR2/1黒色シルト地山ブロック・10YR4/1褐灰色シルトプロック多量。
地山ブロック・炭化物少量。 カマド袖崩落土？

lOYR3/1黒褐色砂質シルト しまりやや弱い。 25． lOYR2/l黒色シルト 地山ブロック微量。
l0YR3/1黒褐色シルトプロック微量。下面被熱。天井崩落層。 26． lOYR2/l黒色シルト 地山ブロック大量。

l0YR4/1褐灰色シルト しまりやや弱い。5層と似るがやや暗い。 27． lOYR2/1黒色シルト地山ブロック極微量。カマド袖もしくは袖崩落土？

間に9層を挟む。 28． lOYR2/l黒色シルト 地山ブロック微量(1層より多い)。
10YR3/1黒褐色シルト しまりやや弱い。地山ブロック極微量。 炭化物・焼土ブロック微赴。

lOYR4/l褐灰色シルト しまりやや弱い。地山ブロック少量。 29． lOYR2/l黒色シルト地山ブロック微量。炭化物・焼土ブロック多髄。
5YR6/8榿色シルト しまりやや弱い。焼土ブロック多量。炭化物少量。 30． lOYR2/1黒色砂質シルト被熱した地山ブロック・炭化物・焼土ブロック
lOYR7/4にぶい黄榿色砂質シルト しまりやや弱い。 （径～3m)多湿。
炭化物・焼土ブロック少鼠。天井崩落層。 31． 5YR5/6明赤褐色砂質シルト焼土層。
lOYR5/6黄褐色砂質シルト しまりやや弱い。焼土ブロック層。炭化物微量。 32． 10YR2/1黒色砂質シルト地山ブロック大壁。
l0YR3/l黒褐色シルト しまりやや弱い。炭化物・焼土ブロック多量。 l0YR2/1黒色シルトプロック極微量。
7.5YR5/l褐灰色砂質シルト しまりやや弱い。炭化物・焼土ブロック少量。 33． 10YR4/1褐灰色砂質シルト地山ブロック多置。掘方埋土。
lOYR4/1褐灰色シルト しまりやや弱い。地山ブロック微鼠。 34． lOYR4/1褐灰色砂質シルト地山ブロック微鼠。
炭化物・焼土ブロック少量。 35． 10YR2/1黒色砂質シルト (=A-A'17層）

第37図RA17住居跡(2)
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T

CLLO L=125.200m
RA17 (c-c')

1． 5YR5/8明赤褐色砂質シルト焼土層。

2.10YR2/1黒色砂質シルト地山ブロック・1YR2/1黒色・10YR4/1褐灰色
シルトプロック全体。3層との境に10YR2/1黒色シルトプロックが薄く層状
にはいる。貼床？ （＝A-A'17層？）

3． 10YR4/1褐灰色砂質シルト地山ブロック少量。 10YR4/1褐灰色シルト

－

ブロック大量。大きいブロック(径～5cm)含む。 (=A-Ail8層）

RA17 (d-d')

1～3層=pp2
4～6層=pp3
1． 10YR2/1黒色シルト しまりなくやわらかい。粘性あり。
地山ブロック微量。

2． 10YR2/1黒色シルト しまりなくやわらかい。粘性あり。
地山(径～2cm)ブロック少量。

3． 10YR2/1黒色シルト しまりなくやわらかい。粘性あり。
地山ブロック極微量。

4.10YR2/1黒色シルト しまりなくやわらかい。粘性あり。
地山ブロック(径～lcm)少量。

5． 10YR2/1黒色シルト しまりなくやわらかい。粘性あり。
地山ブロック4層より多い。

6． 10YR2/1黒色シルト しまりなくやわらかい。粘性あり。
地山ブロック3層より少なくきれいな黒層。

｡且L40 L=125.200m

]D2 pL

〈
調
査
区
外
〉

１
ｅ
ｌＯ

f!
e－

f
-o L=125.200mLO L=125.000m

pp4 pp5

Cﾆミーフ ､豆
RA17pp4(e.e')
1． 10YR2/1黒色シルト

地山ブロック微量。

RA17住pp5(ff)
1.10YR2/1黒色シルト地山ブロック微量。

灰白色粒子微量？

2.10YR2/1黒色シルト地山ブロック多量。

RA17 (9.91)
1～8層=p76
9～11層=p75(全体的にp76の埋土よりもグレー味を帯びる。 ）

しまり弱く粘性あり。

１
口
ｐ
ｌｅ-ao L=125.600m

p76 p75
1． 10YR2/1黒色シルト 2．4．6層よりグレー味強い。地山ブロック少量。

2． 10YR2/1黒色シルト 1層と似るが黒い。柱痕？

3． 10YR2/1黒色砂質シルト地山ブロック全体。

4． 10YR2/1黒色シルト地山ブロック微量。

5． 3層に似る。

6． 4層に似る。

7． 3層に似る。

8.10YR2/1黒色砂質シルト地山ブロック3層より多い。
9． 10YR2/1黒色シルト地山ブロック微量。

10. 10YR2/1黒色シルト 10YR4/1褐灰色シルトプロック多量。

11． 9層に似る。

0 1 ：20 1m

－－

第38図RA17住居跡(3)

－82－



世
。

了ゴ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ

ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ

一
軒

一
記１

－

１
１
１
１
１
１

１
１

悪|(-)
○一

■■■■

1

C

鯛
帥

賊
L三シミ,6，

剥
1 1

l 1

RD12 1 1
｜／1

Q"
Q皿

○ ⑳
碍
砂

、

③

”
Ｑ
心
ｏ
ｄ

圧
O---~‐blO70CplO7oG

|(-l 、

、155

刊 」><I
l l
1 l
l l

RD13 I I
1 1

1 』

小礫群

。“。 雲p47
◎

e" x
◎

e“ 。．
１
ｌ
１
Ｉ
Ｉ

ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

||’

RD16
少

Ｌ

○

、
１
１
／
詞
Ｆ

、
、
当
〃
〃
才

夫
愛
委

瞳p201

争159争159
X§d伊．X§d伊．

Eo
、
ｑ
』
一

一
一

、
、

、

モ

譲開
ーー

ーーー

A
一

○ A1
一

且o L=125.00m ｡旦
1

〈

g｡ L=,

て
0 2m1：40

1211〔
－－－－‐

第39図RA18住居跡(1)

－83－



RA18 (A-A!・B-B')
1． lOYR3/1黒褐色シルト

2． lOYR3/1黒褐色シルト地山ブロックやや多量。
l0YR2/l黒色シルトプロック多趾、黒味強い。

3． lOYR2/1黒色シルト 地山ブロック微量。
31． 3層に似る

4． 10YR3/1黒褐色砂質シルト全体灰色味
4'． 4層に似るが、地山土含み、黄味強い。
5． lOYR2/1黒色シルト 地山ブロック多量。壁崩落土。

6． 10YR3/1黒褐色砂質シルト地山ブロック(径2～5mm)やや多量。
7． lOYR4/1褐灰色砂質シルト地山ブロックやや多く含む。貼床。
8． lOYR2/l黒色砂質シルト地山ブロック・lOYR2/l黒色．
l0YR4/1褐灰色シルトプロックが全体に混じる。貼床。

9． 10YR2/l黒色砂質シルト 地山ブロック極微量。
10． lOYR2/1黒色砂質シルト 8層と似る。

11． 10YR4/1褐灰色砂質シルト 地山ブロック微壁。壁簿。
12. 10YR2/1黒色砂質シルト地山ブロック大量。

l0YR2/l黒色・l0YR4/l褐灰色シルトプロック微量。

RA18 (C-C')

1． 10YR3/1黒褐色シルト(やや砂質） しまりあり。粘性ややあり。
地山ブロック(径～3mn)少量。灰白色粒子微量。 (=A.A!1層？）

1'． ’層に似るがやや茶味強い。

2． lOYR3/1黒褐色シルト(やや砂質） しまりあり。粘性ややあり。
1層よりグレー味強い。地山ブロック(径～5m)多量。
lOYR2/1黒色シルトプロック(径～3m)微量。灰白色粒子極微鼠｡ (=A-A!2層？）

3． 2層に似るがやや黒い。 l0YR2/1黒色シルトプロック(径～3cm)少量。
灰白色粒子極微量。

4． 10YR3/l黒褐色シルト(やや砂質） しまりあり。粘性ややあり。黄味強い。
地山ブロック(径～2nm)少量。灰白色粒子極微量。 (=A-A'4層？）

5． lOYR2/l黒色シルト やわらかい。粘性あり。木根カクランか？
6． 4層に似るが4層より黄味弱<、グレー味強いoまた、地山ブロック少ない。
7． 2層に似るが、やや地山ブロック少ない。

8． 10YR3/1黒褐色シルト ほとんどが地山ブロックでしめられる。

9． 10YR2/1黒色シルト しまり ．粘性あり。地山ブロック(径～2nm)極微量。
下面に炭化物(径～lcm)・焼土ブロック(径～3mm)極微量。

10. 10YR3/l黒褐色シルト(やや砂質） しまりあり。グレー味強いo

地山ブロック大量、 lOYR3/l黒褐色シルトプロック(径～1cm，黄味強い)微鉦。
lOYR4/1褐灰色シルトプロック(径～lcm)少盈。貼床。

11． lOYR4/l褐灰色砂質シルト しまりあり。地山ブロック全体。
l0YR3/1黒褐色(径5mm)微量。掘方埋土。

12． lOYR3/l黒褐色シルト(やや砂質） しまりあり。地山ブロック大量、
下面に層状に10YR3/l黒褐色シルトが入る。掘方埋土」。

I

C且且O L＝125.100m

RA18 （a-aI）

1． 10YR8/1灰白色粘土しまり ．粘性あり。粘土の塊。他の土は混じらず、
非常にきめ細かい。

2． lOYR4/1褐灰色砂質シルト グライ化した地山ブロック少量。

lOYR2/1黒色シルトブロツク微量。 lOYR4/1褐灰色シルトブロック多量。
3． 10YR4/1褐灰色砂質シルト 2層に似るがやや暗い。

4． 10YR2/l黒色砂質シルト 地山ブロック・l0YR2/1黒色．

10YR4/1褐灰色シルトプロック全体。掘方埋土？

。且

l粘土

上。 L＝125.200m

1

o-g一旦O L=125.300m

1m0 1 ：20

－－

RA18 （b-b' ・c－cl）

1． lOYR3/1黒褐色シルト(やや砂質） しまりあり。粘性ややあり。
地山ブロック(径～2m)微量。灰白色粒子微量。 (=C.C!1層）

1'. 1層に似るが、やや地山ブロック少ない。

2． lOYR3/1黒褐色シルト(やや砂質） しまりあり。粘性ややあり。
地山ブロック(径～5m)少量。灰白色粒子微量。 (=C-C'1'")

3． lOYR3/l黒褐色シルト(やや砂質） しまりあり。粘性ややあり。
1．2層よりやや黒い。地山ブロック(径～2nm)・灰白色粒子極微量。
(=C-C'3層）

4． lOYR3/1黒褐色シルト(やや砂質） しまりあり。粘性ややあり。
1．2層よりやや黒い。地山ブロック(径～5mm)微量。灰白色粒子極微量。

5． lOYR3/1黒褐色シルト(やや砂質） しまりあり。粘性ややあり。
黄味強い･地山ブロック(径～5m)少駐。灰白色粒子微量。
l0YR2/1黒色シルトプロック(径～5mm)極微量。 (=C-C!4層）

6． 10YR3/1黒褐色シルト(やや砂質） しまりあり。粘性ややあり。
色・土質は1層に似る。地山ブロック(径～lcm)全体。灰白色粒子微量。

7． 10YR3/l黒褐色シルト(やや砂質） しまりあり。粘性ややあり。
やや黄味強い。地山ブロック(径～5m)少量。灰白色粒子極微趾。

8． lOYR3/l黒褐色シルト(やや砂質） しまりあり。粘性ややあり。
やや黄味強いo大きな地山ブロック多量。煙道天井崩落土。

9． 10YR3/1黒褐色シルト(やや砂質） しまりあり。粘性ややあり。
黄味強い。地山(黄砂)粒子全体。

10． 10YR3/1黒褐色シルト(やや砂質） しまりあり。粘性ややあり。
色は4層に似る。地山ブロック(径～5m)微量。
lOYR4/1褐灰色シルトプロック(径～5m)少量。

11． 10YR4/l褐灰色シルト(やや砂質） しまり・粘性あり。白味強い。
lOYR3/1黒褐色シルトプロック微鐘。

第40図

l0YR3/1黒褐色シルト(やや砂質） しまりあり。粘性ややあり。
黄味強い。地山ブロック少量l0YR3/1黒褐色シルトブロック(径～5mm)極微溌。
lOYR3/1黒褐色シルト(やや砂質） しまりあり。粘性ややあり。
少し赤味あり。地山ブロック(径～2mm)極微量。
13層に似るが、やや地山ブロック多い。

l0YR6/6明黄褐色粘土質シルトやわらかく、非常に粘性強い･

l0YR3/1黒褐色シルトプロックとの混土層。天井崩落土か。

lOYR3/2黒褐色シルト(やや砂質）やわらかく、粘性強い。
被熱のためか赤味強い。 l0YR3/1黒褐色シルト(5層か)ブロック全体。

焼土粒(径～2m)極微量。下部に骨片極微量。
10YR6/6明黄褐色粘土質シルト やわらかく、非常に粘性強い。
骨片を微量含む。天井崩落層？灰層？

10YR3/2黒褐色シルト(やや砂質） やわらかく、粘性強い。
15層に似る。焼土粒(径～5nn)微蛍。 lOYR3/l黒褐色シルトプロック少齪。
骨片を微量。

lOYR3/1黒褐色シルト(やや砂質） しまりあり。
地山ブロックとの混土層。袖残存部か。

l0YR3/1黒褐色シルト(やや砂質） しまりあり。粘性ややあり
地山ブロック(径～3m)少量。
18層に似る。袖崩落土か？

5YR4/6赤褐色シルト(やや砂質） しまりあり。粘性あり。焼土層。
焼成良い。

地山にlOYR3/l黒褐色シルト(黄味強い)少量。しまりあり。堀方埋土か。
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RA19

1． 10、

地’

2． 10、

やく

3． 10、

し

4． 10、

lOYR3/2黒褐色砂質シルト

地山ブロック少量。炭化物多量。
l0YR5/4にぶい黄褐色砂質シルトしまり

ややあり。粘性なし。天井崩落土？灰層？

lOYR5/4にぶい黄褐色砂質シルト

しまり ．粘性なし。砂っぽい。焼土層。

lOYR6/6明黄褐色砂質シルト しまり ．

粘性なし。地山ブロック （砂質）大通。

上の方はやや被熱し赤味を帯びている。

I
Ⅱ

0 1 :40 2m O l :20(a-a') 1m
－－ 一一可

RA19 (A-A'･BB' ・C-CI)

1． 10YR3/l黒褐色砂質シルト しまりややあり。粘性ややなし。地山ブロックやや多量。炭化物・灰白色粒子含む。
2． 10YR3/2黒褐色砂質シルト しまりややあり。粘性ややなし。 1層より地山ブロック細かく全体に含む。炭化物・灰白色粒子含む。
3． lOYR2/1黒色砂質シルト しまり ．粘性ややなし。地山ブロック少量。炭化物微量。灰白色粒子の有無不明。
4． 10YR3/l黒褐色砂質シルト 3層と似るが、やや地山ブロック多い。炭化物微量含む。
5． lOYR2/1黒色砂質シルト 3．4層より地山ブロック多い･炭化物微量。

6． lOYR3/1黒褐色砂質シルト しまりややあり。粘性ややなし。地山ブロック全体。壁の崩落？

7． lOYR3/1黒褐色砂質シルト しまり .粘性ややなし。地山ブロック全体。6層より多い。壁の崩落？
8． 10YR3/l黒褐色砂質シルト粘性なし。地山砂質ブロックとの混土層。掘方埋土。
9．欠番

10. 10YR3/1黒褐色シルト しまりややあり。粘性なし。地山ブロック微量。

11. 10YR3/1黒褐色砂質シルト 1層と似ているが、やや地山ブロック大きく(径～3cm)多い。
12. 10YR2/1黒色砂質シルト しまりややあり。粘性なし。地山ブロック全体。 1． 11層より多い。
13. 10YR2/1黒色砂質シルト地山ブロック1層より多く、 12層より少ない。
14. 10YR4/l褐灰色砂質シルト しまりなし。地山ブロック・炭化物微量。

15. 10YR5/4にぶい黄褐色粘土質シルト炭化物・焼土ブロック少量。天井崩落土か？
16． 7．5YR3/1黒褐色砂質シルト炭化物・焼土ブロック全体に含み、 15層より多い。赤味強い。

17． 10YR3/1黒褐色砂質シルト しまりややあり。粘性ややなし。炭化物・焼土ブロック16層より大きく(径～2cm)、多い。
18. 10YR4/l褐灰色砂質シルト しまり。粘性ややなし。地山ブロック少量。
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RA20 (A-A!・BB' ・C-C')
1． lOYR3/l黒褐色シルト しまりややよい。地山粒・灰白色粒子含む。
2． 10YR2/1黒色シルト しまりややよい。地山ブロック(径～5m)少量、4層より少なく3層より多い。
3． 10YR3/1黒褐色シルト しまりややよい。地山ブロック(径～5mm)微愚。
4． 10YR3/1黒褐色シルト しまりやや弱い。地山ブロック・l0YR2/1黒色シルトプロック全体に少鼠。
5． 10YR2/1黒色シルト しまりやや弱い。地山ブロック少量、2層より多く4層より少ない。
6． 10YR3/1黒褐色シルト地山ブロック少肚。 l0YR4/l褐灰色シルト多量。貼床。
7． 10YR2/1黒色砂質シルト地山粘土・砂ブロックを大最、 l0YR2/1黒色シルト微鼠、 l0YR4/1褐灰色シルト少量。掘方埋土。
8．欠番
9． 10YR2/1黒色砂質シルト地山ブロック多量。 l0YR2/1黒色少量。壁溝？

1

0塁一4o L=125.200m 40 0jL L=125.200m

C
一

C
一

MM

｡且_LO L=125.OOOm

j狸

簿
3

RA20 （c-c'）

1． 10YR3/1黒褐色シルト 4．5層より黒い。地山ブロック微量。

10YR2/1黒色シルトプロック微量、下面に層状に堆積。 （＝a-a'10層？）

2． 10YR2/1黒色砂質シルト被熱した地山ブロック多量。

炭化物・焼土ブロック微鼠。カマド袖？

3． 10YR3/1黒褐色シルト グレー味。地山ブロック微量。カマド袖土。

4． 10YR3/1黒褐色シルト グレー味。地山ブロック微温。カマド袖土。

3層と似る。

5． 10YR3/l黒褐色シルト 4層と似るが、やや黒い。

6． 10YR3/1黒褐色砂質シルト地山ブロック大量。

7． 10YR2/1黒色シルト地山ブロック極微量。

8． lOYR2/1黒色砂質シルト 地山ブロック大量。

9． 10YR2/1黒色砂質シルト (=A-A'7層）

RA20 （a-a1 ・b－bl）

0． 7．5YR3/1黒褐色シルト しまりややよい。粘性なし。地山ブロックが

かき混ぜられたように少量入る。灰白色粒子含む。新期掘削痕。

1． lOYR3/l黒褐色シルト しまりやや弱い。

地山ブロック・炭化物(径～5m)少量。
2． lOYR2/l黒色シルト地山ブロック極微量。

3． 10YR3/l黒褐色シルト地山ブロック微蛍。焼土ブロック少量。

4． lOYR3/1黒褐色砂質シルト地山ブロック多量。
lOYR3/1黒褐色シルトプロック少量。炭化物微量。

下面は被熱しているが、はっきりとはしない。天井崩落土。
5． 7．5YR4/1褐灰色砂質シルト

被熱している地山ブロック・l0YR3/1黒褐色シルトプロック微昼。
6． 10YR7/4にぶい黄榿色粘土質シルト炭化物微量。

lOYR8/3浅黄榿色粘土質シルトプロック少量。灰層？天井崩落？
7． 10YR3/1黒褐色砂質シルト砂っぽい。地山ブロック少量。

炭化物・焼土ブロック少避。

8． 7．5YR4/1褐灰色砂質シルト 5層と似る。同一層か？。

9． 10YR3/1黒褐色砂質シルト地山ブロック微量。炭化物・焼土ブロック微量。
10. 10YR3/l黒褐色砂質シルト地山ブロック微量。

11． 5YR6/4にぷい榿色砂質シルト焼土層。

12． lOYR3/1黒褐色シルト地山ブロックと10YR3/1黒褐色シルトプロック力覗じる。
炭化物・焼土ブロック少量。袖崩落土。

13． lOYR4/1褐灰色砂質シルト地山ブロック大湿、 l0YR4/1褐灰色シルト
プロック極微逓。カマド袖土。

14． lOYR4/1褐灰色砂質シルト 地山ブロック微量。カマド袖土？
15. 10YR3/1黒褐色シルト 12層の地山ブロック含まないもの。

土器片や袖石の破片含む。袖崩落土。

16． lOYR3/1黒褐色シルト 10YR3/1黒褐色シルトプロック少量。

炭化物・焼土ブロック少避。地山ブロック大量被熱して赤味強い。袖崩落土？
17. 10YR2/1黒色砂質シルト地山ブロック多量。10YR2/1黒色シルト微量。

lOYR4/1褐灰シルト少量。

18． 10YR2/1黒色砂質シルト 17届より、地山砂が多い。

RA20（d-d'）

1． 10YR3/1黒褐色シルト(やや砂質） しまりあり。粘性ややあり。
ややグレー味強いo地山ブロック(径3mm)少量。
lOYR2/1黒色シルトプロック(径～2m臘鼠。

1'、 1層に似るが、やや地山ブロック少なく、黄味強い。

2． 10YR3/1黒褐色シルト(やや砂鋤1．11層に似る力噴味強い(地山粒子多く
入るためか)。しまりあり。粘性ややあり。地山ブロック(径～2m)少量。
lOYR2/l黒色シルトプロック(径～3nm)少量。

3． 10YR4/1褐灰色粘土質シルトやわらかく、粘性強い。地山ブロック全体。

10YR2/1黒色少量ブロック(径～3m)微量。地山崩落土。
4． 2層に似るが、やや地山ブロック多い･
5． 2．5Y5/3黄褐色砂質シルト 下面が被熱している。天井崩落土。
6． 10YR3/1黒褐色シルト やわらかく、粘性あり。

地山ブロック(径～lcm)微量。 l0YR2/1黒色シルトプロック(径～5m)微量。
7． 10YR3/2黒褐色シルト しまりあり。粘性あり。

地山ブロック経~麺漉微量。lOYR2/l黒色シルトプロック経~釦蛎微鼠。
8． 10YR4/2灰黄褐色シルト(やや砂質） しまりあり。粘性ややあり。
地山粒子全体に含む。 10YR2/1黒色シルトプロック(径～1cm臘量。

pp2 , _ ppl

iOL=124.900m O& -iLOL=122"mOLL RA20 （e-e'）

1． lOYR2/1黒色シルト地山ブロック微量。

2． 10YR2/1黒色シルト地山ブロック全体に少量。
3． 10YR2/l黒色砂質シルト地山ブロック大量。

胃 －噸
すぎ

0 1：20 1m
－

RA20 (ff)

1． 10YR2/1黒色シルト地山ブロック微量。柱痕？

2． 10YR2/1黒色シルト地山ブロック(径～3cm)少量
3． 10YR2/1黒色シルト地山ブロック多量。

4． 10YR2/1黒色シルト地山ブロック微量。

5． 10YR2/1黒色シルト地山ブロック多量。

RA20住居跡(2)第43図
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RA21 (APA! ･BBI)

1. 1YR3/1黒褐色シルト

2． 1YR2/1黒色シルト 3層に似るが、黒味強い◎地山ブロック・10YR3/1黒褐色シルトプロック微量。
3． 2層に似るが、地山ブロック多く、全体灰色味。
4． 10YR3/1黒褐色シルト 1層に酷似。
5． 3層に酷似。

6． 1．4層に酷似。

7． 3．5層に似るが地山ブロックはこれらより細かい。

8. 10YR4/2灰黄褐色砂質シルトの塊。

9. 1YR2/1黒色シルト上面につぶれた地山ブロックのる。上面床面？
10． 10YR2/1黒色砂質シルト地山ブロック･10YR2/1黒色・10YR4/1褐灰色シルトプロックの混土層。

部分的に地山砂も含む。
11． 10YR4/1褐灰色砂質シルト地山ブロック・lOYR4/1褐灰色シルトブロツクを全体に細かく含む。
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RA21 (a-a$ ・b-b')

1.10YR3/1黒褐色シルト地山ブロック・焼土ブロック微量。

粒径小さい(径～5nun)｡
2．地山層。やや汚れた感じ。

3．地山層。下面が被熱している。煙道天井部。

4.10YR3/1黒褐色砂質シルト地山ブロック多量。カク乱？
5． 10YR3/1黒褐色砂質シルト地山ブロック全体。

6． 10YR3/1黒褐色砂質シルト 5層に似るが、

焼土ブロックを多く含む。
61． カク乱？

7． 10YR3/1黒褐色シルト地山ブロック・焼土ブロック少量。

8． 10YR3/1黒褐色砂質シルト地山ブロック多量。

下部に焼土ブロック多量。天井崩落層。

9． 7.5YR4/2灰褐色シルト被熱しているブロック多く含む。
炭化物・焼土ブロック少量。

10. 10YR2/1黒色シルト 11層より明るい。地山ブロック微量。

焼土ブロック少量。

11. 10YR2/1黒色シルト全体的にややグレー味あり。
炭化物・焼土ブロック微量。

8層との境に繊維状の灰層（？）を挟む。

12. 5YR4/2灰褐色砂質シルト焼土層？焼成悪い･

13. 10YR3/1黒褐色砂質シルト地山ブロック多量◎炭化物含む。

14. 10YR2/1黒色シルト地山ブロック・炭ｲ伽・焼土ブロック微量。

上面に土器がのる。袖崩落土？

15. 10YR2/1黒色シルト地山ブロック多量。炭化物微量。
袖崩落土？

16. 10YR2/1黒色砂質シルト地山ブロック大量。

17. 10YR2/1黒色砂質シルト 7.5YR4/1褐灰色シルトを大量含む。
カマド袖土と同じもの。

18. 10YR2/1黒色シルト 地山ブロック極微量。

19. 10YR2/1黒色シルト下面から黒→地山→黒→地山の順で堆積。

地山部分は非常に薄い。

20. 7.5YR4/1褐灰色砂質シルトやや赤グレー味のある層。

カマド袖土。

21. 10YR2/1黒色砂質シルト 地山ブロック･ 10YR4/1褐灰色

シルトブロック全体にやや多く含む。 10YR2/1黒色シルト

ブロック微量。掘方埋土。

22. 10YR4/1褐灰色砂質シルト きれいな層。袖石の堀方？
23. 10YR2/1黒色砂質シルト 地山ブロック・ 10YR4/1褐灰色

シルトブロック多量。袖石の堀方？

24. 10YR2/1黒色砂質シルト地山ブロック大量、 10YR4/1褐灰色

シルト少量。 10YR2/1黒色シルトブロック微量。

1

gOL=124.800m O-L

RA21pp2 (c-c')
1.10YR2/1黒色シルト

地山ブロック微量。

2.10YR2/1黒色砂質シルト

地山ブロック多量。浄

-40 L=124.800m .4

己／ 21ppl (d-di)
10YR2/1黒色砂質シルト

地山砂・地山ブロック少量。

iOL=124.800m Oi

pp3

一ロー面A21pp3(e-ei)
1． 10YR2/1黒色砂質シルト

地山砂ブロック多量・
地山ブロック少量。

上O L=124.800m OiL

pp4

一画云鼠21pp4 (fLf)
1.10YR2/1黒色砂質シルト

pp3埋土に砂を含まないもの

0 1：20 1m
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RA22 ． 23 (A-A!･B-B')

1． 10YR2/1黒色シルト全体に黒っぽい。

地山ブロック(径10～50m)やや多量。
2． 10YR3/1黒褐色シルト灰色味。地山ブロック全体

3． 10YR2/1黒色シルト きれいな黒土。

4.10YR3/1黒褐色シルト地山全体に含み灰色味。

粘土ブロックは入らない。
5． 10YR2/1黒色シルト地山ブロック微量。

水平に堆積し、貼っている感じ。

6． 10YR2/1黒色シルト

7層より10YR2/1黒色シルトプロック多い･
7.10YR2/1黒色シルト地山ブロック・10YR2/1黒色
10YR4/1褐灰色シルトプロック全体に含む。

10YR2/1黒色シルトプロック黒<多い。

｡ミハ等
旦 堵ノ0

RA23

oQL

路
10YR2/1黒色シルト地山ブロック極微量。

10YR2/1黒色シルト地山ブロック大量。

10YR2/1黒色砂質シルト 10YR2/1シルト黒色シルト
プロック極微量。 10YR4/1褐灰色シルトプロック大量。

RA23 の貼床か？
10YR2/1黒色シルト

(=C-C'7層）
(=C-C'8層）

注記なし

●
●
●

８
９
ｍ

。

②／

。△LAO L=125200m ●
●
●
●

１
２
３
４

１
１
１
１

<02〉

o且旦o L=125.200m
RA23

ｍ

一
２釦１０

第46図RA22･23住居跡(1)

－90－



1
o且且○ L＝125.4㈹、
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22 ． 23 (C.CI)

現表土礫多く含む。 (=I層？）
10YR3/4暗褐色シルト (=Ⅱ層）
7.5YR3/1黒褐色シルト赤っぽく、灰白色粒子含む。 (=Ⅲ層）
10YR3/1黒褐色シルト地山ブロック微量。
10YR2/1黒色シルト地山ブロック・ 10YR2/1黒色シルト細かく(径～1cm)少量。
10YR4/1褐灰色シルトプロック全体に多量。
10YR2/1黒色シルト地山ブロック・ 10YR4/1褐灰色シルトプロック極微量。
10YR2/1黒色シルト 6層と似る。

10YR2/1黒色シルト 5層に似るが、 10YR4/1褐灰色シルトプロツクが5層より黒い。
10YR2/1黒色シルト 5層と似る。

Ａ
・
・
・
・
．
．
・
・
・

、
味
《
勺
日
ユ
《
叩
〃
ご
の
ぎ
Ｊ
４
込
今
Ｐ
ｈ
》
《
ｈ
）
甸
巨
″
０
．
《
）
〈
ｕ
》

｡旦 且。 L=125.400m ｡且旦o L=125.4mm

路〉
路〉

0 1：40 2m

RA23 (D.D' ・E-EI) －
1． 10YR3/1黒褐色シルト(やや砂質） しまりあり。粘性ややあり。
やや黄味強い･地山ブロック(径～3m)少量。灰白色粒子極微量。

2． 10YR3/1黒褐色シルト しまり ．粘性あり。地山ブロック(径～3m)少量。灰白色粒子微量。上層にTo-aブロック少量。
3． 10YR3/1黒褐色砂質シルト しまりあり。グレー味強い。地山ブロック(径～3m)'10YR2/1黒色シルトプロツク(径～5味皿)少量。
4． 10YR2/1黒色シルト少しやわらかい。粘性あり。地山ブロックが全体に帯状に入る。

5． 10YR2/1黒色シルト少しやわらかい。粘性あり。地山ブロック(径～5m)少量｡4層と地山ブロックの入り方が異なる。
6． 1層に似る。やや砂多く、地山ブロック少ない。

7． 10YR3/1黒褐色砂質シルト しまりあり。グレー味強い。地山ブロック(径1cm)全体。 10YR2/1黒色シルトプロツク(径1･2cm)全体。
8． 7層に似るが、地山ブロック・10YR2/1黒色シルトプロツク少ない。

9． 10YR3/1黒褐色砂質シルト しまりあり。グレー味強い。地山ブロック(径～5m)少量。10YR2/1黒色シルトプロツク(径～5nm)微量。
8層との境に10YR2/1黒色シルトが層状に入る。

10. 10YR4/1褐灰色シルト しまり ．粘性あり。地山シルト・砂ブロックを全体に含む。10YR3/1黒褐色シルトプロツク(径lcm)少量。

リ

a
■■■■■■■■■

a
l■■■■■■■■■

lZ4o6(X)m

磯＝
RA23 (a.a')

1.5YR4/6赤褐色砂質シルト非常に固くしまる。粘性なし。
焼成非常に良い。

2.7.5YR5/3にぶい褐色砂質シルト しまりあり。粘性なし。
地山砂が被熱しやや赤味あり。

｡且上_o L=124.8"m

RA23 (b-bi)
1.10YR2/1黒色シルト グライ化した地山ブロック微量。

真っ黒･埋土の様子はRA22の貼床に似る。

一＜こつ三一
0 1：20 1m

－－引
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RA24 (A-A! ・B-B')

1.10YR3/2黒褐色シルト しまり .粘性あり。地山ブロック多量。 10YR3/1黒褐色シルトプロック(径～3cm)微量。
灰白色粒子微量。カク乱層。

2． 10YR3/1黒褐色シルトしまり .粘性あり。地山がつぶれた形のブロック(径～5mm)で少量。灰白色粒子微量。
3． 10YR3/1黒褐色シルト しまり .粘性あり。地山ブロック(径～3mm)微量。灰白色粒子微量。
4. 10YR3/1黒褐色シルト しまり ．粘性あり。ややグレー味強い。地山ブロックがつぶれた形(径～5mm)で少量。
灰白色粒子微量。

5． 10YR2/1黒色シルト しまり .粘性あり。地山ブロック(径～3m)極微量。灰白色粒子微量。
6． 10YR3/1黒褐色シルト しまり .粘性あり。グレー味強い。地山ブロック(径～5m)微量。灰白色粒子微量。
7． 6層に似るが、地山ブロック(径～3m)を全体に含む為か、 よりグレー味強くなる。灰白色粒子微量。
8． 10YR3/1黒褐色シルト しまり ．粘性あり。地山ブロックがつぶれた形(径～2cm程)で全体。灰白色粒子微量。
9． 10YR4/1褐灰色シルト(やや砂質） しまりあり。地山ブロックを多量。
10YR3/1黒褐色シルトプロック(径～lcm)微量。貼床。

第48図RA24住居跡
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(A-A! ･RA25

1． 10、1． 10Y 10. 10YR3/1黒褐色シルト(やや砂質） しまりあり。
地山ブロック(径～3mm)微量。灰白色粒子極微量。

11. 10YR3/1黒褐色シルト(やや砂質） グレー味強い。
しまりあり。地山ブロック(径5m程)全体。
黒味の強い10YR3/1黒褐色シルトブロック(径～lcm)少量。

12a・ 10YR2/1黒色シルト やわらかく、粘性強い。

地山ブロック(径～lcm)微量。
12b、 12a層に似るが、地山ブロックやや多い。
12c・ 12a層に似るが、ややグレー味強く、地山ブロックの粒12c・ 12a層に似るが、ややグレー味強く、地山ブロックの粒

R3/1黒褐色シルト(やや砂間しまりあり。ややグレー味あり。
地山ブロック経l～1"m)少量10YR3/1黒味強い黒褐色シルト少量。
灰白色粒子微量。

2.10YR3/1黒褐色シルト(やや砂質） しまりあり。グレー味強い°
地山ブロック経～lcn1全体黒味の強い10YR3/1黒褐色シルトブロック
（径～3cm)少量。灰白色粒子微量。

3． 10YR3/1黒褐色シルト しまりあり。粘性あり。

地山ブロック(径～5m程)少量。
4.10YR3/1黒褐色シルト(やや砂質） しまりあり。グレー味強い。
地山ブロック(径～lcm)全体。黒味の強い10YR3/1黒褐色シルト
ブロック(径～1cm)微量。灰白色粒子微量。

5． 4層と似る力鶚味の強い1YR3/1黒褐色シルトブロック経～lcn少量。
6.10YR3/1黒褐色シルト(やや砂質） しまりあり。グレー味強い。
地山ブロック、黒味の強い1YR3/1黒褐色シルトブロック全体(やや
細長い)。灰白色粒子を上層に微量。

7.10YR3/1黒褐色シルト(やや砂質） しまりあり。グレー味強い。
地山ブロック(径馳､全体。黒味の強い10YR3/1黒褐色シルトブロック
（径～5mm)少量。灰白色粒子微量。

8． lOYR3/1黒褐色シルト(やや砂質） しまりあり。
地山ブロック(径5m)全体◎

9． 10YR3/1黒褐色シルト(やや砂質） ややグレー味帯びる。
しまりあり。地山ブロック(径～3mm)全体。黒味の強いlOYR3/l
黒褐色シルトブロック(径～5m)微量。灰白色粒子微量。

径が
大きい(径～2cm)。

12d. 12a層に似るが、地山ブロック小さく(径～3m)、炭化物(径～
5m)を極微量含む。

13． 10YR3/1黒褐色シルト(やや砂質） しまりあり。
地山ブロック(径～3mm)少量。 10YR2/1黒色シルトプロック(径
~3mm)微量。

14. 10YR3/1黒褐色シルト(やや砂質） しまりあり。
地山ブロックがほとんど占める。

15. 10YR3/1黒褐色シルト しまり ．粘性あり。
地山をブロック全体。 10YR4/2灰黄褐色シルトブロック(径2～

5mm)少量。壁際に10YR4/1褐灰色シルトブロック多量。
掘方埋土。

0 1 :40 2m

信一一一
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RA25 (a-a! ・b-b')

1． 10YR3/1黒褐色シルトやや黄味強い。しまりあり。粘性あり。
地山ブロック少量。灰白色粒子含む(一部径釦､程のブロックで入るル
後世カク乱層？

2.10YR3/1黒褐色シルト しまりあり。粘性あり。地山ブロック
（径1m程)全体。灰白色粒子微量。炭化物(径～2m)極微量。

3.10YR3/1黒褐色シルト固くしまる。粘性あり。地山ブロック大量。
10YR3/1黒褐色シルトプロック(径～5nn)少量。灰白色粒子？

4． 3層に似るが、 10YR3/1黒褐色シルトプロック多い･
5． 10YR3/1黒褐色シルト しまりあり。粘性あり。地山ブロックが
やや細長い形の(径5m程)で少量。灰白色粒子少量。

6.10YR2/1黒色シルトやわらかく、粘性強い。地山ブロック経
～釦叫微量。炭化物経~3mⅡｳ･灰白色粒子極微量｡BBil別層に似る。

6'、 6層に似るが、地山ブロックが細かく全体に入る。
7． 10YR2/1黒色シルトやわらか<、粘性強い。地山ブロック多量。
8.10YR3/1黒褐色シルト(やや砂質） しまりあり。グレー味強い。
地山ブロック(径～2mm)極微量。灰白色粒子少量。

9.10YR3/1黒褐色シルト(やや砂質） しまりあり。グレー味強い。
地山ブロック(径lnn程)全体。10YR3/1黒褐色シルトプロック(径
~1cm)微量。灰白色粒子極微量。

10. 10YR3/1黒褐色(やや砂質） しまりあり。グレー味強い。地山
ブロック経~動､繊量｡黒味の強いlYR3/1黒褐色シルトプロック
（径～5m)少量。灰白色粒子少量。

1l.10YR3/1黒褐色シルトやわらかく、粘性あり。ややグレー味あり。
焼土ブロック(径～5m臘量。白色粘土ブロック(径～1cm)微量。

10YR3/1黒褐色シルトやわらかく、粘性強い･グレー味強い。
焼土ブロック(径～1cm)多量。炭化物(径5nm)少量。
12層に似るが、やや黒く、焼土ブロック・炭化物が少ない。
10YR4/1褐灰色粘土質シルトやわらかく、粘性非常に強い。
12層に似るが、炭化物(径～1cm)全体に入る。
10YR3/1黒褐色シルトやわらかく、粘性強いo

グレー味強い。地山をブロック少量。炭化物(径～1cm)極微量。
10YR4/1褐灰色粘土質シルト しまりややあり。粘性強い。
白色粘土ブロック(径～1cm)全体。炭化物(径～3mm)少量。
以下ソデまたは堀方埋土。

16層に似るが、炭化物やや少ない。
15層に似るが、やや地山ブロック少ない。

10YR3/1黒褐色シルト しまりややあり。ややグレー味強い。
粘性あり。地山ブロック(径～5m)全体。
黒味の強い10YR3/1黒褐色シルトプロック(径～5mm)微量。
10YR2/1黒色シルトやわらかく、粘性強い･
地山がブロック少量。

10YR4/1褐灰色シルトやわらかく、粘性あり。
地山ブロック(径～5m)全体。
10YR3/1黒褐色シルトプロック(径～5mm)微量o
5YR4/6赤褐色シルト焼土層。しまりあり。
粘性ややあり。焼成ふつう。
10YR3/1黒褐色シルト しまり ．粘性あり。
地山がブロック多量。 10YR4/1褐灰色シルトプロック少量。

12.
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RA25 (c.c')

1． 5YR4/6赤褐色シルト焼土層。固くしまる。
粘性なし。焼成ふつう。
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RA26 (A-A')
1． 10YR3/1黒褐色シルト(やや砂質） しまりあり。地山ブロック(径～3mm)極微量。灰白色粒子上部に微量。
2． 1層に似る。

3． 10YR3/1黒褐色シルト(やや砂質） しまりあり。地山ブロック(径～5皿)全体。灰白色粒子上部に微量。
4.10YR3/1黒褐色シルト(やや砂質） しまりあり。地山ブロック(径～5m)微量。灰白色粒子上部に微量。
炭化物(径～5mm)極微量。

5． 10YR3/2黒褐色シルト(やや砂質） しまりあり。地山ブロック(径～3m)少量。灰白色粒子上部に微量。
炭化物(径～5mm)極微量。

6． 10YR3/1黒褐色シルト(やや砂質） しまりあり。地山ブロック(径～2m)少量。
10YR3/2黒褐色シルト(やや砂質)が全体に混入。

61． 6層に似るが、やや10YR3/2黒褐色シルト多い。
7． 10YR3/1黒褐色シルト しまり．粘性あり。3層より黒い。地山ブロック(径～3m)微量。
8.10YR3/1黒褐色シルト(やや砂質） しまりあり。地山ブロック(径～5m)全体。炭化物(径～5m)極微量。
9． 10YR3/1黒褐色シルト(やや砂質） しまりあり。ややグレー味強い･地山ブロック(径～3mm)少量。
炭化物(径～5mm)・焼土ブロック(径～3m)極微量。

10. 10YR3/1黒褐色シルト(やや砂質） しまりあり。グレー味強い。地山ブロック(径～5m)少量。
炭化物(径～5m)微量。

11. 10YR2/1黒色シルト しまりややあり。粘性あり。地山ブロック(径～3m)極微量。
12. 10YR3/1黒褐色シルト 固くしまる。粘性あり。地山ブロック(径～5m)全体。

10YR2/1黒色シルトプロック(径～2cm)微量。以下堀方埋土。
13. 10YR4/1褐灰色シルト 固くしまる。粘性あり。地山ブロック(径～5m．細長くつぶれた形)全体。

10YR2/1黒色シルトプロック(径～lcm)微量。
14. 10YR4/1褐灰色シルト 固くしまる。粘性あり。地山ブロックを多量に含む。

10YR2/1黒色シルトプロック(径～5m程)少量。
15. 10YR4/2灰黄褐色粘土質シルト しまり ．粘性あり。地山をブロック少量。

10YR2/1黒色シルトプロック(径～lcm)少量。

RA26住居跡(1)第51図
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RA26 (a-a!･b-b')

1.10YR3/1黒褐色シルト(やや砂質） しまりあり。地山ブロック(径～5mm)微量。
灰白色粒子上層に微量。後世のカク乱層？

1'、 1層に似る。

2. 10YR3/1黒褐色シルトプロツクと地山ブロックの混土層。しまりあり。
3． 10YR4/2灰黄褐色砂質シルト しまりあり。地山ブロック(径～5m)少量。
10YR3/1黒褐色シルトブロック(径～lcm)少量。灰白色粒子上層に極微量。

4.10YR4/3にぶい黄褐色シルト(やや砂質) 10YR3/1黒褐色シルトブロック(径～5m)微量。
地山と3層が混ざったような土。

5．地山層。 10YR3/1黒褐色シルトブロツク(径～3m)微量。下面が一部被熱している。
6． 3層に似るが、地山ブロックやや多い。

7.10YR3/1黒褐色シルト地山ブロック層。しまり ．粘性あり。 10YR3/1黒褐色シルトブロック(径～5nm)極微量。
8． 10YR4/3にぶい黄褐色シルト しまり ．粘性あり。 10YR3/1黒褐色シルトブロック(径～5m)極微量。
9． 10YR2/1黒色シルト しまり ．粘性あり。地山ブロック(径～3mm)微量。
10． 10YR3/1黒褐色シルト しまり ．粘性あり。地山ブロック多量。
11.地山ブロック層。 10YR3/1黒褐色シルトブロック(径～3mm)少量。下面が一部被熱している。天井崩落土。
12. 10YR3/1黒褐色シルト しまり .粘性あり◎地山ブロック(径～5mm)少量。焼土ブロック(径～lcm)微量。
煙出し部より煙道部へいくほどグレー味が強くなる。

13. 10YR2/1黒色シルト 9層より黒い。しまり .粘性あり。

14.2.5Y5/2暗灰黄色シルト しまり .粘性あり。 10YR3/1黒褐色シルトブロツク(径～3m)極微量｡7層に似る。
15. 10YR3/1黒褐色シルト(やや砂質） グレー味強いo 10YR3/1黒褐色シルトブロック(径～lcm)少量。
袖もしくは天井崩落土か。

16. 10YR3/1黒褐色シルト しまり ．粘性ややあり。地山ブロック大量･袖崩落土？
16'. 16層に似る。

17. 16層に似る。

18. 10YR4/2灰黄褐色シルト しまり ．粘性あり｡ 10YR3/1黒褐色シルト少量。

19. 10YR2/1黒色シルト しまりややあり。粘性あり。主体土は13層に似る。炭化物(径～3m)極微量。A-A'll層に似る。
20. 10YR3/1黒褐色シルト しまりあり。粘性ややあり。焼土ブロック(径～lcm)少量。

地山ブロック(やや砂質)大量(赤味あり)｡ lOYR3/1黒褐色シルトブロック(径～3m)微量。
21. 2.5Y7/2灰黄色粘土やわらかく粘性非常に強い。 10YR3/1黒褐色シルトブロツク(径～3皿)極微量。
22.5YR4/8赤褐色シルト焼土層。しまりあり。粘性なし。焼成非常によい。
23. 7.5YR5/6明褐色シルト しまりあり。粘性なし。焼成ふつう。

24. 10YR3/1黒褐色シルトブロックと10YR4/2灰黄褐色シルトブロック、地山ブロックの混土層。しまりあり。
25. 24層に似るが、下部に10YR4/1褐灰色シルトブロツク多いo
251． 24層に似るが、 10YR4/1褐灰色シルトプロック大きい。
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1． 10YR3/1黒褐色シルト(やや砂質） しまりあり。地山ブロック経～5nm)少量。
灰白色粒子微量。上層は、上からのカクランの為新しい土力覗入し、茶味強い。

2． lOYR3/1黒褐色シルト(やや砂質） グレー味強い。
地山ブロック(径～3mm)がつぶれた形で全体。

3. 10YR3/1黒褐色シルト しまりあり。地山ブロック大量。

10YR3/1黒褐色シルトプロック(径～5mm) ・10YR3/1黒褐色シルトプロック
（やや砂質・グレー味強い)少量。

4． 10YR3/1黒褐色シルト しまりあり。地山ブロック全体。

41． 4層に似る。

0 1 ：40 2m

-FJ3

RA27 (a-a')

1． 5YR4/6赤褐色シルト焼土層。固くしまる。

粘性ややあり。焼成ふつう。

0 1 :20 1m
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'
・
b-
b'
）

1．
10
YR
3/
1黒
褐
色
シ
ル
ト
(や
や
砂
質
）

し
ま
り
あ
り
。
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
(径
～
5m
)少
量
。
灰
白
色
粒
子
全
体
。

1'
、
1
層
に
似
る
が
、
カ
ク
ラ
ン
の
可
能
性
あ
り
。

2．
10
YR
3/
1黒
褐
色
シ
ル
ト
(や
や
砂
質
）

し
ま
り
あ
り
。
1層
よ
り
グ
レ
ー
味
強
い
。
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
全
体
に
混
入
。

3．
10
YR
3/
1黒
褐
色
シ
ル
ト
(や
や
砂
質
）

し
ま
り
あ
り
。
1層
よ
り
黒
い
。
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
(径
～
2m
)極
微
量
。
灰
白
色
粒
子
微
量
。

4．
10
YR
4/
2灰
黄
褐
色
シ
ル
ト
(や
や
砂
質
）

し
ま
り
あ
り
。
地
山
粒
子
全
体
に
混
入
。

5．
4
層
に
似
る
が
、
や
や
黒
い
。

6．
4
層
に
似
る
が
、
地
山
を
ブ
ロ
ッ
ク
全
体
に
含
む
。

7．
10
YR
4/
1褐
灰
色
シ
ル
ト
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
層
。
や
や
グ
レ
ー
味
あ
り
。
灰
白
色
粒
子
微
量
。
壁
の
崩
落
土
か
？

8．
10
YR
3/
1黒
褐
色
シ
ル
ト
と
10
YR
4/
2灰
黄
褐
色
シ
ル
ト
(と
も
に
や
や
砂
質
)が
横
長
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
入
る
。
し
ま
り
あ
り
。

灰
白
色
粒
子
微
量
。

9．
8層
に
似
る
が
、
1
0
Y
R
4
/
2
灰
黄
褐
色
シ
ル
ト
プ
ロ
ッ
ク
や
や
多
い
。

10
.
10
YR
3/
1黒
褐
色
シ
ル
ト
灰
白
色
粒
子
全
体
。
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
多
量
。
10
YR
4/
1褐
灰
色
シ
ル
ト
プ
ロ
ッ
ク
含
む
。

1
1
．
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
層
。
下
面
被
熱
。
天
井
崩
落
土
。

12
.
1
0
Y
R
4
/
1
褐
灰
色
砂
質
シ
ル
ト

し
ま
り
あ
り
。
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
全
体
。
灰
白
色
粒
子
極
微
量
。

13
．
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
層
。
10
YR
8/
2灰
白
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
(径
～
2c
m)
少
量
。
や
や
被
熱
し
て
い
る
か
？
天
井
崩
落
土
。

14
.
10
YR
3/
1黒
褐
色
シ
ル
ト
(や
や
砂
質
）

し
ま
り
あ
り
。
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
(径
～
3m
臘
量
。

15
.
10
YR
5/
2灰
黄
褐
色
粘
土
質
シ
ル
ト
や
わ
ら
か
い
。
l0
YR
3/
1黒
褐
色
シ
ル
ト
が
ブ
ロ
ッ
ク
(径
～
3皿
臘
量
。

16
.
1
0
Y
R
3
/
1
黒
褐
色
粘
土
質
シ
ル
ト
や
わ
ら
か
い
。
焼
土
ブ
ロ
ッ
ク
(
径
～
1
c
m
撒
鐙
。

17
．
5Y
R5
/6
明
赤
褐
色
シ
ル
ト

し
ま
り
あ
り
。
粘
性
な
し
。
10
YR
3/
1黒
褐
色
シ
ル
ト
が
ブ
ロ
ッ
ク
少
量
。
18
層
が
被
熱
し
た
よ
う
な
土
。

18
.
1
0
Y
R
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
大
量
。
し
ま
り
あ
り
。
焼
土
ブ
ロ
ッ
ク
(
径
～
1
c
m
臘
湿
。

18
1.
18
層
に
似
る
が
、
焼
土
ブ
ロ
ッ
ク
が
下
部
に
集
中
し
て
お
り
、
炭
化
物
(径
～
5血
腫
微
量
。

19
.
10
YR
7/
3に
ぶ
い
黄
澄
色
粘
土
や
わ
ら
か
く
、
非
常
に
粘
性
強
い
o1
0Y
R3
/1
黒
褐
色
シ
ル
ト
を
ブ
ロ
ッ
ク
極
微
量
。
灰
層
？

20
.
1
0
Y
R
2
/
1
黒
色
シ
ル
ト

し
ま
り
や
や
あ
り
。
粘
性
あ
り
。
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
(径
～
5m
)極
微
量
。

21
.
10
YR
3/
1黒
褐
色
シ
ル
ト

し
ま
り
。
粘
性
あ
り
。
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
大
量
。
10
YR
3/
1黒
褐
色
シ
ル
ト
プ
ロ
ツ
ク
少
量
。

21
'.
21
層
に
似
る
が
10
YR
3/
1黒
褐
色
シ
ル
ト
プ
ロ
ッ
ク
や
や
多
く
、
l0
YR
8/
2灰
白
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
(径
5～
20
m戯
壁
。
カ
マ
ド
袖
？

22
.
10
YR
3/
1黒
褐
色
シ
ル
ト

し
ま
り
．
粘
性
あ
り
。
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
(径
～
3m
撒
量
。
焼
土
ブ
ロ
ッ
ク
(径
～
1c
m)
微
量
。

袖
石
堀
方
？
抜
き
取
り
痕
？

23
．
5
Y
R
5
/
8
明
赤
褐
色
シ
ル
ト
焼
土
層
。
固
く
し
ま
る
。
粘
性
な
し
。
焼
成
非
常
に
よ
い
。

R
A
2
8

（
A-
A，

．
BB
，
）

1．
1
0
Y
R
3
/
2
黒
褐
色
シ
ル
ト
後
世
の
カ
ク
乱
層

2．
1
0
Y
R
3
/
2
黒
褐
色
シ
ル
ト
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
・
l
0
Y
R
2
/
1
黒
色
シ
ル
ト
プ
ロ
ッ
ク
が
全
体
に
混
じ
る
。
カ
ク
乱
？

3．
1
0
Y
R
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト
や
や
茶
味
強
い
。
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
徹
量
。

3'
、
3層
に
似
る
。

4．
1
0
Y
R
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
(
径
～
3
c
m
)
少
量
。
炭
化
物
徹
量
。

5．
3層
に
似
る
。
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
少
量
。

焼
土
ブ
ロ
ッ
ク
微
湿
。
下
面
に
沿
っ
て
1
0
Y
R
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト
が
堆
積
。

6．
1
0
Y
R
4
/
1
褐
灰
色
粘
土
質
シ
ル
ト
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
層
。
l
0
Y
R
4
/
1
褐
灰
色
シ
ル
ト
プ
ロ
ッ
ク
少
量
。

7．
1
0
Y
R
4
/
1
褐
灰
色
砂
質
シ
ル
ト

6
層
と
似
る
が
、
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
が
砂
質
。

8．
1
0
Y
R
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
が
全
体
に
少
量
混
じ
る
。
1
0
Y
R
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト
プ
ロ
ッ
ク
微
量
。

l
0
Y
R
4
/
1
褐
灰
色
シ
ル
ト
プ
ロ
ッ
ク
大
量
。

9．
1
0
Y
R
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
と
l
0
Y
R
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト
プ
ロ
ッ
ク
カ
帯
状
に
入
る
。

炭
化
物
・
焼
土
ブ
ロ
ッ
ク
微
量
。

10
.
1
0
Y
R
2
/
1
黒
色
シ
ル
ト
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
極
微
量
。
住
居
床
面
の
す
ぐ
上
に
の
る
層
。

11
．
3'
層
に
似
る
が
、
黒
味
強
い
。
1
0
Y
R
2
/
1
黒
色
シ
ル
ト
プ
ロ
ッ
ク
が
細
か
く
入
る
。

12
.
1
0
Y
R
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
少
量
(
下
部
に
多
く
な
る
)
。
炭
化
物
・
焼
土
ブ
ロ
ッ
ク
微
量
。

13
.
1
0
Y
R
2
/
1
黒
色
シ
ル
ト
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
極
微
量
。
き
れ
い
な
黒
色
層
。

14
.
1
2
層
に
似
る
が
、
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
全
体
に
混
じ
り
、
炭
化
物
・
焼
土
ブ
ロ
ッ
ク
は
極
微
量
。

15
.
13
層
と
似
る
が
、
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
多
い
。

16
.
1
0
Y
R
4
/
1
褐
灰
色
シ
ル
ト

1
0
Y
R
4
/
1
褐
灰
色
シ
ル
ト
が
上
面
に
沿
っ
て
入
る
。
上
面
が
床
面
か
？

17
.
1
0
Y
R
2
/
l
黒
色
シ
ル
ト
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
微
量
。
貼
床
土
？

18
.
1
0
Y
R
2
/
1
黒
色
シ
ル
ト

き
れ
い
な
黒
色
層
の
上
面
に
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
層
が
堆
積
。

19
.
14
層
に
似
る
。

20
.
1
0
Y
R
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト
他
の
1
0
Y
R
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト
層
よ
り
や
や
黒
い
。
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
微
髄
。

炭
化
物
・
焼
土
ブ
ロ
ッ
ク
(と
も
に
径
～
lc
m)
少
量
。

21
.
1
0
Y
R
4
/
1
褐
灰
色
シ
ル
ト
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
少
趾
。
l
O
Y
R
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト
プ
ロ
ッ
ク
極
微
量
。

1
0
Y
R
4
/
1
褐
灰
色
シ
ル
ト
プ
ロ
ッ
ク
や
や
多
い
。
貼
床
。

22
.
1
0
Y
R
4
/
l
褐
灰
色
シ
ル
ト
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
極
微
量
。

23
.
1
0
Y
R
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト
粘
性
．
し
ま
り
あ
り
。
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
(
径
～
5
m
m
)
少
量
・
炭
化
物
(
径
～
3
m
臘
量
。
周
溝
？

24
.
1
0
Y
R
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト

グ
レ
ー
味
強
い
。
地
山
砂
・
シ
ル
ト
プ
ロ
ッ
ク
大
量
、
l
0
Y
R
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト
プ
ロ
ッ
ク
少
量
。

25
.
1
0
Y
R
4
/
1
褐
灰
色
シ
ル
ト
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
大
量
。
l
0
Y
R
2
/
1
黒
色
シ
ル
ト
プ
ロ
ッ
ク
(
径
～
1
c
m
)
少
量
。

璽 彊 の 癖 叩 雪 宿 ）

Ｉ ｃ ｃ ｌ

R
A
2
8

（
c七
'）

1．
10
YR
2/
1黒
色
シ
ル
ト
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
大
逓
。
下
面
に
10
YR
2/
1黒
色
シ
ル
ト
層
状
に
含
む
。
白
色
粘
土
含
む
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RA29 ･ 30 (A-A! ･B-BI)

1～4層=RA29， 5～20層＝RA30

1. 10YR3/2黒褐色シルト RA31A-A'l層と似る。
灰白色粒子含む。後世の掘削層？

2． 10YR3/1黒褐色シルト 1層と似るが、黒い。
3. 10YR3/1黒褐色シルト地山ブロックやや多い。
5層と似るが、灰白色粒子をブロックで含みシャリシヤリいう。
RA29埋土もしくは貼床？

4． 10YR4/1褐灰色砂質シルト地山ブロック多量。
RA29埋土もしくは貼床。

5． lOYR3/1黒褐色シルト 3層と似るがしっとりとしている。
10YR2/1黒色に近いシルトブロック少量。

6． 10YR3/1黒褐色シルト地山ブロック少量。

7.5YR4/1褐灰色シルトブロック多量。
7. 10YR2/1黒色シルト 9． 12層に似る。

地山ブロックの量は9層・7層･12層の順に少なくなる。

8． 10YR4/1褐灰色シルト地山ブロック大量。

9． 10YR2/1黒色シルト 12層に似るが、地山ブロック極微量含む。
10. 10YR2/1黒色シルト地山ブロック多量。
11. 10YR4/1褐灰色シルト地山ブロック大量。

10YR3/1黒褐色シルトプロック微量。

12. 10YR2/1黒色シルト黒いきれいな層。粘性他層よりあり。
13． 10YR4/1褐灰色シルト 地山ブロック少量。
上面が床面で、これに沿って地山ブロック(横に長い)が堆積。
貼床？

14. 10YR3/1黒褐色シルト(やや砂質） グレー味強い。しまりあり。
10YR2/1黒色シルトプロック(径～lcm)少量。
地山ブロック(径～5m)全体。

15. 10YR3/1黒褐色シルトと10YR4/1褐灰色、地山ブロックの混土層
（横に長いブロック） しまりあり。

16. 10YR3/1黒褐色シルト地山ブロック大量。
10YR3/1黒褐色・ 10YR4/1褐灰色シルトブロック少量。

17. 16層に似る。

18． 10YR2/1黒色シルト しまり ．粘性あり。

地山ブロック(径2cm程)少量。
19. 10YR4/1褐灰色シルトしまりあり。地山ブロックを大量に含む。

10YR3/1黒褐色シルトブロック(径～5nm)微量。
20. 19層に似る。

’

o-L』O L=124.800m

b'
■■■■■■■■■

如
一
一

Ｕ
層３ 】YH4ノ l火 妙

l0YR3/2黒褐色シルト地山ブロック少量。灰白色粒子含む。

(=A-A'1層？）
10YR3/1黒褐色シルト 地山ブロックやや多い。炭化物極微量。
10YR3/2黒褐色砂質シルト炭化物(径～1.5cm)。灰白色粒子含む。
10YR3/1黒褐色シルト焼土ブロックやや多い。
炭化物を細長く(径～2m)少量。
10YR3/1黒褐色シルト上部から焼土ブロック層・灰層．黒色層が
層状に堆積。焼土ブロック層は4層より多く粒径大きい。

2層に似る。灰白色ブロック(径～5mm)極微量。
l0YR3/1黒褐色シルト焼土ブロックやや多い(4層より細かい)。
袖石堀方。

7.5YR3/1黒褐色シルト焼土層。被熱弱い。
10YR3/1黒褐色シルト地山ブロック極微。灰白色粒子含むか？
9層に似るが、灰白色ブロック(径～2m)微量含む。
9層に似るが、地山ブロック少最。
7.5YR3/1黒褐色シルトやや赤味あり。
地山ブロック・炭化物・焼土ブロック少量。

10YR4/1褐灰色砂質シルト地山ブロック大量。
炭化物・焼土ブロック微量。

炭化物・焼土ブロック少量。土器片含む。

10YR4/1褐灰色砂質シルト地山ブロック層。
焼土ブロック(径～5cm)やや多い。
10YR3/1黒褐色シルト他層よりやや粘性あり。
地山ブロック微量。下面に10YR3/1黒褐色シルト層が入る。
天井崩落土？

10YR3/l黒褐色シルト

地山ブロックやや多い(細長く帯状に斜めに入る)。
l0YR2/1黒色シルト地山ブロック少量。

5YR5/4にぶい赤褐色砂質シルト焼土層。23層が被熱。
10YR4/1褐灰色砂質シルト地山ブロック少最。
炭化物・焼土ブロック微量。以下堀方埋土。
10YR2/1黒色砂質シルト地山ブロック層。
10YR2/1黒色シルトブロック極微量。

10YR2/1黒色シルト地山ブロック少量。土器片含む。
21層に焼土ブロック多量。
10YR4/1褐灰色砂質シルト地山ブロック大量。

10YR4/1褐灰色シルトブロックが細かい(径～5mm)。
10YR3/1黒褐色シルト地山ブロック極微量。
炭化物・焼土ブロック微量。

e上

１
２
３
４
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６
７
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９
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ｕ
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15

●
●
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●
●
●
●
●
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６
７
８
９
０
１
２
３
４

１
１
１
１
２
２
２
２
２

一go L＝124.800m

A29･30 (c-c')

1. (=A-A!1層）
2.10YR3/1黒褐色シルト地山ブロックやや多い。 10YR3/1黒褐色シルトブロックやや多量。
3． 10YR4/1褐灰色砂質シルト 地山ブロックやや多量、細かく入る。

4． 10YR3/1黒褐色シルト地山ブロックやや多い。灰白色ブロック(径～3m)微量。 (=A-AI3層？）
5. 10YR3/1黒褐色シルト やや赤味のある10YR4/1褐灰色シルト含む。カマド焼土の残存？
6． 10YR3/1黒褐色シルト (=A-A'5層) 0 1 :20 1m

－－－－－
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1：400 2m

－

RA31 (A-A1 ･B-B')

1． 10YR3/2黒褐色シルト(やや砂質）茶味が強い。地山ブロック微量。炭化物極微量。後世の掘削層？
2.10YR4/1褐灰色砂質シルト地山ブロック少量。下面に10YR4/1褐灰色シルトが薄く水平に堆積する。
住居埋土。住居中央部と南東側に一部残るのみ。

21． 2層に似るが、底面に10YR4/1褐灰色シルトが入らない？
3.10YR3/2黒褐色 1層の主体土と10YR3/1黒褐色シルトがややマープル状に混じる。
後世の掘削または堀方埋土と思われるが、RA32との重複部のため、 1 ． 4層とは土が異なる。

4． 10YR4/1褐灰色砂質シルト地山ブロック多量。住居堀方埋土。RA32の煙道部上位部分では、
10YR4/1褐灰色シルトがやや多くなり、炭化物も微量含む。

5． 10YR3/1黒褐色シルト地山ブロック少量。炭化物微量。住居堀方埋土。
RA32床面の炭あるいはカマドが付近の炭化物が混入、性格としては4層と同じ。

第58図RA31住居跡(1)
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G．旦一一旦O L=124.800m

=ラ ミ=土＝ゞ

b
－ ｡ L＝1Z4.8(X」

＝工翼罵燕二＝三二＝ｰ
十(8厚

I

oL_且o L=124.800m 4

一一一二豆こ三三三三一ﾜ乱＜ここ

RA31 (a-a! ・b-b')

1． 10YR3/2黒褐色シルト炭化物・焼土ブロックやや多い。

2． 10YR3/2黒褐色シルト炭化物・焼土ブロック少量。

3.10YR3/2黒褐色シルト 2層と似るが、焼土ブロックやや多い。

4． 10YR5/2灰黄褐色粘土質シルト細かい焼土ブロック・炭化物少量。
灰白色粒子微量。天井・袖崩落土？

5． 10YR3/2黒褐色シルト地山ブロック･10YR3/1黒褐色シルト

RA31 (c-c')

1. (=A-A'1層？）
2.10YR3/1黒褐色砂質シルト地山ブロック少量。

10YR4/1褐灰色シルトプロック多量。下面に炭化物入る。

3. (=A-A|4層？）
4． 2層に似るが、炭の面で分層。やや黒いか？

ブロック少量。

10YR3/1黒褐色砂質シルト地山ブロックやや多い。貼床？
5YR4/1褐灰色砂質シルト プロック層。炭化物微量。
5YR4/1褐灰色砂質シルト焼土層。

9層が被熱しているためか、黒っぽい焼土。

10YR4/1褐灰色砂質シルト地山ブロック多量。堀方埋土？

0 1ml ：20

●
●
●

６
７
８
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－－－－倍一一一一引RA32 (A-A! ･B-B! ・C-CI)
1～5層=RA31 ， 6～11層＝RA32

1． 10YR3/2黒褐色シルト RA31 A-A'1層に似る。後世の掘削層か？
2． 10YR4/1褐灰色砂質シルト 7層より暗い。地山ブロック少量。灰白色火山灰ブロック極微量。
3.10YR4/1褐灰色砂質シルト地山ブロックが細かく微量入る。
4.10YR4/1褐灰色砂質シルト地山ブロック(砂質)大量。貼床｡ 7層の上位部では土が変わる。掘方埋土。
5． 10YR3/2黒褐色シルト RA31 A-AI3層に似る。
6． 7層に似る。カクラン層？マーブル状に混じる。
7. 10YR4/1褐灰色シルト地山ブロック少量｡ lOYR3/1黒褐色シルトブロック微量。
カヤ状の炭化材または10YR4/1褐灰色シルトが下面に沿って堆積する。

8． 7層に似るが、炭の入る面で分層。やや地山ブロック少ないか？

9． 10YR4/1褐灰色砂質シルト地山ブロック多量。貼床。
10. 10YR2/1黒色砂質シルト地山ブロック大量。貼床。
11. 10YR4/1褐灰色シルト地山ブロック微量。炭化物・焼土ブロック少量。カマド煙道部？

o且_且。 L＝124.700m

I

o4-LO L=124.700m

RA32 (a-a! )

1.7.5YR4/3褐色シルト E

粘性なし。焼成やや悪い。

固
RA32 (b-b! )

1.10YR4/2灰黄褐色シルトと地山の混土層。

炭化物少量含む。

くしまる。

0 1 ：20 1m

信一一茸
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RA33 (C-CI)

0． 10YR3/3暗褐色シルト しまっている。榿色礫(径2～5m)少量。
部分的に拳大の礫含む。水田造成時盛土。

0 2m1：40

引一一計

1． 10YR2/1黒色シルトと10YR3/1黒褐色砂質シルト(火山灰含み白っぽい)の交互堆積。
住居中心に向かってレンズ状堆積。

2． 10YR2/1黒色シルト 1層より黒っぽい。

3． 5YR5/6明赤褐色焼土と10YR3/1黒褐色砂質シルトの混合層。 (A-A' ・BB'の4．5層と同義）

4． 10YR3/1黒褐色砂質シルト地山ブロック極微量。9．5．6層より地山土少なく黒っぽい。新期住居壁際の壁溝埋土？

5． 10YR3/1黒褐色砂質シルト 2.5Y6/3にぶい黄色砂質シルトプロック(地山ブロック)多量。 (A-A'の12層と同義）
6． 10YR3/1黒褐色砂質シルト 2.5Y6/3にぶい黄色砂質シルトプロックを上半につぶれた状態で含む。 (A-A'の10層と同義）

7． 10YR3/1黒褐色砂質シルト地山ブロック(径5～30mm)多量。 (10層を切る掘り込み。 ）
8． 10YR2/1黒色シルト地山ブロック(径20～50m)多量。堀方埋土？
9． 10YR3/1黒褐色砂質シルト 4層より白っぽい。

10． 10YR2/1黒色シルト地山ブロック(径10～30m)多量。8層に似る。堀方埋土？
11． 25Y6/3にぷい黄色砂質シルトとl0YR4/1褐灰色粘土の混合層。いずれも地山土。 (10YR4/1褐灰色粘土は地山に挟まるバンド堀方埋土？

第63図RA33住居跡(2)
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RA33 (A-A'･B-BI)

1.10YR3/1黒褐色シルト(2層より白っぽく、やや砂質帯びる）
地山粘土ブロック・灰白火山灰ブロック含む。

2.10YR2/1黒色シルト最も黒味あり。純粋な層。
3.10YR2/1黒色シルト地山ブロック少量。
4.5YR5/6明赤褐色焼土上面に炭化物・灰。
5． 5YR5/6明赤褐色焼土上面に炭化物・灰。
6． 4．5層に似る。

7.10YR3/1黒褐色砂質シルトと2.5Y6/3にぶい黄色砂質シルト
（地山士)ブロック(大量)の混土層。壁崩落土又は貼床、或いは、
南壁際のテラス状(段状)施設か？

8． 12層に似る。

9.10YR3/1黒褐色砂質シルト 1 ． 7層より純粋o混入物少ない。
10. 10YR3/1黒褐色砂質シルト 地山ブロックやや多い。
炭化物含む。東壁土坑出土遺物は本層に含まれる。

ll. 10YR3/1黒褐色砂質シルト 25Y6/3にぶい黄色シルトブロックを
上面(半)につぶれた状態で含む。この層上面が新期床面。
上面に炭化物・焼土・灰(焼失時床面か)。

12. 10YR3/1黒褐色砂質シルト 2.5Y6/3にぶい黄色砂質シルト
（地山士)ブロック多量。この層上面が古期床面。

13．

14. 10YR4/2灰黄褐色粘土質シルトブロックと地山粘土ブロックの混土層。
10YR2/1黒色シルトブロック極微量。古期住居堀方埋土。

リ

o-L
a
－O L＝125.000m

地山

b
－O L＝125.000m ｡且

撹乱 撹乱

、一一一一一一一一

I

o-L-gO L=125.000m

~…

0 1m1 ：20

－

RA33 (c-ci)

1. 10YR4/2灰黄褐色砂質シルト地山ブロック・炭片経10~鋤nnj・
焼土ブロック少量。

2.10YR6/3にぶい黄榿色シルト(地山士） ブロック層
炭片(径10～20m)少量。

3.10YR2/1黒色シルト地山ブロック(径l～2mm)少量。炭微量。
4． 10YR2/1黒色シルト地山ブロック(径10～別mm)多量。炭微量。
5． 10YR2/1黒色シルト 3層と同じ。

6． 10YR2/2黒褐色シルト 3･4．5層の黒色土より赤味もつ。
7． 10YR4/2

地山ブロック微量。

8． 10YR2/2黒褐色シルト地山ブロック・炭片少量。

9．焼土層(2次堆積）
10．炭化物層

ll．乳白色灰層

12．焼土

RA33 (a-a1 ・b-b!)

1. 10YR3/1黒褐色シルト地山ブロック(径5～10mm)やや多い。
2.10YR2/1黒色シルト焼土ブロック多量。袖、天井崩落土。

3．乳白色灰層。上面に炭化物やや多い。 （カマド内の灰・炭）
4．焼土

4'・ 10YR2/1黒色シルト地山土ラミナ状に入る。

ブロックが上方からつき固められたようにつぶれている。貼床士？

5． 10YR3/1黒褐色シルト(全体やや砂勧しまっている。炭極微量。
6.10YR3/1黒褐色シルト(全体やや砂質） しまっている。
地山ブロックやや多い。

7.10YR2/1黒色シルト(全体やや砂質） しまっている。炭少量含む。
8.10YR3/1黒褐色砂質シルト地山(径5～30mm)ブロック多量。
9.10YR3/1黒褐色シルト地山ブロック少量。新期住居堀方埋土。
10． 10YR3/1黒褐色シルト地山ブロック(径10～30m)多量。

新期住居堀方埋土。

11. 10YR3/1黒褐色砂質シルト地山粘土・砂多量。古期堀方埋土。

第64図RA33住居跡(3)
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RA34 (A-A! ･B-BI)

1.10YR3/1黒褐色砂質シルト地山ブロック(径l～2m)含む。灰色火山灰粒含むか？2層より全体白味。
1'、 2層と酷似。

2.10YR3/1黒褐色シルト混入物ほとんどない層。
3.10YR3/1黒褐色砂質シルト 1層と差なし。
4.10YR3/1黒褐色シルト 2層と酷似。

5． 10YR3/1黒褐色砂質シルト地山ブロック(径5～10m，白味少ない)少量。 1．3層によく似るか？
6.10YR3/1黒褐色砂質シルト地山ブロック多量。
7.10YR3/1黒褐色シルト地山粘土(径50～100nm) ・砂多量。
8． 10YR3/1黒褐色地山ブロック(径2～10m)少量。
9． 10YR2/1黒色シルト地山ブロック少量。

10． 10YR3/1黒褐色シルト西壁際土坑埋土(カクラン？)。
11． 7層に似る。住居プラン外の掘り込み、又は拡張部？

-LO L=125.200m
I

C且
地山

焼土

-LO L=125.200m ｡且

零
一
一

口
■

0 1:20 1m

トー－‐－－→

RA34 (a-a' ・b-b')

1.10YR3/1黒褐色砂質シルト灰白色粒子含み白味。炭化位微量。

2.10YR5/3にぶい黄褐色粘土ブロックと5YR5/8明赤褐色焼土ブロック

（径20～30m)の混土層。天井崩落土。
3.10YR8/3浅黄榿色粘土(灰層？）
4． 10YR4/2灰黄褐色砂質シルト天井崩落地山土。
5.10YR2/1黒色シルト

6.10YR2/1黒色シルト地山ブロックやや多い。
7.10YR4/2灰黄褐色砂質シルト地山粘土混土。

8． 10YR2/1黒色シルト地山ブロック多量。
9.10YR5/3にぷい黄褐色砂質シルト lO層との境音紛力鞁熱している。

袖の崩落土。 10層より白っぽい。

10.10YR5/2灰黄褐色砂質シルト カマド袖構築土。

内側が被熱している。黒色土微量含む。

ll.10YR5/2灰黄褐色砂質シルト地山ブロック・ 10YR5/2灰黄褐色
シルトプロック全体。黒色士微量。

12． 10YR5/2灰黄褐色砂質シルト 11層と似るが地山ブロック多い。
13. 10YR5/2灰黄褐色砂質シルト カマド袖構築土と似るが、地山

ブロック・ 10YR2/1黒色シルトは10層よりやや多い。

14. 10YR2/1黒色砂質シルト 地山ブロック・黒色土ブロック・

10YR5/2灰黄褐色ブロックを全体にまだらに含む。貼床。

RA34ppl．2

ppl．2とも同じ埋土
1層上部にはカクラン層に含まれる礫が食い込むように入る。

造成時に上から押しつけられた
窪みの可能性あり。

1.10YR3/1黒褐色砂質シルト

2.10YR2/1黒色シルト地山ブロックやや多い。掘りすぎ？

RA34pp3･4．5．11
1． 10YR3/1黒褐色砂質シルト炭化物極微量。

壁際、堀方(周溝？)の底面からは浮いた状態。
床面と同じレベルで円形プランを検出。

RA34pp6
1． 10YR3/1黒褐色砂質シルト地山ブロック・ 10YR4/1褐灰色

シルトブロックを全体に含む。

RA34pp7
1． 10YR3/1黒褐色砂質シルト

ブロック多量。黒色土微量。

地山ブロック・10YR4/1褐灰色

RA34pp8

1. pp7の埋土に似る。

RA34pp9
1.10YR3/1黒褐色砂質シルト地山ブロック少量。

10YR4/1褐灰色シルトプロック多い。黒色土微量。
1層より2層の方が暗く、 2層は焼土ブロック含む。

RA34pplO

1． 10YR3/1黒褐色砂質シルト地山ブロック・砂・l0YR4/1

褐灰色シルトブロック含む。他のpitと少し違う。

第66図RA34住居跡(2)
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RA36 (A.A!・B-BI)
1． 10YR2/1黒色シルト
2． 10YR6/4にぶい黄榿．10YR6/4にぶい黄榿色 砂質シルト

地山砂ブロック層。

10YR3/1黒褐色砂質シルト地山

炭微量。

10YR2/1黒色シルト地山ブロッ

床直上に点在する層。

10YR2/1黒色シルト 4層によく1

壁溝埋土と同じ。

ルト地山

A!
－

A
－

雪豐一土＝=一 ブロック少量。

地山ブロック微量。

4層によく似る。

●
●
●

３
４
５

4

○且B
－

三一二豊二と一二一=皇 2m0 l ：40

－－F－－

RA36 (a-a! ・b-b')

1.10YR2/1黒色シルト焼土ブロックやや多い。
炭少量。

2． 10YR3/1黒褐色シルト

3.10YR3/1黒褐色シルト地山砂含み、全体に白味。
4． 10YR2/1黒色シルト l層より焼土ブロック多い。

5.10YR8/3浅黄榿色粘土灰層？

6． 10YR3/1黒褐色砂質シルト焼土ブロック多量。
7． 10YR3/1黒褐色シルト地山砂多量。煙道天井崩落土。
8.10YR3/1黒褐色シルト 2.5YR3/1暗赤灰色シルトプロ

ック多量。
9． 10YR3/1黒褐色砂質シルト地山ブロック多量。
10． 10YR3/1黒褐色シルト炭化物・焼土ブロック少量。

11. 10YR3/1黒褐色シルト焼土ブロック多量。
4層より少ない？

12. 7.5YR6/8榿色砂質シルト焼土層

13． 10YR3/1黒褐色砂質シルト 10YR4/2灰黄褐色シルト

プロック多量。黒褐色土微量。カマド袖。

14． 10YR3/1黒褐色砂質シルト地山ブロック(砂質)多量。
黒褐色土含む。カマド堀方？

15． 10YR3/1黒褐色砂質シルト地山ブロック多量。
以下袖石堀方。

16. 10YR3/1黒褐色砂質シルト地山ブロック微量。

17. 10YR3/1黒褐色砂質シルト地山ブロック多量。

黒褐色土微量。袖材の堀方。

1
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RA35 (A-A! ・B-B!)

1． 10YR2/1黒色シルト きれいな黒土。

2． 10YR2/1黒色シルトと10YR3/1黒褐色シルトの混土層。地山粘土(径2～3mm)少量。
3． 10YR3/1黒褐色シルト全体に白っぽいo2～4層間の漸移層的なもの。
境界不明瞭。地山ブロック(径2～3m)少量。

4． 10YR4/4褐色少量(やや砂質）地山ブロック(径5～10mm)少量。
5.10YR2/1黒色シルト 1．2層に似る。

6． 5層に似る。周溝。
0 1 ：40 2m
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RA37カマド南際土坑（割

1． 10Y皿/2灰黄褐色粘土質シルト炭化物・焼土ブロック含む。

（＝AA顕）
2． 10Y皿/荻黄褐色・10Y”率白色粘土の混土層。炭片やや多い。

3． 10Y皿/2灰黄褐色粘土質シルト炭極微量｡

（混入物他層に比して少な”
4． 10Y皿/2灰黄褐色シルト地山ブロック・炭ｲ鋤．焼十粒鐙匙

5． 10Y剛/2灰黄褐色粘土質シルト 3層によく似る。

RA37 （A員A）

1． 10Y通/2黒褐色シルト現表土{造成後の水田耕作土）
2． 10Y皿/2灰黄褐色粘土質シルト造成盛土
3． 10Y忠/1黒褐色シルトやや砂質。全体に灰白色粒子を含み白1束

3L 10YIB/1黒褐色シルト 3層によく似るが灰白色粒子少なく、

3層より暗い。

4． 10Y理/1黒色シルト 3．3層よりずっと黒味ある。

地山が巻き上げられたように混入する。

住居床面に観察される鍾伐､程の小凹埋土とよく似る。

5． 10Y“2灰黄褐色粘土質シルト炭・焼土ブロック混土。

カマド周辺の崩落土？

6． 10Y理/l黒色シルト

一
一

八
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3．掘立柱建物跡

掘立柱建物跡は14棟検出された。住居跡の埋土に類似しており、集落の形成期に近いと思われるもの2棟、

RG22の埋土と類似するために集落形成期以降と考えられものが12棟である。前者は、C区北部のRBOl、

B3区南部のRBO2で、遺跡の南北端を走る旧河道のすぐ手前側（集落内側）に位置する。後者はRBO3~

14でD区北部に集中している（以下「D区掘立柱建物跡群｣)。 （第71図・写真図版48）このD区掘立柱建物

跡群は、溝及び古期掘削痕と重複している。特に古期掘削痕は、検出面及び遺構底面に円～楕円形の工具痕

が残存し、柱穴と区別が難しい。この工具痕すべてを調査期間内に掘り下げることは不可能である上に、調

査区を2カ年にわけて調査を行っており単年度では柱配置を検討しきれず、柱穴すべてを確認しきれていな

い可能性が高い。また掘削痕との新旧関係は把握できなかった。

この他にも調査区内では柱穴状の小穴が多数検出された。これらは柱痕が確認できるもの、礎石や礎板、

根固め石が用いられている例も多く、掘立柱建物跡を構成する柱穴であると思われる。その中に等間隔の柱

間をもち列状に並ぶものも確認できたが、調査区が南北に細長い形状であるため、掘立柱建物の復元にまで

至らなかった。これらのものを一括して、柱穴状土坑として掲載することとする。 （表4） （第81～86図、写

真図版49．50）

RBO1掘立柱建物跡（第69図、写真図版47)

<位置・検出状況>Cl･2区、 IB8jグリッド付近に位置する。Ⅵ層上面で検出した。

<規模・方向＞南北2間、東西2間の掘立柱建物跡である。規模は、東西3.1m，南北2.8m・軸方向はN－

80o－Eである。

<柱問＞東西方向1.60～1.65m、南北方向でl.4mである。

<柱穴>Cl区pl～7， 7個使用している。北西端はトレンチにより消失したものと思われる。開口部径

は30～40cm程度である。 plの検出面を基準とした深さはplが浅く22cm、 p2 ･ 7が約25cm， p3～6が

深く45cm前後である。埋土は地山士を混入する黒褐色土または褐灰色土を主体とし、 p6には柱痕が確認さ

れている。埋土中に灰白色粒子は含まれない。

<重複>p7がRZO1-1新期掘削痕と重複しこれに切られる。重複はしないが南へ3.5mの所にRAO1住居

跡が位置する。

<時期＞埋土の状況から古代、集落形成期に近い時期に相当するものと考えられる。RAO1住居跡とは軸方

向がほぼ90°違いで同一の軸を想定してたてられた可能性がある。

<遺物＞須恵器小片が出土している。

RBO2掘立柱建物跡（第70図、写真図版47)

<位置・検出状況>B3区、 IF24kグリッド付近に位置する。Ⅵ層上面で検出した。

<規模・方向〉南北2間、東西2問の総柱の掘立柱建物跡である。規模は一辺3m・軸方向はN-12o－E

である。

<柱間＞南北方向1.50m，東西方向で1.45～l.50mである。

<柱穴>B3区p2～7 ･ 12～14， 9個使用している。底面標高は124.54～124.70m，埋土は地山士を少量混

入した黒褐色士である。

<重複〉重複する遺構はない。
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<時期＞埋土の状況から古代、集落形成期に近い時期に相当するものと考えられる。
<遺物〉なし。

RBO3掘立柱建物跡（第72図）

<位置・検出状況>D1 ． 2区、 IC1Oxグリッド付近に位置する。Ⅵ層上面で検出した。

<規模・方向〉桁行6.4m、梁間5.7mの掘立柱建物跡である。軸方向はN-85o－Eo

<柱間〉桁行が140cm・280cm･220cm、梁間が220cm･212cm･120cmである。

<柱穴>D1区(=<02>) p36･37･39．42．43･44(=D2区p35) ・50･54．62，D2区(=<01>) p

1 ． 2 ． 5 ． 19．21 ．26．32の16個使用している。D2区p26．32を除いたすべてに根固め石が用いられて

いる。D1区p42では、底面のほぼ中心部に片平な礫が敷かれ、これを囲むように礫が積み上げられていた。

恐らくこの中心部に礫の上に柱を据えたものと考えられるが、柱痕は確認できなかった。Dl区p43では黒

色土を主体土とする柱痕がみられ、礫は柱痕の外周側に沿うように設置されており、Dl区p44･50では上

面が平坦な礫が底面に貼り付いて出土している。Dl区p62では底面に置かれた礫の上に柱材が据えられた

まま出土した。柱材は丸木で径38×30cm、残存高10cm程度である。埋土上部には柱材は残存せず、その代わ

りに炭化物を微量含む黒褐色土の柱痕がみられた。掘方埋土は灰白色粒子を含む黒色～黒褐色土を主体とし

ている。D2区pl9を挟んで、南北方向に溝状掘込みがある。溝内には地山土・灰白色粒子を含む黒色土が

堆積し、底面には工具痕がみられないことから周囲にある掘削痕とはやや様相が異なる。しかしpl9の北側

には柱穴が検出されておらず、本遺構に伴うものかどうか判別できなかった。

<重複>RB05．07．09･ 10･ 11 ． 14とプランが重複するが切りあう柱穴はなく新旧関係は不明である。ま

たRB13のp27．54･38が本遺構のp26･55･39がそれぞれ重複し､切り合い関係からRB13の方が新しい。

RG20とDl区p37．D2区p21、RDO7とDl区p54が重複し、両者とも本遺構の方が新しい。RG21と

D2区plも重複する。 plを掘りあげた後にRG21の存在に気づいたため切り合い関係は確認できなかっ

たが、柱穴を先に検出できたということから、恐らく本遺構の方が新しいものと思われる。

<時期〉重複関係・埋士の状況から本遺跡の竪穴住居跡を中心とする集落形成期よりも新しいものと想定さ

れる。

<遺物>D1区p36から羽口が一点（写真図版94)、D1区p62から土師器の小片が出土している。

RBO4掘立柱建物跡（第72図）

<位置・検出状況>D1区、 IC10uグリッド付近に位置する。西側は調査区外へと延びる。Ⅵ層上面で検

出した。

<規模・方向〉桁行4.3m以上、梁間4.8mの掘立柱建物跡と推定される。軸方向はN-84o－E｡

〈柱間＞桁行が220cm･180cm，梁間が240cmである。

<柱穴>D1区p12． 15．28･32･34．58の6個使用している。柱痕はp28のみで確認された｡それ以外の

柱穴はすべて根固め石を持つ。p15．34では上面が平坦な礫が底面に貼り付いて出土している。掘方埋土は

灰白色粒子を含む黒褐色土を主体としている。

<重複>RB06･08とプランが重複するが切りあう柱穴はなく新旧関係は不明である。

<時期〉出土遺物、埋士の状況から本遺跡の竪穴住居跡を中心とする集落形成期よりも新しいものと想定さ

れる。
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<遺物>D1区p58から須恵器壺類胴部が出土している。 （第125図・写真図版94)

RBO5掘立柱建物跡（第73図）

<位置・検出状況>Dl ． 2区、 ID10aグリッド付近に位置する。西側は調査区外へと延びる。Ⅵ層上面

で検出した。

<規模・方向＞桁行6.6m以上、梁間5.2mの掘立柱建物跡と推定きれる。軸方向はN-70°－E｡

〈柱間〉桁行は180cm間隔、梁間は520cmである。

<柱穴>D1区p23･70･72･75，D2区plOの5個使用している。北側で検出きれた柱穴は1基のみであ

るが、南側の柱穴と対になると想定される箇所はRG20と近接しており見落とした可能性がある。柱痕を確

認したのはD1区p23のみで、地山土を極微量含んだ黒褐色土である。掘方埋士は灰白色粒子を含む黒褐色

土を主体としている。 p70･72･75は地山土の多少でそれぞれ下部・上部2層に細分きれる。

<重複>RBO3・07･09･ 10． 13･ 14とプランが重複するが、切りあう柱穴はなく新旧関係は不明である。

D1区p23とRG20も重複するが、新旧関係は確認できなかった。

<時期＞埋土の状況から本遺跡の竪穴住居跡を中心とする集落形成期よりも新しいものと想定される。

<遺物＞なし。

RBO6掘立柱建物跡（第73図）

<位置・検出状況>Dl･2区、 IClluグリッド付近に位置する。西側は調査区外へと延びる。Ⅵ層上面

で検出した。

<規模・方向〉桁行6.0m以上、梁間6.0mの掘立柱建物跡と推定される。軸方向はN-82○一E・

〈柱間＞桁行は188cm間隔、梁間は222cm･188cmである。

<柱穴>D1区pl6．30．31 ･53，D2区p37．40の6個使用している。掘削痕付近では柱穴を見落とした

可能性がある。柱痕はD1区p30．31， D2区p37で確認された。 p30･31は柱痕の断面形がロート状にな

っており、柱が抜き取られた可能性がある。またp31は柱痕の底面と外側に礫が出土している。掘方埋土は

灰白色粒子を含む黒～黒褐色土を主体とする。

<重複>RBO4･08とプランが重複するが、切りあう柱穴はなく新旧関係は不明である。

<時期〉埋土の状況から本遺跡の竪穴住居跡を中心とする集落形成期よりも新しいものと想定される。

<遺物〉遺物は出土していない。

RBO7掘立柱建物跡（第74図）

<位置・検出状況>Dl･2区、 ID8aグリッド付近に位置する。東側は調査区外へと延びる。Ⅵ層上面

で検出した。

<規模・方向＞桁行4.2m以上、梁間3.64mの掘立柱建物跡と推定される。軸方向はN-69．－W。

〈柱間＞桁行は168. 188cm，梁間は364cmである。

<柱穴>Dl区p20，D2区p3 ． 12･ 13･25の5個使用している。柱痕はD1区p20で確認された。掘方

埋士は灰白色粒子を含む黒～黒褐色土を主体とする。

<重複>RBO3．05･09･ 10． 11 ． 12･ 13． 14とプランが重複するが、切りあう柱穴はなく新旧関係は不明

である。
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<時期〉埋土の状況から本遺跡の竪穴住居跡を中心とする集落形成期よりも新しいものと想定される。
<遺物〉なし。

RBO8掘立柱建物跡（第74図）

<位置・検出状況>Dl･2区、 IC10uグリッド付近に位置する。西側は調査区外へと延びる。Ⅵ層上面
で検出した。

<規模・方向〉桁行5.5m以上、梁間4.6mの掘立柱建物跡と推定される。軸方向はN-76．－W。

〈柱間〉桁行は168. 188cm、梁間は460cmである。

<柱穴>Dl区pl4･52．59．61の4個使用している。柱痕は確認されていない。 pl4．52･59では上面が

平坦な礫が底面に貼り付いて出土している。 p59では側面にも根固め石が認められる。掘方埋土は灰白色粒

子を含む黒褐色土を主体とする。D1区p21，D2区p23は地山土の多少でそれぞれ下部・上部2層に細分

される。

<重複>RBO4・06とプランが重複するが、切りあう柱穴はなく新旧関係は不明である。

<時期〉埋土の状況から本遺跡の竪穴住居跡を中心とする集落形成期よりも新しいものと想定される。

<遺物〉なし。

RBO9掘立柱建物跡（第74図）

<位置・検出状況>Dl･2区、 ID10aグリッド付近に位置する。Ⅵ層上面で検出した。

<規模・方向〉桁行5.6m、梁間3.64mの掘立柱建物跡と推定される。軸方向はN-82o－Eo

<柱問〉桁行は188cm間隔、梁間は364cmである。

<柱穴>D1区p21 ･67， D2区pl5．23の4個使用している。柱痕は確認されていない。掘方埋土は黒～

黒褐色土を主体とする。

<重複>RBO3．05．07･ 10･ 11 ． 12． 13･ 14とプランが重複するが、切りあう柱穴はなく新旧関係は不明

である。D2区pl5とRG20は重複するが切りあい関係は把握していない。その他北側も溝プラン内に柱穴

が存在した可能性があるが、確認できなかった。

<時期＞埋土の状況から本遺跡の竪穴住居跡を中心とする集落形成期よりも新しいものと想定される。

<遺物>D2区p23で土器片が出土している。

RB10掘立柱建物跡（第74図）

<位置・検出状況>Dl･2区、 IC9yグリッド付近に位置する。東側は調査区外へと延びる。Ⅵ層上面

で検出した。

<規模・方向〉桁行5.6m以上、梁間4.06mの掘立柱建物跡と推定される。軸方向はN-82．－W。

〈柱間〉桁行は203cm間隔、梁間は406cmである。

<柱穴>D1区p41 ･49･56．66，D2区p7の5個使用している。柱痕は確認きれていない。Dl区p66

では底面に礫が貼り付いている。掘方埋土は黒褐色士を主体とする。灰白色粒子の有無は不明である。

<重複>RBO3･05･07･09･ 11 ． 13とプランが重複するが、切りあう柱穴はなく新旧関係は不明である。

RB14とはプラン及び柱穴が重複する。RB14p40と本遺構のp41で、切り合い関係からRB14の方が新し

いと判断される。またp41はRG21と重複するがこちらの新旧は不明である。 p49はRDO7と重複しこれよ
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りも新しい。

<時期＞重複関係、埋土の状況から本遺跡の竪穴住居跡を中心とする集落形成期よりも新しいものと想定さ

れる。

<遺物〉なし。

RB1 1掘立柱建物跡（第75図）

<位置・検出状況>D2区、 IC7yグリッド付近に位置する。東側は調査区外へと延びる。Ⅵ層上面で検

出した。

<規模・方向〉桁行2.6m以上、梁間4.0mの掘立柱建物跡と推定される。軸方向はN-86．－W｡

〈柱間＞桁行は188cm，梁間は188cm･212cmである。

〈柱穴>D2区p4 ･ 16･20．28の4個使用している。 p4で柱痕が確認された。掘方埋土は黒色土を主体

とし、灰白色粒子の有無は不明である。

<重複>RBO3．07･09． 10． 14とプランが重複するが、切りあう柱穴はなく新旧関係は不明である。RB

13とはプラン及びRB13p27と本遺構のp28が重複する。柱穴の切り合い関係からRB13の方が新しいと判

断される。

<時期＞埋土の状況から本遺跡の竪穴住居跡を中心とする集落形成期よりも新しいものと想定される。

<遺物＞なし。

RB12掘立柱建物跡（第75図）

<位置・検出状況>Dl･2区、 ID9cグリッド付近に位置する。東側は調査区外へと延びる。Ⅵ層上面

で検出した。

<規模・方向〉桁行6.5m以上、梁間不明の掘立柱建物跡と推定される。軸方向はN-85．－W。

〈柱間＞桁行は212cm、224cmである。

<柱穴>Dl区p68，D2区p8 ･22の3個使用している。D2区p22で柱痕が確認された。掘方埋土は黒

色～黒褐色土を主体とする。灰白色粒子の有無は不明である。南側は北側よりも検出面が20cmほど低くなっ

ているので柱穴が消失している可能性がある。

<重複>RBO5･07．09． 11 ･ 14とプランが重複するが、切りあう柱穴はなく新旧関係は不明である。

<時期＞埋土の状況から本遺跡の竪穴住居跡を中心とする集落形成期よりも新しいものと想定される。

<遺物〉なし。

RB13掘立柱建物跡（第75図）

<位置・検出状況>Dl ． 2区、 ID10bグリッド付近に位置する。東側は調査区外へと延びる。Ⅵ層上面

で検出した。

<規模・方向〉桁行7.3m以上、梁間288mの掘立柱建物跡と推定される。軸方向はN-81o－E。

〈柱間〉桁行は212cm間隔、梁間は288cmである。

<柱穴>Dl区p38･55･71，D2区pll ･27の5個使用している。柱痕は確認されなかった｡Dl区p55

は根固め石を使用している。掘方埋士は黒色～黒褐色土を主体とする。灰白色粒子の有無は不明である。

<重複>RBO5．07．09･ 10． 12． 14とプランが重複するが、切りあう柱穴はなく新旧関係は不明である。
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RB11とはプラン及び柱穴が重複する。RB11p28と本遺構のp27で、切り合い関係から本遺構の方が新し

いと判断される。またRBO3D2区p26．Dl区p39．54と本遺構p27．39．55とがそれぞれ重複する。や

はり切り合い関係から本遺構の方が新しい。 p55はRDO7とも重複し、 RDO7方が古い。

<時期＞埋土の状況から本遺跡の竪穴住居跡を中心とする集落形成期よりも新しいものと想定される。

<遺物＞なし。

RB14掘立柱建物跡（第75図）

<位置・検出状況>Dl ． 2区、 IC8yグリッド付近に位置する。東側は調査区外へと延びる。Ⅵ層上面

で検出した。

<規模・方向〉桁行6.4m以上、梁間4.12mの掘立柱建物跡と推定される。軸方向はN-65o－Eo

<柱間〉桁行は188cm、216cmである。

<柱穴>Dl区p24･40．48，D2区p9 ･24の5個使用している。D2区のp9で柱痕が確認された。

掘方埋土は灰白色粒子を含む黒色～黒褐色土を主体とする。

<重複>RBO3･05･07．09･ 11 ･ 13とプランが重複するが、切りあう柱穴はなく新旧関係は不明である。

RB10とはプラン及び柱穴が重複する。RB10p41と本遺構のp40で、切り合い関係から本遺構の方が新し

い。またRG21とp41、RDO7とp48とがそれぞれ重複するが、いずれも本遺構の方が新しい。

<時期＞埋土の状況から本遺跡の竪穴住居跡を中心とする集落形成期よりも新しいものと想定される。

<遺物〉なし。
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畷言
RBO1

pl (a.ai)
1． lOYR3/l黒褐色砂質シルト しまりややあり。

地山ブロック経～説､粒径大きい沙量。
2． lOYR3/2黒褐色砂質シルト しまりややあり。

地山ブロック極微量。柱痕？

3． lOYR3/2黒褐色砂質シルト 2層より明るい。

地山ブロック少量、 1層より細かい。

2． lOYR3/2黒褐色砂質シルト しまりややあり。

胃p3（c-cI）
1． lOYR3

黒褐色

しあま

p2(b.bi)
1． lOYR3/1黒褐色砂質シルト

しあまりややあり。

地山ブロック極微量。
しあまりややあり。 地山ブロック極微量。

地山ブロック極微量。柱痕？ 地山ブロック極微量。 2． 10YR3/1黒褐色シルト しあまりややあり。
3． lOYR3/2黒褐色砂質シルト 2層より明るい。 地山ブロック少量(粒径大)。
地山ブロック少量、 1層より細かい。 3． 10YR3/2黒褐色砂質シルト しあまりややあり。

地山ブロック微量。

4． 10YR4/l褐灰色砂質シルト しあまりややあり。

地山ブロックやや多い。
5． 10YR4/1褐灰色砂質シルト しあまりややあり。

地山ブロック少量。

4:4L=125400m。且L L:5 L-0m 。且 gR7上野L-,25"0m･工 一｡L-,2鼠400m｡且

蓼靭
ぎ

p7(gg')
1． lOYR鯉1

褐灰色砂質シルト

地山ブロック少最。
2． 10YR3/1

黒褐色シルト

地山ブロック少量。

w‐画
掘
り
す
ぎ

p5(
0．

1．

掘削痕埋土

l0YR3/1黒褐色シルト

しまりややあり。

地山ブロック微量。

10YR3/l黒褐色砂質シルト
しまりややあり。

地山ブロック少量。

l0YR3/2黒褐色砂質シルト

しまりややあり。

地山ブロック多量。

lOYR4/1褐灰色砂質シルト

しまりややあり。

地山ブロック微量。

p4(d-d')
1． lOYR3/1黒褐色シルト

地山ブロック極微趾。

2． 10YR4/1褐灰色砂質シルト

地山ブロック経～恥、まだ
らに入る沙量。

(ff')

10YR3/1黒褐色シルト地山ブロックやや多い。
10YR4/1褐灰色砂質シルト地山ブロック微量。

lOY砥/l黒褐色シルト地山ブロック極微量。

lOYR3/l黒褐色シルト 3層に似るが、明るい。柱痕。

l0YR4/1褐灰色砂質シルト地山ブロックやや多い。
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4．土坑

土坑は23基検出された。特に集中する箇所はなく調査区全体に散在している。円形・楕円形・不整楕円

形．隅丸方形と様々な形状をもち、用途等は不明である。RD16は規模が大きく底面に貼床を施しているよ

うにみられ竪穴状遺構の可能性も考えられる。時期は黒～黒褐色士を主体とする集落形成期（9世紀代～1

0世紀初頭）に相当するもの、灰白色粒子を含む黒褐色士を主体土とする、集落形成期以降～近世のもの、

茶味の強い黒褐色土を主体とする近世以降のものと大きく3時期に分かれる。

RDO1土坑（第76図、写真図版51)

<位置・検出状況>Cl区、 IB9hグリッド付近に位置する。Ⅵ層上面で検出された。

<規模・形状＞開口部径156×48cmの隅丸長方形を呈する。検出面からの深さは14cmである。

<埋土〉黒褐色土を主体とし灰白粒子を含む。RZO1-1新期掘削痕の埋土とよく似る。

<重複〉重複する遺構はない。

<時期〉出土遺物及び埋土の状況から平安時代以降のものと判断される。

<遺物〉ロクロ調整の土師器甕胴部の小片が出土している。

RDO2土坑（第76図、写真図版51)

<位置・検出状況>Cl区、 IC8eグリッド付近に位置する。Ⅵ層上面で礫の広がりが検出された。

<規模．形状〉開口部は、長さ148cm，最大幅31cmの細長い形状を呈する。検出面からの深さは29cmである。

<埋土〉黒褐色土を主体とする。灰白粒子の有無は確認できなかった。埋土下半は地山ブロックを大量含む。

1層上面に自然礫を多量含んでいることから人為堆積と思われる。

<重複〉重複する遺構はない。

<時期〉埋土の状況からは平安時代以降と推定される。

<遺物〉なし。

RDO3土坑（第76図、写真図版51)

<位置・検出状況>A2区、 IA17pグリッド付近に位置する。Ⅵ層上面で黒いシミ状に検出され、徐々に

掘り下げたところ楕円形のプランを確認した。

<規模・形状〉開口部径215×168cmの楕円形を呈する。検出面からの深さは40cmである。

<埋士＞黒褐色土を主体とする。壁際には、地山ブロックが多く混入する。

<重複〉重複する他の遺構はない。

<時期〉埋土の状況から平安時代以降と推定される。

<遺物＞漆塗り椀のが出土している。 （第125図、写真図版94)

RDO4土坑（第76図、写真図版52)

<位置・検出状況>A1区、 IB21 iグリッド付近に位置する。Ⅵ層上面で検出された。

<規模・形状〉東端を水路によって消失する。開口部径330 （現存） ×218cmの不整楕円形を呈している。検

出面からの深さは14cmである。

<埋土＞黒褐色士を主体とし灰白色粒子を含む。 1層はⅢ層と酷似しているため削平層の可能性がある。砂礫
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層まで掘り込んでいるため、埋土中には壁の崩落に伴う礫や地山砂ブロックを含んでおり、自然堆積したも

のと思われる。

<重複〉重複する他の遺構はない。

<時期〉埋土の状況および出土遺物から中世以降と推定される。

<遺物〉中世陶器口縁部片が出土している。

RDO5土坑（第77図、写真図版52)

<位置・検出状況>Al区、 IB21tグリッド付近に位置する。Ⅵ層上面で検出された。

<規模・形状〉開口部径142×138cmのほぼ円形を呈しており、検出面からの深さは64cmである。

<埋土〉黒色土を主体とし埋土上部には灰白色粒子を含む。埋土は自然堆積と判断される。

<重複>RA12と重複し、本遺構の方が新しい。

<時期〉出土遺物及び重複関係、埋土の状況から平安時代以降と判断される。

<遺物〉土師器小片が出土している。

RDO6土坑（第77図、写真図版52)

<位置・検出状況>A1区、 IB22wグリッド付近に位置する。Ⅵ層上面で検出された。

<規模．形状〉東端を水路によって消失する。開口部径191 （現存）×130cmの楕円形を呈する。

<埋土〉 1 ． 7層は削平層（Ⅲ層）で2～6層が遺構埋土となる。黒褐色土を主体とし灰白色粒子を含む。

全体に地山ブロックを微量含み、自然堆積と考えられる。

<重複>Al区p31と重複しこれに切られる。

<時期＞出土遺物、埋土の状況から平安時代以降と判断される。

<遺物＞土師器小片が出土している。

RDO7土坑（第77図、写真図版53)

<位置・検出状況>Dl区、 ID10aグリッド付近に位置する。Ⅵ層上面で検出きれた。

<規模・形状〉開口部径193×143cmの不整楕円形を呈する。検出面からの深さは4～10cm程度で一度平坦面

を設け､中央部はさらに浅皿状に窪む。最深部は24cmとなる。底面は平坦ではなく凹凸が著しくRZO1-2古

期掘削痕の底面と似る｡平面記録前に降雨のため遺構の壁が崩落したため内側のプランは大凡の範囲である。

<埋士〉黒褐色土を主体とし灰白色粒子を含む。 2～4層は主体土である黒褐色土が大半を占めるのに対し、

5層は地山ブロックが多く下面に工具痕のような凹凸がみられることから掘方埋土で、その上面が底面の可

能性がある。遺物も5層の上位から多く出土している。

<重複>RG21、D1区p48･49．54．55と重複しすべてに切られる。またRZO1-1古期掘削痕とも重複

するが新旧関係は不明である。

<時期〉出土遺物、埋土の状況から集落形成期に近い時期が想定される。

<遺物〉土師器坏・ナベ・小形甕を各1点掲載した。 （第125図、写真図版94）

RDO8土坑（第77図、写真図版53)

<位置・検出状況>D1区、 ID12fグリッド付近に位置する。RG22溝跡内に重複していたため検出面
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(Ⅵ層上面）では確認できず、溝跡の埋土を、地山ブロックを多く含む層まで掘り下げた時点で黒褐色土の

広がりとして検出した。

<規模・形状〉開口部径82×80cmのほぼ円形を呈しており、残存している深さは75cmである。

<埋土〉黒褐色土を主体とし上部には灰白色粒子を含む。地山ブロックはほとんど混入しないが、 4層は地

山土が帯状に混入し、水性堆積の様相を示す。

<重複>RG22と重複しこれより新しい。

<時期〉重複関係及び埋士の状況から平安時代以降と推定きれる。

〈遺物〉なし。

RDO9土坑（第78図、写真図版53)

<位置・検出状況>Dl区、 ID11yグリッド付近に位置する。Ⅵ層上面で検出された句

〈規模・形状＞開口部径150×82cmの不整楕円形を呈する。

<埋士〉調査上の手違いで堆積状況を記録できなかったが、礫の下に残る埋土を観察したところ、茶味の強

v,10YR3/2黒褐色土を主体とする。

<重複>RG27と重複する。新旧関係は不明だが埋土主体土が同じであるため近接した時期と考えられる。

<時期＞埋土の状況から近世以降のものと推定される。

<遺物＞なし。

RD10土坑（第78図、写真図版53)

<位置・検出状況>D1区、 IE11eグリッド付近に位置する。Ⅵ層上面で黒褐色のシミ状の広がりが検出

され、掘り下げたところ土坑と古期掘削痕が重複していることが判明した。

<規模・形状＞開口部径98×93cmの円形～隅丸方形を呈する。検出面からの深さは15cmである。底面は浅皿

状に窪む。

<埋土〉黒褐色土を主体とし焼土ブロック炭化物片を含む。

<重複>RZO1-2古期掘削痕と重複するが新旧は不明である。

〈時期〉埋土の状況から平安時代以降と推定される。

<遺物＞なし。

RD1 1土坑（第78図、写真図版26)

<位置・検出状況>Bl区、 IC23uグリッド付近に位置する。Ⅵ層上面で検出され、RA16として掘り下

げていくと、住居跡とは明瞭な段差が生じた。そこで堆積状況を観察したところ別遺構であることが判明し

た。本来はⅢ層上面が検出面である。西部は調査区外に位置する。

<規模・形状＞東壁180cmの方形または長方形を呈するものと推定きれる。底面は、地山を掘り込んだ部分は

平坦だが住居との重複部は凹凸がある。 （第34図参照）

<埋土＞黒褐色土を主体とし、灰白色粒子を含む。

<重複>RA16住居跡と重複しこれより新しい。

<時期＞重複関係及び埋土の状況から平安時代以降と推定される。

<遺物〉なし。
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RD12土坑（第78図、写真図版54)

<位置・検出状況> IC20yグリッド付近に位置する。Ⅵ層上面で検出を行ったところRA18のプラン内に

黒褐色土と地山ブロックが斑状に混ざった円形の範囲を確認した。

<規模・形状〉開口部径110×98cmのほぼ円形を呈しており、検出面からの深さは76cmである。壁は一部やや

袋状を呈する。

<埋土〉上部は黒褐色土、下部は灰褐色土を主体とし、地山ブロックを含む。 5～8層中の地山ブロックは

グライ化している。

<重複>RA18と重複し、これより新しい。

<時期〉重複関係及び埋土の状況から9世紀後半以降と推定される

〈遺物〉なし。

RD13土坑（第78図、写真図版54)

<位置・検出状況>B2区、 ID19aグリッド付近に位置する。RA18の床面に黒褐色土の広がりを確認し、

住居外の半円状のものと同一遺構であることが判明した。

<規模・形状〉開口部径118×60cmの不整楕円形を呈している。底面はやや凹凸がみられ、壁は外傾して立ち

上がる。検出面からの深さは14cmである。

<埋土〉黒褐色土を主体として、灰白色粒子含む。 4層はRA18の貼床、 5層は杭痕等別遺構の可能性があ

る。

<重複>RA18と重複する。平面・断面ともはっきりとは重複関係を把握できなかったが、埋土に灰白色粒

子を含むことから本遺構が住居跡を切る可能性が高い。

<時期〉重複関係及び埋土の状況から10世紀初頭以降と推定される。

<遺物＞なし。

RD14土坑（第78図、写真図版54)

<位置・検出状況>B1区、 ID23aグリッド付近に位置する。Ⅵ層上面で検出された。

<規模・形状＞東端を水路によって消失する。開口部は径120cm程度のほぼ円形を呈する。

<埋土〉黒褐色土を主体とする。下部（9 ． 10層）は黒色土を多く含み、上部(1～8層）は主体土と地山

ブロックの互層となり礫や木片を混入する。壁の形状も下部はやや外傾する程度だが上部は角度が広がる。

<重複>RD15、 Bl区p3と重複する。どちらも本遺構よりも新しい。

<時期〉埋土の状況から平安時代以降と推定される。

<遺物＞須恵器坏の底部～胴部下半の小片が出土している。切り離し技法は不明である。

RD15土坑（第79図、写真図版55)

<位置・検出状況>Bl区、 ID23aグリッド付近に位置する。Ⅵ層上面で検出された。

<規模・形状〉東半部をRD14に削平されているため本来の形状は不明であるが、開口部径110 (現存）×97

cmの不整楕円形を呈する。底面には凹凸がある。

<埋土〉黒褐色土を主体とし、炭化物・焼土ブロックを含む。 l層下面に遺物を多く含む。

<重複>RD14、B1区pl～3 ･63と重複するがすべて本遺構より新しい。
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<時期＞出土遺物、埋土の状況から集落形成期に近い時期が想定きれる。

<遺物> 1層下面に、薄く剥離した土器片を多く含む。土師器甕2点を掲載した。いずれも内外面ともハケ

メ調整が施されている。 （第125図、写真図版94)

RD16土坑（第79図、写真図版54)

<位置・検出状況>B2区、 ID20cグリッド付近に位置する。Ⅵ層上面で検出された。

<規模・形状＞開口部径270×225cmの長方形を呈しており、東壁には張出部を持つ。底面は平坦である。

〈埋土〉黒褐色土を主体としている。 2層はRA18との重複部分にのみみられ、地山プロツクを多く含んで

おり、貼床に似た様相を呈する。竪穴状の遺構である可能性が考えられる。柱穴等は検出されていない。

<重複>RA18と重複しこれよりも新しい。

<時期〉重複関係及び埋土の状況から平安時代以降と推定される。

〈遺物＞なし。

RD17土坑（第79図、写真図版55)

<位置・検出状況>Bl区、 IC23j付近に位置する。Ⅵ層上面で検出された。

<規模．形状〉東端をB1区p202と重複しているため東端の形状は不明であるが、開口部径88 (現存） ×68

cmの楕円形を呈している。

<埋土＞黒褐色土を主体として、上部に灰白色粒子を含む。

<重複>RD18、Bl区p201より新しい。またBl区p202～204とも重複するが新旧関係は不明である。

<時期〉埋土の状況から平安時代以降と推定される。

<遺物〉なし。

RD18土坑（第79図、写真図版55)

<位置・検出状況>Bl区、 IC23j付近に位置する。Ⅵ層上面で検出された。

<規模・形状>Bl区p202と重複し削平されているため東端の形状は不明であるが、 82 (現存）×62cmの楕

円形を呈する。

<埋土＞黒褐色土を主体とし地山ブロックを多く含む。

<重複>RD17、 B1区p201 ．203･204と重複しこれらに切られる。またB1区p202とも重複するが新旧関

係は不明である。

<時期〉埋土の状況から平安時代以降と推定される。

<遺物〉なし。

RD19土坑（第79図、写真図版55)

<位置・検出状況>B2区、 ID22rグリッド付近に位置する。Ⅵ層上面で検出された。

<規模・形状＞開口部径100×62cmの不整楕円形を呈する。

<埋土〉黒褐色土を主体とし、上部に灰白色粒子を含む。

<重複>RZO1-2古期掘削痕と重複しこれよりも新しい。

<時期＞埋土の状況から平安時代以降と推定される。
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<遺物〉なし。

RD20土坑（第79図、写真図版56)

<位置・検出状況>B2区、 IE22fグリッド付近に位置する。Ⅵ層上面で検出された。

<規模・形状><01>年度調査区で検出できなかったため東端を欠くが開口部径104(推定）×70cmの楕円形
を呈する。

<埋土〉黒褐色土を主体とする。上部は灰白色粒子を含み、恐らくⅢ層相当の削平層と思われる。

<重複〉重複する遺構はない。

<時期〉埋土の状況から平安時代以降と推定される。

<遺物＞なし。

RD21土坑（第80図、写真図版56)

<位置・検出状況>D3区、 IF141グリッド付近に位置する。Ⅵ層上面で検出された。

<規模・形状〉開口部径184×96cmの楕円形を呈する。

<埋土〉茶味の強い黒褐色土を主体とする。

<重複>RA28と重複しこれより新しい。

<時期〉埋土の状況から近世以降と推定される。

<遺物〉なし。

RD22土坑（第80図、写真図版56)

<位置・検出状況>D3区、 IF14nグリッド付近に位置する。Ⅵ層上面で検出された。

<規模・形状＞開口部径312×276cmのやや不整な隅丸方形を呈する｡

<埋土〉茶味の強い黒褐色土を主体とするが、他の近世以降の遺構埋土と同一のものか判断できなかった。

埋土には地山ブロックが帯状またはマーブル状に混じるため水性堆積の可能性が高い。

<重複>R28～30と重複するがこれらより新しい。

<時期〉出土遺物及び埋土の状況から平安時代以降と推定される。

<遺物＞須恵器大甕胴部、土師器の小片が出土している。

RD23土坑（第80図、写真図版56)

<位置・検出状況>D3区、 IF15nグリッド付近に位置する。西側が調査区外へと延びる。Ⅵ層上面で検

出された。

<規模・形状〉開口部径168 （現存） ×115cmの楕円形を呈する。

<埋土〉茶味の強い黒褐色士を主体とする。

<重複〉重複する遺構はない。

<時期〉埋土の状況から近世以降と推定される。

<遺物＞なし。
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寺
●
ぬ
函
［
Ⅱ
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Ｏ
‐
剖
渕

○
RDO2 (a-a')

1.10YR3/1黒褐色シルト地山ブロック極微量。
灰白色粒子入るかは不明(あまりシャリシヤリはしない)。
礫多量に含む。

2． 10YR3/1黒褐色砂質シルト地山ブロック多い･
3.10YR3/1黒褐色砂質シルト地山ブロック少量。壁崩落層。
4． 10YR4/1褐灰色砂質シルト地山ブロック大量、 10YR4/1
褐灰色砂質シルトブロック極微量。

4 ＜l
RDO1 (A-A')

1． 10YR3/1黒褐色シルト しまりややあり。
地山ブロック極微量。灰白色粒子含む。

2.10YR3/1黒褐色砂質シルト 1層よりしまり弱。
地山ブロック・10YR4/1褐灰色シルトプロック少量。

RDO3

o△LAO L=125.500m

-卜A'7q
(A-RDO3

1． 10．

2． 10、

10YR3/1黒褐色シルト しまりあり。粘性なし。

10YR3/1黒褐色シルト しまり ．粘性ややあり。

地山粒極少量。

10YR3/1黒褐色シルト しまりややなし。粘性ややあり。
地山粒を2層より多く含む。
10YR4/1褐灰色シルト しまり ．粘性なし。黒褐色土を縞状、
粒状に含む。地山（壁）崩落土か。
10YR4/1褐灰色シルト 4層より地山ブロック大量、地山の

可能性あり。

10YR3/1黒褐色シルト しまりなし、粘性ややあり。

地山ブロック多量。
10YR3/1黒褐色シルト地山ブロックやや多く、マープル状
に入る。

O－－－－－一一一

V
●
●
９
Ｖ

４
●
●

３
４
４
５
６

4u【】4

--1－一三一一一=－1－ A'AC 撹乱 ○一L＝125.800m

一一こ 一

RDO4 (A-A')

1.10YR3/1黒褐色シルト しまりあり。粘性なし。地山粒子・

灰白色粒子･10YR3/3暗褐色シルトプロック少量。
2． 10YR3/1黒褐色砂質シルト 3層と似ているが、砂質の地山

ブロックを含む。

3． 10YR3/1黒褐色シルト地山ブロック経~2am)･炭化物微量。
灰白色粒子1層より少ない。しまりl層より弱い。

0 2ml ：40

－

七22，

第76図RDO1～04土坑
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＜
RDO5

<二五）

０
－
， ＜

－0

IV

2u

A'46 L＝125.800m ○・二二一

撹乱

､ 一 AO L=125.400m CAL

RDO5 (A-AI)
1． Ⅲ層？

2.10YR2/1黒色シルト しまりややなし。

粘性なし。地山ブロック(径～3cm)少量。灰
白色粒子含む。

3.10YR2/1黒色シルト しまりややなし、

粘性なし。2層より黒い。地山ブロック極
微量。

＜
RDO6

RDO7 (A-AI)

1.10YR3/1黒褐色シルト(やや砂質） 地山ブロック(径～5mm)全体。炭化物(径～3m)極
微量。灰白色粒子(一部径～1m程のブロックあり)全体。RG21o

2.10YR3/1黒褐色シルト(やや砂質）地山ブロック(径～3nm)極微量。炭化物(径～5mm)
少量(一部2．4層の境に層状に入る)。灰白色粒子微量。

3.10YR3/1黒褐色シルト(やや砂質）地山ブロック(径～lcm)少量。
4． 10YR3/1黒褐色シルト(やや砂質）地山ブロック(径～5m)微量。炭化物(径～5m) ・
焼土ブロック(径～lcm)微量。

5.10YR3/1黒褐色シルト(やや砂質）地山ブロック全体(特に北側に多く入る)。地山
が細くつぶれたように入る点は掘削痕に似る。

＜RDO8

仙

些○一一一
〈0 了。 ○了

③

気
△O L=125.000m 。△L

A!’
○

Ａ
’ RDO8 (A-AI)

1. 10YR3/1黒褐色シルト 固くしまる。粘性あり。灰白色粒子

微量。灰白色ブロック(径～2mm)極微量。
2.10YR3/1黒褐色シルト 1層よりやや黒い。しまりなし。粘性

あり。地山ブロック(径～2m)極微量。
3.10YR3/1黒褐色シルトやわらかく、粘性強い。地山ブロッ

ク(径～3m)極微量。

L＝125.800m 撹乱 ○一二

幕三三参≧
RDO

1． 10YR3/1黒褐色シルト地山ブロック(径～5cm)･10YR5/8明赤 4.10YR3/1黒褐色シルトやわらかく、粘性強ぃ。地山ブロッ
／11エーqJ皿山ﾉ'1塗1“皇o

褐色シルトブロック・炭化物少量。灰白色粒子多量。小礫含む。
ク(径～2cm)全体。2． 10YR3/1黒褐色シルト l層より暗く、地山ブロック多く細い

5． 10YR3/1黒褐色シルト非常にやわらかく、粘性強い。地山
（径～2cm) 。灰白色粒子少量。

ブロック(径～5mm)極微量。3． 10YR3/1黒褐色シルト地山ブロック ･10YR2/1黒色シルト

ブロック微量。灰白色粒子少量。 1 ． 2層よりは少ない。

4.10YR2/1黒色シルト 10YR2/1黒色シルトブロツク微量。 0 1 ：40 2m
－－計10YR4/1褐灰色シルトブロック多量。灰白色粒子微量。

5．欠番

6． 10YR2/1黒色シルト 1YR2/1黒色シルトブロツク帽よりも多い。

7． 10YR3/1黒褐色シルト地山ブロック・灰白色粒子含む。

第77図RDO5～08土坑
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＜
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叩

｡△LAO L=124.800m
o型-AO L=125.600m

一

皇＝-フCALAO L=125.000m

RD10 (A-A')

1． lOYR3/1黒褐色シルト地山ブロック微量。

炭化物・焼土ブロック少量。

RD12 (A-Aw)

1． 10YR3/l黒褐色シルト I

地山ブロック(径～5cm)全体
2． 10YR3/1黒褐色シルト ［

3． lOYR3/l黒褐色シルト カ

4． lOYR3/1黒褐色シルト(2R
地山ブロック微斑(2層より

5． 10YR2/1黒色シルト しま

6． 10YR4/1褐灰色シルト l

地山ブロック少量(5層より
7． lOYR4/l褐灰色シルト I

lOYR3/l黒褐色シルト しまりややあり。粘性なし。

地山ブロック(径～5cm)全体。 lOYR3/l黒褐色シルトプロック入る。
lOYR3/1黒褐色シルト しまりなし。地山ブロック極微量。礫あり。
lOYR3/l黒褐色シルト地山ブロック全体。

lOYR3/1黒褐色シルト(2層よりやや暗い） しまりなし。
地山ブロック微斑(2層より多い)。
l0YR2/1黒色シルト しまりなし。粘性ややあり。地山ブロック少量。

l0YR4/1褐灰色シルト しまりなし。粘性ややあり。

地山ブロック少量(5層より少ない)。
lOYR4/l褐灰色シルト しまりなし。粘性ややあり。

地山ブロック微量。

lOYR4/1褐灰色シルト しまり．粘性ややあり。地山ブロック少量。

RD11

＜

＝農遍 ○一

V
8

<調査区外〉

計I】1

o△上Ao L＝125.600m

＝ヘミ
』

b

RD11 （A-Ai）

1． lOYR2/l黒色砂質シルト しまりややあり。粘性ややなし。

地山ブロック(径～7cm)をまだらに含む。灰白色粒子含む

RD13

撹乱

－

〃

0－－－

V
RD14 （A－A'）

1． 10YR3/1黒褐

しまりややあ

地山ブロック

2． lOYR3/l黒褐

地山ブロック（
3． 10YR3/1黒褐

地山ブロック；

4． lOYR3/l黒褐

5． lOYR3/1黒褐

6． lOYR3/1黒褐

（4層より多い）
7． 10YR3/1黒褐

8． lOYR3/1黒褐

8層上面に木片

9． lOYR2/l黒色
10． lOYR2/l黒色ミ

lOYR3/l黒褐色砂質シルト しまりややあり。粘性なし。

地山ブロック(径～5cm)多量(1層より多い)。灰白色粒子含む。礫出土。
l0YR3/1黒褐色砂質シルト しまりややあり。粘性ややなし。

地山ブロック多量(2層より多い)。礫出土。

lOYR3/l黒褐色砂質シルト しまりややあり。粘性ややなし。地山ブロック微赴。
lOYR3/1黒褐色砂質シルト しまりややあり。粘性ややなし。地山ブロック多瞳。
lOYR3/1黒褐色砂質シルト しまりややあり。粘性ややなし。地山ブロック微量

(4層より多い)。
l0YR3/1黒褐色砂層しまりややなし。粘性なし。地山ブロック多量。
lOYR3/1黒褐色砂層しまりややなし。粘性なし。地山ブロック多髄。
8層上面に木片・礫など含む。

lOYR2/l黒色シルト しまりややあり。粘性あり。地山ブロック少量。
lOYR2/l黒色シルト しまりややあり。粘性あり。地山ブロック少量が帯状に堆積する。

0 1：40 2m

－

｡△LAO L=125.400m

RD13

1． 10、

地’

2． 10，

3． 10，

4． 10、

Rj

5． 10、

lOYR3/1黒褐色シルト しまりややあり。

地山粒・灰白色粒子含む。
lOYR3/l黒褐色砂質シルト地山ブロック多量。
10YR2/l黒色シルト地山ブロック微量。

10YR2/1黒色砂質シルト地山ブロック多量。
RA18 003住貼床か？

lOYR3/1黒褐色l0YR3/1黒褐色シルトがしみ状に広がる。
杭跡か？

第78図RDO9～14土坑
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RD15 (ARA)

1． 10Y脇/1黒褐色シルト しまりややあり。粘性ややなし。
地山ブロック・炭ｲ鋤少量。

2． lOYR3/2黒褐色シルト しまりややあり。粘性ややなし。
地山ブロック・炭化物・焼土ブロック少量。

3． 10YR3/2黒褐色シルト しまり．粘性ややなし。地山ブロック
壹蜀ごニニン

RD17･18

Ao L=125.400m CAL
2 2

o皇
1． 75Y昭/l黒褐色シルト

2． 10Y砥/l黒褐色シルト

RD17 ． 18 (A-A')

l～3層＝RD17 、

4～5層＝P201,6～8層＝RD18

1． lOYR2/1黒色シルト しまりややあり。

粘性なし。地山ブロック微量。灰白色粒子含む。 RD19
2． lOYR3/l黒褐色シルト しまりややあり。

粘性なし。地山ブロック多量。
尽

3． 10YR3/1黒褐色シルト しまりややあり。

粘性なし。地山ブロック2層より少ない。

4． 10YR2/1黒色シルト

割引

しまりややあり。粘性なし。地山ブロック微量。

地山ブロック多量。

o且△O L=125.400m
芝’

○
6

＜
しまり 。粘性ややあり。

地山粒子極微量。灰白色粒子含む。

5． 10YR3/l黒褐色シルト

しまり.粘性ややあり。
地山ブロック全体。

6． 10YR3/1黒褐色シルト

しまり．粘性ややあり。

地山ブロック少量。

7． 10YR3/1黒褐色シルト

しまり．粘性ややあり。

地山ブロック少量

（6層よりブロック大きい)。
8．地山ブロック大愚

蹄
一
一
ｍ
窪

Ｏ
’
１
１

マ Tr<|
RD19 (AA)
1． lOYR3/l黒褐色シルト しまり。粘性あり。掘削痕よりやや黄味強い。

地山ブロック経~皿･灰白色粒子極微最。
2． 10Y田/l黒褐色シルトやわらかく、粘性強い。1層よりやや黒い。

地山ブロック経～1c⑩少量、壁際に多い。

RD20
<01〉

○
＜’､急ﾉｰﾉ′ △｡ [-,2""。 。且 RD20 （A貝A）

1． lOYR3/l黒褐色シルト しまり．粘性あり。

地山ブロック(径～釦､瓶微量。灰白色粒子微量。
2． 10YR3/1黒褐色シルト しまり .粘性あり。

1層よりややグレー味。地山ブロック経~3噸量。
3． 10YR3/1黒褐色シルト少しやわらかい。粘性あり。

色は1層に似る。地山ブロック経～峨量。
4． 10YR3/1黒褐色シルトやわらかく、粘性あり。色は2層に似る。

地山ブロック全体。l0YR2/1黒色シルトプロック経～1cm撒量。0 1 :40 2m

－ｰ一

第79図RD15～20土坑
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1． 10YR3/2黒褐色砂質シルト地山ブロック極微量。
きれいな層。灰色粒子含むか？

一 二二二二二＝=－､＜一一一一一一
RD21 (ARA)

1. 10YR3/2黒褐色砂質シルト砂質の地山ブロック柵殻量。
サクするoシャリシャリサク

可
○RD22 ﾌ＆”・訳

■■■－

－～
、
、

入 回
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、

、

、

畷ン 。典
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日
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RD22

1． 10

2． 10

3． 10

4． 10

5． 10

6． 101

7． 10

色’

8． 101

9． 101

10． 101

11． 101

0YR3/2黒褐色砂質シルト地山紗)ブロックやや多い。
0YR2/2黒褐色砂質シルト地山紗)ブロック微量。5．帽とは違い塊状に入る。
OYR3/2黒褐色砂質シルト地山ブロック・砂微量。炭化物極微量。

OYR3/2黒褐色砂質シルト 1層に似る。地山紗)ブロック経～"m)がマープル状に入る。
OYR3/2黒褐色砂質シルト地山紗)ブロック帯状に少量。炭化物極微量他層に比べて粒径大きい)。
OYR3/2黒褐色砂質シルト地山紗)ブロックマーブル状に多量。
OYR3/2黒褐色砂質シルト地山紗)ブロック少量、 5層より帯状に伸び、量も多い。
亘は5層より黒く、2層より明るい。

OYR2/2黒褐色粘土質シルト非常に粘土質。地山ブロック・炭化物微量｡ O
OYR3/2黒褐色砂質シルト混ざり具合は帽に似るが、色は明るい。 t-

OYR3/3暗褐色砂質シルト地山ブロック少量(きれいに混じる)。
OYR3/3暗褐色砂質シルト鰯に似る。

第80図RD21～23土坑
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5．溝跡

溝跡は60条検出された。土坑と同様に、集落形成期（9世紀代～10世紀初頭）に相当するもの、灰白色粒

子を含む黒褐色土を主体土とする、集落形成期以降～近世のもの、 また茶味の強い黒褐色土を主体とする近

世以降のもと時期は大きく3時期に分かれる。このうち集落形成期の溝は調査区の中央部、若干低くなって

いる区域で何条も平行して走っている。

RGO1溝跡（第81図、写真図版57)

<位置・重複>Cl区中央部に位置し、 RBO1と平面プランが重複する。直接切り合わないが、埋士の状況

から本遺構のほうが新しいと推定される。

<検出状況〉Ⅵ層上面で検出した。

<規模・形状〉ほぼ直線上に延びる。全長4.6m以上、幅30～50cm｡断面形は逆台形状を呈し、深さは10cm程

度である。

<方向〉ほぼ南北方向。南側は調査区外に延び北側は検出面からの深さが浅くなり消失してしまっている。

中央部もトレンチにより壊される。

<埋士〉黒褐色土を主体し、灰白色粒子を含む。

<時期〉出土遺物及び埋土の状況から平安時代以降と推定される。

<遺物〉須恵器大甕胴部片と、土師器の小片が出土している。

RGO2溝跡（第21 ･82図、写真図版57)

<位置・重複>Cl区南部に位置する。RAO5と重複し、本遺構のほうが新しい。

<検出状況〉Ⅵ層上面で検出した。

<規模・形状〉ほぼ直線上に延びる。全長4m以上、幅20cm・断面形は緩いU字状を呈し、深さは10cm程度

である。

<方向〉北東一南西方向。検出面からの掘込みが浅いため北東端及び中央部は消失してしまっている。南西

側は調査区外へと延びる。

<埋土〉地山士と黒色士の混入した褐灰色土を主体とする。底面には工具痕が確認できる。工具痕は両側壁

付近では半月状、底面中央部では不整楕円形を呈しており、これが溝幅に平行して列状に続いている。

<時期＞出土遺物及び埋土の状況から平安時代以降と推定される。

<遺物＞外面ナデ、内面ハケメ調整の土師器甕胴部破片が出土している。

RGO3溝跡（第82図、写真図版57)

<位置・重複>Cl区南部に位置する。RGO4と重複し、これに切られる。RAO3北西隅と僅かに重なるが、

新旧関係は不明である。また、北側にあるRAO5とは1m弱離れている。

<検出状況＞Ⅵ層中で検出したため、消失したものと思われる〈01〉。Ⅵ層上面で検出したく02〉。

〈規模・形状〉直線状に延びる。全長6.0m以上幅30cm・断面形は逆台形を呈し、深さは15cm程度である。

<方向〉南西一北東方向。南西側は調査区外へと延び、北東側く01〉は検出できなかった。

<埋土〉地山土をやや多く含む黒褐色土を主体とする。

<時期〉出土遺物及び埋士の状況から平安時代以降と推定される。
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<遺物〉なし。

RGO4溝跡（第82図、写真図版57)

<位置・重複>Cl区南部に位置する。RAO3･RGO3と重複しこれらを切る。RAO5とは重複こそしない

ものの近接している。

<検出状況＞Ⅵ層中で検出したため、消失したものと思われるく01>・Ⅵ層上面で検出したく02〉。

〈規模・形状〉直線上に延びる。全長6.0m以上、幅20cm･断面形は緩いU字状を呈し、深さは最大でも10cm

程度である。

<方向＞北西一南東方向◎北西は調査区外へと延び、南東側<01〉は検出できなかった。

<埋士〉黒褐色土を主体とし上部には灰白色粒子を含む。

<時期〉出土遺物及び埋土の状況から平安時代以降と推定される。

<遺物〉なし。

RGO5溝跡（第82図、写真図版57)

<位置・重複>C2区南端部に位置する。RAO4に重複しこれを切っている。

<検出状況>RAO4埋土の黒褐色土上面を横断する灰白色の帯状の影として検出された。

<規模・形状〉直線状に延びる。残存長9m以上、幅10～15cm・断面形は逆台形を呈し、深さ30cmほどであ

る。

<方向＞北西一南東方向である。北東側に向かって自然と深さを減じ消失していることから本来はさらに北

東側へと延長していたものと推測される。南東端部は調査区外へと延びる。

<埋士〉黒褐色土を主体とする。埋土には藁灰状の白色粉状体が流入しており、埋土全体が白色味を帯びる。

焼土ブロック・炭化物等の混入も顕著である。底面からほぼ完形の土師器坏・須恵器坏が正位に据えられた

ような状態で出土し、上記の藁灰状の物質に被覆きれていた。何らかの儀礼に関わる行為の痕跡である可能

性がある。

<時期〉出土遣物及び埋土の状況から9世紀後半～10世紀初頭の年代が推定される。

<遺物〉 （遺物の出土状況・第15図）土師器坏1点、須恵器坏2点、甕1点を掲載した。坏類は底部から内脅

して立ち上がる。303は体部に墨書されているが判読できなかった。306は非ロクロ整形の土師器甕で外面へ

ラケズリ、内面へラナデが施されている。 （第125図、写真図版94)

RGO6溝跡（第81図、写真図版57)

<位置・重複>A2区北部、北端|日河道のすぐ南に位置する。南へ1.5mのところにはRDO3が位置する。

<検出状況〉Ⅵ層上面で検出された。

<規模・形状〉ほぼ直線状に延びる。全長3.0m以上、幅20～80cm・断面形は緩いU字状を呈し、深さは15cm

程度である。

<方向〉ほぼ南北方向。西側は水路、東側はトレンチによって壊きれる。

<埋土〉下部に黒色土、上部に黒褐色土を主体とする層が堆積している。灰白色粒子（？）を含むため全体

的にシャリシャリしている。

<時期＞埋土の様相から平安時代以降と推定される。
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<遺物〉なし。

RGO7溝跡（第81図、写真図版57)

<位置・重複>A2区北部、RGO6の南東6mに位置する。

<検出状況〉Ⅵ層上面で検出した。

<規模・形状＞直線状に延びる。全長1.5m以上、幅40cm・断面形はU字状を呈し、深さ15cm程度である。

<方向＞北西一南東方向。南東部は調査区外、北西部は消失する｡

〈埋土〉黒褐色土を主体とする。地山土が下部に多く、上部に少なく混入する。

<時期〉埋土の様相から平安時代以降と推定される。

<遺物〉なし。

RGO8溝跡（第81図、写真図版57)

<位置・重複>A2区中央部やや北よりに位置する。RAO8と重複し、本遺構の方が新しい。

<検出状況〉Ⅵ層上面で検出した。

<規模・形状〉直線上に延びる。全長6m以上、幅2m・断面形は逆台形状を呈し深さは15cm程度である。

〈方向〉東西方向に延びる。東側は調査区外へ、西側は水路によって消失する。

<埋土〉黒褐色士を主体とし、灰白色粒子を含む。地山土・炭化物を微量混入する。

<時期〉埋土の様相から平安時代以降と推定される。

<遺物〉土師器・須恵器の小片が出土している。

RGO9溝跡（第81図、写真図版58)

<位置・重複>Al ． 2区中央部やや北よりに位置する。RAO8と重複し、本遺構の方が新しい。

<検出状況>Al区は地山砂礫層中、A2区はⅥ層上面から検出された。RAO8内では埋土中に帯状の黒褐

色土の広がりを確認した。

〈規模・形状〉直線状に延びる。全長11m以上、幅40～70cm・断面形は緩いU字状を呈し、深さは20cm程度

である。

<方向＞北東一南西方向。両端が調査区外へと延び、部分的に水路・ トレンチなどによって壊されている。

<埋土〉黒褐色土を主体とし、灰白色粒子を含む。地山土を微量混入する。

<時期＞埋土の様相から平安時代以降と推定される。

<遺物〉土師器小片、須恵器大甕胴部小破片が出土している。

RG10溝跡（第82図、写真図版58)

<位置・重複>A2区中央南よりに位置する。RG11、RZO1-1新期掘削痕と重複するが新旧関係は不明

である。

<検出状況＞Ⅵ層上面で検出した。

<規模・形状〉全長4.5m以上、幅30cm・断面形は緩やかなU字状を呈し、深さは20cm程度である。

<方向〉東西方向。東側は調査区外へと延びるが、西部は立ち上がり、楕円形の土坑の可能性もある。

<埋土〉黒褐色土を主体とする。地山土を極微量混入する。
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<時期〉埋土の様相から平安時代以降と推定される。

<遺物〉刀子（第125図、写真図版94） ・土師器小片が出土している。

RG1 1溝跡（第82図）

<位置・重複>A2区中央南よりに位置する。RG10と重複するが新旧関係は不明である。

<検出状況＞Ⅵ層上面で検出した。

<規模・形状〉直線上に延び、全長l.9m以上、幅50cm・断面形は緩やかなU字状を呈し、深さは5cm程度で

ある。

<方向＞北西一南東方向。西側は消失し、東側はRG10と重複する。

<埋土＞黒褐色土を主体とするo

<時期＞埋土の様相から平安時代以降と推定される。

<遺物〉なし。

RG12溝跡（第82図）

<位置・重複>A2区中央南よりに位置する。RG10． 11と近接する。

<検出状況＞Ⅵ層上面で検出した。

<規模・形状〉直線上に延びる。全長0.8m以上、幅40cm･断面形は緩やかなU字状を呈し、深さは5cm以下

である。

<方向〉ほぼ東西方向。西・東側はとも消失している。

<埋土〉黒褐色土を主体とし、灰白色粒子含む。

<時期＞埋土の様相から平安時代以降と推定される。

<遺物〉なし。

RG13溝跡（第82図、写真図版58)

<位置・重複>A2区南部に位置する。RG17と重複するが新旧関係は不明である。

<検出状況＞Ⅵ層上面で検出した。

<規模・形状〉直線上に延びる。全長0.7m以上、幅20cm・断面形は緩やかなU字状を呈し，深さは15cm程度

である。

<方向〉東西方向。東側はRG17と重複、西側はトレンチによって壊されている。

<埋土＞黒褐色士を主体とし、灰白色粒子を含む。地山土を上部に少量、下部に多量混入する。

<時期＞埋土の様相から平安時代以降と推定される。

<遺物〉なし。

RG14溝跡（第82図、写真図版59)

<位置・重複>A2区南部に位置する。RG16とは1m程離れる。

<検出状況＞Ⅵ層上面で検出した。

<規模・形状＞直線上に延びる。全長0.7m以上、幅20cm・断面形はU字状を呈し、深ざは20cm程度である。

<方向〉東西方向。東側はトレンチによって壊されており、西側は消失する。
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<埋土〉黒褐色土を主体とする。下部に地山土が多く、上部には少ない。

<時期〉埋土の様相から平安時代以降と推定される。

<遺物〉なし。

RG15溝跡（第82図、写真図版59)

<位置・重複>A2区南部に位置する。RG17と重複するが新旧関係は不明である。

<検出状況〉Ⅵ層上面で検出した。

<規模・形状〉直線上に延びる。全長0.7m以上、幅15～20cm．断面形はU字状～逆台形状を呈し、深さは15

cm程度である。

<方向〉東西方向。東側は調査区外へと延び、西側はRG17と重複する。

<埋土〉黒褐色土を主体とする。地山土は下部に多く、上部には少ない。

<時期＞埋土の様相から平安時代以降と推定される。

<遺物〉なし。

RG16溝跡（第82図、写真図版59)

<位置・重複>A2区南部に位置する。RG14とはlm程離れる。

<検出状況〉Ⅵ層上面で検出した｡

〈規模・形状＞直線上に延びる。全長2m以上、幅20～25cm･断面形は逆台形状を呈し、深さは15cm程度で

ある。

<方向〉東西方向。東側はトレンチに、西側は水路に壊されている。東側のトレンチを挟んだ延長線上にR

G16があり同一遺構の可能性がある。

<埋土＞黒褐色土を主体とし灰白色粒子を含む。地山土は下部に多く、上部には少ない。埋土の様相もRG

16とよく似ている。

<時期〉埋土の様相から平安時代以降と推定される。

<遺物〉なし。

RG17溝跡（第82図、写真図版59)

<位置・重複>A2区南部に位置する。RG13． 15と重複するが新旧関係は不明である。RZO1－l新期掘

削痕の畦畔と併走している。

<検出状況〉Ⅵ層上面で検出した。

〈規模・形状〉直線上に延びる。全長17m以上、幅110cm・断面形は逆台形状を呈し、深さは15cm程度である。

南側の延長線上とRG18がほぼ直交することからL字状を呈する溝の可能性がある。

<方向＞北北東一南南西方向。北側は調査区外へと延び、南側はトレンチにより壊されている。

<埋土〉黒褐色土を主体とし灰白色粒子を含む。

<時期〉埋土の様相から平安時代以降と推定される。

<遺物〉なし。
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RG18溝跡（第82図、写真図版60)

<位置・重複>Al ． 2区南端部、RA13から南へ2mに位置する。

<検出状況＞Ⅵ層上面で検出した。

<規模・形状〉直線上に延びる。全長6m以上、幅90～110cm・断面形は緩いU字状を呈し、深さは25cm程度

である。前述のとおり、 RG17と同一遺構であればL字状を呈する。

<方向〉東西方向。西側は調査区外へと延び、東側はトレンチにより壊されている。

<埋土〉黒褐色土を主体とし灰白色粒子を含む。粒径の大きい地山ブロックが上部に少なく、下部に多く混

入する。

<時期〉埋土の様相及び出土遺物から中世以降と推定される。

<遺物〉中世と思われる土器の胴部破片が出土している。

RG19溝跡（第82図、写真図版60)

〈位置・重複>A2区南端部に位置する。

<検出状況〉Ⅵ層上面で検出した。

<規模・形状〉緩く曲線を描いて延びる。全長7m以上、幅80cm・断面形は逆台形状を呈し、深さは30cm程

度である。

<方向〉南北方向。北側は調査区外へと延び、南側はトレンチにより壊きれている。

<埋土〉黒褐色土を主体とする。地山土が上部に少なく、下部に多く混入する。

<時期〉埋土の様相から平安時代以降と推定きれる。

<遺物＞内面黒色処理を施した土師器の小破片が出土している。

RG20溝跡（第83図、写真図版60)

<位置・重複>Dl･2区北部、 RG21の北lmに位置する。RZO1-2古期掘削痕と重複し、本遺構の方が

新しい。

<検出状況〉Ⅵ層上面で検出した。

<規模・形状＞直線状に延びる。全長9.5m以上、幅70cm・断面形は逆台形状を呈し、深さは30cm程度である。

<方向＞北東一南西方向。両側とも調査区外へと延びる。

<埋土〉黒褐色土を主体とし灰白色粒子を含む。地山土が上部に少なく、下部に多く混入する。

<時期〉埋土の様相から平安時代以降と推定される。

<遺物〉なし。

RG21溝跡（第83図、写真図版60)

<位置・重複>D1･2区北部、 RG20の南1mに位置する。RDO7・RZO1-2古期掘削痕と重複し、本遺

構の方が新しい。

<検出状況＞Ⅵ層中で検出したため、底面の痕跡のみを確認したく01〉。Ⅵ層上面で検出したく02〉。

〈規模・形状〉直線状に延びる。全長10m以上、幅15～60cm。断面形は逆台形状を呈し、深さは15cm程度で

ある。

<方向＞北東一南西方向。両側とも調査区外へと延びる。
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<埋土＞黒褐色士を主体とし灰白色粒子を含む。下部に地山土を混入する。

<時期〉埋土の様相から平安時代以降と推定される。

<遺物〉なし。

RG22溝跡（第83･84図、写真図版61 ･62)

<位置・重複>Dl･2区の中央部に位置する。RA14．RG23･26と重複する。RA14は切り合い関係か

ら、本遺構の方が新しく、RG23は主体士から判断すると本遺構の方が古い。RG26との新旧は不明である。

<検出状況〉Ⅵ層上面で検出した。

<規模・形状>L字状に延びる。南北45m・東西10m以上で全長55m以上、幅380cm程度だが、南部では部分

的に狭くなる。断面形は逆台形状を呈し、深さは30～40cm程度である。

<方向＞東西一南北方向◎東側調査区外へと延びる。北西隅も調査区外となるため、T字状の可能性も考え

られるが、西側のB区では本遺構のような大溝は検出されなかったかことからL字状を呈するものと思われ

る。

<埋土〉黒褐色土を主体とし、底面直上から、地山土を少量含むグレー味の強い層、地山土を微量含む層、

灰白色粒子を含む層の順に堆積する。埋土下部には腐植が多い。壁際は主体土と地山土がかき混ぜられたよ

うな状況がみられ、水性堆積に伴うものと思われる。

<時期〉埋土の様相及び出土遺物より12世紀以降の年代が想定される。

<遺物＞底面から埋土最下層(B-B'～D-D'4層）上面までの出土が多い。須恵器坏3点、かわらけ3点、土

錘2点、羽口1点、木製品18点を掲載した。308は須恵器坏で底部に「万」と墨書されている。311～313は

かわらけである。344は椀体部、 345は椀の底部～体下部である。346は刀子形木製品で、 347も欠損のため全

体の形状は把握できないが、 346と類似している。348～354は板状の木製品である。肉眼と、赤外線カメラ

で表面を観察したが、文字等、墨の痕跡は確認されなかった。348と349は形状が2枚ともほぼ同じで、先端

部（？ ・図上部）はU字状にえぐれ、側面は面取りを行っており、両側対となる切れ込みが4ケ所はいる。

この切れ込み部分が合わさるように2枚重なって出土した。重なった状態の外側には両端の切れ込み部分を

結ぶ部分が線状に僅かに変色しており、紐のようなもので結ばれていた可能性がある。また下方の欠損部も

同じ形状のため、重なっている状態で欠損しとものと考えられる。350も側面は面取りされている。下方が

欠損するo351は先端が尖る形状をしており、上部は欠損する。352は上方中央部に穿孔きれている。355は

模形木製品である。356～358は不明木製品である。359．360は曲物の底部または蓋の可能性がある。両者は

径・形状・欠損部位が類似しているが、接合せず別個体と思われるo361は椀の未製品または台部の可能性

がある。上下面にロクロに固定した痕が残る。 （第126～128図、写真図版94～96）

RG23溝跡（第84図、写真図版63)

<位置・重複>D1．2区中央部に位置する。重複する遺構はRG22．24．25･27である。RG24．25より切

り合い関係から本遺構の方が新しい。RG22･27は、切り合い関係は確認できなかったが埋土を構成する主

体土から判断するとRG22の方が古く、RG27は同時期もしくは本遺構と近い年代が想定される。中央部に

は径1.8×1.5m、深さ10cm程度の、円形の窪みがある。

<検出状況〉Ⅵ層上面で検出された。

<規模・形状＞ほぼ直線状に延びる。全長6.Om以上、幅105～210cm。断面形は逆台形状を呈し、深さは30cm
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程度である。

<方向〉東西方向。東側はRG22と重複する。中央部はトレンチによって壊きれている。西側は調査区外へ

と延びるがその延長線上やや南よりにRG39がある。規模・形状が類似している上に、主体土が同じ茶味の

強い黒褐色土のため、同一遺構の可能性がある。

<埋土〉炭化物を極微量含む黒褐色土で構成される。北側壁にはRG24の埋土が崩落したため、黒味の強い

黒褐色土が含まれる。 4層下面から7層中に礫及び杭状の木片が多く出土する。杭状の木片は土坑の底面に

西側から東側へ向かって斜めに差し込んであり、土壌内にはこの杭が折れたものと思われる木片が散在して

いる。中でも東西方向に横たわっているものが多い。土壌内にはグレー味の強い黒褐色士が堆積し、上位の

埋土の主体士と異なるため、溝の廃絶前にすでに埋没していた可能性が考えられるが、水性堆積の様相や、

砂層などは確認できなかった。また本遺構の北壁にも杭状の木片が溝中央部に向かって斜めに差し込まれて

いる。しかしこれらはRG24の底面まで差し込んであり、本遺構もしくはRG24どちらかに伴うものと判断

される。

<時期＞埋士の様相及び出土遺物から近世以降の年代が想定される。

〈遺物＞陶器皿と須恵器瓶類が出土している。 （第128図、写真図版96）

RG24溝跡（第84図、写真図版63)

<位置・重複>Dl区中央部に位置する。重複する遺構はRG23･25で、 RG23より古くRG25よりは新し

い。

<検出状況〉Ⅵ層上面で検出された。

<規模・形状>RG23に切られほとんど残存していないが、直線状に延びるものと思われる。全長2.8m以上、

幅100cm以上。断面形は緩いU字状もしくは逆台形状を呈しており深さは35cm程度である。

<方向〉東西方向。東西とも消失し、南側はRG23によって壊される。

<埋土〉茶味の強い黒褐色士を主体とし灰白色粒子を含む。地山士はほとんど混入しない。前述(RG23で

記載）の通り溝底面に杭が打ち込まれているが、本遺構に伴うものかどうか判断できなかった。

〈時期＞埋土の様相から平安時代以降と推定される。

〈遺物＞なし。

RG25溝跡（第84図、写真図版63)

<位置・重複>D1区中央部に位置する。RG23、 24と重複し、これらの遺構の方が新しい。

<検出状況＞西側はⅥ層上面、東側はRG24底面で検出された。

<規模・形状＞直線状に延びる。全長5.4m以上、幅15～20cm・断面形は逆台形状を呈しており、深さは10cm

程度である。

<方向〉東西方向◎西側は調査区外へと延び、東側は部分的にトレンチ及びRG24によって壊されている。

<埋土＞黒褐色土を主体とし、地山土を全体に含む。

<時期＞埋土の様相から平安時代以降と推定される。

<遺物＞なし。
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RG26溝跡（第84図）

<位置・重複>D2区南部に位置する。RG22と重複するが新旧関係は不明である。

<検出状況〉Ⅵ層上面で検出した。

<規模・形状〉直線状に延びる。全長1.0m,幅50cm・断面形は不明である。

<方向＞東西方向。

<埋土〉不明。

<時期〉不明。

<遺物〉なし。

RG27溝跡（第84図、写真図版63)

<位置・重複>Dl．2区南部に位置する。RG23．28．29．RDO9と重複する。切り合い関係からRG28よ

り本遺構の方が新しい。RG23．29は埋土を構成する主体土から判断すると、同時期もしくは本遺構と近い

年代が想定される。RDO9と主体土は同じ可能性が高いが、新旧関係は不明である。またRG22の南側にあ

る窪地が埋没した後に形成されている。

<検出状況〉Ⅵ層上面で検出された。

<規模・形状〉直線状に延びる。全長33.0m以上、幅40～80cm・断面形は逆台形状を呈しており、深さは10

cm以下である。

<方向＞北北西一南南東方向。北側はRG23と重複し、南側は調査区外へと延びる。

<埋士〉茶味の強い黒褐色土を主体とする。

<時期〉埋士の様相から近世以降と推定される。

<遺物〉なし。

RG28溝跡（第84図、写真図版63)

<位置・重複>Dl区南部に位置する。RG27と重複し、本遺構の方が古い。

<検出状況＞Ⅵ層上面で検出した。

<規模・形状>RG27に切られほとんど残存していないが、直線状に延びるものと思われる。全長6.0m以上、

幅50cm以上。断面形は緩いU字状もしくは逆台形状を呈しており深さは15cm程度である。

<方向〉北北西一南南東方向。南北両側及び西半部をRG27に切られる。

<埋土〉黒褐色土を主体とし灰白色粒子を含む。底面には半月状の工具痕がみられる。

<時期〉埋土の様相から平安時代以降と推定される。

<遺物＞なし。

RG29溝跡（第84図）

<位置・重複>Dl･2区南端部に位置する。RG27と重複するが、主体土が同じで、平面・断面とも切り合

いが判別できず、同時期もしくは近い年代が想定される。また、RZO1-2古期掘削痕を切る。

<検出状況＞Ⅵ層上面で検出された。

<規模・形状〉直線状に延びる。全長4.0m、幅10～60cm・断面形は逆台形状を呈し、深さは10cm以下である。

<方向＞東西方向。東側はRG27と重複し、西側はDl区で浅くなり底面の痕跡のみ検出され消失する。
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<埋土＞茶味の強い黒褐色土を主体土とする。

<時期〉埋土の様相から近世以降と推定される。

<遺物＞なし。

RG30溝跡（第83図、写真図版63)

<位置・重複>B2区、北端部で検出された｡RG31と僅かに重複するが新旧関係は不明である。

<検出状況〉Ⅵ層上面で検出した。

〈規模．形状〉直線状に延びる。全長2.6m以上、幅70cm・断面形は緩いU字状を呈しており、底面には凹凸

がある。深さは15cm程度である。

<方向〉北北西一南南東方向。北側は撹乱により壊され、南側は調査区外へと延びる。

<埋土＞黒褐色土を主体とし灰白色粒子を含む。地山土の混入量で2層に細分される。

<時期＞埋士の様相から平安時代以降と推定される。

<遺物＞なし。

RG31溝跡（第83図、写真図版63)

<位置・重複>B2区、北端部で検出された。RG30と僅かに重複するが新旧関係は不明である。

<検出状況〉Ⅵ層上面で検出した。

<規模・形状＞弧状に延びる。全長3.5m以上、幅60cm・断面形は逆台形状を呈しており、 10cm程度である。

<方向〉北一東方向。北側は撹乱により壊きれ、南側は調査区外へと延びる。

<埋士〉黒褐色土を主体とし灰白色粒子を含む。地山士は上部に少なく、下部に多く混入する。

<時期＞埋土の様相から平安時代以降と推定される。

<遺物〉なし。

RG32溝跡（第83図、写真図版64)

<位置．重複>B2区、北部に位置する。RG33･34と重複するが、新旧関係は不明である。

〈検出状況〉Ⅵ層上面で検出した。

<規模・形状〉直線状に延びる。全長12.3m以上、幅30～50cm・断面形は緩いU字状を呈しており、深さは

15cm程度である。

<方向〉東西方向。西側は水路、東側は掘削痕（？）に壊されている。

<埋土〉黒色土を主体土とし、下部に地山土をやや多量混入する。

<時期〉埋土の様相から平安時代以降と推定される。

<遺物〉なし。

RG33溝跡（第83図、写真図版64)

<位置・重複>B2区、北部に位置する。RG32･34と重複するが新旧関係は不明である。

<検出状況〉Ⅵ層上面で検出した。

<規模・形状〉弧状に延びる。全長2.0m以上、幅40cm｡断面形は逆台形状を呈しており、深さは10cm程度で

ある。
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<方向〉

<埋士〉

<時期〉

<遺物〉

南北方向。東西両端とも調査区外へと延びる。

黒色土を主体土とし、地山土の混入量により2層に細分される。

埋土の様相から平安時代以降と推定される。

なし。

RG34溝跡（第83図、写真図版64)

<位置・重複>B2区、北部に位置する。RG32．33と重複するが、新旧関係は不明である。

<検出状況〉Ⅵ層上面で検出した。

<規模・形状>RG33の方が深く掘られているため、ほとんど残存していないが直線状に延びるものと思わ

れる。全長1.2m以上、幅10cm以上。断面形は緩い逆台形状を呈しており、深さは10cm程度である。

<方向〉南北方向。北側はRG33と重複し、東半と南側は調査区外へと延びる。

<埋士〉黒色土を主体土とする。埋土の様相はRG33． 5層と似る。

<時期〉埋土の様相から平安時代以降と推定される。

<遺物〉なし。

RG35溝跡（第83図、写真図版64)

<位置・重複>B2区の中央部、 RG36から北へ約3mに位置する。

<検出状況＞Ⅵ層上面で検出した。

<規模・形状〉直線状に延びる。全長3.8m以上、幅40cm・断面形は緩いU字状を呈しており、深さは20cm程

度である。

<方向〉東西方向。東側は立ち上がるが、西側は水路に壊されている。

<埋土〉黒色土を主体とする。底面には工具痕が残り、溝の中央部は東西両側より深く掘り込まれている。

しかし、これは刃先が深く及んだもので溝の機能時には埋まっており、底面はほぼ平坦であったと思われる。

<時期＞埋土の様相から平安時代以降と推定される。

<遺物〉なし。

RG36溝跡（第83図、写真図版64)

<位置・重複>Bl･2区、中央部、 RG35から南へ約3mに位置する。

<検出状況＞Ⅵ層上面で検出したが本来の検出面はⅡ層上面である。

<規模・形状〉直線状に延びる。全長11.0m以上、幅80～100cm・断面形は緩いU字状を呈しており、深さは

80cm程度である。

<方向〉東西方向。東西両側とも調査区外へと延びる。

<埋土＞灰黄褐色土を主体土とする。

<時期＞埋土の様相から近世以降と推定される。

<遺物＞なし。

RG37溝跡（第84図、写真図版64)

<位置・重複>Bl ･2区中央部に位置する。RA20、RZO1-1と重複しこれらの遺構に切られる。
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<検出状況＞Ⅵ層上面で検出した。

<規模・形状＞直線状に延びる。全長8.5m以上、幅70～170cm。断面形は逆台形状を呈しており、深さは20

cm程度である。

<方向＞東西方向。西側は調査区外に延び、東側はRA20に切られる。

<埋土〉黒褐色土を主体とし、地山土は上部に少なく下部に多く混入する。南側は北側より低く深く掘り込

まれている。掘込み部の埋土は地山土を多く含み、RG35の6 ･ 7層と類似する。このため、工具痕の一種

とも考えられるが、一部分だけでなく本遺構南側に溝状に連続的にみられることから、 2条重複していた可

能性もある。なお平面図においてこの南側の溝が連続しないのは記録作業を行えなかったためである。

<時期〉重複関係より9世紀前半より以前の年代が想定される。

<遺物〉須恵器瓶類の口縁部が出土している。長頸瓶の可能性が高い。小破片のため、径を復元することは

できなかった。 （第128図、写真図版96）

RG38溝跡（第84･87図、写真図版65．66)

<位置・重複>B1･2区南部に位置し、 RA20煙道から40cm離れる程度で、近接している。南側のRG40

との間隔は3.1mである。

<検出状況〉Ⅵ層上面で検出した。

<規模・形状〉直線状に延びる。全長6.3m以上、幅10～20cm･断面形は逆台形状を呈しており、深さは25cm

程度、底面標高は124.94mである。東側は西側より深く掘り込まれており、深さは40cm程度となる。

<方向＞ほぼ東西方向。若干北東一南東方向に傾く。東側は立ち上がり、西側は調査区外へと延びる。中央

部は水路に壊きれている。

<埋土〉上部は黒褐色土、下部は黒色土を主体とし、地山土の混入量は下部の方が多い。底面には工具痕が

観察できる（第87図、写真図版66)。工具痕は、西側はハの字状、一段深くなる東側では半月状を呈してお

り、両者とも東西方向に連続して観察される。灰褐色土・地山土を多く含む黒色土が堆積している。

<時期＞埋土の様相から10世紀初頭以前の年代が推定される。

<遺物〉なし。

RG39溝跡（第84図、写真図版64)

<位置・重複>Bl･2区中央部に位置する。RZO1-1と重複し、本遺構の方が新しい。

<検出状況〉Ⅵ層上面で検出したが、本来の検出面はⅢ層上面である。

<規模．形状〉直線状に延びる。全長11.0m以上、幅90～150cm・断面形は逆台形状を呈しており、深さ30cm

である。

<方向＞東西方向。東西両側とも調査区外へと延びる。前述の通り、西側はRG23へとつながる可能性があ

る。

<埋土＞黒褐色土に近い灰黄褐色土を主体とする。底面直上の埋土は水性堆積の様相を示す。

<時期＞埋土の様相から近世以降と推定される。

<遺物>須恵器坏底部が出土しているが、検出面・主体土から考えると本遺構には伴わないものと思われる。

(第128図、写真図版96）この他馬蹄が出土している。
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RG40溝跡（第84．87図、写真図版65･66)

<位置・重複>B1 ． 2区南部に位置する。北側のRG38との間隔は3.1m、南側のRG41とは1.5mである。

<検出状況〉Ⅵ層上面で検出した。

<規模・形状〉直線状に延びる。全長3.3m以上、幅15～20cm◎断面形は逆台形状を呈しており、深さは25cm

程度、底面標高は124.94mである。

<方向〉ほぼ東西方向。RG38と同様に若干北東一南東方向に傾く。東側は水路に壊され、西側は調査区外

へと延びる。

<埋士〉上部は黒褐色土、下部は黒色土を主体とし、地山土の混入量は下部の方が多い。底面には工具痕が

観察できる（第87図、写真図版66)。工具痕は、ハの字状、三日月状を呈するもの、壁際に平行に入るもの

が組み合わさっており、ある程度溝の幅を意識して掘削した可能性がある。

<時期＞埋士の様相から10世紀初頭以前の年代が推定される。

<遺物〉須恵器大甕の胴部破片、土師器小破片が出土している。

RG41溝跡（第84図、写真図版65)

<位置・重複>Bl ． 2区南部に位置する。北側のRG40との間隔は1.5m，南側のRG42とは1.4mである。

<検出状況〉Ⅵ層上面で検出した。

<規模・形状〉直線状に延びる。全長8.4m、幅15cm・断面形は逆台形状を呈しており、深さは15cm程度、底

面標高は124.98mである。

<方向〉東西方向。西側は一度立ち上がり浅くなって南側へ曲がる。東側はそのまま立ち上がる。中央部は

水路に壊されている。

<埋土＞黒褐色土を主体とする。地山土の混入量は上部が少なく、下部に多い。底面には東側がかけた三日

月状の工具痕が連続している。

<時期〉埋土の様相から10世紀初頭以前の年代が推定される。

<遺物＞なし。

RG42溝跡（第84･87図、写真図版65･66)

<位置・重複>B1･2区南部に位置する。北側のRG41との間隔は1.4m、南側RG43とは1.8mである。

<検出状況〉Ⅵ層上面で検出した。

<規模・形状＞直線状に延びる。全長9.7m以上、幅15～25cm･断面形は逆台形状を呈しており、深さは20cm

程度、底面標高は124.98mである。

<方向〉東西方向。東側は消失し、西側は調査区外へと延びる。中央部は水路に壊されている。

<埋土〉上部は黒褐色土、下部は黒色土を主体とし、地山土の混入量は下部のほうが多い。底面には東側が

かけた三日月状の工具痕が連続している。 （第87図、写真図版66）

<時期〉埋土の様相から10世紀初頭以前の年代が推定される。

<遺物＞須恵器坏、土師器の小破片が出土している。

RG43溝跡（第84図、写真図版65)

<位置・重複>B1 ． 2区南部に位置する。北側のRG42との間隔は1.8m、南側RG44とは1.6mである。
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<検出状況＞Ⅵ層上面で検出した。

<規模・形状＞直線状に延びる。全長ll.0m以上、幅15cm・断面形は逆台形状を呈しており、深さは25cm程

度、底面標高は124.96mである。

<方向〉東西方向。東西両側とも調査区外へと延びる。中央部は水路に壊きれている。

<埋土〉上部は黒褐色土、下部は黒色土を主体とする。地山土の混入量は周囲の溝跡と異なり上部のほうが

多い。底面には工具痕がみられる。

<時期＞埋土の様相から10世紀初頭以前の年代が推定される。

<遺物〉須恵器大甕胴部小破片が出土している。

RG44溝跡（第84図、写真図版65)

<位置・重複>Bl･2区南部に位置する。北側のRG43との間隔は1.6m、南側RG45とは1.8mである。

<検出状況〉Ⅵ層上面で検出した。

<規模・形状＞直線状に延びる。全長ll.3m以上、幅15cm・断面形は逆台形状を呈しており、深ざは20cm程

度、底面標高は125.02mである。

<方向＞東西方向。東西両側とも調査区外へと延びる。中央部は水路に壊されている。

<埋土〉上部は黒褐色土、下部は黒色土を主体とし、地山土の混入量は下部に多い。RG46．47と非常によ

く似る。底面にはハの字状の工具痕がみられる。

<時期〉埋土の様相から10世紀初頭以前の年代が推定される。

<遺物＞須恵器坏の口縁部小破片と須恵器高台坏の底部から胴部下半が出土している。 （第128図、写真図版

96）

RG45溝跡（第84図、写真図版65)

<位置・重複>Bl･2区南部に位置する。北側のRG44と南側RG46との間隔はそれぞれ1.8mである。

<検出状況〉Ⅵ層上面で検出した。

<規模・形状＞直線状に延びる。全長ll.4m以上、幅10～15cm・断面形は逆台形状を呈しており、深さは15

cm程度、底面標高は125.16mである。

<方向〉東西方向。東西両側とも調査区外へと延びる。中央部は水路・ トレンチに壊されている。

<埋土＞黒褐色土を主体とする。RG44～48の埋土上部と似る。底面には三日月状と楕円形の工具痕がみら

れる。

<時期＞埋土の様相から10世紀初頭以前の年代が推定される。

<遺物＞須恵器高台坏の底部から胴部下半と、須恵器瓶類の胴部小破片が出土している。 （第128図、写真図

版96）この他へラ切りの須恵器底部小破片もある。

RG46溝跡（第84．87図、写真図版65･66)

<位置・重複>B1 ． 2区南部に位置する。北側のRG45との間隔はl.8m，南側のRG47とは1.7mである。

<検出状況＞Ⅵ層上面で検出したが本来の検出面はV層上面である。

<規模・形状＞直線状に延びる。全長11.4m以上、幅10～15cm・断面形は逆台形状を呈しており、深さは10

cm程度、底面標高は124.94mである。

－151－



<方向〉東西方向。東西両側とも調査区外へと延びる。中央部は水路・ トレンチに壊されている。

<埋土＞上部は黒褐色土、下部は黒色土を主体とし、地山土の混入量は下部に多い。RG44･47と非常によ

く似る。底面には壁に沿って工具痕がみられ、ある程度幅を意識して掘削した可能性がある（第87図、写真

図版66)。

<時期〉埋土の様相から10世紀初頭以前の年代が推定される。

<遺物〉須恵器坏口縁部の小破片が出土している。 （第128図、写真図版96）

RG47溝跡（第84･87図、写真図版65･67)

<位置・重複>Bl ． 2区南部に位置する。北側のRG46との間隔は1.7m、南側のRG48とは1.4mである。

<検出状況〉Ⅵ層上面で検出したが本来の検出面はV層上面である。

<規模・形状〉直線状に延びる。全長11.4m以上、幅10～15cm・断面形は逆台形状を呈しており、深さは25

cm程度、底面標高は124.80mである。

<方向〉東西方向。東西両側とも調査区外へと延びる。中央部は水路に壊されている。

<埋土＞上部は黒褐色土、下部は黒色土を主体とし、地山土の混入量は下部に多い。RG44．46と非常によ

く似る。底面には工具痕がみられ、断面を観察すると西側は西向きに東側は東向きにと刃先の方向が変わっ

ているように見える（第87図)。

<時期〉埋土の様相から10世紀初頭以前の年代が推定される。

<遺物〉ロクロ整形の小形甕が出土している。底部から胴下半までで、底部はヘラナデ、胴部外面は回転へ

ラケズリが施されている。 （第128図、写真図版96）

RG48溝跡（第84図、写真図版65)

<位置・重複>Bl･2区南部に位置する。北側のRG47との間隔は1.4m、南側のRG49･50とは2.1mであ

る。

<検出状況＞Ⅵ層上面で検出したが本来の検出面はV層上面である。

<規模・形状〉直線状に延びる。全長11.4m以上、幅10～15cm・断面形は逆台形状を呈しており、深さは20

cm程度、底面標高は124.78mである。

<方向〉東西方向。東西両側とも調査区外へと延びる。中央部は水路・ トレンチに壊されている。

<埋土〉上部は黒褐色土、下部は黒色土を主体とし、地山土の混入量は下部に多い。埋土上層はRG42･44

～47とよく似る。底面には工具痕がみられる。

<時期＞埋土の様相から10世紀初頭以前の年代が推定される。

<遺物〉なし。

RG49溝跡（第84図、写真図版65)

<位置・重複>B2区南部に位置する。北側のRG48との間隔は2.1m、南側のRG50とは1.4m程度である。

<検出状況〉Ⅵ層上面で検出した。

<規模・形状〉直線状に延びる。全長0.4m以上、幅10cm・断面形は逆台形状を呈しており、深さは10cm程度、

底面標高は125.08mである。

<方向＞東西方向。東側はトレンチに壊され西側は立ち上がる。
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<埋土＞黒褐色土を主体とする。粘性の強い埋土で、規模も短く、周囲の遺構とは性格が異なる可能性があ

る。

<時期＞埋土の様相から10世紀初頭以前の年代が推定される。

<遺物〉なし。

’

RG50溝跡（第84図、写真図版65)

<位置・重複>Bl ． 2区南部に位置する。北側のRG49との間隔は1.4m、南側のRG51とは1.0mである。

<検出状況＞Ⅵ層上面で検出した。

<規模・形状〉直線状に延びる。全長5.5m以上、幅15cm・底面の痕跡を残すのみである。

<方向〉東西方向。東西両方とも浅くなり消失する。

<埋士＞黒褐色土を主体とする。底面には工具痕がみられる。

<時期〉埋土の様相から10世紀初頭以前の年代が推定される。

<遺物＞なし。

RG51溝跡（第84図、写真図版65)

<位置・重複>B2区南部に位置する。北側のRG50との間隔はl.0m、南側のRG52とは1.7mである。

<検出状況〉Ⅵ層上面で検出した。

<規模・形状＞直線状に延びる。全長3.2m以上、幅10cm・断面形は逆台形状を呈しており、深さは5cm程度、

底面標高は124.88mである。

<方向〉東西方向。東側は調査区外へと延び、西側は消失する。

<埋土＞黒褐色土を主体とする。底面には工具痕がみられる。

<時期＞埋土の様相から10世紀初頭以前の年代が推定される。

<遺物＞なし。

RG52溝（第84図、写真図版65)

<位置・重複>Bl ． 2区南部に位置する。北側のRG51との間隔はl.7m、南側のRG53とは1.4mである。

<検出状況＞Ⅵ層上面で検出した。

〈規模・形状＞直線状に延びる。全長7.0m以上、幅10～15cm・断面形は逆台形状を呈しており、深さは5cm

程度、底面標高は124.88mである。

<方向＞東西方向。東西両側とも浅くなり消失する。

<埋土〉黒褐色土を主体とする。底面には工具痕がみられる。

<時期〉埋土の様相から10世紀初頭以前の年代が推定される。

<遺物＞なし。

RG53溝跡（第84図、写真図版65．67)

<位置・重複>B2区南部に位置する。北側のRG52との間隔は1.4mである。

<検出状況＞Ⅵ層上面で検出した。

<規模・形状＞直線状に延びる。全長2.0m以上、幅10cm。底面の痕跡を残すのみである。

-153-



<方向〉東西方向。東西両側とも消失する。

<埋土〉黒褐色士を主体とする。底面には工具痕がみられる。

<時期〉埋土の様相から10世紀初頭以前の年代が推定される。

<遺物〉なし。

RG54溝跡（第85図、写真図版67)

<位置・重複>D3区中央部に位置する。RG56と重複しこれに切られる。

<検出状況〉Ⅵ層上面で検出した。

<規模・形状〉直線状に延びる。全長5.4m以上、幅20～25cm・断面形は逆台形状を呈し、深さは5cm程度で
ある。

<方向〉北東一南西方向。北側は消失し、南側はRG56に切られる。

<埋土〉黒褐色士を主体とし、灰白色粒子を含む。底面には東側に開いたハの字状の工具痕がみられる。

<時期〉埋土の様相から平安時代以降と推定される。

<遺物＞なし。

RG55～57溝跡（第85図、写真図版67)

<位置・重複>D3区中央部に位置する。RG54･55～57と重複し、新旧関係は、新しいものからRG55、

56， 57， 54の順となる。RG55～57は同方向．ほぼ同じ位置で重複している。

<検出状況＞Ⅵ層上面で検出した。

<規模・形状〉直線状に延びる。全長9.0m以上、全体幅210cm程度。いずれの溝も断面形は緩いU字状を呈

する。深さは、 RG55．56が25cm、 RG57が50cm程度である。RG55は、調査区中央部やや東より (A-A'

付近）に、平面形がほぼ円形を呈する皿状の窪みを持つ。

<方向〉東西方向。東西両端とも調査区外へと延びる。西側の延長線上はRG58～60とつながり、規模・形

状・埋土の様相・溝の重複数など共通点が多く、同一遺構の可能性が高い。

<埋士>RG55は、褐色土～灰黄褐色士を主体とし、赤味の強い砂を含む｡ 5層下面にはこの赤砂がたまり、

溝の底面と思われる。この赤砂の直上には主体土と赤砂が帯状に交互に混じり水性堆積の様相を示す。中央

部窪み部分では、上部は主体土と混入土が帯状に、下部ではかき混ぜられたような堆積状況がみられる。

RG56は、灰褐色土を主体とし、主体土と赤砂が帯状に交互に混じり水性堆積の様相を示す。

RG57は、黒褐色土を主体とし、地山ブロック・赤砂を混入する。

また溝の北壁とRG55の窪み部分に杭状の木片が差し込まれており、おそらくRG55に伴うものと判断され

る。

<時期〉埋土の様相及び出土遺物からRG57は平安時代以降、 RG55･56は近世以降と推定される。

<遺物〉 18～19世紀代の陶器片から現代のものまで出土している。

RG58～60溝跡（第85図、写真図版67)

<位置・重複>B3区中央部に位置する。RG58～60は同方向。ほぼ同じ位置で重複している。新旧関係は、

新しいものからRG58、 59， 60の順となる。

<検出状況＞Ⅵ層上面で検出した。
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<規模．形状〉直線状に延びる。全長11.0m以上、全体の幅230cm程度。いずれの溝も断面形は緩いU字状を

呈する。深さは、RG55･56が40cm、RG57が50cm程度である。

<方向〉東西方向。東西両端は調査区外へと延びる。東側の延長線上にはRG55～57とつながり、規模・形

状・埋土の様相・溝の重複数など共通点が多く、同一遺構の可能性が高い。

<埋土>RG58は、褐色土～灰黄褐色土を主体とし、赤味の強い砂を含む。 14･ 15層下面にはこの赤砂がた

まり、溝の底面と思われる。

RG59は、灰褐色土～黒褐色土を主体とする。

RG60は、黒褐色土を主体とする。

<時期〉埋土の様相及び出土遺物からRG60は平安時代以降、RG58．59は近世以降と推定される｡

<遺物>RG58･59では近現代の陶器片、RG60では土師器・須恵器の小破片が出土している。
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6．掘削痕

遺構底面に掘削に伴う工具痕の残るものを「掘削痕」と呼称した。掘削痕は面的な広がりを持ち底面をか

き混ぜたような痕跡のあるもの(RZO1-1新期掘削痕） と、幅20cm～30cmの帯状のもの(RZO1-2古

期掘削痕）と2種類に分かれる。古期掘削痕に関しては、その形状及び底面の工具痕など溝跡と類似するが、

埋土のほとんどが削平され工具痕のみ残存しているものが多く、それに伴い全長も短くなっているため、明

確に溝跡と認識できず、 「掘削が行われた痕」としてまとめた。新期・古期の種類ごとに一括して概要を記

載したのち、それぞれの平広がるまとまりごとに特徴的な箇所のみ記述していきたい。

RZO1-1新期掘削痕（第82～84･88図、写真図版9 ．30．69)

<位置〉新期掘削痕はCl区中央部(RAO1と重複)、A2区中央部(RG10と重複)、同区南端(RG19と

重複)、D2区中央部(RA14と重複)、B2区南部に3箇所(RA20と重複)、計7箇所ある。

<検出状況〉Ⅵ層上面で検出した。

<規模・形状＞いずれも面的な広がりを持ち、概ね方形を呈する。不整形のものもあるが、中心部が深く外

側に向かって徐々に浅くなる断面形状のため、検出面の高低差によって形状が変化してしまった可能性が高

い。深さは数cm～20cm程度である。

〈埋土〉灰白色粒子を含む黒褐色土を主体とし、底面にはかき混ぜられたような工具痕が観察されるものも

ある。畦畔を伴うもの、底面に砂がたまるものがあり、水田跡の可能性が考えられる。

<時期〉埋士の様相から十和田a火山灰降下以後～近世までの時期が想定される。

<遺物>Cl区中央部･A2区中央部で出土している。詳細は個々の遺構別に記載する。

<Cl区中央部> (第82･88図、写真図版9)｡RAO1 ･RBO1と重複し両者より新しい。埋土は黒褐色土を

主体とし、混入する地山ブロックの粒径が住居内外で異なる。住居外側はⅥ層、内側では住居埋土と、下位

の層を巻き込んで掘削しているためであると考えられる。底面の凹凸も激しい。 12×3m程度の幅に広がり

を持ち、東側は検出面が低いために消失し、西側はトレンチにより壊されている。このトレンチの西側には

検出面に工具痕がいくつも残っており、本来はこのあたり一帯に広がっていた可能性がある。遺物は底面か

ら銭貨が一点出土している（第128図、写真図版96)。元祐通寶で北宋銭の一種である。本鋳銭の可能性が高

く、初鋳年は1086年である。出土遺物及び埋土の状況から本遺構は1086年～近世の時期が想定される。

<A2区中央部> (第82．88図)RG10と重複するが新旧は不明。埋土上部は灰白色粒子を含む黒褐色土、下

部は黒色土・褐灰色土・地山土がかき混ぜられたような層となる。上部の底面には礫が多くはいる。遺物は

土師器甕の底部が一点出土している（第128図、写真図版96)。内外面ナデ調整、底部はヘラケズが施されて

いる。

<A2区南端部> (第82．88図)RG15． 19と重複。新旧関係は不明。黒褐色土を主体土とし、灰白色粒子を

含む。西側に畦畔･RGO5が併走しており一連のものである可能性が高い。

<D2区中央部>(第83図)RA14と重複し本遺構の方が新しい。黒褐色士を主体土とし、灰白色粒子を含む。

東側には畦畔状の高まりを持つ。さらに東にはRZO3の性格不明遺構が存在するが本遺構との関係は不明で

ある。

<B2区南部> (第84･88図、写真図版30･69)RA20と多くの溝跡と重複。RG39に切られる以外はすべて

本遺構の方が新しい。 3箇所に分かれ北側はRA20と重複し、C2区中央部のものと埋土の様相が似る。中

央のものは埋土下部に工具でかき混ぜられたような痕跡がみられ、底面に砂がたまる。南側も埋土下部に工
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具痕が観察される。

RZO1-2古期掘削痕（第83～85･89図、写真図版68･69)

<位置＞一条～数条のみのものから数十条がまとまっている区域とがある。Dl区北端(RG22より北)、D

2区北部(RG22より南)、D1．2区中央(RG23南)、Dl ． 2区南部（窪地より南)、B1 ･ 2区北部、

Bl ･ 2区中央部、B3区北端（旧河道北側） と大きく7つのまとまりがみられる。これらは遺跡の中でも

低い区域に多く検出されている。

<検出状況＞Ⅵ層上面で検出した。

<規模・形状〉形状は帯状を呈する。全長lm～7m以上、幅は20～30cm程度のものが多く最大幅は50cmで

ある。断面形は浅く皿状に窪むか、逆台形状を呈する。ほとんど削られてしまって、底面の痕跡のみ残って

いるものも多く、深さは最大でも10cm程度である。このような溝状のプランがある一定の幅をもち平行に並

ぶ。平行する掘削痕どうしの間隔は50cm程度のものが多い。これらの掘削痕群が、方向を変えいくつも重複

している。

<方向＞大きく3方向にわかれる。ほぼ真北－真南方向(a類） と北北西一南南東方向(b類)、そして東北

東一西南西方向(c類）のものがみられる。またこれに当てはまらない例も若干ある。

<埋土〉黒褐色土を主体とする。D1区北端のものには灰白色ブロックが含まれる。いずれも底面には工具

痕がみられ､前述のように上部が削平されてしまいこの工具痕のみが残存している例もある(B3区北端等)。

工具痕は、不整楕円形または半円形を呈しており、幅10cm程度のものには1列、幅20cm程度では2列と、掘

削痕の幅によって異なるようである。この工具痕内には灰白色粒子・ブロックとも含まれない。

<重複＞方向の異なる掘削痕同士が重複するが、大部分が底面の工具痕を残すのみのため、新旧関係ははっ

きりしない。

<時期＞埋土の様相から集落形成期と同時期またはそれほど差のない時期が想定される。

<遺物〉須恵器小破片が出土しているが検出面から出土したため遺構の時期を表すものではないと思われる。

<Dl ． 2区北端〉南北2つのまとまりにさらに分かれる。最北端のまとまりはa類とc類が重複する｡断

面形a類は浅く皿状に窪みc類は底面の工具痕のみ残る。これより南ではb類とc類が重複する。 c類埋士

は黒褐色土を主体とし、上部に灰白色ブロック （十和田a火山灰か？）が含まれる。下部は工具で掘削した

ため凹凸が激しく、掘り返してすぐ､に埋まったものと思われる。 （第83．89図）

<その他の区域>Dl ･2区北部、Dl ･ 2区南部はb類とc類、Dl ． 2区中央部はc類のみ、Bl ･ 2区

北部はb類がほとんどで若干c類もみられる。Bl ． 2区中央部はa類とc類、 B3区北端は他と異なり、

北西北一南東南方向である。
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7． ｜日河道

調査区の南・北端はそれぞれ旧河道に向かってやや急激に落ち込み、その先は緩やかに立ち上がって遺跡

より一段低い低地へと連続している。ここでは、塊状の十和田a降下火山灰が旧地表面にのるように水平に

堆積していることから、降下時点ではすでに流水はなく湿地状を呈していたものと推測される。北端旧河道

(RZO2-1)では十和田a降下火山灰の上面から下位層にかけて古代の遺物が集中し、南端旧河道(RZ

O2－2）では河道底面から縄文時代末葉～弥生時代前期の土器が出土している。

RZO2-1北端旧河道（第81 ･89～91図、写真図版70．71)

<位置・重複>Al･2区、 Cl ･ 2区の北端に位置する。重複する遺構はない。

<検出状況〉試掘調査により旧河道の存在を確認していたため、A1 ． 2区は現表土(Ia層) ･新期盛土

(Ib層）下面で検出した。旧地形を把握するために任意にトレンチを設定し重機で掘り下げていったとこ

ろ、多量の遺物が出土した。C区は北側の低地部分はⅥ層上面、南側は新期耕作土（Ⅱb層）下面、 Cl区

に関しては前年度調査で遺物の出土する層位を把握していたため、十和田a降下火山灰直上層上面で検出し

た。

<方向〉北西一南東方向へ延びる。調査区内は南岸のみで北岸は調査区外となる。

<規模・形状〉南側以外すべて調査区外に延び、全長は65m以上、幅は30m以上になる。南岸から10m弱く

らいまでやや急激に落ち込みその後緩やかに低地部へとつながっていく。最深部の標高は124. 25m，集落

側の検出面（Ⅵ層上面）からの高低差は、A区で120cm、C区で95cmである。

<埋土＞底面直上には粘性の強い黒～黒褐色士が堆積する。きれいな黒土で腐植が多い。その上にA区では

遺物を多量に含む黒褐色土層を挟み十和田a降下火山灰が塊状に水平に堆積する層となる。C区ではこれを

挟まずすぐ、に火山灰層となる。火山灰層の上位には層中最も腐植が多く黒い黒色土、黒褐色土が堆積する。

<時期〉塊状の十和田a降下火山灰が旧地表面にのるように水平に堆積していることから、降下時点ではす

でに流水はなく湿地状を呈していたものと思われる。

<遺物>A2区では十和田a降下火山灰の上面から直下層にかけて多く遺物が出土した（第90図)。南岸から

の落ち際に集中しており、復元可能な個体数も多い。集落のある南側から遺物を投棄した可能性が考えられ

る。遺物は住居内から出土する土器と比較すると、須恵器甕・瓶類が圧倒的に多いという特徴があげられる。

土師器・須恵器坏各8点、土師器高台坏3点、甕類4点、壺瓶類17点、大甕4点、下駄・銭貨各1点、羽口

3点を掲載した。374は須恵器坏で、直線的に開く器形を持ち体部に正位で「春」と墨書されている。これ

以外の坏類はすべて底部から内轡気味に立ち上がり、そのまま口縁部へ続くか、端部でやや外反する器形を

持つ。375．376は黒色処理された土師器坏で、外面底部～体部下端に回転または手持ちへラケズリの再調整

を行っている。384～390は須恵器坏ですべて回転糸切り離しである。397は非ロクロ整形の土師器甕で口縁

部はあまり外反しない。内外面ともヘラナデ調整が施される。これ以外はすべてロクロ整形の土師器甕で、

口縁部の形態は、 394は外反、 395．396は外反して端部がつまみあげられている。396は体部外面をヘラケズ

リ、内面はヘラナデ後カキメ状の連続したナデ調整がみられる。397～405は長頸瓶または長頸瓶の可能性が

高いものである。体部外面は397．401 ．404に胴部下半タテ方向のヘラケズリ後回転へラケズリが施される。

402は回転へラケズリ、405はタテ方向のヘラケズリのみである。一方内面は400.401にカキメがみられる以

外はロクロ整形のみである。402体部下端はロクロ整形されておらず、輪積み痕や底部に指押さえの痕跡が

みられるo399･400．402･403は頚部に環状凸帯を持つ。397は頸部～口縁にかけて歪みが大きく、肩部と
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口縁部内面に土器片が癒着している。内面には絞り込みの痕跡が認められ、頚部接合には2段構成を用いた

ものと考えられる。また外面頚部にもねじれた痕がみられる。399は肩部に粘土を貼付けており、 3段構成

の可能性が高い。400は頚部内面に指頭痕が認められる。406～413は壺または瓶類で外面はタタキ→ロクロ

→縦方向へラケズリの順に整形・調整される。内面はヘラナデ・カキメが施される。414～417は大甕である。

419は元豊通寶で北宋銭の一種である。420～422は羽口である。 （第129～135図、写真図版96～100）

RZO2-2南端旧河道（第86．92～94図、写真図版72～74)

<位置・重複〉調査区南端、 B4区、D4区に位置する。新期の河道が2つ以上重複する。

<検出状況〉現表土(Ia層) ･新期盛土(Ib層）下面で検出した。D4区前年度のB4区調査で遺物の

出土する層位を把握していたため、 トレンチを設定し河床面近くまで重機で掘り下げた。

<方向〉北西一南東方向へ延びる。B4区では南岸は調査区外へと延びる。

<規模・形状〉全長は35m以上、幅50m｡D4区は北岸から5mくらいまでやや落ち込みその若干立ち上が

り6m付近でやや急激に落ち込み低い状態が続きやがて緩やかに立ち上がる。黒褐色最深部の標高は122.9

m、集落側の検出面（Ⅵ層上面）からの高低差は180cm、旧河道南側とは160cmである。B4区は北岸から3

m<らいまでやや急激に落ち込み、その後若干立ち上がる。 9～10付近でまた急激に落ち込み低い状態が続

き、緩やかに立ち上がると思われる。最深部の標高は123.4m、集落側の検出面（Ⅵ層上面）からの高低差

は160cmである。

<埋土＞最下面の砂礫層は旧河床面で、南岸よりでは河床面直上に貼り付くように縄文時代晩期末葉～弥生

時代前期の土器が出土した。この河道はZp-Zp'10層および28層の上面に十和田a降下火山灰を挟みな

がら漸次堆稚が進んで湿地化したものと思われる。その後、やや北岸に寄った位置に新たな流路が数度にわ

たって形成されている。これら新期河道の埋土には土師器・須恵器片等の平安時代の遺物が混入している。

<時期＞縄文時代の晩期末葉～弥生時代前期には流水のある河道であり、平安時代の集落形成期頃は北端の

旧河道同様、湿地状を呈していたものと思われる。新期河道は埋土中に平安時代の遺物を含むものの、 RA

32を切ることなどから平安時代の集落形成期より帰属年代が新しいものと推測される。

<遺物〉最古期の河床面から縄文晩期末葉～弥生前期の浅鉢・深鉢・壺形土器等の破片、石匙等の石器類が

出土している。 （第136～138図、写真図版100～102）

ク
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8．性格不明遺構

RZO3性格不明遺構（第83図）

<位置・検出状況>D2区中央部、RA14、RG22の東側に位置する。東部は調査区外となる。Ⅵ層上面で

検出した。

<規模・形状＞南北5.5m、東西1.0m以上方形を呈すると思われる｡

〈埋土〉黒褐色土を主体とし、西側の新期掘削痕の埋土と似る。両者の間には畦畔状の高まりがあり、同時

期の遺構の可能性も考えられる。

<重複〉なし。

<時期＞埋土の状況から平安時代以降と推定される。

<遺物＞なし。

9．遺構外出土遺物(第138図､写真図版102）

452は縄文晩期の土器である。B2区南部、RA20の西側検出面より出土した。454は常滑三筋壷の底部で

12世紀のものと思われる。455は木製の割物である。この他須恵器・土師器片が遺構外から多く出土したが、

遺構内遺物と器種器形とも類似するものがほとんどであったため、掲載は省略した。
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14. 1OYR5/2灰黄褐色砂 しまり・粘性なし。赤砂(7.5YR5/6明褐色川帯状に堆積する。
下面には粒子の粗い砂が堆積。

15. 1OYR5/2灰黄褐色砂堆積状況は14層と同じで下面に粗い砂がはいる。
16. 1OYR5/3にぷい黄褐色砂質シルト しまりやゃない粘性なし。砂層と主体土が帯状に堆積。

灰白色粒子ヤ1.1。
17. 1OYR4I2灰黄褐色砂質シルト 砂層と主体士が帯状に堆積。砂層は11層より赤砂が多い。
18. 1OYR4I2灰黄褐色砂質シJレト 17層に似るがやや色カ司暗い。
19. 10・¥:'R4I3にぷい黄褐色砂質シルト しまり・粘性なし。反白色粒子わずかに含む。

溝の底面を掘り込むように所々入っている。
20. 10・¥:'R4I2灰黄褐色シルト しまり・粘性ややあり。地山粒子・灰白色粒子含む。
21. 10・四2/2黒褐色シルト しまりややあり。粘性ややなし。地山プロック(径-15mm)・灰白色粒子少触。
22. 10叩 312黒褐色シルト Lまり・粘性ややあり。地山プロック(径-3cm)・地山粒子・灰白色粒子含む。

23. 10百 311黒褐色シルト しまり・粘性ややあり。地山粒子尚hい
24. 1OYR6/4にぷい黄樫色砂質シルト しまり・粘性ややあり。地山が崩落したプロックを多く含む。

黒褐色上閥抗。。
。
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L~125.200m 

1 : 150 (平而)

1: 40 (断面)

ー A' B_ 
M 一一川L~125.600m 

ー'7.7"¥.3

~励
賞三エモ弓M iン
\守~2:，! \耳フピて?
23=--セ~-~4

RG 5 8 -6 0 (A-A" B-Bワ 23
1-3~ カク乱、 4-19~RG5 8 、2O '21~RG5 9 、 22-24~RG6 0・
1.道附政成の為の盛土。雑物混入。
2. カク百」地山プロック・雑物混入。
3. 10YR3l3晴褐色シル卜 地山プロック含む。造成によるカク乱層。
4. 10YR4I3にぷい黄褐色シルト しまりややあり。粘性なし。砂質士含む。

灰白色粒子少JJto
5. 1OYR4I2灰黄褐色砂質シルト

灰白色粒子'似品。
6. 1口'YR4I2灰黄褐色砂質シJレト 5層より砂が少ない。
7. 10YR4I3にぷい黄褐色シルト しまりややあり。粘性なし。

砂を含む5層より少ない) 灰白色粒子官民。
乱 10屯宝3/3晴褐色シルト しまりややあり。粘性やゃないロ

地山粒子・灰白色粒子全体に含む。
乱1OYR3，匂附悶色シルト 8層に似る。 8層より灰白色粒子少ないかほほ同じ。
10. 10YR3I4晴褐色シJレト しまりややあり。粘性ややなし。

地山粒子・灰白色粒子全体に含む。 8・9・12層より明るい。
11. 10四 3141府陶色シルト 10層に似る。地山プロック少泊。
12. IOYR3I3暗褐色シルト しまりややあり。粘性やゃない。

地山粒子・灰白色粒子少唱含む。
13. 1日'YR4I3にぷい黄褐色粘土 Lまり・粘性あり。灰白色粒子わずかに含む。

寸 -p:f

しまりややなし。粘性なし。砂を含む。

撹乱

』一-一一

RG 5 5 -5 7 CA-A" B-B') 

1-5層 ~RG5 5 、 6-11層 ~RG5 5堰?、
12-13層 ~RG5 6 、 14-20層 ~RG5 7 
1. lOYR4/4褐色砂質シJレト 赤砂を微量含む。

2目lOYR4/2灰黄褐色シルト 赤砂を微量含む。

3. lOYR4/4褐色砂質シルト 主体土と赤砂が帯状に堆積。

4. 2層に似る。
5. 3層に似るが、赤砂が多く含まれ、下面に沿って帯状に堆積。

構底面?

6. 10YR4/1褐灰色砂質シJレト 主体土と赤砂が帯状に堆積。

7. lOYR4/1褐灰色シルト lOYR4/4褐色シルトが帯状に入る。

8. lOYR4/1褐灰色砂質シルト 地山プロック・lOYR4/1褐灰色

シルト・赤砂がマープJレ状に入る。

9. 7層に似るが、 10YR4/4褐色シルトは入らない。

10. 10YR4/1褐灰色シlレト 10YR3/1黒褐色シルトを大量含む。

RG57 埋土崩落 P

11. 10YR7/4にぷい黄檀色砂質シルト 地山砂プロック層。(壁は地山粘土層)

12. lOYR4/1褐灰色砂質シルト lOYR4/1褐灰色シJレト・赤砂が帯状に堆積。

13. lOYR4/1褐灰色砂質シルト lOYR4/1褐灰色シルト・赤砂が帯状に堆積。

14. lOYR3!2黒褐色シJレト 15層より白っぽい。

15目16層に似る。

16. 10YR3/2黒褐色シルト
灰白色粒子含む。

17. 16層に似る。
18. lOYR3!2黒褐色シルト 地山プロック・赤砂を少量、マープJレ気味に含む。

19. lOYR3/1黒褐色シルト 灰白色粒子含まない。 RG54 坦土に似る。

崩落層?
20. 11層に似る。壁崩落?

赤昧強い。地山プロックややマープル気味に入る。

白ム;

B 
一一ー白

RG54 
A 

一一ー白

01[ 

A' 
白ー一一

RG54 CA-Aワ
1. lOYR3/1黒褐色シJレト(やや砂質) しまりあり。

地山をプロック微量。灰白色粒子上部

L~125.200m 
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RG38
Ａ
一
価

パ
ー
〈
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査
区
外
〉

<0

＝字

上想蟻A
■■■■■■■■■■■

RG38 (A.AI)

1． 10YR2/1黒色砂質シルト しまりややあり。粘性ややない。
地山ブロック・10YR4/1褐灰色シルトブロック全体。

外
…

<02

RG47
Ａ
一
〈
調
査
区
外
〉

バ
ー
⑰

RG42

<02〉

47 (A-A!)

10YR3/1黒褐色砂質シル
地山ブロック少量。

10YR3/1黒褐色・l0YR4/1

10YR2/1黒色砂質シルト

地山ブロック・ 10YR2/1黒
工具痕。

RG

1． ト しまりややあり。粘性なし。

褐灰色シルトプロック全体。
しまりややあり。粘性なし。

色シルトプロックを斑状に含む。

2．

瞳璽
<02〉

は工具痕

0 1ml ：30

第87図RG38．40．42．46･47溝跡
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黒
褐
色
シ
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ト

し
ま
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や
や
あ
り
。
粘
性
弱
い
o
灰
白
色
粒
子
含
む
。
R
A
O
1
北
で
は

地
山
ブ
ロ
ッ
ク
微
温
、
大
き
く
入
る
。
R
A
O
1
内
は
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
極
微
量
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細
か
く
入
る
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1
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R
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O
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全
体
的
に
し
ま
り
や
や
あ
り
・
粘
性
な
し
。

1．
1
0
Y
R
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト
灰
白
色
粒
子
少
量
。
炭
化
物
極
微
量
。
下
の
方
に
礫
が
入
る
。
下
位
層
と
は
っ
き
り
分
か
れ
る
。
他
層
よ
り
赤
味
強
い
o

2．
1
0
Y
R
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト

1層
よ
り
や
や
暗
い
。
灰
白
色
粒
子
の
有
無
不
明
。

3．
1
0
Y
R
2
/
1
黒
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シ
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ト
地
山
ブ
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ク
・
l
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R
4
/
1
褐
灰
色
シ
ル
ト
ブ
ロ
ッ
ク
と
の
混
土
層
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4．
1
0
Y
R
2
/
1
黒
色
砂
質
シ
ル
ト
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
多
量
。
下
層
に
l
O
Y
R
2
/
1
黒
色
・
1
0
Y
R
4
/
1
褐
灰
色
シ
ル
ト
プ
ロ
ッ
ク
多
く
入
る
。
工
具
で
掘
り
起
こ
し
た
跡
か
？

5．
1
0
Y
R
4
/
l
褐
灰
色
砂
質
シ
ル
ト
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
少
量
、
細
か
く
入
る
。

Z
D
－
e

L
＝
1
2
5
2
”
、

R
G
1
7

R
Z
O
1
-
1

(A
区
）

（
ZC
-Z
C'
）

1．
1
0
Y
R
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
微
量
。
灰
白
色
粒
子
含
む
。

2．
1
0
Y
R
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
少
量
。
灰
白
色
粒
子
含
む

細 霊 園 刀 Ｎ ヨ ー ニ 甥 蕊 罰 些 瓢

｡型
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‐
~了
う
＝
~て

)
1
-
1
(B
区
)
(
Z
D
-
Z
I

7
.
5
Y
R
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
トZ
D

1
－
－
－
－
．

，
．
－
1

～
～
壱
三

R
A
2
0

,）
R
Z 1．

し
ま
り
や
や
よ
い
。
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
が
か
き
混
ぜ
ら
れ
た
よ
う
に
少
量
は
い
る
。

ｌ ご い Ｉ

住
居
内
で
は
、
住
居
埋
土
最
上
層
を
か
き
混
ぜ
た
も
の
。
灰
白
色
粒
子
含
む
。

Z
E
－

=－
=多
く
今
壹
＝

E
ヲ

今
冬
公

～
一
一
一
一

▼

=
群
＝
一

R
G
4
6

Z
E
!

O
－

▼

R
Z
O
1
－
1

（
B区
）

（
Z
E
Z
E
'
・
ZF
-Z
F1
）

(
R
G
4
4
．
4
5
．
4
7
．
4
8
）

1．
1
0
Y
R
3
/
l
黒
褐
色
シ
ル
ト
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
微
量
。
灰
白
色
粒
子
。

2．
10
YR
3/
1黒
褐
色
砂
質
シ
ル
ト

l0
YR
3/
1黒
褐
色
シ
ル
ト
と
10
YR
5/
1褐
灰
色
砂
が
帯
状
に
堆
積
す
る
。
砂
は
酸
化
し
て
赤
く
な
っ
て
い
る
部
分
あ
り
。

3．
1
0
Y
R
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
全
体
に
多
量
。
耕
作
時
に
掘
り
返
さ
れ
た
部
分
か
？

4．
1
0
Y
R
5
/
1
褐
灰
色
砂
砂
の
層
。
2
層
の
砂
と
同
じ
。

5．
10
YR
3/
1黒
褐
色
砂
質
シ
ル
ト
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
が
マ
ー
プ
ル
状
に
混
入
し
た
り
、
地
山
が
グ
レ
ー
が
か
り
汚
れ
た
感
じ
。
掘
削
さ
れ
た
も
の
か
？

6．
1
0
Y
R
3
/
1
黒
褐
色
粘
土
質
シ
ル
ト

1
層
よ
り
粘
性
強
<
や
や
グ
レ
ー
が
か
っ
て
い
る
。

7．
1
0
Y
R
3
/
l
黒
褐
色
粘
土
質
シ
ル
ト

1層
よ
り
粘
性
強
く
黒
味
が
強
い
。

8．
1
0
Y
R
2
/
1
黒
色
シ
ル
ト
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
横
長
に
少
量
堆
積
。

9．
1
0
Y
R
2
/
1
黒
色
シ
ル
ト
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
(
径
～
5
c
m
)
少
量
。

10
.
1
0
Y
R
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト

し
ま
り
．
粘
性
あ
り
。
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
(径
～
2皿
)極
微
量
。

灰
白
色
粒
子
微
量
。
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11
.
1
0
Y
R
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト

し
ま
り
．
粘
性
あ
り
。
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
(径
～
5m
)全
体
。

12
.
1
0
Y
R
2
/
1
黒
色
シ
ル
ト
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
微
量
。
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(
Z
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･
Z
H
-
Z
H
'
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1．
1
0
Y
R
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
微
量
～
極
微
量
。

灰
白
色
粒
子
含
む
。

十
和
田
a降
下
火
山
灰
？
が
ブ
ロ
ッ
ク
で
入
っ
て
い
る
層
。

2．
lY
R3
/1
黒
褐
色
シ
ル
ト
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
や
や
多
く
、
斑
状
に
入
る
。

火
山
灰
が
一
部
ブ
ロ
ッ
ク
で
入
る
？
(1
層
よ
り
少
な
い
)｡

3．
10
YR
3/
1黒
褐
色
シ
ル
ト

2層
に
近
い
が
、
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
少
な
い
。

他
の
掘
削
痕
か
？

4．
1
0
Y
R
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト

2層
に
近
い
が
や
や
明
る
い
。
工
具
痕
？

5
.
1
0
Y
R
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
極
微
量
。

工
具
痕
も
し
く
は
杭
痕
か
？

6.
1Y
R3
/1
黒
褐
色
砂
質
シ
ル
ト
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
大
量
。
汚
れ
た
感
じ
。

7．
1
0
Y
R
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
極
微
量
。
p
2
0
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面
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R
Z
O
3
-
1
(
D
1
･
2
区
)

(Z
I-
ZI
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1．
10
YR
3/
1黒
褐
色
シ
ル
ト
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
極
微
量
。
底
面
に
斑
状
の
掘
削
痕
を
多
数
も
つ
遺
構
。

2.
10
YR
3/
1黒
褐
色
シ
ル
ト
主
体
土
は
1層
に
酷
似
(地
山
土
の
混
入
は
な
し
)1
層
と
同
時
の
可
能
性
あ
り
。

Z
L
o

L=
12
52
00
m

｡
型

謡 霊 園 刀 Ｎ 三 － ぬ ． ○

〈 調 査 区 外 〉

へ 0
2
ー

0
2
m

1
：
4
0

岸
一
一
一

ｌ 』 割 や Ｉ

\
z
i

l
l
&
L
o

L=
12

5.
60

0m
Zi
'

O
－

美 ア 図 ） ・ 富

33

1
三
一
百｡

1
三
一
百｡

~~
ヲ
。
1
0

.
ー
ー
･
一
三

ー

5
、
2

1
1

－
－
1挺

4
5

、
6

1
0

一
00

77
◇◇

γ ０
１

一 一

一

1
0

‐
一
一
一
＝
一
一
一
一
ー
9
－
言
＝

一
－
－
m

一
一
一
■
一

－
ー
一
一
一
＝
B
一
－
■
一
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一
－
一

R
Z
O
2
-
1
(
A
区
)

(Z
i-
Zi
')

1．
10
YR
3/
3暗
褐
色
粘
土
質
シ
ル
ト

し
ま
り
．
粘
性
や
や
あ
り
。
10
YR
3/
1黒
褐
色
シ
ル
ト
ブ
ロ
ッ
ク
少
量
。
底
面
に
礫
・
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
含
む
。

2．
10
YR
3/
2黒
褐
色
粘
土
質
シ
ル
ト
し
ま
り
．
粘
性
や
や
あ
り
。

1層
よ
り
黒
い
。
10
YR
3/
1黒
褐
色
ブ
ロ
ッ
ク
多
量
。

3
.
1
0
Y
R
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト

し
ま
り
．
粘
性
弱
。
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
微
量
。
灰
白
色
粒
子
少
量
(4
層
よ
り
多
い
)。

4
.
1
0
Y
R
2
/
1
黒
色
シ
ル
ト

し
ま
り
．
粘
性
や
や
弱
。
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
・
灰
白
色
粒
子
微
量
。

5．
10
YR
3/
1黒
褐
色
シ
ル
ト

7層
と
似
る
が
灰
白
色
粒
子
微
量
含
む
。
腐
植
し
て
い
る
。
し
ま
り
7層
よ
り
弱
い
。
シ
ヤ
リ
シ
ヤ
リ
い
う
。

6
.
1
0
Y
R
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト

し
ま
り
．
粘
性
や
や
弱
。
TG
aブ
ロ
ッ
ク
層
。

7
.
1
0
Y
R
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト

し
ま
り
.粘
性
や
や
あ
り
。
5層
よ
り
黒
い
。
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
微
量
。
腐
植
あ
り
。
遺
物
含
む
層
。

8．
1
0
Y
R
2
/
1
黒
色
粘
土
質
シ
ル
ト

き
れ
い
な
黒
層
。
腐
植
多
い
。

9
.
1
0
Y
R
4
/
1
褐
灰
色
粘
土
質
シ
ル
ト
地
山
が
グ
ラ
イ
化
し
た
も
の
。
上
面
が
河
床
面
。

10
.
10
YR
3/
1黒
褐
色
砂
質
シ
ル
ト

し
ま
り
．
粘
性
や
や
弱
。
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
(砂
質
)多
量
。
上
面
が
河
床
面
か
？

1
1
.
1
0
Y
R
3
/
1
黒
褐
色
砂
質
シ
ル
ト

し
ま
り
．
粘
性
や
や
弱
。

地
山
ブ
ロ
ッ
ク
10
層
よ
り
多
い
。
上
面
が
河
床
面
か
？
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雪
R
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-
1
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)

(z
j-
zj
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1．
1
0
Y
R
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト
灰
白
色
粒
子
微
量
。

A-
A'
5層
に
似
る
。

2．
1
0
Y
R
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト

し
ま
り
．
粘
性
弱
。

A
-
A
1
7
層
よ
り
黒
っ
ぽ
い
。
遺
物
の
出
る
層
。

3．
1
0
Y
R
2
/
1
黒
色
粘
土
質
シ
ル
ト

(
=
A
-
A
'
8
層
）

一
一
弓
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一
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R
Z
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1
(
C
1
区
)

(
Z
d
-
Z
d
|
～
Z
h
-
Z
h
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1．
2
.
5
Y
7
/
6
明
黄
褐
色
シ
ル
ト

カ
ク
ラ
ン
層

2．
1
0
Y
R
2
/
3
黒
褐
色
シ
ル
ト

カ
ク
ラ
ン
層

3．
2
.
5
Y
R
5
/
8
明
赤
褐
色
シ
ル
ト

カ
ク
ラ
ン
層

4
.
1
0
Y
R
3
/
3
暗
褐
色
シ
ル
ト
新
期
溝
の
士
に
似
る
。
底
面
に
田
の
床
土
の
よ
う
な
腐
植
し
た
士
が
溜
ま
る
。
削
平
層
。

51
．
1
0
Y
R
3
/
2
黒
褐
色
粘
土
質
シ
ル
ト

5
層
よ
り
や
や
茶
色
っ
ぽ
い
。
腐
植
し
て
い
る
。

(
=
R
Z
O
2
-
1
C
2
区
（
以
下
C
2
区
)
4層
？
）

5．
1
0
Y
R
2
/
1
黒
色
シ
ル
ト

し
ま
り
．
粘
性
あ
り
。
一
番
腐
植
し
て
い
る
層
。
最
も
黒
い
。

T
o
-
a
後
だ
が
シ
ャ
リ
シ
ヤ
リ
し
な
い
｡
(
=
C
2
区
5
層
）

6
.
1
0
Y
R
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト

To
-a
ブ
ロ
ッ
ク
層
。

(
=
C
2
区
6
層
）

7!
.
1
0
Y
R
2
/
2
黒
褐
色
粘
土
質
シ
ル
ト
腐
植
層
。
7
層
よ
り
粘
土
質
で
黒
い
が
、
5層
よ
り
明
る
い
。

(
=
C
2
区
8
層
）

7
.
1
0
Y
R
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト

Ⅵ
層
地
山
砂
の
影
響
か
シ
ヤ
リ
シ
ヤ
リ
し
て
5
層
よ
り
し
ま
り

．
粘
性
弱
い
。

地
山
が
粘
土
の
所
に
は
な
い
。
腐
植
し
て
い
る
。

8
.
1
0
Y
R
2
/
2
黒
褐
色
粘
土
質
シ
ル
ト

7
'
層
に
似
る
が
、
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
微
量
含
む
。

9．
1
0
Y
R
2
/
2
黒
褐
色
砂
質
シ
ル
ト

7
'
層
よ
り
明
る
く
シ
ヤ
リ
シ
ヤ
リ
。
腐
植
も
少
な
い
。

(
=
C
2
区
7
層
？
）

10
.
1
0
Y
R
4
/
1
褐
灰
色
砂
質
シ
ル
ト
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
少
量
。

11
.
1
0
Y
R
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト

し
ま
り
や
や
あ
り
。
粘
性
な
し
。
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
微
量
。

R
Z
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2
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1
(
C
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)

(Z
a-
Za
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Zc
-Z
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)

1
.
1
0
Y
R
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト
腐
植
分
や
や
含
み
、
若
干
赤
味
。

2
.
1
0
Y
R
3
/
2
黒
褐
色
粘
土
質
シ
ル
ト
腐
植
層
。

3．
1
0
Y
R
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト

1層
に
似
る
力
彌
植
分
な
く
、
や
や
明
る
い
。

4
.
1
0
Y
R
3
/
2
黒
褐
色
粘
土
質
シ
ル
ト
腐
植
層
。

2
層
よ
り
も
腐
植
分
多
く
、
黒
っ
ぽ
い
。

5
.
1
0
Y
R
2
/
1
黒
色
シ
ル
ト
腐
植
分
や
や
多
い
。
最
も
黒
い
層
。

6．
1
0
Y
R
2
/
2
黒
褐
色
粘
土
質
シ
ル
ト

To
-a
ブ
ロ
ッ
ク
入
る
面
。

7
.
1
0
Y
R
2
/
2
黒
褐
色
粘
土
質
シ
ル
ト
腐
植
分
や
や
含
む
。

8．
1
0
Y
R
2
/
2
黒
褐
色
粘
土
質
シ
ル
ト

、
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造
成
時
盛
土

1
0
Y
R
4
/
2
灰
黄
褐
色
粘
土
質
シ
ル
ト

し
ま
り
．
粘
性
や
や
あ
り
。

1
0
Y
R
2
/
1
黒
色
シ
ル
ト
腐
植
多
く
含
み
、
し
ま
り
欠
・
暗
褐
色
の
腐
植
と
黒
色
シ
ル
ト
が
互
層
を
な
し
て
、
水
平
堆
積
し
て
い
る
。

1
0
Y
R
4
/
2
灰
黄
褐
色
粘
土
質
シ
ル
ト

1
層
に
よ
く
似
る
が
や
や
暗
い
。
し
ま
り
や
や
欠
。
粘
性
強
い
o
腐
植
や
や
多
い
。
下
面
の
凹
凸
顕
著
。

1
0
Y
R
2
/
1
黒
色
シ
ル
ト
腐
植
多
く
含
み
、
し
ま
り
欠
・
2
層
に
酷
似
す
る
が
、
よ
り
暗
い
。
腐
植
と
黒
色
土
の
互
層
を
形
成
す
る
が
、
上
位
の
3層
以
下
凹
凸
に
乱
さ
れ
る
。

1
0
Y
R
4
/
1
褐
灰
色
～
1
0
Y
R
3
/
1
黒
褐
色
粘
土
炭
粒
極
微
量
。
上
面
に
T
G
a
ブ
ロ
ッ
ク
水
平
堆
積
。
（
水
性
堆
積
で
は
な
い
の
で
、
1次
堆
積
の
火
山
灰
か
？
）
下
面
は
砂
礫
層
・
粘
土
層
(地
山
構
成
層
)。
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2．

】
Y
H
4

1
0
Y
R
5
/
8
黄
褐
色
砂
、
及
び
粘
土

〒
－

3.
1
0
Y
R
1
.
7
/
1
黒
色
粘
土
質
シ
ル
ト

固
く
し
ま
る
。
真
っ
黒
･植
物
質
繊
維
含
む
。

13
4.
1
0
Y
R
1
.
7
/
1
黒
色
粘
土
質
シ
ル
ト

3層
よ
り
植
物
質
繊
維
を
多
く
含
み
、
し
ま
り
欠
き
、
ふ
か
ふ
か
。
ラ
ミ
ナ
形
成
。
3層
よ
り
茶
色
味
あ
り
。

5
.
1
0
Y
R
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト
植
物
質
繊
維
多
量
。

6
.
1
0
Y
R
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト

5
層
に
よ
く
似
て
お
り
連
続
す
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
植
物
質
繊
維
を
含
ま
ず
、

し
ま
り
あ
り
。

7．
1
0
Y
R
4
/
2
灰
黄
褐
色
砂

8
.
1
0
Y
R
3
/
2
黒
褐
色
粘
土
上
・
下
層
よ
り
明
る
く
黄
色
み
帯
び
る
。
植
物
質
繊
維
や
や
多
い
。

9
a
.
1
0
Y
R
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト

6層
に
よ
く
似
る
。

9b
・
1
0
Y
R
2
/
1
黒
色
シ
ル
ト

10
YR
3/
2黒
褐
色
粘
土
を
マ
ー
ブ
ル
状
(斑
状
)に
含
む
。

9c
・
1
0
Y
R
2
/
1
黒
色
シ
ル
ト

9
d
.
1
0
Y
R
2
/
1
黒
色
シ
ル
ト

1
0
Y
R
3
/
2
黒
褐
色
粘
土
含
む
｡
9
b
層
に
よ
く
似
る
。

10
.
1
0
Y
R
2
/
1
黒
色
シ
ル
ト
(
や
や
砂
質
)
11
･1
2層
よ
り
明
る
い
。

11
.
1
0
Y
R
2
/
1
黒
色
シ
ル
ト
上
面
に
T
o
-
a
ブ
ロ
ッ
ク
含
む
。

12
.
1
0
Y
R
2
/
1
黒
色
シ
ル
ト
真
っ
黒

13
.
10
YR
4/
1褐
灰
色
粘
土
炭
粒
全
体
に
微
量
。
地
山
黄
色
粘
土
層
に
挟
ま
れ
る
暗
灰
色
バ
ン
ド
に
よ
く
似
る
が
、
連
続
す
る
か
は
不
明
。
縄
文
晩
期
～
弥
生
初
期
の
遺
物
が
出
土
す
る
。

14
．
1
0
Y
R
4
/
1
褐
灰
色
粘
土
1
3
層
に
よ
く
似
る
が
や
や
暗
い
。

15
.
10
YR
3/
3暗
褐
色
粘
土
(焼
土
？
)赤
味
あ
る
。
上
面
に
径
10
m程
度
の
炭
粒
並
ん
で
い
る
。

16
.
1
0
Y
R
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト

17
層
と
の
漸
移
層
。

1
7
.
2
.
5
Y
5
/
2
暗
灰
黄
色
粘
土
質
シ
ル
ト
地
山
士
。
18
層
(暗
灰
色
バ
ン
ド
)の
上
に
の
る
層
。

0
1
:6
0

3
m

18
.
10
YR
4/
1褐
灰
色
粘
土
地
山
内
、
暗
灰
色
バ
ン
ド
。

ト
19
.
2
.
5
Y
5
/
2
暗
灰
黄
色
粘
土
質
シ
ル
ト
地
山
士
。
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3
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0
1
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Zp
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○
一

▼

3
2

3
3 3
2

3
1

YR
5/
2灰
黄
褐
色
砂
・
l0
YR
6/
6明
黄
褐
色
砂
・
10
YR
2/
1黒
色
シ
ル
ト
の
互
層
。
地
山
構
成
層
の
再
堆
積
。

Y
R
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト

1
3
．
1
4
層
、
層
順
逆
。

Y
R
4
/
2
灰
黄
褐
色
粘
土
質
シ
ル
ト
腐
植
や
や
多
い
。

Y
R
6
/
6
明
黄
褐
色
砂

Y
R
5
/
2
灰
黄
褐
色
砂

Y
R
6
/
6
明
黄
褐
色
砂
腐
植
含
み
、

し
ま
り
欠
・

● ● ● ● ●

３ ４ ５ ６ ７１ １ １ １ １

1〔 1
C

1
C

1（ 1〔

3
1

雲
T
ひ
a

2
8
－
空
－
雪

ー

1
1
0
Y
R
6
/
6
明
黄
褐
色
砂

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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1
0
Y
R
4
/
1
褐
灰
色
砂
質
シ
ル
ト

1
0
Y
R
4
/
1
褐
灰
色
粘
土

1
0
Y
R
3
/
1
黒
褐
色
粘
土
質
シ
ル
ト

1
0
Y
R
4
/
1
褐
灰
色
砂
と
1
0
Y
R
6
/
6
明
黄
褐
色
砂
の
互
層

1
0
Y
R
4
/
2
灰
黄
褐
色
粘
土
質
シ
ル
ト

1
0
Y
R
3
/
2
黒
褐
色
粘
土
質
シ
ル
ト
腐
植
多
く
、
し
ま
り
欠
。

1
0
Y
R
6
/
6
明
黄
褐
色
砂
。

1
0
Y
R
3
/
1
黒
褐
色
粘
土
質
シ
ル
ト

1
0
Y
R
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト
腐
植
多
く
、

し
ま
り
疎
。

1
0
Y
R
3
/
1
黒
褐
色
粘
土
上
面
に
T
G
a
ブ
ロ
ッ
ク
薄
層
。

下
部
よ
り
縄
文
晩
期
末
～
弥
生
初
期
の
土

器
出
土
。
（
5層
に
似
る
）

1
0
Y
R
3
/
1
黒
褐
色
粘
土
質
シ
ル
ト
腐
植
多
い
。
2
7
層
に
似
る
が
、
よ
り
暗
く
、

し
ま
っ
て
い
る
。

＝
2
2
層

＝
2
3
層

＝
2
7
層

1
0
Y
R
5
/
2
灰
黄
褐
色
粘
土
質
シ
ル
ト

R
Z
O
2
-
2
(
B
区
）
東
ト
レ
ン
チ
(
Z
p
-
Z
p
'
)

1
．
砂
礫
層

2
．
粘
土
層
下
部
砂
質
。
1
0
Y
R
5
/
3
に
ぶ
い
黄
褐
色
(
酸
化
)
。
7
.
5
Y
R
4
/
1
褐
灰
色
(
グ
ラ
イ
化
）

3．
1
0
Y
R
4
/
2
灰
黄
褐
色
粘
土
質
シ
ル
ト
漸
移
層
。

4．
1
0
Y
R
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト
粘
性
あ
り
。
腐
植
微
量
。

5．
1
0
Y
R
3
/
1
黒
褐
色
粘
土
質
シ
ル
ト
下
部
グ
ラ
イ
化
(
7
.
5
Y
R
3
/
1
黒
褐
色
)
。
炭
粒
(
径
2
～
5
m
臘
量
。

下
部
に
河
原
石
(
径
2
0
c
m
前
後
)
が
点
在
。
地
山
砂
含
み
、
や
や
砂
質
。
同
面
に
縄
文
・
弥
生
初
期
。
5
層
に
似
る
。

上
面
に
T
G
a
ブ
ロ
ッ
ク
薄
層
。

6．
1
0
Y
R
2
/
2
黒
褐
色
粘
土
質
シ
ル
ト
上
・
下
位
層
よ
り
粘
性
強
く
、
や
や
赤
味
も
つ
。

7．
1
0
Y
R
4
/
2
灰
黄
褐
色
粘
土
質
シ
ル
ト
地
山
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
や
や
多
い
。
全
体
に
黄
味
。

8
．
欠
番

9．
1
0
Y
R
4
/
2
灰
黄
褐
色
粘
土
質
シ
ル
ト

7
層
に
似
る
が
、
地
山
土
含
ま
ず
暗
い
。
腐
植
微
量
。

10
.
1
0
Y
R
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト
腐
植
少
量
含
み
、

し
ま
り
や
や
疎
。

11
.
1
0
Y
R
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト

12
.
1
0
Y
R
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト
腐
植
含
み
、

し
ま
り
疎
。
1
1
層
と
の
間
に
T
o
-
a
ブ
ロ
ッ
ク
入
る
。

● ● ● ● ●
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・
瓢
亀
終
判
／
農
蝿
三
里
睡
開
圭
会
和
瓢
亀
釦
嵐
蕊
【
ら
湯
○
日

。
判
浬
瞳
・
岬
彊
農
鏥
科
料
露
〆
心
袋
写
役
褐
哩
ｅ
Ｕ
・
咽
ｅ
嚥
櫛
ｓ
黒
杣
一
会
杁
睡
Ｈ
鵯
釦
崖
嚥
【
ら
湯
①
白

・
料
理
運
｛
会
八
趣
Ｈ
担
遡
楓
嵐
聖
国
寺
湯
い
ぶ

・
ね
佃
咽
急
尋
等
巡
〃
〉
雛
叶
咋
。
判
睡
尉
舎
会
八
画
Ｈ
巽
紐
塵
瓶
［
寺
浄
哩
函

・
判
浬
瞳
坐
会
八
瓢
判
鐸
佃
嵐
瓶
【
寺
湯
ぬ
ぺ

。
Ｈ
淫
建
・
睡
卜
岬
ぃ
ｅ
剖
腿
｛
皇
八
瓢
判
鐸
掴
瓶
崖
聖
国
唄
湯
周
一
会
八
趣
判
巽
掴
嘩
佃
嵐
ｓ
畠
津
昌

・
判
浬
建
・
睡
櫛
３
黒
柚
超
騨
雪
・
咽
謹
廻
、
訟
口
稀
ヨ
製
｛
会
八
叡
判
巽
釦
鯉
醗
更
閏
湯
昌

・
判
淫
墜
・
岬
ぺ
里
霊
余
話
燈
心
訟
口
媚
甸
６
Ｂ
旦
厘
ト
ー
会
八
瓢
Ｈ
鐸
釦
碓
貝
蜘
閏
湯
冒

・
判
浬
建
・
蝿
ぺ
里
美
睡
農
心
気
ロ
ド
甲
。
Ｂ
型
厘
悟
圭
会
叔
趣
判
巽
掴
唯
ご
閉
園
臼

。
Ｈ
堤
醤
・
睡
禅
ｓ
黒
杣
全
会
応
睡
Ｈ
襲
釦
嘩
醗
［
為
餡
浄
冒

。
仰
Ｋ
里
奏
搾
農
、
執
口
稲
ヨ
裂
刈
判
鐘
州
｛
会
八
趣
亀
ｕ
駆
楓
固
恩
ｍ
函
湯
臼

・
や
燗
型
錨
記
／
農
唄
。
匡
剖
噌
開
坐
食
八
慰
判
巽
週
鯉
瓶
嵐
ｑ
ｍ
“
涕
冒

・
咽
令
心
訟
口
縊
ヨ
裂
圭
会
八
趣
亀
掴
駆
瓶
崖
国
の
餡
湯
臼

・
咽
謹
騨
尋
等
退
・
噸
謹
、
訟
ロ
ド
ヨ
署
｛
会
八
掴
畠
鯉
［
等
閏
浄
自

・
判
浬
建
や
桧
岬
三
里
睡
罵
・
咽
謹
、
訟
口
恥
ヨ
裂
・
ｓ
穏
送
１
Ａ
、
一
会
八
瓢
判
襲
判
悪
眺
同
閏
湯
臼

・
噌
急
、
訟
口
箙
ヨ
製
・
昌
眺
唇
吊
腿
烏
一
会
八
掴
墜
鯉
［
導
幽
湯
臼

・
判
淫
醤
。
ｓ
唯
二
判
腿
曾
一
会
八
個
駆
眺
［
お
“
涕
臼

。
ｓ
猟
舟
＃
、
訟
口
応
ヨ
碧
圭
会
八
釦
塵
哩
【
守
餡
湯
冒

・
埋
建
母
十
・
画
‐
・
Ｂ
型
但
恰
・
蝿
三
越
睡
開
逆
判
鐘
州
圭
会
八
掴
嘩
眺
【
尉
餡
湧
冒

・
堤
建
舟
ル
・
睡
凹
眺
櫛
ｓ
黒
純
一
会
八
紐
唯
ご
用
員
冒

・
岬
蕊
旦
睡
吟
函

旨｜
O
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表4柱穴一覧（1 ）

※l ＝帰属遺構く重複新＞重複旧≠重複新旧不明

－230－

区域 番号 位置 規模 底面標高 埋土 地山 柱痕 帰属遺構・重複
※1

備考

A1区 1 IA20q 33×32 125.509 lOYR2/1黒色 －
ー

A1区 2 IA20r 31×20 125.372 lOYR2/1黒色 － 一

A1区 3 IB21d 24×23 125.424 l0YR5/2灰黄褐色シルト 少 ー

A1区 4 IB21j 32×26 125.421 lOYR2/l黒色 ○ ー

A1区 5 IB21j 33×30 125.270 lOYR2/l黒色 ○ －

A1区 6 IB21j 32×32 125.204 lOYR2/l黒伝 ○ ■■■■■

A1区 7 IB21k 37×32 125.288 lOYR2/l黒色 ○ －

A1区 8 IB21k 24×19 125.466 lOYR2/l黒色 ○ ■■■■■

A1区 9 IB22k 43×36 125.354 lOYR2/l黒色 ー _

A1区 10 IB21k 28×20 125.246 10YR2/1黒色 ○ _

Al区 11 IB21k 39×31 125.205 lOYR2/l黒色 ○ 一

A1区 12 IB221 23×20 125.418 lOYR2/1黒色 ○ _

Al区 13 IB211 43×35 125.311 lOYR2/l黒色 ○ －

A1区 14 IB211 26×23 125.428 lOYR2/1黒色 q■■■■■ 一

A1区 15 IB211 25×22 125.400 lOYR2/l黒色 ○ ■■■■■

A1区 16 IB211 28×24 125.310 lOYR2/l黒色 ○ －

A1区 17 IB21m 30×27 125.348 lOYR4/2灰黄褐色 ○ ー

A1区 18 IB22m 41× 125.316 lOYR2/l黒色 ○ 一

A1区 19 IB21m 29×21 125.397 lOYR2/l黒色 ○ ■■■■■

A1区 20 IB22m 35× 125.324 lOYR2/1黒色 ○ ■■■■■

A1区 21 IB22m 37× 125.190 lOYR4/2灰黄褐色 ■■■■■ －

A1区 22 IB21m 23×23 125.209 lOYR2/l黒色 ○ －

A1区 23 IB21m 32× 125.270 lOYR ○ 一

A1区 24 IB21m ×18 125.280 l0YR2/1黒色シルト 微 一

A1区 25 IB22m 33×30 125.140 lOYR2/1黒色シルト 微 －

A1区 26 IB21 p 36× 125.340 10YR3/1黒褐色 微 － ＞RAll

A1区 27 IB21 q 27× 125.231 lOYR2/l黒色シルト 少 －

Al区 28 IB21 q 20×19 125.365 lOYR2/l黒色シルト 微 －

A1区 29 IB21u 22×20 125.374 lOYR2/l黒色シルト 微 一

A1区 30 IB21v 24×16 125.160 lOYR2/1黒色シルト 微 ■■■■■

A1区 31 IB21w 34×28 125.097 l0YR2/l黒色シルト 微 一 ＞RAll

A1区 32 IB21x 28×22 125.416 lOYR3/l黒褐色シルト 微 ー

A1区 33 IB22x 32×25 125.426 lOYR3/1黒褐色シルト 少 ■■■■■

Al区 34 IB22y 40×32 125.376 lOYR2/l黒色シルト 微 ー

A1区 35 IB21 y 37×28 125.385 lOYR2/1黒色シルト 多 10YR2/1黒色シルト 陶器片

Al区 36 IC22a 34×28 125.338 lOYR2/l黒色シルト 多 l0YR2/l黒色シルト

A1区 37 IC22a 28×20 125.392 10YR2/l黒色シルト 少 －

A1区 38 IC22a 24×21 125.239 lOYR2/l黒色シルト 少 _

A1区 39 IC22b 34×28 125.341 lOYR2/l黒色シルト 少 ■■■■■

A1区 40 IB22y 36×30 125.375 lOYR2/1黒伍シルト 少 ■■■■■

A1区 41 IB22y 30×20 125.504 l0YR2/l黒色シルト 微 一

A1区 42 IC22a 26×20 125.519 10YR2/1黒色シルト 少 －

A1区 43 IC22a 27×23 125.461 lOYR2/l黒色シルト 微 一

A1区 44 IC22a 23×18 125.253 lOYR2/l黒色シルト 微 －

A1区 45 IC22b 40×32 125.419 lOYR2/1黒色シルト 微 ■■■■■



表4柱穴一覧（2）

※l ＝帰属遺構く重複新＞重複旧≠重複新旧不明

－231－

区域 番号 位置 規模 底面標高 埋土 地山 柱痕 帰属遺構・重複
※1

備考

A1区 46 IC22b 32×24 125.516 lOYR3/l黒褐色シルト 少
■■■■■

A1区 47 IB21d 25×20 125.522 l0YR3/l黒褐色シルト 少
ー 土器片

A1区 101 IB21w (32)× 125.180 l0YR3/l黒褐色シルト 微量
_ ＞RA11

A1区 102 IB21o 60×60 125.056 10YR3/1黒褐色シルト 多
－ ＝RA11

A1区 201 IC23c 29×16 125.437
－

－ － ＞RA13

A2区 1 欠 － 一 －
－ －

A2区 2 欠 － － ー
■■■■■ －

A2区 3 欠 － 一 －
q■■■■■ ■■■■■

A2区 4 欠 一 － 一 一
一

A2区 5 欠 ■■■■■ _ 1■■■■■ － ー

A2区 6 欠 ■■■■■ ー ー － －

A2区 7 欠 q■■■■■ ー 一
■■■■■ 一

A2区 8 欠 一 ■■■■■ － 一 －

A2区 9 欠 ■■■■■ ー ー
q■■■■■ ー

A2区 10 欠 － 一 _ ー
一

A2区 11 欠 － － ■■■■■ ■■■■■ －

A2区 12 欠 ■■■■■ 一 一 － _

A2区 13 欠 ■■■■■ 一 一 － －

A2区 101 IA18t 30×24 125.110 l0YR2/l黒色砂質シルト 少 －

A2区 102 IAl8u 30×29 125.213 lOYR3/l黒褐色砂質シルト 少 ■■■■■

A2区 103 IB19r 23×21 125.170 lOYR2/l黒色砂質シルト 少 －

A2区 104 IB20s 23×20 125.290 l0YR2/1黒色砂質シルト 微 ■■■■■

A2区 105 IB20t 20×14 125.265 10YR3/1黒褐色砂質シルト 極微 ー

A2区 106 IB19t 16×16 125.195 lOYR3/l黒褐色砂質シルト 極微 －

A2区 107 IBl9u 20×20 125.030 l0YR3/1黒褐色砂質シルト 極微 ■■■■■

A2区 108 IB20x 21×16 125.335 lOYR3/l黒褐色砂質シルト 極微 ー

A2区 109 IC20a 31×29 125.305 lOYR3/l黒褐色砂質シルト 少 ■■■■■■■

A2区 110 IC20b (30)×26 125.350 lOYR3/1黒褐色シルト 少 ー

A2区 111 IB19m 25×25 125.345 lOYR2/l黒色シルト 微 ■■■■■

A2区 201 IA17n 31×19 124.997
1■■■■ － －

A2区 202 IA16o 20× 125.025 一 ■■■■■ 一

A2区 203 IA17o 21×20 125.286 － ■■■■■ 一

A2区 204 IA17p 28×20 125.255 ー ■■■■■ 一

A2区 205 IA16q 25×24 125.073 一 － 一

A2区 206 IA16r 34×30 125.083 － － _

A2区 207 IA17r 25×23 125.407
■■■■■ _ －

A2区 208 IA17r 25×22 125.385
ー _ －

A2区 209 IAl7r 31×27 125.115
－ _ ■■■■■

A2区 210 IAl7s 35×30 125.124 － 一 －

A2区 211 IA17s 40×35 125.010 一 － ■■■■■

A2区 212 IA17t 37×32 125.145
■■■■■ ■■■■■ ー

A2区 213 IA17t 31×26 125.080 － － ー

A2区 214 IBl6r 50× 125.265
■■■■■ － ■■■■■

B1区 1 ID23q 43×41 125.080 l0YR2/l黒色 微 － ＞RD15

Bl区 2 ID23q 28×24 125.131 lOYR2/l黒色 微 _ ＞RD15



表4柱穴一覧（3）

※l ＝帰属遺構く重複新＞重複旧≠重複新旧不明

－232－

区域 番号 位置 規模 底面標高 埋土 地山 柱痕 帰属遺構・重複
※1

備考

Bl区 3 ID23q 20×20 124.899 l0YR2/l黒色 多 lOYR2/l黒色 ＞RDl5

B1区 4 IC23r 27×26 124.911 lOYR2/1黒色砂質シルト 多 l0YR2/l黒色砂質シルト

Bl区 5 IC22r 28×(25） 125.119 lOYR2/l黒色シルト 微 －

B1区 6 IC22s (48)×41 125.149 lOYR3/1黒褐色シルト ○ 一

B1区 7 IC23s 29×28 －

lOYR3/1黒褐色砂質シルト 少 －

＞RD15

Bl区 8 IC22t 40×30 125.050 10YR3/1黒褐色砂質シルト 少 －

Bl区 9 IC23t 40× 125.044 lOYR2/l黒色砂質シルト 少 _

B1区 10 IC23v 33×32 124.954 lOYR2/1黒色砂質シルト 少 ー

Bl区 11 IC23v 28×25 125.026 lOYR3/l黒褐色砂質シルト 少 lOYR2/l黒色

Bl区 12 IC23w 26×25 125.240 lOYR3/l黒褐色砂質シルト 少 －

B1区 13 IC23w 37×35 124.987 lOYR2/l黒色砂質シルト ○ ー

Bl区 14 IC23w 30×25 125.257 lOYR2/1黒色砂質シルト 多 _

B1区 15 IC23x 22×20 125.197 lOYR2/l黒色砂質シルト 少 －

B1区 16 IC23x 28×23 125.085 lOYR2/l黒色砂質シルト 微 －

B1区 17 IC23x 31×23 125.222 lOYR2/l黒色砂質シルト 少 ■■■■■

Bl区 18 IC23x 40×36 124.962 lOYR2/1黒色砂質シルト 少 ■■■■■

B1区 19 IC23y 28×25 125.306 lOYR2/1黒色砂質シルト 少 －

Bl区 20 IC23y 23×18 125.285 lOYR2/l黒色砂質シルト 少 _

Bl区 21 欠 ■■■■■ － 一 － _

B1区 22 ID23a 28×25 125.553 l0YR2/l黒色砂質シルト 少 _

B1区 23 ID24a 44× － lOYR3/3暗褐色砂質シルト 微 l0YR2/l黒色

Bl区 24 ID23b 44×43 125.385 lOYR2/l黒色砂質シルト 少 －

Bl区 25 ID24b 35×26 125.445 lOYR2〃黒褐色砂質シルト 少 _

Bl区 26 ID23c 35×29 125.433 lOYR2/1黒色砂質シルト ○ lOYR2/l黒色

Bl区 27 ID23c 31×29 124.963 lOYR2/l黒色砂質シルト ○ lOYR2/1黒色砂質シルト

B1区 28 ID23c 32×28 124.946 lOYR2/l黒色砂質シルト 多 _

Bl区 29 ID24C 33×30 125.016 lOYR2/l黒色砂質シルト 少 －

Bl区 30 ID24c 38× 124.879 lOYR3/l黒褐色砂質シルト ○ lOYR2/l黒色砂質シルト

Bl区 31 ID24c ×16 125.055
■■■■■ _ －

B1区 32 ID24d 28×22 125.037
■■■■■ － q■■■■

B1区 33 ID249 45×36 124.838 lOYR2/l黒色砂質シルト 多 l0YR2/l黒色砂質シルト

B1区 34 ID24h 28×27 124.945 lOYR2/l黒色砂質シルト 多 l0YR2/1黒色砂質シルト

Bl区 35 ID23h 26×25 124.941 lOYR3/l黒褐色砂質シルト 少 l0YR2/l黒色砂質シルト

B1区 36 ID23h 30× 124.956 lOYR2/l黒色砂質シルト 多 一

B1区 37 ID24h 20×17 124.920 lOYR2/l黒色砂質シルト 微 ■■■■■

B1区 38 ID23i 24×22 124.913 lOYR3/l黒褐角砂質シルト 少 1■■■■

B1区 39 ID24i 28×22 124.824 l0YR2/1黒角砂質シルト 多 l0YR3/1黒褐色砂質シルト

B1区 40 ID24j 27×24 124.999 lOYR2/l黒色砂質シルト 少 －

B1区 41 ID25w 26×23 124.878 lOYR2/l黒色砂質シルト ○ _

B1区 42 ID25y 24×24 124.946 lOYR2/l黒色砂質シルト ○ －

Bl区 43 ID25y 26×22 124.958 l0YR2/l黒色砂質シルト 少 ー

Bl区 44 欠 － － ■■■■■ ■■■■■ 一

Bl区 45 IE25b 32×19 124.999 lOYR2/1黒色砂質シルト 微 一

B1区 46 IE25e 41× 124.630 l0YR2/1黒色砂質シルト 少 －

B1区 47 IE25f 30×23 124.855 lOYR2/1黒色砂質シルト 微 ■■■■■



表4柱穴一覧（4）

※1 ＝帰属遺栂く重複新＞重複旧≠重複新旧不明

－233－

区域 番号 位置 規模 底面標高 埋土 地山 柱痕 帰属遺構・重複
※1

備考

Bl区 48 IE25f 28×27 124.636 l0YR2/l黒色砂質シルト 少
－

Bl区 49 IE259 ×25 124.605 l0YR2/l黒色砂質シルト 少
■■■■■ <p53

B1区 50 IE25h 22×17 124.686 lOYR2/l黒色砂質シルト 少
－

Bl区 51 IE25h 30×28 124.665 lOYR2/l黒色砂質シルト 少
■■■■■

Bl区 52 IE25i 26×24 124.605 lOYR2/l黒色砂質シルト 少 一

Bl区 53 IE259 33× 124.545 lOYR3/l黒褐色砂質シルト ○ >p49

B1区 54 IE25i 47×40 124.634 lOYR2/l黒色砂質シルト ○
一 <p55

Bl区 55 IE25i ×19 124.695 lOYR3/2黒褐色砂質シルト 少 一 >p54

B1区 56 IE25i 29×23 124.468 lOYR2/l黒色｣砂質シルト 微
一

B1区 57 IE25i 24×21 124.585 l0YR3/l黒褐色砂質シルト 少
■■■■■

B1区 58 ⅡEli 23×18 124.780 lOYR3/l黒褐色砂質シルト 微
－

B1区 59 IE2ai 30×30 124.605 l0YR2/1黒色砂質シルト 少 lOYR3/l黒褐色砂質シルト

B1区 60 IE2Sj 24×22 124.770 lOYR3/l黒褐色砂質シルト 少
－

B1区 61 IE25j 29×24 124.804 l0YR3/l黒褐色
－

－

Bl区 62 ID24d 25×20 125.007 l0YR2/l黒色砂質シルト 微 －

Bl区 63 ID23a 30×28 125.204
■■■■■

■■■■■ － ＞RDl5

B1区 64 IC23s 30×(24）
■■■■■ 一

■■■■■ 一

Bl区 lOl IC23x 32×26 125.107 lOYR3/1黒褐色 少
ー

Bl区 102 ID22b 30×30 125.019 lOYR3/l黒褐色シルト 少 一

Bl区 103 ID23e 36×33 124.637 lOYR3/l黒褐色砂質シルト 微
■■■■■ ＞RAl9

Bl区 104 ID23f 33×27 124.640 10YR4/l褐灰色 少
_ ＞RA19

Bl区 105 IE249 50×37 124.667 lOYR3/l黒褐色粘土質シルト 少
■■■■■

Bl区 106 IE24h 27×21 124.667 lOYR3/1黒褐色粘土質シルト 少 －

Bl区 107 ID239 44×27 124.778 lOYR3/l黒褐色シルト 多 lOYR3/1黒褐色シルト

B1区 108 ID239 58×34 124.988 lOYR5/l褐灰色シルト 少 －

B1区 201 IC24i (36)× 1.000
■■■■■ 一 － ≠RD18

B1区 202 IC23i 57×(57） 124.858
－ － － ≠RD17． 18

Bl区 203 IC23i 18×16 124.775
一 － － ≠RD18

Bl区 204 IC23i 21×20 124.781 － ■■■■■ ■■■■■ ≠RD18

B1区 205 IE25i (29)× 124.745
■■■■■ ■■■■■ ■■■■■

B2区 1 ICl9o 37×30 125.326 lOYR2/2黒褐色シルト 微 －

B2区 2 ICl9q 53×35 125.290
ー ■■■■■ －

B2区 3 =RA15ppl
－ － － － ■■■■■

B2区 4 ICl9r 30×19 125.184 l0YR2/l黒色シルト 微
－

B2区 5 =RA15pp2
－ 一 一 ー －

B2区 6 ICl8s 27×25 125.202 lOYR2/1黒色砂質シルト 多 ■■■■■ ＞RAl5

B2区 7 ICl9s 35×34 125.148 lOYR2/1黒色シルト 微 ー

B2区 8 ICl9s 19× 125.258 lOYR2/l黒色シルト 少 ■■■■■

B2区 9 IC20t 28× 125.136 l0YR2/l黒色シルト 微 －

B2区 10 ICl9t 36×28 125.020 l0YR2/l黒色シルト 微 _

B2区 11 ICl8t 27× 125.148 lOYR2/l黒色シルト 微 ー

B2区 12 ICl8t 34×23 125.072 l0YR2/1黒色シルト 少
－

B2区 13 ICl9u 47×26 125.135 lOYR2/l黒色シルト 少 －

B2区 14 IC20u 28×26 125.250 lOYR2/l黒色シルト 微 lOYR2/l黒色

B2区 15 ICl9u 33×25 125.184 lOYR4/l褐灰色砂質シルト 多 －



表4柱穴一覧（5）

※1 ＝帰属遺構く重複新＞重複旧≠重複新旧不明

－234－

区域 番号 位置 規模 底面標高 埋土 地山 柱痕 帰属遺構・重複
※1

備考

B2区 16 IC19u 40×36 125.128 lOYR2/l黒色シルト 微 _

B2区 17 ICl9u 32×31 125.098 lOYR2/l黒色シルト 少 －

B2区 18 IC19u 21×18 125.182 lOYR2/1黒色シルト 少 －

B2区 19 ICl8u 27×17 125.215 l0YR2/l黒色シルト 微 ■■■■■

B2区 20 ICl8u 23×18 125.178 10YR2/l黒色シルト 少 _

B2区 21 IC18u 46×35 125.047 l0YR2/l黒色シルト 少 lOYR2/1黒色シルト

B2区 22 ICl8u 31×27 124.965 lOYR2/l黒色シルト 極微 ■■■■■

B2区 23 IC18u 35×29 125.004 10YR2/l黒色シルト 微 －

B2区 24 IC18v 45×32 125.195 lOYR2/l黒色シルト 少 一

B2区 25 ICl8v 36×28 125.035 l0YR2/1黒色シルト 微 q■■■■

B2区 26 ICl8v 20× 125.252 lOYR2/l黒色シルト 微 －

B2区 27 IC20v 31×28 125.122 lOYR2/l黒色シルト 少 一

B2区 28 IC20y 21×20 124.972 l0YR2/l黒色シルト 少 －

B2区 29 欠 ■■■■■ ■■■■■ －
ー －

B2区 30 IDl9b 24×22 124.896 lOYR2/l黒色シルト 微 －

B2区 31 IDl9c 30×30 124.926 l0YR2/l黒色シルト 少 －

B2区 32 IDl9c 21×19 125.000 lOYR2/2黒褐色シルト 微 ー

B2区 33 IDl9c 30×28 124.920 l0YR2/l黒色シルト 少 －

B2区 34 IDl8c 37×37 124.798 10YR2/1黒色シルト 多 l0YR2/l黒色シルト

B2区 35 IDl9d 30×26 125.080 l0YR3/1黒褐色シルト 微 ■■■■■

B2区 36 IDl9d 30×22 125.062 l0YR2/l黒色シルト 微 －

B2区 37 IDl9d 30× 124.742 lOYR2/l黒色シルト 微 lOYR2/l黒色シルト

B2区 38 IDl9d 33×31 124.976 l0YR2/l黒色シルト 微 －

B2区 39 IDl9d 30×30 124.928 l0YR2/l黒色シルト 微 _

B2区 40 IDl9d 25× 124.918 lOYR2/l黒色シルト 極微 ■■■■■

B2区 41 ID20d 42×27 124.938 lOYR2/l黒色シルト 多 －

B2区 42 IC18y (30)×
－ l0YR2/1黒色シルト 微 ■■■■■

＞RA17

B2区 43 欠 － － ■■■■■
－ _

B2区 44 IDl9a 19×17 125.176 lOYR2/l黒色シルト 微 ■■■■■

＞RA18

B2区 45 IDl9a 27×21 124.768 lOYR2/l黒色シルト 微 一

＞RAl8

B2区 46 IDl9a 35×24 124.588 10YR3/1黒褐色シルト 微 －

＞RAl8

B2区 47 ID20b 27×25 124.865 lOYR3/1黒褐色シルト 微 ■■■■ﾛ■■

＞RA18

B2区 48 IDl9e 25×24 124.860 l0YR2/l黒色シルト 多 lOYR2/l黒色シルト

B2区 49 ID19f 27×20 124.642 l0YR3/l黒褐色シルト 微 一

B2区 50 IDl9f 38×35 124.445 10YR3/l黒褐色シルト 多 lOYR2/l黒色シルト

B2区 51 ID209 30×28 124.670 ■■■■■ _ －

B2区 52 ID20h 26×25 124.637 lOYR2/l黒色シルト 多 l0YR2/1黒色シルト

B2区 53 IDl99 38×37 124.451 l0YR2/l黒色シルト 少 lOYR2/l黒色シルト

B2区 54 欠 － － － － ー

B2区 55 欠 ■■■■■ － ー _ －

B2区 56 IE21b 19×16 124.799 lOYR2/l黒色 微 －

B2区 57 IE21d ×38 124.586 lOYR2/l黒色 少 －

B2区 58 IE20c 31×30 124.560 l0YR2/1黒色 微 －

B2区 59 IE20d 34×30 124.618 lOYR2/1黒色 少 ー

B2区 60 IE20d 30×29 124.869 lOYR2/l黒色シルト 少 ■■■■■



表4柱穴一覧（6）

※l ＝帰属遺構く重複新＞重複旧≠重複新旧不明

－235－

区域 番号 位置 規模 底面標高 埋土 地山 柱痕 帰属遺構・重複
※1

備考

B2区 61 IE22e 40×33 124.538 lOYR2〃黒褐色 微 lOYR2/1黒色

B2区 62 IE21e 44×41 124.538 l0YR2/2黒褐色 少 l0YR2/2黒褐色

B2区 63 IE21e 24×20 124.573 lOYR2/l黒色 微
一 土器片

B2区 “ IE219 26×26 124.511 l0YR2/1黒色 微
■■■■■

B2区 65 IE21h 21×18 124.616 l0YR2/1黒色 少 lOYR2/l黒色

B2区 66 IE21h 47×36 124.597 l0YR ○
■■■■■

B2区 67 IE22i 34×24 124.592 lOYR2/1黒色 ○
一

B2区 68 IE22c 46×40 124.596 l0YR2/1黒色 ○
■■■■■

B2区 69 IE2o 42×40 124.562 lOYR2/1黒色 微
－

B2区 70 IE21i 27×26 124.700 l0YR ○ ー

B2区 71 IE20f 27×25 124.813 10YR2/1黒色 微
■■■■■

B2区 72 欠 4■■■■■ － －
■■■■■ －

B2区 73 IE20m 68× 124.697 10YR2/1黒色シルト 少 lOYR2/1黒色 須恵器片

B2区 74 欠 _ 一 －
■■■■■ 一

B2区 75 ICl9v 50× 124.922 lOYR2/l黒僅シルト 多 －

B2区 76 ICl9v ×37 124.856
－

－ －

B2区 77 IE20b 34×33 124.663
■■■■■

－
■■■■■

B2区 78 IC20w 27× 125.062 lOYR2/l黒色シルト 少
一 ＞RAl7

B2区 101 ID21d 26×23
一 －

_ _ ＞RA18

B2区 102 IC21v 28×26 124.855 lOYR3/l黒褐色シルト 少
一

B2区 103 ID21c 26×25 124.937 lOYR3/1黒褐色シルト 少
■■■■■

B2区 104 IE22b 48×34 124.858 l0YR3/1黒褐色シルト 微 ー

B2区 105 IE22d 31×27 124.743 l0YR3/1黒褐色シルト 微
－

B2区 106 IE22d 38×37 124.790 lOYR3/1黒褐色シルト 少 －

B2区 107 ID21b 42×31 124.761 10YR3/1黒褐色シルト 少 一 ＞RA18

B2区 108 ID21b 36×27 124.712 l0YR4/l褐灰色砂質シルト 少
■■■■■ ＞RA18

B2区 201 ID19b (26)×(21） 124.855 ■■■■■ － － ＞RAl8

B2区 202 IE21c ×24 124.640
■■■■■ ■■■■■ ー

B2区 203 IE211 48×35 124.646
1■■■■■ ■■■■■ _

B2区 204 IC20s ×28 125.308 _
一 一

B3区 1 IF23k 32×(30）
■■■■■ lOYR2/l黒倹シルト 少

－

<p2

B3区 2 IF23k 38×(25） 124.630 l0YR2/2黒褐色砂質シルト 少
一

＝RBO2．>pl

B3区 3 IF24k 44× 124.520 10YR3/l黒褐色砂質シルト 少 － ＝RBO2

B3区 4 IF24j 37×36 124.680 lOYR3/1黒褐色砂質シルト 少 一 ＝RBO2

B3区 5 IF23k 40×38 124.600 l0YR3/l黒褐色砂質シルト 少 ー ＝RBO2

B3区 6 IF24k 28×24 124.680 lOYR3/l黒褐色砂質シルト 少 ■■■■■ ＝RBO2

B3区 7 IF25k 34×33 124.620 lOYR3/l黒褐色砂質シルト 少 － ＝RBO2

B3区 8 ⅡFlk 22×18 124.709 10YR3/1黒褐色砂質シルト 少
一

B3区 9 ⅡF2k 45× 124.685 l0YR3/l黒褐色砂質シルト 少 ■■■■■

B3区 10 IF231 30×28 124.573 lOYR2/2黒褐色砂質シルト 少 ー

B3区 11 IF24k 28×25 124.714 lOYR3/1黒褐色砂質シルト 少 一

B3区 12 IF231 45×44 124.580 l0YR3/1黒褐色砂質シルト 少 － ＝RBO2

B3区 13 IF241 42×44 124.660 lOYR3/1黒褐色砂質シルト 少 一 ＝RBO2

B3区 14 IF251 43×39 124.660 lOYR3/1黒褐色砂質シルト 少 ー ＝RBO2

B3区 15 IF24m 26×25 124.655 lOYR3/1黒褐色砂質シルト 少 _



表4柱穴一覧（7）

※l ＝帰属遺構く重複新＞重複旧≠重複新旧不明

－236－

区域 番号 位置 規模 底面標高 埋土 地山 柱痕 帰属遺構・重複
※1

備考

B3区 16 IF251 33×30 124.638 lOYR3/l黒褐色砂質シルト 少 lOYR3/l黒褐色砂質シルト

B3区 17 IF251 28×25 124.661 l0YR3/1黒褐色砂質シルト 少 _

B3区 18 IF24m 20×26 124.726 l0YR3/l黒褐色砂質シルト 少 ■■■■■

B3区 19 IF24m 23×18 124.743 lOYR3/1黒褐色砂質シルト 少 －

B3区 20 IF24n 56×39 124.785 10YR3/1黒褐色砂質シルト 少 －

B3区 21 IF24m 25×25 124.735 lOYR3/l黒褐色砂質シルト 少

B3区 22 IF25m 30×28 124.590 10YR3/1黒褐色砂質シルト 少 lOYR3/l黒褐色砂質シルト

B3区 23 IF25n 37×29 124.355 lOYR3/l黒褐色砂質シルト 少

B3区 24 ⅡFll 32×27 124.534 ■■■■■
■■■■■ 一

B3区 25 欠 － ■■■■■ －
一 －

B3区 26 欠 － － －
－ －

B3区 27 欠 一 － －
一 －

B3区 28 欠 ー I■■■■ －
■■■■■ －

B3区 29 欠 一 － －
－ －

B3区 30 欠 ー － －
一 一

B3区 31 IF21d 38×33 124.700 lOYR3/1黒褐色砂質シルト 多 lOYR2/l黒色砂質シルト

B3区 32 IF22b 46×39 124.588 10YR3/1黒褐色砂質シルト 少 ■■■■■

B3区 33 IF21b 25×18 124.585 lOYR3/2黒褐色砂質シルト 多 10YR3/1黒褐色砂質シルト ＞RA35

B3区 34 IF23b 23×20 124.921 lOYR3/3黒褐缶砂質シルト 少 －

B3区 35 IF23b 61×33 124.904 lOYR3/2黒褐色砂質シルト ○ ー

B3区 36 IE21x 22×20 124.771 lOYR2/l黒色砂質シルト 一 一

B3区 37 IE21w 30×34 124.856 lOYR3/2黒褐色砂質シルト ○ l0YR2/1黒色砂質シルト

B3区 38 IE21w 21×20 125.010 l0YR3/l黒褐色砂質シルト 少 一

B3区 39 IE21v 32×31 124.776 l0YR3/l黒褐色砂質シルト ○ lOYR3/l黒褐色シルト

Cl区 1 IB7i 26×26 125.155 l0YR3/2黒褐色砂質シルト 少 l0YR3/2黒褐伍 ＝RBOl

Cl区 2 IB7i 34×30 125.077 lOYR3/l黒褐色砂質シルト 微 －

＝RBOl

Cl区 3 IB7j 31×30 124.960 lOYR3/l黒褐色シルト 少 _

＝RBOl

Cl区 4 IB6j 36×27 124.835 lOYR3/l黒褐色シルト 微 一

＝RBOl

Cl区 5 IBTi 35×30 124.857 lOYR3/l黒褐色砂質シルト 少 －

＝RBOl

Cl区 6 IB8k 35×27 124.836 lOYR3/l黒褐色シルト 微 l0YR3/l黒褐色 ＝RBOl

Cl区 7 IB8j 38×24 125.052 l0YR3/l黒褐色シルト 少 －

＝RBOl

Cl区 8 IC9h (60)× 124.730 lOYR3/l黒褐色シルト 少 －

Cl区 9 IC9i 42×39 124.670 lOYR2/l黒色シルト 少 －

Cl区 10 IC9d 36×31 124.629 lOYR3/l黒褐色シルト 微 －

Cl区 11 IC9c 29×26 124.866 lOYR3/l黒褐色シルト 微 －

Cl区 12 IC9c 35×32 124.860 lOYR3/l黒褐色シルト 微 一

Cl区 13 IB10x 24×24 125.154 lOYR3/1黒褐色シルト 多 I■■■■■

Cl区 201 IC8f 64×54
－ － ■■■■■ －

C2区 1 欠 － － － ■■■■■ 一

C2区 2 欠 － ■■■■■ － 一 _

C2区 3 欠 － ー － ■■■■■■ －

C2区 4 欠 _ － － － ー

C2区 5 欠 ー ー － _ ー

C2区 6 欠 _ 一 ー － －

Dl区 1 IDl2t (33)×24
－ lOYR3/1黒褐色砂質シルト 少 －



表4柱穴一覧（8）

※1 ＝帰属遺構く重複新＞重複旧≠重複新旧不明

－237－

区域 番号 位置 規模 底面標高 埋土 地山 柱痕 帰属週構・重複
※1

備考

Dl区 2 IDl2t (30)×
－ lOYR3/l黒褐色 多 ■■■■■

D1区 3 ID12s 43×38 124.735 l0YR3/1黒褐色シルト 多 ■■■■■

Dl区 4 IDl2s 36×35 124.712 lOYR3/l黒褐色シルト 多 lOYR3/l黒褐色

Dl区 5 IDl2s 26×26 124.697 lOYR3/l黒褐伝シルト 微
－

Dl区 6 IDlls 25×20 124園820 lOYR3/l黒褐色シルト 少 －

D1区 7 IDlls (32)×24
一 lOYR3/l黒褐色シルト 少

－

Dl区 8 IDlls (47)× 124.672 lOYR3/l黒褐色シルト 多 ■■■■■

Dl区 9 IDllt 43×41 124.701 lOYR3/l黒褐色シルト 少 ■■■■■

Dl区 10 ID11t 39× 124.756 lOYR3/l黒褐伍シルト 多 －

Dl区 11 IDllt 25×21 124.730 lOYR4/2灰黄褐色 微
■■■■■

Dl区 12 IC9s 52×48 124.764 lOYR3/l黒褐色シルト 少 ■■■■■ ＝RBO4 根固め石

Dl区 13 IC9t 35×32 124.801 lOYR3/l黒褐色シルト 少
－

Dl区 14 IC8t 34×34 124.760 lOYR3/l黒褐色 少 一 ＝RBO8 根固め石

Dl区 15 IC8s 31×28 124.727 lOYR3/l黒褐色 微 _ ＝RBO4 根固め石

Dl区 16 Iclor 35×24 124.790 lOYR3/l黒褐色シルト 少 _ ＝RBO6

Dl区 17 IDl2w 48×42 124.639 lOYR3/l黒褐色シルト 極微
－

Dl区 18 IDl2w 38×37 124.460 lOYR3/l黒褐色シルト 多 ー

Dl区 19 ID11v 34×33 124.535 lOYR3/l黒褐色シルト 多 一

D1区 20 ID9a 48×(42） 124.650 lOYR3/l黒褐色シルト 微 lOYR3/l黒褐色シルト ＝RBO7≠D2区p201

Dl区 21 IDlla 28×26 125.007 lOYR3/l黒褐色シルト 微 ■■■■■ ＝RBO9

Dl区 22 IC11y 40×30 124.644 lOYR2/l黒色シルト 多 lOYR3/l黒褐色シルト

Dl区 23 IClly 35×29 124.930 lOYR3/l黒褐色シルト 少 lOYR3/l黒褐色シルト ＝RBO5

Dl区 24 IC9w 45×39 124.644 lOYR3/1黒褐色 少 _ ＝RBl4

Dl区 25 IC9x 41×35 124.819 lOYR3/l黒褐色シルト 微 一

Dl区 26 IC9t 27×24 124.842 lOYR3/l黒褐色シルト 極微
■■■■■

Dl区 27 IClOu 26×20 124.767 lOYR3/l黒褐色シルト 少 －

Dl区 28 IC9u 41×28 124.673 lOYR3/l黒褐色シルト 少 lOYR3/l黒褐色シルト ＝RBO4

Dl区 29 IC10u 27×25 124.834 lOYR3/l黒褐色シルト 少 －

Dl区 30 IC9u 33×33 124.674 lOYR3/l黒褐色シルト 微 lOYR3/1黒褐色 ＝RBO6

Dl区 31 IC8s 28×22 124.788 lOYR3/l黒褐角シルト 微 lOYR3/l黒褐色 ＝RBO6 根固め石・木片

Dl区 32 IClOV 45×35 124.815 lOYR3/l黒褐缶シルト 多
■■■■■

＝RBO4≠p33 根固め石

Dl区 33 IClOv ×27 124.831 lOYR3/l黒褐色シルト 微 一

≠p32

Dl区 34 ICllv 40×40 124.765 lOYR3/l黒褐色シルト 微 － ＝RBO4 根固め石

Dl区 35 ICllx 30×27 124.915 lOYR3/l黒褐色 極微 －

D1区 36 IClOy 46×35 124.747 lOYR3/l黒褐色シルト 少 － ＝RBO3 根固め石・羽口

Dl区 37 IC11y 50×47 124.765 lOYR3/l黒褐色シルト 微 ＝RBO3＞RG20・RDO7 根固め石・土器片

Dl区 38 ID11a 28× 124.855 lOYR3/l黒褐色シルト 少 －

=RB13>p39

Dl区 39 IDlla ×30 124.927 lOYR3/l黒褐色シルト 少 －

=RBO3<p38 根固め石

Dl区 40 IC9y 54× 124.710 lOYR3/l黒褐色シルト 少
_

=RBl4＞RG21･Dl区p41

Dl区 41 IC9y 46× 124.728 lOYR3/l黒褐色シルト 多 _

＝RAlO≠RG21<p40

Dl区 42 ICllw 73×57 124.664 lOYR3/l黒褐色シルト 少 － ＝RBO3 根固め石

D1区 43 IC10w 47×36 124.700 lOYR3/l黒褐色シルト 少 lOYR2/l黒色 ＝RBO3 根固め石

Dl区 44 IC9v 38×35 124.786
－ － －

＝RBO3＝D2区p35 根固め石

D1区 45 欠 － 一 一 ■■■■■ ■■■■■

Dl区 46 欠 一 ■■■■■ ー ■■■■■ 1■■■■■



表4 柱穴一覧（9）

区域 番号 位置 規模 底面標高 埋土 地山 柱痕 帰属遺構・重複
※1

備考

Dl区 47 欠 － － ■■■■■ 一 _

Dl区 48 IClOy 39×36 124.910 lOYR3/1黒褐色シルト 微 －

＝RB14＞RDO7

Dl区 49 IClOy 34×30 124.872 lOYR3/l黒褐色シルト 少 一

＝RB10＞RDO7

Dl区 50 IC10x 32× 125.036 lOYR3/1黒褐色シルト 微 －

＝RBO3 根固め？

Dl区 51 IDlOb 28×22 124.900 lOYR3/l黒褐色シルト 微 ー

Dl区 52 IC9s 41×36 124.770 l0YR3/1黒褐色シルト 微 －

＝RBO8 根固め石

Dl区 53 IC8t 28×27 124.575 lOYR3/l黒褐色シルト 微 ー

＝RBO6

Dl区 54 IClOy 37× 124.875 lOYR3/l黒褐色シルト 極微 一

＝RBO3＞RDO7≠p55 根固め石

Dl区 55 ID10a 41× 124.845 lOYR3/l黒褐色シルト 微 ー

＝RBl3＞RDO7≠p54 根固め石

Dl区 56 IEl2f 27×25 124.556 l0YR3/l黒褐色シルト 少 _

＝RBlO

Dl区 57 IEl3c 28×22 124.270 lOYR3/l黒褐色シルト 少 ー

Dl区 58 IC9v 44×33 124.795 l0YR3/l黒褐色粘土質シルト 少 一

＝RBO4 根固め石･須恵器片

Dl区 59 IClOv 41×35 124.878 lOYR3/1黒褐色砂質シルト 多 －

＝RBO8 根固め石

Dl区 60 IC10u 28×26 124.890 l0YR3/l黒褐色シルト 少 －

Dl区 61 IC8t (27)×22
－ lOYR3/l黒褐色シルト 少 ■■■■■

＝RBO8

Dl区 62 IC11x 46×43 124.728 lOYR3/l黒褐色シルト 多 柱材あり ＝RBO3 根固め石・土器片

Dl区 63 IC9w 35×23 124.769 lOYR2/l黒色シルト 微 q■■■■、

Dl区 64 IC9x ×19
－

lOYR3/1黒褐色シルト 微 －

Dl区 65 IC9y 30×27 124.892 lOYR3/l黒褐色シルト 少 －

Dl区 66 IC9w 36×33 124.908 lOYR3/l黒褐色シルト 少 ■■■■■

＝RBlO 根固め石

Dl区 67 IDlOa 30×23 124.855 lOYR3/l黒褐色シルト 極微 －

＝RBO9

Dl区 68 IDlla 46×36 125.003 lOYR3/l黒褐色シルト 少 ー

＝RBl2

Dl区 69 ID11a 26×25 125.010 lOYR3/1黒褐色シルト 少 －

Dl区 70 ID11b 39×37 124.948 l0YR3/1黒褐色シルト 少 一

＝RBO5

Dl区 71 IDllb 35×33 124.923 l0YR3/l黒褐色シルト 極微 ■■■■■

＝RB13

Dl区 72 IDlOb 30×27 124.979 lOYR3/l黒褐色シルト 微 ー

＝RBO5

Dl区 73 IC9y
－ ー － － ■■■■■

＝D2区p3

Dl区 74 ID9a 38×26 124.681 lOYR3/l黒褐色シルト 少 一

Dl区 75 ID9b 38×34 124.618 10YR3/l黒褐色シルト 少 _

＝RBO5≠D2区p201

Dl区 76 IClOw 38×33 124.862 lOYR3/l黒褐色シルト 少 一

Dl区 77 欠 1■■■■■ － 一 1■■■■■ －

Dl区 78 ID11o 26×23 124.583 lOYR3/l黒褐色シルト 少 －

＞RAl4

Dl区 201 ID9a 50× 124.754 一 1■■■■■ －

≠D2区p20･75

Dl区 202 IDlOb 22×16 124.876 ■■■■■ － －

Dl区 203 IDl2k 40×35 124.519 l0YR2/l黒色シルト 極微 ■■■■■

D1区 204 IE13o 60×56 124.485 l0YR3/l黒褐色シルト 極微 ー

Dl区 205 ID13y ×15
１
－

■■■■■ 一 ■■■■■

Dl区 206 IEl3a ×15 124.780
一 － －

D2区 1 IC8x 39×35 124.748 lOYR3/l黒褐色 ○ －

＝RBO3≠RG21 根がため石

D2区 2 IC8y 40×36 124.758 lOYR2/2黒褐色 ○ －

＝RBO3 根がため石

D2区 3 IC9y 59× 124.687 lOYR2/2黒褐色 ○ ■■■■■

＝RBO7

D2区 4 IC9y 34×32 124.693 lOYR2/l黒色 多 あり ＝RB11

D2区 5 IC8y 50×38 124.801 lOYR3/l黒褐色 ○ ■■■■■

＝RBO3≠p6 根がため石

D2区 6 IC8y 115×56 124.730 lOYR2/l黒色 ○ 一

≠p5

D2区 7 ID8a 34×31 124.576 l0YR3/l黒褐色 ○ ー

＝RBlO



’

表4柱穴一覧（10）

※1 ＝帰属遺構く重複新＞重複旧≠重複新旧不明

－239－

区域 番号 位置 規模 底面標高 埋土 地山 柱痕 帰属遺構・重複
※1

備考

D2区 8 ID7a 36×32 124.769 lOYR2/2黒褐色 ○
■■■■■ ＝RB12

D2区 9 ID7a 32×30 124.684 lOYR2/2黒褐色 ○ 10YR2/l黒色 ＝RB14

D2区 10 ID8a 37×29 124.913 lOYR3/l黒褐色 ○
_ ＝RBO5

D2区 11 ID9b 38×35 124.724 lOYR2/1黒色 ○ － ＝RB13

D2区 12 ID8b 40×35 124.725 lOYR2/l黒色 ○
_ ＝RBO7 土器片

D2区 13 ID8b 48×47 124.634 l0YR2/2黒褐色 ○
－ ＝RBO7

D2区 14 ID8c 95×54 124.790 lOYR2/2黒褐伝． ○ －

D2区 15 IC9x 22×20 124.887 lOYR2/2黒褐色 ○ ■■■■■ ＝RBO9

D2区 16 IC8y 29×21 124.857 lOYR2/1黒色 ○ 一 ＝RBll

D2区 17 IC7q 68× 124.547 lOYR2/2黒褐色 ○

D2区 18 IC7v 41× 124.526 lOYR2/l黒色 多 lOYR2/l黒色

D2区 19 IC8v 52×46 124.700 lOYR3/l黒褐色 ○ 一 ＝RBO3 根がため石

D2区 20 IC8w 33×30 124.736 lOYR2/1黒色 ○ ■■■■■ ＝RBll

D2区 21 IC8w (43)×38 124.866 l0YR3/l黒褐色 ○ 1■■■■■

=RBO3>p29．RG21 根がため石

D2区 22 ID9a (35)×(30） 124.743 lOYR2/l黒色砂質シルト 多 lOYR2/l黒色シルト ＝RBl2

D2区 23 ID8a 29×28 124.833 lOYR2/l黒色砂質シルト 多 － ＝RBO9 土器片

D2区 24 ID8a 27×27 124.805 lOYR2/l黒色シルト 微 ■■■■■ ＝RBl4

D2区 25 IC8y 32×25 124.796 lOYR2/l黒伍シルト 微 ■■■■■

＝RBO7

D2区 26 IC8y 48× 124.577 lOYR2/l黒色シルト 少 －

=RBO3<p27

D2区 27 IC8y 42×(25） 124.614 l0YR2/1黒色砂質シルト 少 －

=RB13>p26．28

D2区 28 IC8y 40× 124.657 lOYR2/l黒色砂質シルト 多 －

=RAll<p27 土器片

D2区 29 IC8w 85×78 124.811 lOYR2/l黒色シルト 極微 _

<p21

D2区 30 IC8v 29×26 124.720 l0YR2/l黒色砂質シルト 微 一 土器片

D2区 31 IC8x (31)×(28） 124.857 lOYR2/l黒色シルト 少 一

D2区 32 IC8x 25×23 124.819 10YR2/1黒色シルト 少 ■■■■■

＝RBO3

D2区 33 IC7q (38)× 124.623 ■■■■■
■■■■■ －

D2区 34 IC9w － －

lOYR2/l黒色砂質シルト 多 lOYR2/l黒色砂質シルト

D2区 35 IC9v － ■■■■■

lOYR2/l黒色シルト 微 －

＝RBO3＝Dl区p44 根がため石

D2区 36 IC9u 19× 124.716 lOYR2/1黒色シルト 少 I■■■■■

D2区 37 IC8t 40×28 124.518 lOYR2/l黒色砂質シルト 多 あり ＝RBO6

D2区 38 IC8u 40×(28） 124.690 lOYR2/l黒色シルト 微 －

≠D2区p40

D2区 39 IC8u 27×23 124.768 lOYR2/1黒色シルト 微 －

D2区 40 IC8u 31× 124.765 lOYR2/l黒角シルト 微 －

＝RBO6≠D2区p38

D2区 41 IC7s ×23 124.815 lOYR2/l黒色砂質シルト 微 ■■■■■

D2区 42 ID7b 27×26 124.765 lOYR2/l黒倹砂質シルト 少 －

D2区 43 欠 ■■■■■ ー －
－ －

D2区 44 欠 一 － _
■■■■■ －

D2区 45 欠 － － ■■■■■
－ －

D2区 46 欠 ー ■■■■■ _
_ －

D2区 47 欠 _ － －
■■■■■ －

D2区 48 欠 － － _
■■■■■ －

D2区 49 欠 － － 一
－ －

D2区 50 ID9o 51×45 124.450 －

少 ■■■■■

D2区 lOl IElOn 39×36 124.329 lOYR2/1黒色シルト 微 lOYR2/1黒色

D2区 102 IElOn 43× 124.317 l0YR2/2黒色シルト 少 lOYR2/1黒色



表4柱穴一覧（11）

※l ＝帰属遺構く重複新＞重複旧≠重複新旧不明

－240－

区域 番号 位置 規模 底面標高 埋土 地山 柱痕 帰属逝構・重複
※1

備考

D2区 103 IElOn 33×(24） 124.410 lOYR2/3黒魚シルト 微 －

D2区 104 IElOn ×22 124.491 10YR2"黒色シルト 極微 ■■■■■

D2区 105 IElOo 40×36 124.450 lOYR2/5黒色シルト 少 －

D2区 106 IElOo ×31 124.445 lOYR2/6黒色シルト 少 ■■■■■

D2区 107 IElOo 42×(34） 124.474 lOYR2/7黒色シルト 少 ■■■■■

D2区 108 IElOo ×22 124.436 lOYR2/8黒色シルト 微 ー

D2区 109 IElOp 27×21 124.479 lOYR2/l黒色シルト 少 lOYR3/2黒褐色

D2区 110 IElOp 27×27 124.488 lOYR2/l黒色シルト 微 －

D3区 1 IF13p 55×52 124.352 lOYR3/2黒褐色シルト 極微 ■■■■■

＞RAl4

D3区 2 IF14p 100×92 124.468 lOYR3/2黒褐色シルト 少 ■■■■■

＞RA14

D3区 3 IFl4c 37×36 125.020 lOYR3/l黒褐色シルト 少 －

D3区 4 IFl31 63×56 124.“8 lOYR3/l黒褐伍シルト 少 －

D3区 5 IFl3c 30×28 124.725 lOYR3/l黒褐色シルト 少 lOYR3/l黒褐色シルト

D3区 6 IFl3c 58×35 124.875 lOYR3/l黒褐色シルト 少 l0YR3/l黒褐色シルト

D3区 7 IFl3d 34×34 124.110 lOYR3/l黒褐色シルト 少 l0YR3/l黒褐色シルト ＞RA28

D3区 8 IF14j 55× 124.587 lOYR3/l黒褐角シルト 少 ー

D3区 9 IFl2f ×52 124.910 lOYR3/l黒褐色シルト 微 一

≠RG54
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9
4

1
0
3
8
1

8
4
A
2
R
A
O
8
須
恵
器

蓋
床
面

口
縁
～
底
部

7
5

13
．
0

3
.
5

5
.
8
2
.
5
Y
R
4
/
2
灰
赤
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

焼
け
は
じ
け
て
い
る

部
分
あ
り

9
3

1
0
3
8
1

8
5
A
2
R
A
O
8
土
師
器

翌
カ
マ
ド
燃
焼
部

口
縁
～
胴
部

(1
5）

(1
7.
6）

1
7
.
4
＜

2
.
5
Y
R
5
/
6
明
赤
褐
色

ナ
デ
→
ケ
ズ
リ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

－

7
0

1
0
4
8
2

8
6
A
2
R
A
O
8
土
師
器

甕

カ
マ
ド
燃
焼
部

･床
面

胴
部
～
底
部

(5
0）

－

10
．
1＜

10
．
4
2
.
5
Y
R
5
"
明
赤
褐
色

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ナ
デ

木
葉
痕

7
1

1
“

8
2

8
7
A
2
R
A
O
8
土
師
器

甕
床
面

胴
部
～
底
部

(4
0）

■
■
■
■
■
■

2
2
.
9
＜

12
．
2
7
.
5
Y
R
7
"
榿
色

ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ

6
8

1
0
4
8
1

8
8
A
2
R
A
O
8
須
恵
器

広
口
壷
床
面
～
上
層

頚
部
～
胴
部

(4
0）

1
6
.
5
＜

■
■
■
■
■
■

N
5
/
灰
色

ロ
ク
ロ
→
下
部

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ロ
ク
ロ
→

ヘ
ラ
ナ
デ

－

6
9

1
0
4
8
1

8
9
A
2
R
A
O
8
須
恵
器

小
形
壷

埋
士

口
縁
～
胴
部

(3
5）

9
.
8

4
.
4
＜

一

N
5
/
灰
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

－

7
7

1
0
4
8
1

9
0
A
2
R
A
O
8
須
恵
器

大
喪

床
面

口
縁
～
底
部

9
0

2
4
.
2

4
7
.
7
＜
_

N
5
/
灰
色

タ
タ
キ
メ

ア
テ
メ

－

6
9
3

1
0
5
8
2

9
1
A
1
R
A
O
9
須
恵
器
？

坏
カ
マ
ド

口
縁
～
底
部

1
5

(1
5.
0）

4
.
6

(7
.0
）
1
0
Y
R
7
"
に
ぶ
い
黄
榿
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

1
8
5

1
0
5
8
2

9
2
A
l
R
A
O
9
須
恵
器

広
口
壷

カ
マ
ド
煙
出
し

8層
口
縁
～
胴
部

(7
5）

1
5
.
5

1
9
.
5
＜

－

N
6
/
灰
色

ロ
ク
ロ
→
下
部

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ロ
ク
ロ
→
ハ
ケ
メ

一

5
1
1

1
0
5
8
2

9
3
A
1
R
A
O
9
土
師
器

ナ
ベ

カ
マ
ド
煙
出
し

口
縁

(1
5)

(3
1.
6）

9
.
3
＜

－

7
.
5
Y
R
6
/
6
榿
色

ロ
ク
ロ
→

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

一

5
1
0

1
0
5
8
2



<土
器
・
そ
の
他
＞

（
4）

ｌ い や や Ｉ

掲
載
区
域
遺
構
名

種
別

器
種

地
点
・
層
位

部
位

残
存
率 (％
）

口
径
(c
、
）

器
高 (
c、
）

底
径 (
c､
）

色
調

外
面

内
面

底
部

備
考

仮
番
号

図
版
写
真

9
4
A
l
R
A
l
O
土
師
器

坏
埋
士

口
縁
～
底
部

4
5

(1
4.
4）

5
.
2

6
.
0
7
.
5
Y
R
7
"
に
ぶ
い
榿
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

1
7
9

1
0
6
8
3

9
5
A
1
R
A
1
0
土
師
器

坏

カ
マ
ド
燃
焼
部

6
～
7
層

口
縁
～
底
部

4
5

13
．
9

5
.
0

6
.
1
5
Y
R
5
/
6
明
赤
褐
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

_

5
0
5

1
0
6
8
3

9
6
A
1
R
A
l
O
須
恵
器

坏
カ
マ
ド
燃
焼
部

口
縁
～
底
部

5
0

(1
4.
4）

4
.
9

6
.
8
2
.
5
Y
6
/
2
灰
黄
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

5
0
2

1
0
6
8
3

9
7
A
l
R
A
1
0
土
師
器

坏
埋
土

体
部
～
底
部

(2
5）

－

3,
2＜

(6
.0
）
1
0
Y
R
6
"
に
ぶ
い
黄
榿
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

5
0
6

1
0
6
8
3

9
8
A
1
R
A
1
0
土
師
器

甕
埋
土

口
縁
～
胴
部

破
片

(1
8.
4)

7
.
7
＜

－

1
0
Y
R
6
/
3
に
ぶ
い
黄
榿
色

ヘ
ラ
ナ
デ

ハ
ケ
メ

－

1
8
0

1
0
6
8
3

9
9
A
1
R
A
l
l
須
恵
器

坏
床
面

口
縁
～
底
部

3
5

(1
5.
0）

4
.
4

7
.
8
1
0
Y
R
8
/
1
灰
白
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

5
0
7

1
0
6
8
3

l
O
O
A
1
R
A
1
2
土
師
器

坏
周
溝
内

口
縁
～
底
部

7
0

14
．
0

5
.
2

5
.
6
7
.
5
Y
R
7
/
4
に
ぶ
い
榿
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

1
8
1

1
0
6
8
3

1
0
1
A
l
R
A
l
2
須
恵
器

坏
床
面
・
埋
土

口
縁
～
底
部

(1
5)

(1
2.
2)

4
.
8

6
.
2
5
Y
5
/
1
灰
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

1
8
3

1
0
6
8
3

1
0
2
A
l
R
A
l
2
土
師
器

甕
床
面

底
部

(8
0）

一

4
.
1
＜

8
.
6
5
Y
R
6
/
8
榿
色

ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

5
0
8

1
0
6
8
3

1
0
3
A
1
R
A
l
3
土
師
器

甕

カ
マ
ド
燃
焼
部

3層
口
縁
～
胴
部

(2
5）

(1
8.
6）

7
.
7
＜

－

7
.
5
Y
R
5
"
に
ぶ
い
褐
色

ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ

－

1
8
4

1
0
6
8
3

1
0
4
D
2
R
A
l
4
須
恵
器

坏
床
面

口
縁
～
底
部

7
0

12
．
3

5
.
2

5
.
8
7
.
5
Y
6
/
1
灰
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→

下
端
へ
ラ
ケ
ズ
リ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

3
2
4

1
0
7
8
3

1
0
5
D
2
R
A
1
4
須
恵
器

坏
東
壁
際
床
面

口
縁
～
底
部

2
5

(1
3.
0）

4
.
1

(6
.2
）
5
B
5
/
1
青
灰
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

3
2
9

1
0
7
8
3

1
0
6
D
1
R
A
1
4
須
恵
器

坏
西
壁
際

口
縁
～
体
部

(2
0）

(1
5.
0）

7
.
5
＜

q
■
■
■
■
■

2
.
5
Y
6
/
2
灰
黄
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

－

5
9
3

1
0
7
8
3

1
0
7
D
1
R
A
1
4
須
恵
器

坏
西
壁
際

口
縁
～
底
部

l
O
O

13
．
1

5
.
7

5
.
0
7
.
5
Y
R
4
/
1
褐
灰
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

変
形

5
9
5

1
0
7
8
3

1
0
8
D
l
R
A
l
4
須
恵
器

坏
下
層

口
縁
～
底
部

3
0

(1
3.
5）

5
.
5

6
.
8
N
6
/
灰
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

？
5
9
2

1
0
7
8
3

1
0
9
D
1
R
A
1
4
須
恵
器

坏
カ
マ
ド
燃
焼
部

口
縁
～
体
部

(2
0）

(1
4.
0）

4
.
0
＜

－

7
.
5
Y
5
/
1
灰
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

q
■
■
■
■
■

5
9
6

1
0
7
8
3

1
1
0
D
2
R
A
1
4
須
恵
器

坏
埋
土

底
部

(2
0）

■
■
■
■
■
■

2
.
0
＜

(6
.0
）
7
.
5
Y
R
6
"
灰
褐
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

3
2
7

1
0
7
8
3

1
1
1
D
1
R
A
l
4
須
恵
器

坏
p
p
1
3層

底
部

(3
5）

_

1
.
7
＜

6
.
0
7
.
5
Y
6
/
1
灰
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

？
5
9
8

1
0
7
8
3

1
1
2
D
1
R
A
l
4
土
師
器

甕
下
層
･
カ
マ
ド

口
縁
～
胴
部

(1
5)

(2
0.
0）

1
0
.
6
＜

－

7
.
5
Y
R
5
/
6
明
褐
色

ハ
ケ
メ
→
ヘ
ラ

ナ
デ

ハ
ケ
メ
→
ヘ
ラ

ナ
デ

_

5
9
1

1
0
7
8
3

1
1
3
D
2
R
A
l
4
須
恵
器

瓶
？

床
面

口
縁

破
片

(2
0.
0）

4
.
6
＜

－

N
3
/
暗
灰
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

－

3
2
1

1
0
7
8
3

1
1
4
D
l
R
A
l
4
須
恵
器

小
形
広
口

壷
床
面
～
下
層

口
縁
～
底
部

5
5

(1
2.
6）

13
．
7

7
.
6
N
6
/
灰
色

ロ
ク
ロ
→
下
部

回
転
へ
ラ
ケ
ズ
リ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ナ
デ

5
8
8
.
5
8
9
1
0
7
8
3

1
1
5

R
A
1
4
そ
の
他

土
錘

西
壁
際

－

1
0
7
8
3

1
1
6

R
A
l
4
そ
の
他

土
錘

床
面

－

1
0
7
8
3

1
1
7

R
A
1
4
そ
の
他

土
錘

埋
土

－

1
0
7
8
3

1
1
8

R
A
l
4
そ
の
他

紡
錘
車

(石
製
）
西
壁
際

－

1
0
7
8
3

1
1
9

R
A
1
4
そ
の
他

紡
錘
車

(石
製
）
西
壁
際

－

1
0
7
8
3

1
2
0

R
A
l
4

鍛
冶

羽
口

床
面

■
■
■
■
■
■

1
0
8
8
3

1
2
1

R
A
l
4

鍛
冶

羽
口

埋
土

－
－

q
■
■
■
■
■

1
2
2

R
A
1
4

鍛
冶

羽
口

埋
土

－
－

8
3

1
2
3

R
A
l
4

石
器

砥
石

西
壁
際

1
0
8
8
3

1
2
4
B
2
R
A
l
5
須
恵
器

坏
床
面

口
縁
～
底
部

(2
5）

(1
5.
0）

6
.
5

(6
,8
）
7
.
5
Y
6
/
1
灰
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

－

1
9
1

1
0
8
8
4

1
2
5
B
2
R
A
1
5
須
恵
器

坏
床
面
～
下
層

体
部
～
底
部

(4
5）

－

5
.
0
＜

6
.
0
1
0
Y
R
6
/
2
灰
黄
褐
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

1
9
0

1
0
8
8
4



<土
器
・
そ
の
他
〉

（
5）

ｌ い や ｕ ｌ

掲
載
区
域
遺
構
名

種
別

器
種

地
点
・
層
位

部
位

産
ｲ
子
李

（
％
）

口
径
(c
、
）

器
高 (
c、
）
底
径 (
c、
）

色
調

外
面

内
面

底
部

備
考

仮
番
号

図
版
写
真

1
2
6
B
2
R
A
1
5
須
恵
器

坏
カ
マ
ド
付
近

体
部
～
底
部

(2
0）

－

3
.
2
＜

(6
.6
）
7
.
5
Y
6
/
1
灰
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
へ
ラ
切
り

1
8
9

1
0
8
8
4

1
2
7
B
2
R
A
l
5
須
恵
器

瓶
？

板
材
直
上

口
縁

破
片

(1
8.
0）

4
.
7
＜

－

5
Y
6
/
1
灰
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

－

1
9
2

1
0
8
8
4

1
2
8
B
2
R
A
1
5
須
恵
器

瓶
？

下
層

頚
部
～
肩
部

(1
5)

－

1
0
.
5
＜

1
■
■
■
■
■

N
4
/
灰
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

－

焼
け
は
じ
け
痕
あ
り

12
9と
同
一
？

1
9
3

1
0
8
8
4

1
2
9
B
2
R
A
l
5
須
恵
器

瓶
？

床
面

胴
部
～
底
部

(5
0）

－

10
．
6＜

10
．
0
N
3
/
暗
灰
色

上
部
カ
キ
メ
→

下
部
へ
ラ
ケ
ズ
リ

カ
キ
メ

ケ
ズ
リ

焼
け
は
じ
け
痕
あ
り

12
8と
同
一
？

1
8
7

1
0
8
8
4

1
3
0
B
2
R
A
l
5
土
師
器

甕
埋
士

底
部

(6
0）

q
■
■
■
■
■

3
.
0
＜

(7
.4
）
7
.
5
Y
R
7
"
榿
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

1
8
8

1
0
8
8
4

1
3
1
B
l
R
A
l
6
土
師
器

坏
(黒
色
）
p
p
1床
面

口
縁
～
底
部

6
0

(1
4.
0）

5
.
6

6
.
2
1
0
Y
R
7
/
3
に
ぶ
い
黄
榿
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ミ
ガ
キ

回
転
糸
切
り

3
3
7

1
0
9
8
4

1
3
2
B
1
R
A
l
6
須
恵
器

坏
煙
道
部
底
面

口
縁
～
底
部

7
5

13
．
6

5
.
3

5
.
6
1
0
Y
R
4
"
褐
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

3
3
6

1
0
9
8
4

1
3
3
B
l
R
A
l
6
土
師
器
？

坏
床
面

口
縁
～
底
部

7
5

14
．
6

5
.
5

6
.
4
5
Y
R
7
/
6
榿
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

1
6
1

1
0
9
8
4

1
3
4
B
l
R
A
l
6
須
恵
器

坏
床
面

口
縁
～
底
部

7
0

14
．
0

5
.
1

6
.
0
5
Y
5
/
1
灰
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

1
6
0

1
0
9
8
4

1
3
5
B
1
R
A
l
6
須
恵
器

坏
南
壁
際
埋
土

口
縁
～
底
部

7
0

14
．
0

4
.
5

5
.
4
5
B
5
/
1
青
灰
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

3
3
5

1
0
9
8
4

1
3
6
B
1
R
A
l
6
土
師
器

要
カ
マ
ド
燃
焼
部

口
縁
～
胴
部

(6
0）

2
2
.
6

1
2
.
1
＜

一

l
O
Y
R
7
料
に
ぶ
い
黄
榿
色

ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ

■
■
■
■
■
■

1
7
5

1
0
9
8
4

1
3
7
B
l
R
A
l
6
土
師
器

甕

カ
マ
ド
1
6
.
1
7
層

上
面

胴
部
～
底
部

(4
0）

_

9
.
9
＜

1
1
.
0
2
.
5
Y
7
/
2
灰
黄
色

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ハ
ケ
メ

木
葉
痕

1
6
5

1
0
9
8
4

1
3
8
B
l
R
A
l
6
土
師
器

蕊

pp
l･
煙
道
部

下
層

底
部

(7
5）

一

3
.
8
＜

(1
0.
6)
1
0
Y
R
6
"
に
ぶ
い
黄
榿
色

ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

木
葉
痕

1
6
4

1
0
9
8
4

1
3
9
B
2
R
A
l
7
土
師
器

坏
(黒
色
）
カ
マ
ド
1
8
層

口
縁
～
底
部

3
5

(1
3.
2）

5
.
4

(6
.2
）
1
0
Y
R
7
/
3
に
ぶ
い
黄
榿
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ミ
ガ
キ

回
転
糸
切
り

2
0
4

1
1
0
8
4

1
4
0
B
2
R
A
l
7
土
師
器

坏

カ
マ
ド
燃
焼
部

上
層

口
縁
～
底
部

7
0

(1
2.
4)

4
.
6

5
.
4
7
.
5
Y
R
6
M
に
ぶ
い
榿
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

2
0
6

1
1
0
8
4

1
4
1
B
2
R
A
l
7
土
師
器

坏

北
東
コ
ー
ナ
ー

炭
化
材
よ
り
下

口
縁
～
底
部

l
O
O

1
4
.
1

5
.
2

6
.
3
5
Y
R
7
/
8
榿
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

2
0
3

1
1
0
8
4

1
4
2
B
2
R
A
l
7
土
師
器

坏
床
面

口
縁
～
底
部

9
0

13
．
9

5
.
4

5
.
4
5
Y
R
5
/
8
明
赤
褐
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

2
0
1

l
l
O
8
4

1
4
3
B
2
R
A
1
7
土
師
器

坏
埋
土

口
縁
～
底
部

4
0

15
．
0

4
.
9

7
.
0
7
.
5
Y
R
7
/
6
榿
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

2
0
5

l
l
O
8
5

l
“
B
2
R
A
l
7
土
師
器

坏
カ
マ
ド
東
袖
内

口
縁
～
底
部

5
0

13
．
2

4
.
7

6
.
4
7
.
5
Y
R
6
f
榿
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

2
0
2

1
1
0
8
5

1
4
5
B
2
R
A
l
7
土
師
器

坏
p
p
7
床
面

口
縁
～
底
部

6
5

(1
2.
2)

5
.
1

6
.
6
5
Y
R
6
/
6
榿
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

2
0
7

l
l
O
8
5

1
4
6
B
2
R
A
l
7
土
師
器

小
形
甕

カ
マ
ド
西
袖
内

口
縁
～
底
部

6
0

(1
3.
6)

14
．
2

8
.
0
7
.
5
Y
R
7
"
榿
色

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ハ
ケ
メ

ナ
デ

1
9
7

1
1
0
8
5

1
4
7
B
2
R
A
l
7
土
師
器

小
形
要

埋
土

口
縁

(2
0）

(1
3.
2）

3
.
3
＜

－

1
0
Y
R
6
"
に
ぶ
い
黄
榿
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

－

1
9
6

l
l
O
8
5

1
4
8
B
2
R
A
l
7
土
師
器

蕊

北
東
コ
ー
ナ
ー
炭

化
材
よ
り
下
･カ
マ

ド
燃
焼
部
．
p
p
1

口
縁
～
底
部

8
0

2
4
.
0

3
5
.
9

6
.
7
7
.
5
Y
R
6
/
6
榿
色

ロ
ク
ロ
→
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ

ロ
ク
ロ
→
一
部

ヘ
ラ
ナ
デ

ナ
デ

2
0
9

1
1
0
8
5

1
4
9
B
2
R
A
l
7
土
師
器

甕
カ
マ
ド
燃
焼
部

口
縁
～
胴
部

4
5

2
0
.
6

2
8
.
0
＜

ー

1
0
Y
R
6
外
に
ぶ
い
黄
榿
色

ヘ
ラ
ナ
デ
→

下
部
へ
ラ
ケ
ズ
リ

ヘ
ラ
ナ
デ

_

2
1
1

1
1
1
8
5

1
5
0
B
2
R
A
l
7
土
師
器

要
カ
マ
ド
燃
焼
部

口
縁
～
底
部

7
5

2
2
.
0

3
2
.
1

1
1
.
0
7
.
5
Y
R
6
/
8
榿
色

ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

木
葉
痕

2
1
0

1
1
1
8
6

1
5
1
B
2
R
A
l
7
須
恵
器

小
形
壷
？
埋
士

口
縁
～
底
部

1
5

(6
.2
）

6
.
3

(5
.8
）
N
3
/
暗
灰
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

－

肩
部
に
穿
孔
あ
り

1
9
9

1
1
1
8
5

1
5
2
B
2
R
A
1
7
須
恵
器

小
形
広
口

壷
？

カ
マ
ド
燃
焼
部

手
前

頚
部
～
底
部

(4
0）

－

11
．
1＜

6
.
8
7
.
5
Y
5
/
1
灰
色

ロ
ク
ロ
→
下
部

回
転
へ
ラ
ケ
ズ
リ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

2
0
0

1
1
1
8
5

1
5
3
B
2
R
A
l
7
須
恵
器

小
形
広
口

壷
？

カ
マ
ド
燃
焼
部

手
前

頚
部
～
底
部

(6
0）

一

8
.
2
＜

6
.
4
5
B
3
/
1
暗
青
灰
色

ロ
ク
ロ
→
一
部

カ
キ
メ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

1
9
8

1
1
1
8
5



<土
器
・
そ
の
他
＞

（
6）

ｌ い ↑ 。 ’

掲
載
区
域
遺
構
名

種
別

器
種

地
点
・
層
位

部
位

残
存
率 （
％
）

口
径
(c
、
）

器
高 (
c、
）

底
径 (
C､
）

色
調

外
面

内
面

底
部

備
考

仮
番
号

図
版
写
真

1
5
4
B
2
R
A
l
8
土
師
器

坏
(黒
色
）
床
面

口
縁
～
底
部

l
O
O

8
.
7

4
.
1

5
.
2
7
.
5
Y
R
3
"
暗
褐
色

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
→

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

ナ
デ

非
ロ
ク
ロ

5
4
2

1
1
2
8
6

1
5
5
B
2
R
A
l
8
土
師
器

坏
(黒
色
）
下
層

口
縁
～
底
部

1
0
0

1
0
.
7

4
.
5

4
.
1
1
0
Y
R
5
"
黄
褐
色

ナ
デ

ナ
デ
･
ハ
ケ
メ

ナ
デ

非
ロ
ク
ロ

2
1
3

1
1
2
8
6

1
5
6
B
2
R
A
1
8
須
恵
器

坏
燃
焼
部

口
縁
～
底
部

8
0

12
．
9

4
.
4

7
.
0
1
0
Y
R
"
3
に
ぶ
い
黄
榿
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ヘ
ラ
切
り

5
3
5

1
1
2
8
6

1
5
7
B
2
R
A
l
8
須
恵
器

坏
燃
焼
部

口
縁
～
底
部

8
0

13
．
7

3
.
6

7
.
1

1
0
Y
R
6
/
1
褐
灰
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ヘ
ラ
切
り
･ケ
ズ
リ

5
3
4

1
1
2
8
6

1
5
8
B
2
R
A
1
8
土
師
器

翌
カ
マ
ド
北
袖
付
近
胴
部
～
底
部

(6
0）

一

2
.
5
＜

8
.
7
2
.
5
Y
6
脚
に
ぶ
い
黄
色

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ハ
ケ
メ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

5
3
7

1
1
2
8
6

1
5
9
B
2
R
A
l
8
土
師
器

小
形
甕

下
層

胴
部
～
底
部

4
5

(1
3.
3)

1
1
.
8
＜

6
.
2
7
.
5
Y
R
7
拓
榿
色

ヘ
ラ
ナ
デ

ハ
ケ
メ

ヘ
ラ
ナ
デ

2
2
0

1
1
2
8
6

1
6
0
B
2
R
A
1
8
土
師
器

小
形
甕

下
層

口
縁
～
底
部

6
0

11
．
2

10
．
2

4
.
8
5
Y
R
3
"
暗
赤
褐
色

ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

ナ
デ

2
1
7

1
1
2
8
6

1
6
1
B
2
R
A
1
8
土
師
器

甕
床
面

口
縁
～
胴
部

(2
5）

12
．
4

1
3
.
8
＜

■
■
■
■
■
■

l
O
Y
R
7
牌
に
ぶ
い
黄
榿
色

ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ

_

2
1
9

1
1
2
8
6

1
6
2
B
1
R
A
1
9
土
師
器

坏
(黒
色
）
中
層

口
縁
～
底
部

3
0

(1
3.
6)

7
.
0

(5
.4
）
1
0
Y
R
6
/
6
明
黄
褐
色

ヘ
ラ
ナ
デ
？

ハ
ケ
メ
→
ミ
ガ
キ

ナ
デ

非
ロ
ク
ロ

5
3
2

1
1
2

一

1
6
3
B
1
R
A
l
9
須
恵
器

坏
埋
土

底
部

(7
0）

_

1
.
9
＜

7．
0
2
.
5
Y
6
/
2
灰
黄
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
へ
ラ
切
り

墨
書
「
宮
寸
？
」

1
7
7

1
1
2
8
6

1
6
4
B
l
R
A
l
9
土
師
器

甕
埋
土

底
部

(7
0）

一

6
.
5
＜

7
.
0
7
.
5
Y
R
4
“
褐
色

ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ

木
葉
痕

3
3
3

1
1
2
8
6

1
6
5
B
1
R
A
1
9
土
師
器

甕
上
層

胴
部
～
底
部

(6
0）

－

1
0
.
0
＜

7
.
2
1
0
R
3
"
暗
赤
色

ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ

1
7
6

1
1
2
8
6

1
6
6

R
A
1
9

鍛
冶

羽
口

埋
土

－
－

－
－

8
6

1
6
7
B
2
R
A
2
0
土
師
器

坏
?(
黒
色
）
床
面

体
部
～
底
部

(7
5）

一

5
.
4
＜

6
.
5

1
0
Y
R
5
脚
に
ぶ
い
黄
褐
色

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

ケ
ズ
リ
→
ナ
デ
？
非
ロ
ク
ロ

2
2
7

1
1
3
8
6

1
6
8
B
2
R
A
2
0
須
恵
器

坏
カ
マ
ド
袖

口
縁
～
底
部

2
5

(1
3.
8)

3
.
9

7
.
4
2
.
5
Y
7
/
1
灰
白
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

2
3
3

1
1
3
8
6

1
6
9
B
2
R
A
2
0
須
恵
器

瓶
？

カ
マ
ド
燃
焼
部

手
前
床
面

底
部

(1
5）

一

3
.
1
＜

(1
0.
0）
7
.
5
Y
5
/
1
灰
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ナ
デ

2
4
1

1
1
3
8
6

1
7
0
B
2
R
A
2
0
土
師
器

鉢
?(
黒
色
）
床
面

口
縁
～
底
部

9
0

1
8
.
5

1
1
.
0

9
.
3
1
0
Y
R
5
"
に
ぶ
い
黄
褐
色

ハ
ケ
メ
→
ミ
ガ
キ
ハ
ケ
メ
→
ミ
ガ
キ

ハ
ケ
メ

外
面
黒
色
処
理
か
は

不
明

2
1
6

1
1
3
8
7

1
7
1
B
2
R
A
2
0
土
師
器

甕
カ
マ
ド
袖

口
縁
～
胴
部

(2
5）

(2
2.
1)

1
7
.
4
＜

一

1
0
Y
R
4
"
褐
色

ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ナ
デ
→

一
部
ミ
ガ
キ

－

2
3
9

1
1
3
8
7

1
7
2
B
2
R
A
2
0
土
師
器

喪
カ
マ
ド
袖

口
縁
～
胴
部

(4
5）

2
0
.
0

1
1
.
6
＜

一

2
.
5
Y
6
"
に
ぶ
い
黄
色

ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ

－

2
3
5

1
1
3
8
7

1
7
3
B
2
R
A
2
0
土
師
器

甕
床
面

口
縁
～
胴
部

(2
0）

(1
7.
7)

1
0
.
7
＜

一

5
Y
R
4
f
赤
褐
色

ヘ
ラ
ナ
デ

ハ
ケ
メ

－

2
4
0

1
1
3
8
7

1
7
4
B
2
R
A
2
0
土
師
器

蕊
カ
マ
ド
袖
内

口
縁
～
胴
部

(7
0）

2
2
.
0

1
9
.
5
＜

一

2
.
5
Y
6
"
に
ぶ
い
黄
色

ヘ
ラ
ナ
デ

ハ
ケ
メ

－

2
3
6

1
1
3
8
7

1
7
5
B
2
R
A
2
0
土
師
器

蕊
カ
マ
ド
袖
内

口
縁
～
胴
部

(4
0）

(2
2.
0）

1
6
.
0
＜

－

l
0
Y
R
4
偶
褐
色

ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

－

2
4
2

1
1
3
8
7

1
7
6
B
2
R
A
2
0
土
師
器

甕
床
面

胴
部
～
底
部

(5
5）

_

6
.
5
＜

7
.
7
1
0
Y
R
5
/
6
黄
褐
色

ハ
ケ
メ
→
ヘ
ラ

ナ
デ

ハ
ケ
メ
・
ナ
デ

ハ
ケ
メ
→
ナ
デ

2
2
5

1
1
4
8
7

1
7
7
B
2
R
A
2
0
土
師
器

甕
床
面

底
部

(5
0）

q
■
■
■
■
■

6
.
0
＜

7
.
7
2
.
5
Y
4
/
3
オ
リ
ー
ブ
褐
色

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ハ
ケ
メ

ヘ
ラ
ナ
デ

2
2
6

1
1
4
8
7

1
7
8
B
2
R
A
2
0
土
師
器

甕
床
面

底
部

(4
0）

－

5
.
4
＜

0
.
0
2
.
5
Y
4
/
2
暗
灰
黄
色

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ヘ
ラ
ナ
デ

木
葉
痕

2
3
4

1
1
4
8
7

1
7
9
B
2
R
A
2
0
土
師
器

球
胴
甕
？
床
面

底
部

(7
0）

一

4
.
0
＜

9
.
7
7
.
5
Y
R
5
"
明
褐
色

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

2
3
7

1
1
4
8
7

1
8
0

R
A
2
0

鍛
冶

羽
口

床
面

ー
■
■
■
■
■
■

－

8
7

1
8
1
B
2
R
A
2
1

土
師
器

甕
カ
マ
ド
袖

口
縁
～
胴
部

(8
0）

14
．
6

1
1
.
2
＜

一

7
.
5
Y
R
“
に
ぶ
い
榿
色

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
→

ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

－

2
2
3

1
1
4
8
8

1
8
2
B
2
R
A
2
1

土
師
器

甕

カ
マ
ド
袖
．

燃
焼
部

口
縁
～
胴
部

(3
5）

(2
1.
4)

2
3
.
7
＜

■
■
■
■
■
■

7
.
5
Y
R
6
/
8
榿
色

ヘ
ラ
ナ
デ
→

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ヘ
ラ
ナ
デ

q
■
■
■
■
■

2
2
2

1
1
4
8
8

1
8
3
B
2
R
A
2
1

土
師
器

蕊
カ
マ
ド
付
近

口
縁
～
胴
部

(1
5）

(2
4.
0）

2
2
.
7
＜

一

1
0
Y
R
6
"
明
黄
褐
色

ロ
ク
ロ
→
下
部

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

一

2
2
4

1
1
4
8
8



<土
器
・
そ
の
他
＞

（
7）

Ｉ い や ゴ ー

掲
載
区
域
遺
構
名

種
別

器
種

地
点
・
層
位

部
位

残
存
率 （
％
）

口
径
(c
、
）

誇
高 (
皿
）

底
径 (
、
）

色
調

外
面

内
面

底
部

備
考

仮
番
号

図
版
写
真

1
8
4
D
3
R
A
2
4
須
恵
器
？

坏
上
層

口
縁
～
底
部

2
0

12
．
8

5
3

5
.
9
7
.
5
Y
5
/
1
灰
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→

下
端
へ
ラ
ケ
ズ
リ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
へ
ラ
切
り

6
7
1

1
1
4
8
8

1
8
5
D
3
R
A
2
5
須
恵
器

坏
壁
際

口
縁
～
底
部

7
0

13
．
7

5
.
1

6
.
0
7
.
5
Y
5
/
1
灰
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

6
6
6

1
1
5
8
8

1
8
6
D
3
R
A
2
5
土
師
器

皿
床
面

口
縁
～
底
部

6
5

14
．
2

3
.
4

6
.
3

1
0
Y
R
7
/
3
に
ぶ
い
黄
榿
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

6
6
5

1
1
5
8
8

1
8
7
D
3
R
A
2
5
須
恵
器

坏
?瓶
？
埋
土

体
部
～
底
部

(2
5）

－

2
.
9
＜

7
.
0
5
Y
6
/
1
灰
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

6
7
0

1
1
5
8
8

1
8
8
D
3
R
A
2
5
土
師
器

坏
壁
際

底
部

(4
5）

－

2
.
2
＜

6
.
0
5
Y
7
/
8
燈
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

6
6
7

1
1
5
8
8

1
8
9
D
3
R
A
2
5
土
師
器

小
形
甕

カ
マ
ド
燃
焼
部

胴
部
～
底
部

(7
5）

－

5
.
9
＜

7
.
6
5
Y
R
6
/
8
燈
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→

下
端
へ
ラ
ケ
ズ
リ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

6
9
7

1
1
5
8
8

1
9
0
D
3
R
A
2
5
土
師
器

小
形
甕
床
面

口
縁
～
底
部

6
0

(1
3.
5)

14
．
1

(8
.0
）
7
.
5
Y
R
6
/
8
榿
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

6
9
8

1
1
5
8
8

1
9
1
D
3
R
A
2
5
須
恵
器

蓋
カ
マ
ド
付
近

口
縁

小
片

(1
5.
6)

1
.
5
＜

－

N
3
/
暗
灰
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

－

6
6
8

1
1
5
8
8

1
9
2
D
3
R
A
2
6
土
師
器

坏
(黒
色
）
埋
土

口
縁
～
底
部

7
0

(1
4.
8)

6
.
3

6
.
7
1
0
Y
R
6
"
に
ぶ
い
黄
榿
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→

下
端
へ
ラ
ケ
ズ
リ

ミ
ガ
キ

回
転
糸
切
り

6
6
4

1
1
5
8
8

1
9
3
D
3
R
A
2
6
土
師
器

甕
支
脚
(1
95
の
上
）
胴
部
～
底
部

8
0

－

10
．
7＜

1
1
.
0
5
Y
R
6
/
8
榿
色

ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ

木
葉
痕

6
6
1

1
1
5
8
8

1
9
4
D
3
R
A
2
6
土
師
器

甕
支
脚

胴
部
～
底
部

(6
5）

一

1
0
.
5
＜

9
.
6
1
0
Y
R
6
脚
に
ぶ
い
黄
榿
色

ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ
→
ヘ
ラ

ナ
デ

木
葉
痕

6
6
3

1
1
5
8
8

1
9
5
D
3
R
A
2
6
土
師
器

甕
支
脚

胴
部
～
底
部

(7
0）

－

1
1
.
7
＜

10
．
1
1
0
Y
R
7
/
6
明
黄
褐
色

ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

ナ
デ
？

6
6
0

1
1
5
8
8

1
9
6
D
3
R
A
2
6

土
師

甕
支
脚
(1
94
の
上
）
胴
部
～
底
部

(6
0）

一

1
5
.
3
＜

7
.
2
1
0
Y
R
5
"
に
ぶ
い
黄
褐
色

ヘ
ラ
ナ
デ
→

ミ
ガ
キ
？

ヘ
ラ
ナ
デ

ナ
デ

6
6
2

1
1
6
8
9

1
9
7
D
3
R
A
2
6
土
師
器

甕
1
1
層
上
面

口
縁
～
底
部

9
0

18
．
7

2
0
.
2

8
.
8

l
0
Y
R
7
脚
に
ぶ
い
黄
榿
色

上
部
カ
キ
メ
状
ナ
デ

→
下
部
へ
ﾗケ
ズ
リ

カ
キ
メ
状
ナ
デ

一

6
5
9

1
1
6
8
9

1
9
8
D
3
R
A
2
6
土
師
器

甕
1
1
層
上
面

口
縁
～
底
部

6
0

(1
9.
7）

3
7
.
7

■
■
■
■
■
■

7
.
5
Y
6
/
8
榿
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→

タ
タ
キ
メ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→

ア
テ
メ

－

6
5
8

1
1
6
8
9

1
9
9
D
3
R
A
2
7
土
師
器

坏
(黒
色
）
埋
土

体
部
～
底
部

(2
0）

－

3
.
1
＜

5
.
0
7
.
5
Y
R
6
"
に
ぶ
い
榿
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ミ
ガ
キ

回
転
糸
切
り

6
7
2

1
1
6
8
9

2
”
D
3
R
A
2
7
土
師
器

坏
埋
士

口
縁
～
体
部

(3
0）

(1
5.
6)

4
.
0
＜

－

1
0
Y
R
6
"
明
黄
褐
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

q
■
■
■
■
■

6
7
3

1
1
6
8
9

2
0
1
D
3
R
A
2
7
須
恵
器

小
形
壺
？
埋
土

胴
部

(2
5）

一

3
.
2
＜

6
.
0
N
4
/
灰
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→

下
端
へ
ラ
ケ
ズ
リ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
へ
ラ
切
り
？

6
7
5

1
1
6
8
9

2
0
2
D
3
R
A
2
7
土
師
器

小
形
甕
埋
士

口
縁

破
片

11
．

2
.
7
＜

1
■
■
■
■
■

2
.
5
Y
R
6
/
8
榿
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

■
■
■
■
■
■

6
7
4

1
1
6
8
9

2
0
3
D
3
R
A
2
8
土
師
器

坏
(黒
色
）
床
面
・
埋
土

口
縁
～
底
部

3
5

(1
5.
2）

6
.
5

(6
.4
）
7
.
5
Y
R
6
"
榿
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→

下
端
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ミ
ガ
キ

一

6
5
2

1
1
7
8
9

2
0
4
D
3
R
A
2
8
須
恵
器

坏
床
面
･理
-上
．
p
p
1
口
縁
～
底
部

6
5

(1
4.
0）

3
.
5

6
.
4
7
.
5
Y
6
/
1
灰
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
へ
ラ
切
り

墨
書
「
召
□
」

6
5
4

1
1
7
8
9

2
0
5
D
3
R
A
2
8
須
恵
器

坏
p
p
1

口
縁
～
底
部

3
0

(1
3.
8）

4．
7

(6
.7
）
2
.
5
Y
6
/
3
に
ぶ
い
黄
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
へ
ラ
切
り

6
5
6

1
1
7
8
9

2
0
6
D
3
R
A
2
8
須
恵
器

坏
床
面

口
縁
～
底
部

2
5

(1
4.
2）

4
.
6

(6
.0
）
2
.
5
Y
7
/
3
浅
黄
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
へ
ラ
切
り

6
4
1

1
1
7
8
9

2
0
7
D
3
R
A
2
8
須
恵
器

坏
p
p
1

口
縁
～
底
部

2
5

(1
4.
2）

4
.
4

(7
.2
）
2
.
5
Y
6
/
3
に
ぶ
い
黄
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
へ
ラ
切
り

6
5
5

1
1
7
8
9

2
0
8
D
3
R
A
2
8
須
恵
器

坏
カ
マ
ド
煙
出
中
層
口
縁
～
底
部

8
0

13
．
3

3
.
9

6
.
4
2
.
5
Y
7
/
2
灰
黄
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
へ
ラ
切
り

6
3
5

1
1
7
8
9

2
0
9
D
3
R
A
2
8
須
恵
器

坏
上
層
･
壁
際

口
縁
～
底
部

8
5

13
．
5

4
.
3

6
.
8
2
.
5
Y
6
/
2
灰
黄
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
へ
ラ
切
り

6
4
9

1
1
7
8
9

2
1
0
D
3
R
A
2
8
須
恵
器

坏
下
層

口
縁
～
底
部

9
5

13
．
5

4
.
5

6
.
8
2
.
5
Y
6
/
1
黄
灰
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
へ
ラ
切
り

6
4
8

1
1
7
8
9

2
1
1
D
3
R
A
2
8
須
恵
器

坏
2
1
2
の
上

口
縁
～
底
部

9
0

13
．
2

4
.
1

4
.
9
5
Y
5
/
1
灰
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
へ
ラ
切
り

6
3
6

1
1
7
9
0

2
1
2
D
3
R
A
2
8
須
恵
器

坏
2
2
1
の
上

口
縁
～
底
部

9
0

12
．
7

3
.
9

6
.
9
5
B
4
/
1
暗
青
灰
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
へ
ラ
切
り

6
3
7

1
1
7
9
0

2
1
3
D
3
R
A
2
8
須
恵
器

坏
下
層

口
縁
～
底
部

8
0

13
．
4

4
.
3

6
.
7
7
.
5
Y
4
/
1
灰
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
へ
ラ
切
り

6
4
2

1
1
7
9
0



<土
器
・
そ
の
他
＞

（
8）

’ 四 令 函 １

掲
載
区
域
遺
構
名

種
別

器
種

地
点
・
層
位

部
位

残
存
率 （
％
）

口
径
(a
n）

器
高 (
c、
）

底
径 (
c、
）

色
調

外
面

内
面

底
部

備
考

仮
番
号

図
版
写
真

2
1
4
D
3
R
A
2
8
須
恵
器

坏
下
層

口
縁
～
底
部

9
5

1
2
.
9

3
.
2

6
.
1

7
.
5
Y
4
/
1
灰
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
へ
ラ
切
り

6
4
6

1
1
7
9
0

2
1
5
D
3
R
A
2
8
須
恵
器

坏
埋
士

口
縁
～
底
部

3
5

(1
4.
0）

4
.
1

5
.
0

Y
5
/
1
黄
灰
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

6
5
3

1
1
7
9
0

2
1
6
D
3
R
A
2
8
土
師
器

甕
煙
出
し
2
0
層
中

口
縁
～
胴
部

(7
0）

(2
0.
0）

2
0
.
0
＜

－

7
.
5
Y
R
4
/
3
褐
色

ハ
ケ
メ

ヘ
ラ
ナ
デ

■
■
■
■
■
■

6
4
0

1
1
7
9
0

2
1
7
D
3
R
A
2
8
須
恵
器

長
頚
瓶
床
面
～
下
層

口
縁
～
頚
部

(2
0）

(8
.9
）

3
.
9
＜

－

5
B
3
/
1
暗
青
灰
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

－

6
4
3

1
1
7
9
0

2
1
8
D
3
R
A
2
8
土
師
器

甕

ｶ
ﾏ
ド
燃
焼
部
1
7

層
･
煙
出
し
2
0
層
口
縁
～
胴
部

(3
5）

(1
8.
8）

1
5
.
3
＜

■
■
■
■
■
■

7
.
5
Y
R
4
/
3
褐
色

ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

一

6
4
4

1
1
8
9
0

2
1
9
D
3
R
A
2
8
土
師
器

蕊
床
面

胴
部
～
底
部

(3
5）

1
1
.
8
＜

7
.
2
5
Y
R
3
/
2
暗
赤
褐
色

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

6
4
7

1
1
8
9
0

2
2
0
D
3
R
A
2
8
土
師
器

小
形
蕊

床
面

胴
部
～
底
部

(2
0）

－

4
.
8
＜

(8
.3
）
7
.
5
Y
R
4
/
3
褐
色

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ヘ
ラ
ナ
デ

調
整
な
し

6
9
9

1
1
8
9
0

2
2
1
D
3
R
A
2
8
土
師
器

鉢
(黒
色
）
床
面

口
縁
～
底
部

8
0

2
0
.
4

10
．
2

7
.
0
7
.
5
Y
R
6
/
6
榿
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ミ
ガ
キ

回
転
糸
切
り

6
3
9

1
1
8
9
0

2
2
2
D
3
R
A
2
8
土
師
器

鉢
？

カ
マ
ド
燃
焼
部

口
縁
～
胴
部

(1
5)

(3
3.
4）

1
0
.
6
＜

－

7
.
5
Y
R
6
/
8
榿
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

一
部
ハ
ケ
メ
？

－

6
5
0

1
1
8
9
0

2
2
3

R
A
2
8

石
器

砥
石

下
層

一

1
1
8
9
0

2
2
4

R
A
2
8
鉄
製
品

棒
状

p
p
1

－

1
1
8
9
0

2
2
5
D
3
R
A
2
9
土
師
器

坏
(黒
色
）
埋
土

口
縁
～
底
部

4
5

(1
4.
6)

4
.
9

6
.
5
I
O
Y
R
6
"
に
ぶ
い
黄
榿
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ミ
ガ
キ

回
転
糸
切
り

R
A
3
0
と
接
合

6
2
4

1
1
6
9
0

2
2
6
D
3
R
A
3
0
土
師
器

坏
(黒
色
）
埋
土

口
縁
～
底
部

4
5

14
．
2

4
.
8

6
.
1
7
.
5
Y
R
6
f
榿
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ミ
ガ
キ

回
転
糸
切
り

6
2
8

1
1
9
9
0

2
2
7
D
3
R
A
3
0
土
師
器

坏
(黒
色
）
床
面

体
部
～
底
部

(2
0）

－

2
.
5
＜

(4
.8
）
7
.
5
Y
R
6
/
8
榿
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→

下
端
へ
ラ
ケ
ズ
リ

ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

墨
書
､
墨
付
き

6
2
7

1
1
9
9
0

2
2
8
D
3
R
A
3
0
土
師
器

高
台
坏 色
）
床
面

口
縁
～
底
部

8
0

1
5
.
0

6
.
2

8
.
9
7
.
5
Y
R
5
/
6
明
褐
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ミ
ガ
キ

指
押
さ
え
痕

墨
書
「
も
」
記
号
？

6
3
3

1
1
9
9
0

2
2
9
D
3
R
A
3
0
土
師
器

翌
カ
マ
ド
付
近

口
縁

破
片

－

4
.
9
＜

－

7
.
5
Y
R
6
/
6
榿
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

q
■
■
■
■
■

6
3
4

1
1
9
9
0

2
3
0
D
3
R
A
3
0
土
師
器

翌
カ
マ
ド
付
近

口
縁
～
底
部

7
0

(1
0.
2)

10
．
2

4
.
8
7
.
5
Y
R
5
/
8
明
褐
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

6
3
1

1
1
9
9
0

2
3
1
D
3
R
A
3
0
土
師
器

甕
(黒
色
）
床
面

口
縁
～
胴
部

(3
0）

(2
4.
6）

8
.
9
＜

l
O
Y
R
6
M
に
ぶ
い
黄
榿
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→

下
部
へ
ラ
ケ
ズ
リ

ミ
ガ
キ

q
■
■
■
■
■

6
2
6

1
1
9
9
1

2
3
2
D
3
R
A
3
0
土
師
器

甕
カ
マ
ド
付
近

胴
部
～
底
部

(5
0）

－

17
．
1＜

8
.
3
1
0
Y
R
6
f
明
黄
褐
色

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ヘ
ラ
ナ
デ

木
葉
痕

6
3
2

1
1
9
9
1

2
3
3
D
3
R
A
3
1
土
師
器

坏
(黒
色
）
埋
士

口
縁
～
体
部

(1
5)

(1
5.
2)

4
.
8
＜

2
.
5
Y
4
/
2
暗
灰
黄
色

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

－

内
外
面
黒
色
処
理

6
1
6

1
1
9
9
1

2
3
4
D
3
R
A
3
1

土
師
器

高
台
坏

カ
マ
ド
付
近
．

埋
土

底
部

(8
0）

－

1
.
7
＜

－

1
0
Y
R
6
/
6
明
黄
褐
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

－

6
1
5

1
1
9
9
1

2
3
5
D
3
R
A
3
1

土
師
器

甕
カ
マ
ド
付
近

口
縁

破
片

－

4
.
0
＜

1
0
Y
R
7
"
に
ぶ
い
黄
榿
色

ヨ
コ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

一

6
1
7

1
1
9
9
1

2
3
6
D
3
R
A
3
1
土
師
器

甕
貼
床

胴
部
～
底
部

(6
0）

｡
■
■
■
■
■

6
.
8
＜

7
.
5
1
0
Y
R
3
/
1
黒
褐
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

R
A
3
2
と
接
合

6
1
4

1
1
9
9
1

2
3
7

R
A
3
1

鍛
冶

羽
口

埋
土

q
■
■
■
■
■

9
1

2
3
8

R
A
3
1

鍛
冶

羽
口

埋
士

■
■
■
■
■
■

－

9
1

2
3
9
D
3
R
A
3
2
土
師
器

坏
(黒
色
）
7
層
よ
り
上

体
部
～
底
部

(1
5）

－

2
.
6
＜

5
.
0
7
.
5
Y
R
6
"
に
ぶ
い
榿
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→

下
端
へ
ラ
ケ
ズ
リ

ミ
ガ
キ

回
転
糸
切
り

6
2
2

1
1
9
9
1

2
4
0
D
3
R
A
3
2
土
師
器

坏
埋
土

口
縁
～
体
部

(3
0）

(1
5.
8）

5
.
0
＜

一

7
.
5
Y
R
7
/
6
榿
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

－

6
1
9

1
1
9
9
1

2
4
1
D
3
R
A
3
2
土
師
器

蕊
p
p
1

口
縁

破
片

5
.
3
＜

q
■
■
■
■
■

5
Y
R
6
/
6
榿
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

_

6
2
1

1
1
9
9
1

2
4
2
D
3
R
A
3
2
須
恵
器

瓶
？

p
p
1

胴
部
～
底
部

(6
5）

－

1
5
.
3
＜

9
.
5

Y
5
/
1
黄
灰
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→

下
部
ケ
ズ
リ

ヘ
ラ
ナ
デ
→

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ナ
デ
内
面
に

ア
テ
メ
痕
？

6
2
3

1
1
9
9
1

2
4
3
B
3
R
A
3
3
土
師
器

坏
(黒
色
）
埋
士

口
縁
～
底
部

1
5

(1
5.
6）

5
.
6

5
.
8
7
.
5
Y
R
6
"
榿
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ミ
ガ
キ

回
転
糸
切
り

2
7
7

1
2
0
9
1

2
4
4
B
3
R
A
3
3
土
師
器

坏
(黒
色
）
埋
土

口
縁
～
底
部

6
0

13
．
4

4．
7

6
.
2
I
O
Y
R
6
"
に
ぶ
い
黄
榿
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
？

2
7
2

1
2
0
9
1

2
4
5
B
3
R
A
3
3
土
師
器

坏
(黒
色
）

？
・
埋
士

口
縁
～
底
部

6
5

17
．
2

5
.
3

6
.
4
1
0
Y
R
6
/
6
明
黄
褐
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

2
6
9

1
2
0
9
1



<土
器
・
そ
の
他
〉

（
9）

Ｉ い や Ｃ ｌ

掲
載
区
域
遺
構
名

種
別

器
種

地
点
・
層
位

部
位

／
～
0
J
‐
一
r

(％
）

口
径
(c
、
）

器
高 (
c、
）

底
径 (
c､
）

色
調

外
面

内
面

底
部

備
考

仮
番
号

図
版
写
真

2
4
6
B
3
R
A
3
3
土
師
器

坏
(黒
色
）

新
期
住
埋
土
．

北
壁
周
溝

口
縁
～
体
部

(2
0）

(1
5.
8）

5
.
0
＜

一

1
0
Y
R
5
"
に
ぶ
い
黄
褐
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ミ
ガ
キ

－

2
4
8

1
2
0
9
1

2
4
7
B
3
R
A
3
3
土
師
器
？

坏

北
側
カ
マ
ド
際

土
坑

口
縁
～
底
部

9
5

14
．
4

5
.
0

5．
0
7
.
5
Y
R
7
"
榿
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

2
6
8

1
2
0
9
1

2
4
8
B
3
R
A
3
3
土
師
器

坏

北
側
カ
マ
ド
際

土
坑
・
埋
土

口
縁
～
底
部

4
5

1
4
.
0

5
.
0

5
.
0
7
.
5
Y
R
6
/
8
榿
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

2
7
3

1
2
0
9
1

2
4
9
B
3
R
A
3
3
土
師
器

坏
埋
土

口
縁
～
底
部

7
5

1
4
.
2

4
.
6

5
.
2
7
.
5
Y
R
6
/
6
榿
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

ゆ
が
み
大
き
い

2
7
1

1
2
0
9
1

2
5
0
B
3
R
A
3
3
土
師
器

坏
？
･
南
壁
土
坑

口
縁
～
底
部

6
0

(1
3.
0）

5
.
0

5
.
4
7
.
5
Y
R
6
/
6
榿
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

2
6
7

1
2
0
9
1

2
5
1
B
3
R
A
3
3
土
師
器

坏
＊

口
縁
～
底
部

2
0

(1
3.
8)

5．
5

6
.
0
7
.
5
Y
R
6
f
榿
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

2
7
6

1
2
0
9
1

2
5
2
B
3
R
A
3
3
土
師
器

坏
埋
土

口
縁

(1
5)

(1
5.
0)

3
.
0
＜

一

7
.
5
Y
R
6
"
榿
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

－

2
5
1

1
2
0
9
1

2
5
3
B
3
R
A
3
3
土
師
器

坏
埋
士

口
縁
～
底
部

3
5

(1
3.
2)

4．
2

(6
.0
）
7
.
5
Y
R
6
/
8
榿
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

－

2
7
9

1
2
0
9
1

2
5
4
B
3
R
A
3
3
須
恵
器

坏

南
側
カ
マ
ド

付
近

口
縁
～
底
部

2
5

(1
0.
9)

4
.
2

5
.
4
N
4
/
灰
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
へ
ラ
切
り

2
7
5

1
2
0
9
1

2
5
5
B
3
R
A
3
3
須
恵
器

坏

北
側
カ
マ
ド
際

土
坑

口
縁
～
体
部

(2
0）

(1
4.
4)

5
.
3
＜

_

5
Y
6
/
1
灰
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

－

2
5
4

1
2
0
9
1

2
5
6
B
3
R
A
3
3
土
師
器

高
台
坏
p
2

底
部

(7
0）

－

2
.
7
＜

(8
.2
）
1
0
Y
R
8
"
浅
黄
榿
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

4
■
■
■
■
■

R
A
3
4
と
接
合

2
6
2

1
2
0
9
1

2
5
7
B
3
R
A
3
3
須
恵
器

蓋
北
側
カ
マ
ド
付
近
つ
ま
み
以
外

9
0

12
．
8

3
.
1
＜

一

7
.
5
Y
4
/
1
灰
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

一

2
7
8

1
2
0
9
1

2
5
8
B
3
R
A
3
3
土
師
器

小
形
甕

新
期
住
床
面
．

埋
土

口
縁
～
胴
部

(2
5）

(1
3.
3)

1
0
.
5
＜

■
■
■
■
■
■

1
0
Y
R
6
"
に
ぶ
い
黄
榿
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

4
■
■
■
■
■

2
8
8

1
2
0
9
1

2
5
9
B
3
R
A
3
3
土
師
器

小
形
喪

北
側
カ
マ
ド
際

土
坑

口
縁

(2
0）

(1
4.
4）

3
.
6
＜

－

7
.
5
Y
R
6
M
に
ぶ
い
榿
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

。
■
■
■
■
■

2
5
3

1
2
0
9
1

2
6
0
B
3
R
A
3
3
須
恵
器

小
形
壷
？
埋
士

頚
部

小
片

(1
1.
6)

3
.
5
＜

－

2
.
5
Y
6
/
2
灰
黄
色

ロ
ク
ロ
→
一
部

カ
キ
メ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→

一
部
カ
キ
メ
？

－

2
5
0

1
2
0
9
1

2
6
1
B
3
R
A
3
3
土
師
器

甕

北
側
カ
マ
ド
付
近

･
燃
焼
部

口
縁
～
胴
部

(4
0）

2
2
.
2

1
4
.
6
＜

■
■
■
■
■
■

7
.
5
Y
R
7
/
6
榿
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

一

2
8
4

1
2
1
9
2

2
6
2
B
3
R
A
3
3
土
師
器

甕

北
側
カ
マ
ド
付

近
･
南
側
カ
マ
ド

煙
道
・
煙
出
し

口
縁
～
胴
部

(2
0）

(1
8.
8)

1
6
.
8
＜

－

7
.
5
Y
R
6
m
榿
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→

下
部
へ
ラ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

_

2
8
5

1
2
1
9
2

2
6
3
B
3
R
A
3
3
土
師
器

甕
p
3

胴
部
～
底
部

(2
5）

(1
1.
6)

1
4
.
3
＜

(1
1.
4)
1
0
Y
R
6
"
に
ぶ
い
黄
榿
色

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ヘ
ラ
ナ
デ

ケ
ズ
リ
？

2
5
7

1
2
1
9
2

2
6
4
B
3
R
A
3
3
土
師
器

翌

北
側
カ
マ
ド

付
近

口
縁
～
胴
部

破
片

(2
2.
0）

1
5
.
5
＜

■
■
■
■
■
■

1
0
Y
R
6
/
6
明
黄
褐
色

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ヘ
ラ
ナ
デ

一

2
8
7

1
2
1
9
2

2
6
5
B
3
R
A
3
3
土
師
器

甕

南
側
カ
マ
ド

付
近

底
部

(2
5）

(1
1.
6)

4
.
1
＜

(1
2.
4)
1
0
Y
R
7
"
に
ぶ
い
黄
榿
色

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ヘ
ラ
ナ
デ

木
葉
痕

2
8
6

1
2
1
9
2

2
6
6
B
3
R
A
3
3
須
恵
器

長
頚
瓶

床
肩
部
～
底
部

(4
0）

(1
1.
6)

1
1
.
0
＜

6
.
0
N
4
/
灰
色

ロ
ク
ロ
→
下
部

ケ
ズ
リ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

－

2
8
2

1
2
1
9
2

2
6
7
B
3
R
A
3
3
須
恵
器
？

長
頚
瓶

カ
マ
ド
煙
道

燃
焼
部

胴
部
～
底
部

(2
5）

(1
1.
6)

1
7
.
2
＜

(1
2.
0)
7
.
5
Y
R
6
f
榿
色

ロ
ク
ロ
→
ケ
ズ
リ

底
面
へ
ラ
ケ
ズ
リ

→
ロ
ク
ロ

ヘ
ラ
ナ
デ

2
9
0

1
2
1
9
2

2
6
8
B
3
R
A
3
3
須
恵
器

大
甕

上
層

肩
部

破
片

(1
1.
6)

1
1
.
0
＜
_

N
3
/
暗
灰
色

タ
タ
キ
メ

ア
テ
メ

一

2
6
0

1
2
2
9
2



<土
器
・
そ
の
他
＞

（
10
）

１ 画 い つ Ｉ

掲
載
区
域
遺
構
名

種
別

器
種

地
点
・
層
位

部
位

残
存
率 (％
）

口
径
(c
、
）

f
祷
高 (α
､）

底
径 (
c､
）

色
調

外
面

内
面

底
部

備
考

仮
番
号

図
版
写
真

2
6
9
B
3
R
A
3
4
土
師
器

坏
(黒
色
）
上
層

口
縁
～
底
部

(3
5）

(1
5.
4)

5
.
5

4
.
1
1
0
Y
R
7
"
に
ぶ
い
黄
榿
色

ロ
ク
ロ
→
下
端

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ミ
ガ
キ

回
転
糸
切
り

3
0
0

1
2
2
9
2

2
7
0
B
3
R
A
3
4
須
恵
器

坏
p
9

口
縁
～
底
部

2
0

(1
3.
0)

3
.
9

6
.
0
5
B
4
/
1
暗
青
灰
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
へ
ラ
切
り

2
9
3

1
2
2
9
2

2
7
1
B
3
R
A
3
4
須
恵
器

坏
上
層

口
縁
～
底
部

6
0

(1
6.
0)

6
.
7

6
.
8
N
5
/
灰
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→

下
端
へ
ラ
ケ
ズ
リ

回
転
へ
ラ
切
り
？

2
9
1

1
2
2
9
2

2
7
2
B
3
R
A
3
4
須
恵
器

坏
床

体
部
～
底
部

(8
0）

(1
1.
6)

3
.
3
＜

5
.
4
7
.
5
Y
5
/
1
灰
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
へ
ラ
切
り

2
9
9

1
2
2
9
2

2
7
3
B
3
R
A
3
4
土
師
器

甕
下
層
・
p9

口
縁
～
胴
部

(6
0）

1
6
.
0

1
0
.
7
＜

I
■
■
■
■
■

l
0
Y
R
7
脚
に
ぶ
い
黄
榿
色

ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ

一

3
0
2

1
2
2
9
2

2
7
4
B
3
R
A
3
4
土
師
器

甕
カ
マ
ド
燃
焼
部

胴
部
～
底
部

(6
0）

(1
1.
6)

8
.
6
＜

8
.
2
l
0
Y
R
7
脚
に
ぶ
い
黄
榿
色

ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ

3
0
3

1
2
2
9
3

2
7
5
B
3
R
A
3
4
土
師
器

甕

東
壁
･カ
マ
ド
燃
焼

部
･ｶ
ﾏド
付
近
･p
9
口
縁
～
胴
部

(3
5）

(2
0.
0）

1
7
.
6
＜

－

1
0
Y
R
7
/
6
明
黄
褐
色

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ハ
ケ
メ

－

3
0
4

1
2
2
9
3

2
7
6
B
3
R
A
3
4
須
恵
器

長
頚
瓶
？
下
層

肩
部

(2
0）

(1
1.
6)

7
.
0
＜

－

N
6
/
灰
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

－

2
9
8

1
2
3
9
3

2
7
7
B
3
R
A
3
4
土
師
器

甑
？

カ
マ
ド
袖

胴
部
～
底
部

(4
0）

(1
1.
6)

1
7
.
2
＜

10
．
0
7
.
5
Y
R
7
/
6
榿
色

上
部
カ
キ
メ
状
ナ
デ

→
下
部
へ
ﾗケ
ズ
リ

カ
キ
メ
状
ナ
デ

－

2
9
2

1
2
3
9
3

2
7
8
B
3
R
A
3
4
須
恵
器

坏
?瓶
？

下
層

底
部

(2
0）

(1
1.
6)

3
.
1
＜

(7
.2
）
N
5
/
灰
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

－

3
0
1

1
2
3
9
3

2
7
9

R
A
3
4
木
製
品

椀
_

_

1
2
3
9
3

2
8
0
B
3
R
A
3
5
土
師
器

甕
床
面

口
縁
～
胴
部

(1
5)

(2
0.
0）

1
1
.
0
＜

ー

1
0
Y
R
6
/
4
に
ぶ
い
黄
榿
色

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ハ
ケ
メ
・
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ

－

3
0
6

1
2
3
9
3

2
8
1
B
3
R
A
3
5
土
師
器

喪
床
面

胴
部

(3
5）

－

2
3
.
8
＜

－

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ハ
ケ
メ

－

3
0
7

1
2
3
9
3

2
8
2
B
3
R
A
3
5
土
師
器

蕊
床
面

胴
部
～
底
部

(7
0）

－

1
6
.
3
＜

9．
3
l
0
Y
R
7
郷
に
ぶ
い
黄
榿
色

ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ

木
葉
痕

3
0
5

1
2
3
9
3

2
8
3
B
3
R
A
3
6
土
師
器

坏
床
面

口
縁
～
底
部

8
5

1
3
.
2

4
.
4

5
.
6
5
Y
R
7
/
8
榿
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

3
1
2

1
2
4
9
3

2
8
4
B
3
R
A
3
6
土
師
器

甕

カ
マ
ド
燃
焼
部

付
近

口
縁
～
底
部

7
5

1
5
.
6

12
．
6

8
.
6
5
Y
R
7
/
6
榿
色

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

不
明

－

3
1
1

1
2
4
9
3

2
8
5
B
3
R
A
3
6
土
師
器

甕

カ
マ
ド
付
近
．

埋
土

底
部

(2
5）

－

6
.
8
＜

7．
2
7
.
5
Y
R
6
/
6
榿
色

不
明

不
明

不
明

3
0
9

1
2
4
9
3

2
8
6
B
3
R
A
3
6
土
師
器

翌

カ
マ
ド
燃
焼
部

付
近

口
縁
～
底
部

2
0

(2
0.
9）

2
9
.
1

9
.
8
7
.
5
Y
R
6
/
6
榿
色

ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ

ナ
デ

3
0
8

1
2
4
9
4

2
8
7
B
3
R
A
3
6
土
師
器

甕

カ
マ
ド
燃
焼
部

付
近

胴
部
～
底
部

(4
5）

－

9
.
0
＜

8
.
8
7
.
5
Y
R
6
f
榿
色

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

3
1
0

1
2
4
9
3

2
8
8
B
3
R
A
3
7
須
恵
器
？

坏
埋
土

体
部
～
底
部

(6
0）

■
■
■
■
■
■

2
.
4
＜

6
.
2
7
.
5
Y
5
/
1
灰
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
へ
ラ
切
り

3
1
3

1
2
4
9
4

2
8
9
B
3
R
A
3
7
土
師
器

坏
？

カ
マ
ド
南
隣

土
坑

体
部
～
底
部

(3
0）

－

2
.
8
＜

7
.
4
7
.
5
Y
R
6
/
8
榿
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
へ
ラ

ケ
ズ
リ
？

3
1
5

1
2
4
9
4

2
9
0
B
3
R
A
3
7
土
師
器

翌

カ
マ
ド
南
隣

土
坑

底
部

(3
5）

－

4
.
0
＜

8
.
2
7
.
5
Y
R
7
/
3
に
ぶ
い
榿
色

ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

－

3
1
7

1
2
4
9
4

2
9
1
B
3
R
A
3
7
土
師
器

翌
埋
士

口
縁

破
片

(2
1,
4)

9,
0＜

q
■
■
■
■
■

2
.
5
Y
6
/
3
に
ぶ
い
黄
色

ハ
ケ
メ

－
－

3
1
6

1
2
4
9
4

2
9
2
B
3
R
A
3
7
土
師
器

甕

カ
マ
ド
南
隣

土
坑

口
縁

破
片

－

5
.
0
＜

－

5
Y
R
6
妬
榿
色

ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ

_

3
1
4

1
2
4
9
4

2
9
3
A
1

p
3
5

陶
器

高
台
椀
？

皿
？

床
面

底
部

(9
0）

－

現
)1
.7

4
.
6
1
0
Y
5
/
2
オ
リ
ー
ブ
灰
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

一

3
5
3

1
2
5
9
4

2
9
4
D
l

p
3
6

鍛
冶

羽
口

埋
土

－
－

9
4



ｌ い い ］ １

掲
載
区
域
遺
構
名

種
別

器
種

地
点
・
層
位

部
位

残
存
率 (％
）

口
径
(c
､）

肴
善
高 (c
､）
底
径 (
c、
）

色
調

外
面

内
面

底
部

備
考

仮
番
号

図
版
写
真

2
9
5
B
2

p
7
3

須
恵
器

大
甕

埋
土

口
縁
～
肩
部

(2
5）

(2
4.
4）

9
.
9
＜

q
■
■
■
■
■

N
5
/
灰
色

タ
タ
キ
メ

ア
テ
メ

一

2
4
3

1
2
5
9
4

2
9
6
D
l

p
5
8

須
恵
器

壷
?瓶
？
埋
土

胴
部

(1
5)

－

5
.
2
＜

－

N
3
/
暗
灰
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

－

6
0
3

1
2
5
9
4

2
9
7

R
D
O
3
木
製
品

椀
埋
土

－

1
2
5
9
4

2
9
8
D
1
R
D
O
7
土
師
器

坏
中
層

底
部

(6
0）

_

1
.
8
5
＜

5
.
1
7
.
5
Y
R
加
榿
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

6
0
1

1
2
5
9
4

2
9
9
D
l
R
D
O
7
土
師
器

ナ
ベ
？

埋
土

口
縁

破
片

－

6
.
1
＜

－

7
.
5
Y
R
6
/
6
榿
色

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

_

6
0
2

1
2
5
9
4

3
卯
D
1
R
D
O
7
土
師
器

甕
埋
土

胴
部
～
底
部

(2
0）

_

6
.
7
＜

(7
.8
）
7
.
5
Y
R
6
/
8
榿
色

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ヘ
ラ
ナ
デ

_

摩
滅
し
て
い
る

5
9
9

1
2
5
9
4

3
0
1
B
1
R
D
l
5
土
師
器

甕
埋
土

口
縁

(1
5)

(2
0.
0）

4
.
3
＜

－

7
.
5
Y
R
4
/
6
褐
色

ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ

一

R
D
1
3
と
接
合

3
3
1

1
2
5
9
4

3
0
2
B
1
R
D
l
5
土
師
器

甕
埋
土

底
部

(1
0)

－

3
.
0
＜

(9
.3
）
2
.
5
Y
R
6
脾
に
ぶ
い
榿
色

ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ

木
葉
痕

3
3
2

1
2
5
9
4

3
0
3
C
2
R
G
O
5
須
恵
器

坏
埋
士

口
縁

破
片

Ⅱ
■
■
■
■
■

3
.
2
＜

－

5
Y
6
/
1
灰
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

－

墨
書
「
□
」

2
1

1
2
5
9
4

3
“
C
2
R
G
O
5
須
恵
器

坏
＊

口
縁
～
底
部

8
0

14
．
1

5
.
1

6
.
0
2
.
5
Y
R
7
/
1
灰
白
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

1
8

1
2
5
9
4

3
0
5
C
2
R
G
O
5
土
師
器
？

坏
＊

口
縁
～
底
部

9
0

15
．
0

6
.
1

7
.
4
7
.
5
Y
R
7
脚
に
ぶ
い
榿
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

1
7

1
2
5
9
4

3
0
6
C
2
R
G
O
5
土
師
器

甕
＊

胴
部
～
底
部

(4
0）

－

8
.
9
＜

9
.
6
1
0
Y
R
6
M
に
ぶ
い
黄
榿
色

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ヘ
ラ
ナ
デ

ナ
デ

1
6

1
2
5
9
4

3
0
7

R
G
1
0
木
製
品

刀
子

_

1
2
5
9
4

3
0
8
D
1
R
G
2
2
須
恵
器

坏

I
D
l
l
p
付
近

中
層

底
部

(7
0）

－

1
.
5
＜

4
.
7
5
Y
5
/
1
灰
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

墨
書
「
万
」

6
9
6

1
2
6
9
4

3
0
9
D
2
R
G
2
2
須
恵
器

坏
埋
土

口
縁
～
体
部

(2
0）

(1
4.
0)

5
.
2
＜

■
■
■
■
■
■

1
0
Y
R
6
/
2
灰
黄
褐
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

－

3
2
2

1
2
6
9
4

3
1
0
D
l
R
G
2
2
須
恵
器

坏
底
面
～
下
層

体
部
～
底
部

(7
5）

－

3
.
2
＜

6
.
0
5
Y
6
/
1
灰
色

ロ
ク
ロ
→
下
端

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
へ
ラ
切
り

内
面
ツ
ル
ツ
ル

6
0
5

1
2
6
9
4

3
1
1
D
1
R
G
2
2
カ
ワ
ラ
ケ
カ
ワ
ラ
ケ
中
層

口
縁
～
底
部

1
5

(1
2.
4)

4．
5

(7
.0
）
1
0
Y
R
6
"
に
ぶ
い
黄
榿
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

一

6
0
4

1
2
6
9
4

3
1
2
D
2
R
G
2
2
カ
ワ
ラ
ケ
カ
ワ
ラ
ケ
底
面
～
下
層

口
縁

(1
0)

(1
4.
8)

現
)3
.2

－

1
0
Y
R
6
/
6
明
黄
褐
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

_

3
1
9

1
2
6
9
4

3
1
3
D
l
R
G
2
2
カ
ワ
ラ
ケ
カ
ワ
ラ
ケ

I
D
l
l
k
～
1
1
1

付
近
上
層

口
縁

(1
5）

(1
5.
1)

現
)3
.1

－

1
0
Y
R
5
"
に
ぶ
い
黄
褐
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ー

6
0
9

1
2
6
9
4

3
1
4

R
G
2
2
そ
の
他

土
錘

I
D
l
l
a
付
近

一

1
2
6
9
5

3
1
5

R
G
2
2
そ
の
他

土
錘

下
層

■
■
■
■
■
■

1
2
6
9
5

3
1
6

R
G
2
2

鍛
冶

羽
口

下
層

一

1
2
6
9
5

3
1
7

R
G
2
2

鍛
冶

羽
口

埋
土

■
■
■
■
■
■

1
2
6
9
5

3
1
8

R
G
2
2

鍛
冶

羽
口

下
層

－

1
2
6
9
5

3
1
9

R
G
2
2

鍛
冶

椀
形
鍛
冶
樺
A
-
A
'
9
層
中

一
－

9
5

3
2
0

R
G
2
2

鍛
冶

鍛
冶
津
埋
土

一
一

9
5

3
2
1

R
G
2
2

鍛
冶

鍛
冶
津

下
層

－
■
■
■
■
■
■

9
5

3
2
2

R
G
2
2

鍛
冶

鍛
冶
津

下
層

一
一

9
5

3
2
3

R
G
2
2

鍛
冶

鍛
冶
津

下
層

－
一

9
5

3
2
4

R
G
2
2

鍛
冶

椀
形
鍛
冶
津
下
層

■
■
■
■
■
■

－

9
5

3
2
5

R
G
2
2

鍛
冶

椀
形
鍛
冶
津
下
層

4
■
■
■
■
■

。
■
■
■
■
■

9
5

3
2
6

R
G
2
2

鍛
冶

鍛
冶
津

下
層

■
■
■
■
■
■

一

9
5

3
2
7

R
G
2
2

鍛
冶

鍛
冶
津

下
層

_
－

9
5

3
2
8

R
G
2
2

鍛
冶

羽
口

中
層

－
－
_

3
2
9

R
G
2
2

鍛
冶

鍛
冶
津

中
層

一
一

9
5

3
3
0

R
G
2
2

鍛
冶

羽
口

下
層

一
一

一



そ
の
他
〉

（
12
）

ｌ い い い Ｉ

掲
載
区
域
遺
構
名

種
別

器
種

地
点
・
層
位

部
位

ﾀ
遥
仔
琴
旦

（
％
）

口
径
(c
、
）

器
高 (
c､
）

底
径 (
c､
）

色
調

外
面

内
面

底
部

備
考

仮
番
号

図
版
写
真

3
3
1

R
G
2
2

鍛
冶

鍛
冶
津

下
層

1
■
■
■
■
■
_

9
5

3
3
2

R
G
2
2

鍛
冶

鍛
冶
津

下
層

一
－

9
5

3
3
3

R
G
2
2

鍛
冶

鍛
冶
津
西
側
壁
際

－
－

9
5

3
3
4

R
G
2
2

鍛
冶

鍛
冶
津

下
層

一
－

－

3
3
5

R
G
2
2

鍛
冶

羽
口

I
D
l
O
g
~

I
D
l
l
g
付
近

－
－

9
5

3
3
6

R
G
2
2

鍛
冶

羽
口

I
D
l
l
k
付
近

西
壁
際

－
－

－

3
3
7

R
G
2
2

鍛
冶

鍛
冶
津

I
D
l
l
k
～

I
D
l
1
1
付
近

_
－

－

3
3
8

R
G
2
2

鍛
冶

鍛
冶
津

I
D
1
2
h
付
近

中
層

－
－

9
5

3
3
9

R
G
2
2

鍛
冶

羽
口

埋
土

1
■
■
■
■
■

－

9
5

3
4
0

R
G
2
2

鍛
冶

羽
口

埋
土

－
－

■
■
■
■
■
■

3
4
1

R
G
2
2

鍛
冶

羽
口

埋
土

q
■
■
■
■
■

－

9
5

3
4
2

R
G
2
2

鍛
冶

羽
口

埋
土

q
■
■
■
■
■

－

9
5

3
4
3

R
G
2
2

鍛
冶

羽
口

I
D
l
l
k
底
面

－
－

－

3
4
4

R
G
2
2
木
製
品

椀
I
D
l
O
k

■
■
I
■
■
■
■

1
2
7
9
5

3
4
5

R
G
2
2
木
製
品

椀
下
層

－

1
2
7
9
5

3
4
6

R
G
2
2
木
製
品

刀
子
形
埋
土

1
■
■
■
■
■

1
2
7
9
5

3
4
7

R
G
2
2
木
製
品

板
状

埋
士

－

1
2
7
9
5

3
4
8

R
G
2
2
木
製
品

板
状

底
面

－

1
2
7
9
5

3
4
9

R
G
2
2
木
製
品

板
状

底
面

－

1
2
7
9
5

3
5
0

R
G
2
2
木
製
品

板
状

下
層

－

1
2
7
9
6

3
5
1

R
G
2
2
木
製
品

板
状

下
層

ー

1
2
7
9
6

3
5
2

R
G
2
2
木
製
品

板
状

I
D
1
0
g
~

I
D
l
l
g
付
近

_

1
2
7
9
6

3
5
3

R
G
2
2
木
製
品

板
状

底
面

－

1
2
7
9
6

3
5
4

R
G
2
2
木
製
品

板
状

埋
土

_

1
2
7
9
6

3
5
5

R
G
2
2
木
製
品

模

I
D
l
O
k
～

I
D
1
2
k

－

1
2
7
9
6

3
5
6

R
G
2
2
木
製
品

不
明

I
D
l
O
u
～

I
D
1
0
v

｡
■
■
■
■
■

1
2
7
9
6

3
5
7

R
G
2
2
木
製
品

不
明

埋
土

－

1
2
7
9
6

3
5
8

R
G
2
2
木
製
品

板
状

埋
土

q
■
■
■
■
■

1
2
7
9
6

3
5
9

R
G
2
2
木
製
品

蓋
？

下
層

－

1
2
8
9
6

3
6
0

R
G
2
2
木
製
品

蓋
？

底
面

－

1
2
8
9
6

3
6
1

R
G
2
2
木
製
品

？ ●
椀
？
台

下
層

－

1
2
8
9
6

3
6
2
D
l
R
G
2
3

陶
器

皿
？

下
層

口
縁

破
片

－

2
.
3
＜

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

_

6
1
2

1
2
8
9
6



ｌ い い い Ｉ

掲
載
区
域
遺
構
名

種
別

器
種

地
点
・
層
付

部
位

踵
ｲ
子
李

（
％
）

口
径
(c
、
）

希
寿
高 (c
､）

底
径 (
c、
）

色
調

外
面

内
面

底
部

備
考

仮
番
号

図
版
写
真

3
6
3
D
l
R
G
2
3
須
恵
器

瓶
？

埋
士

胴
部
～
底
部

(2
5）

_

5
.
7
＜

(1
3.
6)
N
3
/
暗
灰
色

タ
タ
キ
メ

ヘ
ラ
ナ
デ

_

6
0
7

1
2
8
9
6

3
6
4
B
2
R
G
3
7
須
恵
器

瓶
？

埋
土

口
縁

破
片

q
■
■
■
■
■
B

2,
8＜

一

5
B
2
/
1
青
黒
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

_

5
4
0

1
2
8
9
6

3
6
5
B
l
R
G
3
9
須
恵
器

坏
埋
土

体
部
～
底
部

(1
5)

－

1
.
7
＜

6
.
0
N
5
/
灰
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
へ
ラ
切
り

5
2
8

1
2
8
9
6

3
6
6
B
2
R
G
“

須
恵
器

坏
埋
土

口
縁

破
片

一

4
.
7
＜

q
■
■
■
■
■

N
5
/
灰
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

－

5
2
9

1
2
8
9
6

3
6
7
B
2
R
G
4
4
須
恵
器

高
台
坏
埋
土

底
部

(5
0）

－

1
.
9
＜

(6
.2
）
N
4
/
灰
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

－

2
4
4

1
2
8
9
6

3
6
8
B
l
R
G
4
5
須
恵
器

高
台
坏

上
層

底
部

破
片

－

1
.
5
＜

(7
.2
）
7
.
5
Y
6
/
1
灰
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

一

5
3
0

1
2
8
9
6

3
6
9
B
2
R
G
4
5
須
恵
器

瓶
？

上
層

胴
部

破
片

－

7
.
2
＜

－

5
Y
R
4
/
2
灰
褐
色

カ
キ
メ
→
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ

カ
キ
メ

q
■
■
■
■
■

5
3
9

1
2
8
9
6

3
7
0
B
l
R
G
4
6
須
恵
器

坏
埋
土

口
縁

破
片

－

2,
4＜

－

N
4
/
灰
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

－

5
3
1

1
2
8
9
6

3
7
1
B
2
R
G
4
7
土
師
器

小
形
甕
埋
土

胴
部
～
底
部

(2
0）

一

4
.
0
＜

(6
.8
）
7
.
5
Y
R
5
/
6
明
褐
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→

下
端
へ
ラ
ケ
ズ
リ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

2
4
5

1
2
8
9
6

3
7
2
B
2
R
Z
O
l
-
1
土
師
器

蕊
埋
土

底
部

(2
0）

一

2
.
5
＜

8
.
8
1
0
Y
R
5
"
に
ぶ
い
黄
褐
色

ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

5
3
8

1
2
8
9
6

3
7
3

R
Z
O
l
-
1
そ
の
他

銭
貨

底
面

一

1
2
8
9
6

3
7
4
C
l
R
Z
O
2
-
l
須
恵
器

坏
T
o
-
a
t
面

口
縁
～
体
部

(1
0)

(1
4.
0)

4
.
3
＜

－

7
.
5
Y
6
/
1
灰
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

－

墨
書
「
春
」

5
6
2

1
2
9
9
6

3
7
5
A
2
R
Z
O
2
-
l
土
師
器

坏
(黒
色
）
遺
物
集
中
部

口
縁
～
底
部

2
5

(1
3.
9)

4
.
6

(6
.0
）
1
0
Y
R
6
/
3
に
ぶ
い
黄
榿
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→

下
端
へ
ラ
ケ
ズ
リ

ミ
ガ
キ

回
転
へ
ラ
ケ
ズ
リ

内
外
面
黒
色
処
理

1
1
4

1
2
9
9
6

3
7
6
A
2
R
Z
O
2
-
l
土
師
器

坏
(黒
色
）
一
括

口
縁
～
底
部

2
0

(1
2.
6)

5
.
2

(5
.1
)
1
0
Y
R
5
"
に
ぶ
い
黄
褐
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→

下
端
へ
ラ
ケ
ズ
リ

ミ
ガ
キ

回
転
糸
切
り

？
1
1
5

1
2
9
9
6

3
7
7
A
2
R
Z
O
2
-
l
土
師
器

高
台
坏
？

色
）

N
O
l
l
･
T
o
－
a

よ
り
下

口
縁
～
底
部

1
5

(1
5.
8)

5
.
7
＜

I
■
■
■
■
■

1
0
Y
R
7
/
4
に
ぶ
い
黄
榿
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ミ
ガ
キ

1
1
2

1
2
9
9
6

3
7
8
A
2
R
Z
O
2
-
l
土
師
器

坏
N
Q
l
O

口
縁
～
底
部

2
5

(1
3.
6)

5
.
0

(5
.6
）
7
.
5
Y
R
q
6
榿
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

1
2
0

1
2
9
9
6

3
7
9
A
2
R
Z
O
2
-
l
土
師
器

坏
埋
土

口
縁
～
底
部

2
5

(1
5.
0)

4
.
3

(5
.0
）
2
.
5
Y
6
/
4
に
ぶ
い
黄
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

1
0
6

1
2
9
9
6

3
8
0
C
l
R
Z
O
2
-
l
土
師
器

坏
T
o
-
a
下
面

口
縁
～
底
部

8
5

13
．
2

5
.
9

5
.
0
7
.
5
Y
R
7
/
6
榿
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

刻
書
｢×
」

5
6
4

1
2
9
9
7

3
8
1
C
2
R
Z
O
2
-
l
土
師
器

坏
T
o
-
a
よ
り
下

口
縁
～
底
部

8
0

17
．
0

6
.
2

7
.
0
7
.
5
Y
R
7
/
4
に
ぶ
い
榿
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

5
7

1
2
9
9
7

3
8
2
A
2
R
Z
O
2
-
l
土
師
器
？

坏
N
O
8

口
縁
～
底
部

5
0

14
．
8

5
.
3

5
.
8
7
.
5
Y
R
5
/
8
明
褐
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

ゆ
が
み
大
き
い

1
2
4

1
2
9
9
7

3
8
3
A
2
R
Z
O
2
-
l
土
師
器

坏
N
0
9
．
1
0

口
縁
～
底
部

9
5

14
．
0

5
.
8

5
.
0
5
Y
R
6
/
8
榿
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

1
0
8

1
2
9
9
7

3
8
4
A
2
R
Z
O
2
-
l
須
恵
器

坏
N
Q
9

口
縁
～
底
部

8
0

12
．
6

4．
0

5
.
8
5
B
5
/
1
青
灰
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

1
1
8

1
2
9
9
7

3
8
5
A
2
R
Z
O
2
-
l
須
恵
器

坏
N
O
9

口
縁
～
底
部

7
5

16
．
0

6
.
7

6
.
0
N
3
/
暗
灰
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

1
1
7

1
2
9
9
7

3
8
6
A
2
R
Z
O
2
-
l
須
恵
器

坏
N
O
9

口
縁
～
底
部

8
0

14
．
8

5
.
5

5
.
8
7
.
5
Y
R
5
/
6
明
褐
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

1
1
9

1
2
9
9
7

3
8
7
A
2
R
Z
O
2
-
l
須
恵
器

坏

T
o
-
a
直
下
層

ト
レ
ン
チ

口
縁
～
底
部

3
0

(1
4.
6)

4．
5

6
.
6
N
4
/
灰
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

1
0
9

1
2
9
9
7

3
8
8
A
2
R
Z
O
2
-
l
須
恵
器

坏
T
o
-
a
直
下
層

口
縁
～
底
部

2
0

(1
5.
2）

5
.
1

5
.
6
7
.
5
Y
R
7
/
1
灰
白
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

1
1
6

1
2
9
9
7

3
8
9
A
2
R
Z
O
2
-
l
須
恵
器

坏
N
O
9

体
部
～
底
部

30
(5
5）

－

4
.
2
＜

7
.
2
5
Y
R
4
/
6
赤
褐
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

1
2
1

1
2
9
9
7

3
9
0
A
2
R
Z
O
2
-
l
須
恵
器

坏
埋
土

底
部

(8
0）

－

2
.
1
＜

6
.
3
7
.
5
Y
5
/
1
灰
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

内
面
ツ
ル
ツ
ル
､
墨
付

着
｡転
用
硯
？

1
1
0

1
2
9
9
7

3
9
1
A
2
R
Z
O
2
-
l
土
師
器

高
台
坏 色
）
N
o
6

底
部

(4
0）

q
■
■
■
■
■

3
.
6
＜

(8
.2
）
I
O
Y
R
6
/
4
に
ぶ
い
黄
榿
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ミ
ガ
キ

－

内
外
黒
色
処
理

1
0
2

1
3
0
9
7

3
9
2
A
2
R
Z
O
2
-
l
土
師
器

高
台
坏
T
o
-
a
直
下
層

底
部

(3
5）

q
■
■
■
■
■

2
.
7
＜

8
.
2
1
0
Y
R
6
"
に
ぶ
い
黄
榿
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

－

1
4
9

1
3
0
9
7

3
9
3
A
2
R
Z
O
2
-
l
土
師
器

蕊
N
O
1
0

口
縁
～
胴
部

(2
5）

(1
5.
4)

1
0
.
2
＜

。
■
■
■
■
■

1
0
Y
R
6
/
6
明
黄
褐
色

ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

－

1
5
4

1
3
0
9
7



<土
器
・
そ
の
他
〉

（
14
）

ｌ い い や Ｉ

掲
載
区
域
遺
構
名

種
別

器
種

地
点
・
層
位

部
位

表
ｲ
子
琴
里

（
％
）

口
径
(c
､）

詩
高 (
c､
）

底
径 (
c、
）

色
調

外
面

内
面

底
部

備
考

仮
番
号

図
版
写
真

3
9
4
A
2
R
Z
O
2
-
l
土
師
器

甕
上
層

口
縁
～
胴
部

(3
5）

21
．
0

1
9
.
9
＜

ー

7
.
5
Y
R
4
/
8
黄
榿
色

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

－

1
5
2

1
3
0
9
7

3
9
5
A
2
R
Z
O
2
-
1
土
師
器

翌
N
O
l
O

口
縁
～
胴
部

(2
5）

(2
0.
6）

1
0
.
4
＜

■
■
■
■
■
■

7
.
5
Y
R
7
/
8
黄
榿
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
･
一

部
ハ
ケ
メ
？

_

1
5
3

1
3
0
9
7

3
9
6
A
2
R
Z
O
2
-
1
土
師
器

蕊
N
O
5

口
縁
～
胴
部

胴
部
～
底
部

ｊ ｊ５ ０１ ６く く
2
8
.
6

3
8
.
6
＜

13
．
8
7
.
5
Y
R
6
/
8
榿
色

ロ
ク
ロ
→
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ

下
部
ナ
デ
→

カ
キ
メ
･
上
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ

－

接
合
せ
ず

1
2
5

1
3
0
9
7

3
9
7
A
2
R
Z
O
2
-
l
須
恵
器

長
頚
瓶

N0
9．
10
．

ト
レ
ン
チ

口
縁
～
底
部

7
0

11
．
0

2
5
.
6

(1
0.
2)
5
B
3
/
1
暗
青
灰
色

ロ
ク
ロ
→
下
端

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ロ
ク
ロ

－

土
器
片
癒
着
､
ゆ
が
み

大
き
い
。

1
2
7

1
3
1
9
8

3
9
8
A
2
R
Z
O
2
－
l
須
恵
器

長
頚
瓶

T
o
-
a
直
下
層

ト
レ
ン
チ

口
縁
～
肩
部

(8
0）

12
．
3

7
.
4
＜

－

N
4
/
灰
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

－

1
4
7

1
3
1
9
8

3
9
9
A
2
R
z
O
2
-
1
須
恵
器

長
頚
瓶
T
o
-
a
よ
り
下

頚
部
～
肩
部

(2
0）

－

9
.
0
＜

■
■
■
■
■
■

N
5
/
灰
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

_

5
2
0

1
3
1
9
8

4
0
0
A
2
R
Z
O
2
-
1
須
恵
器

長
頚
瓶

NQ
3．
4．

ト
レ
ン
チ

頚
部
～
胴
部

(7
5）

－

7
.
7
＜

ー

N
3
/
暗
灰
色

カ
キ
メ
→
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ

ロ
ク
ロ
→

カ
キ
メ

－

1
4
3

1
3
1
9
8

4
0
1
A
2
R
Z
O
2
-
l
須
恵
器

長
頸
瓶
？

N
0
2
.
1
0
.
T
o
－
a

直
下
層

胴
部
～
底
部

(8
0）

－

1
6
.
1
＜

10
．
0
N
4
/
灰
色

ロ
ク
ロ
→
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ

ロ
ク
ロ
→

カ
キ
メ

－

1
4
8

1
3
1
9
8

4
0
2
A
2
R
m
2
－
1
須
恵
器

長
頚
瓶

N
o
l
l
･
T
o
-
a
直
下

層
・
ト
レ
ン
チ

頚
部
～
底
部

(5
0）

一

2
1
.
9
＜

11
．
7
N
4
/
灰
色

ロ
ク
ロ
→
下
部

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

下
部
ナ
デ
･
上
部

ロ
ク
ロ

_

1
4
4
．
1
4
6
1
3
1
9
8

4
0
3
A
1
R
Z
O
2
－
1
須
恵
器

長
頚
瓶

T
o
-
a
よ
り
上
．

腐
植
層
上
面

胴
部

(5
0）

－

10
．
0＜

■
■
■
■
■
■

5
Y
5
/
1
灰
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

－

5
1
2

1
3
1
9
8

4
0
4
C
l
R
Z
O
2
-
1
須
恵
器

長
頚
瓶
？
T
o
-
a
上
面

胴
部
～
底
部

(2
5）

－

8
.
0
＜

(8
.2
）
5
B
3
/
1
暗
青
灰
色

ロ
ク
ロ
→
ケ
ズ
リ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

_

5
6
6

1
3
1
9
8

4
0
5
A
2
R
Z
D
2
-
1
須
恵
器

長
頚
瓶
？

N
Q
4
･
8
･
T
o
-
a
直

下
層

胴
部
～
底
部

(2
5）

一

10
．
4＜

12
．
6
5
Y
5
/
1
灰
色

ロ
ク
ロ
→
ケ
ズ
リ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

_

1
3
3

1
3
1
9
8

4
0
6
A
2
R
Z
O
2
-
l
須
恵
器

広
口
壷
埋
土

口
縁
～
胴
部

(2
5）

(1
5.
2)

1
8
.
0
＜

－

N
3
/
暗
灰
色

タ
タ
キ
→
ロ
ク
ロ

→
ケ
ズ
リ

ロ
ク
ロ
→
ヘ
ラ

ナ
デ

－

1
3
2

1
3
2
9
8

4
0
7
A
2
R
Z
O
2
-
1
須
恵
器

広
口
壷
？

瓶
？
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o
-
a
直
下
層

頚
部
～
胴
部

破
片

q
■
■
■
■
■

1
4
.
9
＜

■
■
■
■
■
■

N
5
/
灰
色

タ
タ
キ
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ロ
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ロ
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ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ロ
ク
ロ
→
一
部

カ
キ
メ

ー

1
3
4

1
3
2
9
9

4
0
8
A
2
R
Z
O
2
-
l
須
恵
器

広
口
壷
？

瓶
？

N
O
l
O
･
T
o
-
a
直
下

層
・
ト
レ
ン
チ

頚
部
～
胴
部

(1
5)

一

2
6
.
4
＜

－

5
B
2
/
1
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黒
伍

タ
タ
キ
→
ロ
ク
ロ

→
ケ
ズ
リ

ロ
ク
ロ
→
下
部

ヘ
ラ
ナ
デ

1
2
8

1
3
2
9
9

4
0
9
A
2
R
Z
O
2
-
1
須
恵
器

小
形
壷
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10
．
ト

レ
ン
チ
･
T
o
－
a

直
下
層

口
縁
～
胴
部

(5
0）

1
1
.
4

1
5
.
5
＜

■
■
■
■
■
■

N
5
/
灰
色

タ
タ
キ
→
ロ
ク
ロ

→
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ロ
ク
ロ
→
ヘ
ラ

ナ
デ

_

1
3
0
．
1
4
2
1
3
3
9
9

4
1
0
A
2
R
Z
O
2
-
1
須
恵
器

広
口
壷
？

瓶
？

N
Q
8

頚
部
～
胴
部

(2
5）

－

2
3
.
9
＜

10
．
4
N
5
/
灰
色

タ
タ
キ
→
ロ
ク
ロ

→
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

カ
キ
メ
状
ナ
デ

－

1
3
1

1
3
3
9
9

4
1
1
C
1
R
Z
O
2
-
l
須
恵
器

瓶
？

T
o
-
a
上
面

胴
部
～
底
部

(3
0）

一

9
.
6
＜

(1
2.
8）

1
0
Y
R
5
/
1
褐
灰
色

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ヘ
ラ
ナ
デ

－

5
6
5

1
3
3
9
9

4
1
2
A
2
R
Z
O
2
-
1
須
恵
器

広
口
壷

N
O
3
･
T
o
－
a

直
下
層

口
縁
～
胴
部

(3
0）

(1
9.
2）

1
1
.
9
＜

－

N
4
/
灰
色

タ
タ
キ
→
ロ
ク
ロ

→
下
部
ケ
ズ
リ

ロ
ク
ロ

－

1
3
6

1
3
3
9
9

4
1
3
A
2
R
Z
O
2
-
1
須
恵
器

広
口
壷
T
b
-
a
直
下
層

口
縁

破
片
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．
8

9
.
1
＜

ー

5
Y
R
7
/
2
灰
白
色

タ
タ
キ
→
ロ
ク
ロ

ロ
ク
ロ

－

1
2
6

1
3
3
9
9



１ 画 い い Ｉ

掲
載
区
域
遺
構
名

種
別

器
種

地
点
・
層
付

部
位

残
存
率 （
％
）

口
径
“
）

器
高 (
c､
）

底
ｊ

径 匝
色
調

外
面

内
面

底
部

備
考

仮
番
号

図
版
写
真

4
1
4
A
2
R
m
2
－
1
須
恵
器

大
甕

N0
8．
9．
11
、

To
-a
直
下
層
．

ト
レ
ン
チ

口
縁
～
底
部

4
0

(2
3.
5）

4
6
.
5
＜

－

N
5
/
灰
色

タ
タ
キ
メ

ア
テ
メ

－

1
5
9

1
3
4
9
9

4
1
5
A
2
R
ｱ
0
2
-
1
須
恵
器

大
要

N
0
8
･
1
1
･
T
o
-
a
直

下
層
・
ト
レ
ン
チ
口
縁
～
底
部

3
0

(4
0.
0）

5
6
.
2
＜

－

N
6
/
灰
色
～
5
B
l
/
2

タ
タ
キ
メ

ア
テ
メ

一

1
5
8

1
3
4
1
0
0

4
1
6
A
2
R
Z
O
2
-
1
須
恵
器

大
甕

N
O
8

口
縁

(2
5）

2
2
.
0

7
.
3
＜

－

N
3
/
暗
灰
色

タ
タ
キ
メ

ア
テ
メ

－

1
5
1

1
3
5
1
0
0

4
1
7
A
1
R
Z
O
2
-
1
須
恵
器

大
甕

T
o
-
a
よ
り
上

口
縁
～
胴
部

(3
0）

(2
1.
4）

1
2
.
0
＜

■
■
■
■
■
■

N5
/灰
色
，

タ
タ
キ
メ

ア
テ
メ

q
■
■
■
■
■

5
1
5

1
3
5
1
0
0

4
1
8

R
Z
O
2
-
1
木
製
品

下
駄

T
b
-
a
直
上
層

－

1
3
5
1
0
0

4
1
9

R
Z
O
2
-
1
そ
の
他

銭
貨

T
o
-
a
よ
り
上

1
■
■
■
■
■

1
3
5
1
0
0

4
2
0

R
Z
O
2
-
1

鍛
冶

羽
口

埋
土

－

1
3
5
1
0
0

4
2
1

R
Z
O
2
-
1

鍛
冶

羽
口

T
o
-
a
直
上
層

I
■
■
■
■
■

1
3
5
1
0
0

4
2
2

R
ｱ
0
2
-
1

鍛
冶

羽
口

埋
土

－

1
3
5
1
0
0

4
2
3
D
4
R
Z
O
2
-
2
土
師
器

坏
埋
土

口
縁
～
底
部

4
5

(1
3.
5)

4
.
6

(4
.4
）
7
.
5
Y
R
5
拓
明
褐
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ミ
ガ
キ

回
転
糸
切
り

6
9
0

1
3
6
1
0
0

4
2
4
D
4
R
Z
O
2
-
2
土
師
器

高
台
坏 色
）
新
期
河
道

底
部

(8
0）

一

2
.
0
＜

7
.
4
1
0
Y
R
7
"
に
ぶ
い
黄
榿
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ミ
ガ
キ

回
転
糸
切
り

6
8
4

1
3
6
1
0
0

4
2
5
D
4
R
Z
O
2
-
2
土
師
器

坏
新
期
河
道

口
縁
～
底
部

3
5

(1
5.
6）

4
.
4

5
.
4
7
.
5
Y
R
7
/
6
榿
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

6
8
7

1
3
6
1
0
0

4
2
6
D
4
R
Z

須
恵
器

坏
一
括

口
縁
～
底
部

6
5

(1
3.
8)

3
.
9

(5
.6
）
N
6
/
灰
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

6
8
8

1
3
6
1
0
0

4
2
7
D
4
R
Z
O
2
-
2
土
師
器

甕
T
o
-
a
直
下
層

口
縁
～
胴
部

(1
8.
0)

1
0
.
3
＜

－

1
0
Y
R
7
"
明
黄
褐
色

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ヘ
ラ
ナ
デ

一

6
8
9

1
3
6
1
0
0

4
2
8
B
4
R
m
2
-
2
縄
～
弥

深
鉢

最
下
層

(黒
色
士
）

口
縁
～
底
部

5
5

17
．
9

18
．
8

(8
.2
）
1
0
Y
R
4
/
3
に
ぶ
い
黄
褐
色

3
4
4

1
3
6
1
0
0

4
2
9
B
4
R
Z
O
2
-
2
縄
～
弥

深
鉢

西
ト
レ
ン
チ
／

西
端
北
岸
際

口
縁
～
底
部

5
0

(2
2.
3）

3
0
.
0

9．
0
l
O
Y
R
4
僻
褐
色

3
4
1

1
3
6
1
0
1

4
3
0
B
4
R
Z
O
2
-
2
縄
～
弥

壺
？

最
下
層 色
土
）

胴
部

(3
5）

q
■
■
■
■
■

1
1
.
0
＜

7
.
5
Y
R
5
"
明
褐
色

3
4
9

1
3
6
1
0
1

4
3
1
B
4
R
Z
O
2
-
2
縄
～
弥

壷

最
下
層

(黒
色
士
）

口
縁
～
肩
部

(5
0）

8
.
4

5
.
5
＜

－

1
0
Y
R
6
/
3
に
ぶ
い
黄
榿
色

3
5
2

1
3
6
1
0
1

4
3
2
B
4
R
Z
O
2
-
2
縄
～
弥

深
鉢

最
下
層 色
土
）

口
縁
～
胴
部

(1
5)

(2
0.
5）

9
.
7
＜

一

2
.
5
Y
6
/
3
に
ぶ
い
黄
色

3
5
0

1
3
6
1
0
1

4
3
3
B
4
R
Z
O
2
-
2
縄
～
弥

深
鉢

最
下
層 色
土
）

口
縁
～
胴
部

(5
0）

2
7
.
5

2
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.
4
＜

一

2
.
5
Y
6
/
3
に
ぶ
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黄
色

3
4
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1
3
7
1
0
1

4
3
4
B
4
R
Z
O
2
-
2
縄
～
弥

破
片

一
括

口
縁

ー
_

_
－

7
0
0

1
3
7
1
0
1

4
3
5
B
4
R
ア
0
2
-
2
縄
～
弥

破
片

一
括

口
縁

－
－

－
－

7
0
4

1
3
7
1
0
1

4
3
6
B
4
R
Z
O
2
-
2
縄
～
弥

破
片

一
括

口
縁

－
－

－
■
■
■
■
■
■

7
0
2

1
3
7
1
0
1

4
3
7
B
4
R
ア
0
2
-
2
縄
～
弥

破
片

一
括

口
縁

－
－

－
－

7
0
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1
3
7
1
0
1

4
3
8
B
4
R
z
O
2
-
2
縄
～
弥

破
片

一
括

口
縁

－
－

■
■
■
■
■
■

■
■
■
■
■
■

7
0
1

1
3
7
1
0
1

4
3
9
B
4
R
Z
O
2
-
2
縄
～
弥

破
片

一
括

胴
部

_
－

q
■
■
■
■
■

－

7
1
0

1
3
7
1
0
1

“
0
B
4
R
Z

縄
～
弥

破
片

一
括

口
縁

－
q
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■
■
■
■
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7
0
3

1
3
7
1
0
1

4
4
1
B
4
R
Z
O
2
-
2
縄
～
弥

破
片

一
括

胴
部
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－
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－

7
1
3

1
3
7
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0
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4
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B
4
R
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縄
～
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破
片

一
括

胴
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7
1
1
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<土
器
・
そ
の
他
＞

（
16
）

ｌ い い ひ Ｉ

掲
載
区
域
遺
構
名

種
別

器
種

地
点
・
層
位

部
位

残
存
率 (％
）

口
径
(c
、
）

器
高 (
c、
）

底
径 (
c、
）

色
調

外
面

内
面

底
部

備
考

仮
番
号

図
版
写
真

4
4
3
B
4
R
m
2
－
2
縄
～
弥

破
片

一
括

胴
部

1
■
■
■
■
■

一
－

7
1
2

1
3
7
1
0
1

4
4
4
B
4
R
Z
O
2
-
2
縄
～
弥

破
片

一
括

口
縁

－
－

_
I
■
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■
■
■

7
0
6

1
3
7
1
0
1

4
4
5
B
4
R
Z
O
2
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縄
～
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破
片
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土
）

胴
部

一
－

一
一

7
0
8

1
3
7
1
0
1

4
4
6
B
4
R
Z
O
2
-
2
縄
～
弥

破
片

一
括

胴
部

－
－

－
4
■
■
■
■
■

7
0
9

1
3
7
1
0
1

4
4
7
B
4
R
Z
O
2
-
2
縄
～
弥

破
片

一
括
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部

－
一

－

7
0
7

1
3
7
1
0
1

4
4
8
B
4
R
m
2
－
2
縄
～
弥

深
鉢

西
ト
レ
ン
チ
／

西
端
北
岸
際

口
縁
～
胴
部

胴
部
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底
部

(6
5）
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2）

2
8
.
4
＜

1
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■
■
■
■

2
.
5
Y
6
"
に
ぶ
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黄
色

3
4
6

1
3
7
1
0
2

4
4
9

R
Z
O
2
-
2

石
器

石
錐

最
下
層

色
土
）

－

1
3
8
1
0
2

4
5
0

R
Z
O
2
-
2

石
器

石
匙

最
下
層

色
土
）

－

1
3
8
1
0
2

4
5
1

R
Z
O
2
－
2
石
器

石
匙

最
下
層

色
土
）

一

1
3
8
1
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2

4
5
2
B
2
遺
構
外
縄
～
弥

鉢

I
D
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出
面

N
Q
l

口
縁
～
底
部

4
0

(1
7.
5)
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．
6
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.
2
2
.
5
Y
6
"
に
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黄
色
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4
1

1
3
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1
0
2

4
5
3
B
2
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構
外

土
師
器

坏

R
A
2
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内
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乱
部

口
縁
～
底
部

7
0

7
.
5

2
.
1

4
.
3
7
.
5
Y
R
6
/
6
榿
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

6
9
5

1
3
8
1
0
2

4
5
4
D
2
遺
構
外

陶
器

三
筋
壷

(
I
D
8
h
)

検
出
面

底
部

破
片

｡
■
■
■
■
■
b

5
.
5
＜

9
.
8

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

－

3
1
8

1
3
8
1
0
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4
5
5

遺
構
外

木
製
品
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り
も
の
一
括

－
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3
8
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R
A
2
2

鍛
冶

鍛
冶
津
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層
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■
■
■
■
■

－

1
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2

4
5
7

R
A
2
2

鍛
冶

鍛
冶
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土
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－
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遺
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Ｉ い い 割 １

関

掲
載

区
域

遺
構
名

地
点
・
層
位

器
種

樹
種

長
さ
（
口
径
)
(c
m)

幅
(底
径
)(
cm
)
厚
さ
(器
高
)(
cm
)

備
考

仮
番
号

図
版

写
真

5
9

C
1

R
A
O
4

p
p
2

柱
ク
リ

5
0
.
0
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．
0

7
.
0

1
4

1
0
1

7
9

6
0

C
2

R
A
O
4

p
p
1

柱
6
5
.
0

19
．
0
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．
0

2
7

1
0
1

8
0

2
7
9

B
3

R
A
3
4

床
面

椀
広
葉
樹

一
－

2
.
1

1
6

1
2
3

9
3

2
9
7

A
2

R
D
O
3

埋
土

椀
ー

1
.
8

7
.
5

2
5

1
2
5

9
4

3
0
7

A
2

R
G
1
0

一
括

刀
子
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25
.7
木
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.5
)

鉄
3.
2木
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0

鉄
0.
7木
1.
2

2
3

1
2
5

9
4

3
4
4

D
1

R
G
2
2

I
D
1
0
k

椀
一

－

4．
0

1
1

1
2
7

9
5

3
4
5

D
l

R
G
2
2

下
層

椀
ケ
ヤ
キ

－

7
.
3

1
.
8

4
1
2
7

9
5

3
4
6

D
l

R
G
2
2

埋
士

刀
子
形
木
製
品

ス
ギ

1
9
.
3

2
.
4

0
.
6

8
1
2
7

9
5

3
4
7

D
2

R
G
2
2

埋
土

板
状
木
製
品
（
刀
子
？
）
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．
8

2
.
2

0
.
7

2
2

1
2
7

9
5

3
4
8

D
1

R
G
2
2

底
面

板
状
木
製
品

2
3
.
7

3
.
8

0
.
3

2
と
重
な
っ
て
出
土

1
1
2
7
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5

3
4
9

D
l

R
G
2
2

底
面

板
状
木
製
品

ス
ギ

2
3
.
7

3
.
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ス
ギ
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0
.
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1
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板
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1
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.
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3
.
0
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2
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l
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D
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ス
ギ

2
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.
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.
4

0
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1
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D
2
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G
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底
面

板
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製
品

1
3
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3

3
.
7

0
.
9

一
部
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化

1
9

1
2
7
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6
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4

D
2

R
G
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2

埋
土

板
状
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製
品
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2
.
9

2
.
7

0
.
6

2
1

1
2
7
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5

D
l

R
G
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2

I
D
l
O
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I
D
1
2
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模
モ
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レ
ン
属

1
1
.
0

3
.
0

2
.
2

1
2

1
2
7

9
6

3
5
6

D
1

R
G
2
2

I
D
1
0
U
～
I
D
l
O
V

不
明
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製
品

8
.
0

3
.
0

2
.
5

9
1
2
7

9
6

3
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7

D
l

R
G
2
2

埋
土

不
明
木
製
品

7
.
2

4
.
4

0
.
6

1
3

1
2
7

9
6

3
5
8

D
l

R
G
2
2

埋
土

板
状
木
製
品

3
.
6

3
.
9

0．
7

1
3

1
2
7

9
6

3
5
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D
1

R
G
2
2

下
層

蓋
？
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．
3

7
.
2

1
.
0

5
1
2
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9
6

3
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D
l

R
G
2
2

底
面

蓋
？
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．
5

6
.
6

0
.
9

5
1
2
8

9
6

3
6
1

D
1

R
G
2
2

下
層

？ ●
椀
？
台

11
．
2

－

2
.
8

6
1
2
8

9
6

4
1
8

A
2

R
Z
O
2
－
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T
o
-
a
直
上
層

下
駄

14
．
0

4
.
2

4
.
4

2
4

1
3
5

1
0
0

4
5
5

A
2

遺
構
外

一
括

割
り
も
の

17
．
6

1
1
.
1

4
.
2

2
6

1
3
8

1
0
2

掲
載

区
域

新
遺
構

地
点
・
層
位

種
類

部
位

残
存
長

幅
(径
)(
cm
)
厚
さ
(内
径
)(
cm
)
重
量

(9
)
磁
着
度

備
考

仮
番
号

図
版

写
真

5
7

C
2

R
A
O
4

埋
土

羽
口

先
端

3
.
0

(径
)6
.0

(内
径
)2
.4

1
7
．
1
4

_

溶
着
津
付
着
。

1
0

1
0
1

7
9

1
2
0

D
2

R
A
l
4

床
面

羽
口

中
間

7．
3

(径
)6
.3

(内
径
)1
.7

1
9
1
．
2
1

ー

還
元
色
。

3
9

1
0
8

8
3

1
2
1

D
2

R
A
l
4

埋
土

羽
口

先
端

(最
長
)2
.8

計
19
.8
9

一

計
5点
･溶
着
津
。

4
0

－
一

1
2
2

D
l

R
A
1
4

埋
土

羽
口

先
端

2
.
5

1
.
8
9

一

溶
着
津
。

4
7

■
Ⅱ
■
■
■
■

8
3

1
6
6

B
1

R
A
l
9

埋
土

羽
口

先
端

2
.
1

6
.
5
5

一

溶
着
津
。

4
－

8
6

1
8
0

B
2

R
A
2
0

床
面

羽
口

先
端

2．
8

8
.
8
6

－

溶
着
津
。

6
－

8
7

2
3
7

D
3

R
A
3
1

埋
土

羽
口

先
端
付
近

3
.
0

8
.
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9

_

溶
着
津
付
着
。

4
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－

9
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2
3
8

D
3

R
A
3
1

埋
土

羽
口

先
端

2．
3

5
.
2
3

－

溶
着
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付
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4
6

－

9
1
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着
度
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×
…
な
し
△
…
弱
○
…
中
●

や
や
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い
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強
し

掲
載
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域

新
遺
構

地
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・
層
位
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類

部
位

残
存
長
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)(
cm
)
厚
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径
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量
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磁
着
度

備
考

仮
番
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図
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羽
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付
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■
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付
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付
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端
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－
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羽
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■
■
■
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■
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着
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。
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－

4
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－
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羽
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付
近
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1
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？

2
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1
6
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元
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。

1
1
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A
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-
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末
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.
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■
■
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■
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。

7
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■
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2
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5
7

B
2

R
A
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2

埋
土

鍛
冶
津
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長
)5
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大
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大
)1
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ま
た
は
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は
△
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は
○
・
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掲
載

区
域

遺
構
名

地
点
・
層
位

器
種

長
さ
(c
In
)

幅
(
c
m
)

厚
さ
(
c
m
)

重
量
(
9
)

石
質

備
考

仮
番
号

図
版

写
真

5
8

C
2

R
A
O
4

埋
土

砥
石

5
.
0

1
.
6

0
.
9

1
1
.
3
4

凝
灰
岩
（
奥
羽
山
脈
）

8
1
0
1

7
9

1
2
3

D
l

R
A
l
4

西
壁
際

砥
石

12
．
0

5
.
8

5
.
8

5
1
8
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0

砂
岩
（
奥
羽
山
脈
）

2
1

1
0
8

8
3

2
2
3

D
3

R
A
2
8

下
層

砥
石

1
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.
3

3
.
3

0
.
8

3
7
.
2
1

粘
板
岩
（
北
上
山
地
）
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0

1
1
8
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9

B
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R
Z
D
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2

最
下
層
(黒
色
土
）

石
錐

4
.
1

1
.
6

1.
1

5．
21

頁
岩
（
奥
羽
山
脈
？
）
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7

1
3
8
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2
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R
Z
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-
2
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層
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色
士
）

石
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.
5
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.
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.
6

1
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.
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4

頁
岩
（
北
上
山
地
？
）
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1
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8
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0
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1

B
3

R
Z
O
2
－
2
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層
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土
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5
.
0
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1.
1

1
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.
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1

頁
岩
（
北
上
山
地
？
）
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着
物
あ
り
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8

1
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1
0
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A
1

遺
構
外

R
A
O
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面

石
匙
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.
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1
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.
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頁
岩
（
奥
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山
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区
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点
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(
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仮
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版
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O
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.
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.
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0
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？
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R
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仮
番
号

図
版
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O
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面
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錘
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.
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.
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.
3
1

土
製
、
破
損

1
1
0
1

7
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1
1
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1
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面

紡
錘
車
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.
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厚
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.
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（
凝
灰
岩
・
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山
脈
）
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1
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1
1
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l

R
A
l
4

西
壁
際

紡
錘
車
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.
7

厚
0
.
9
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.
4
7

石
製
（
凝
灰
岩
・
奥
羽
山
脈
）

2
1
0
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8
3

1
1
5

D
l

R
A
1
4

埋
土

土
錘
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3
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さ
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.
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.
5

7
.
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V. まとめ

l.遺構

検出された遺構は、竪穴住居跡37棟、掘立柱建物跡14棟、土坑23基、溝跡60条、柱穴状土坑約500基、新
期・古期掘削痕多数、捨て場1箇所である。

（1）竪穴住居跡

く分布状況＞調査区中央部(B1．2区中央～南部、 D1 ･ 2区）の低い区域ではわずか2棟のみ検出された

のに対し、北部(A･C区、Bl ･ 2区北部）には18棟、南部には(B2区南端、B3区、D3区) 17棟と、

調査区南北両端の旧河道に挟まれた微高地上に分布する。

<規模・形状〉調査区の関係上、全形プランを検出した住居跡（以下「全形｣）は、 37棟中10棟である。残り

の27棟のうち、一辺または平行する壁が検出されたのもの（以下「一辺｣) 14棟、隣あう辺が2辺以上検出

されたもの（以下「2辺｣）が8棟あり、これらは大凡の規模・形状を把握することができた。形状は概ね方

形で、 「2辺」～「全形」のものは正方形～長方形を呈し、隣あう2辺の差は最大40cmである。カマドの設

置きれる主軸方向が長いものが18棟中14棟と大半を占める。規模を比較するにあったて全形プランが把握で

きないものが多いため、面積を算出することはできなかった。そこで、 「一辺」は検出できた辺の長さ、 「2

辺」～「全形」は長軸を採用し(RAO7･33は重複の可能性のない辺を用いる）壁の長さを比較すると、一

辺2.4m～6.7mと大小様々な規模がみられる。RAO4が6.7mと突出して大きく、この他5.7m以上と3.3m以

下の大形・小形の住居跡がみられるもののその中間には切目がない。

<埋土〉黒褐色土・黒色土・灰褐色土を主体として構成される。黒褐色土のみ、 もしくは壁際から床面直上

に黒色土が堆積した後に黒褐色士に覆われる例が多い。少数だが、床面から黒褐色土・黒色土の順、または

両者が互層となるもの、褐灰色土・黒褐色土の順に堆積する住居跡も存在する。これらの主体土相違と他の

様相（位置・時期・規模など） との関連性は見いだせなかった。埋土中に灰白色火山灰（十和田a降下火山

灰）がブロック状で混入する住居跡は、 RAO4･08･33の3棟のみである。いずれも埋土上部に含まれる。

その他は、埋土最上層に灰白色粒子（火山ガラス？）を混入する例が多い。本層は断面を削るとシヤリシヤ

リとし下位のこれを含まない層とは質感が異なる。基本層序ⅣまたはⅢ層に相当すると思われるが、埋土中

に火山灰のブロックが認められないこと、遺構内はでは掘削・削平層が周囲より深く入り込む例（新期掘削

痕）が見られることから、Ⅲ層に相当するものと判断される。しかし、中には最上部以外にもこの粒子を含

むものも見られ、これはⅣ層相当のものか、 もしくは地山砂の粒子と火山灰粒子を誤認したものかは判断で

きなかった。いずれにせよ、埋土下部には灰白色火山灰のブロックまたは灰白色粒子を含む層が見られない

ことから調査区内の竪穴住居跡は、少なくとも火山灰降下以前に廃絶していたものと判断される。

〈床面＞37棟29棟には掘方がみられ、 さらにこの上面に貼床を施しているものは5棟である。一方地山をそ

のまま床としているものは8棟、このうちRAO8と09は一部地山砂礫層を床面としている。床面はほぼ平坦

で、硬化面等が認められたものは少なかった。掘方埋土は地山土を多く含み、これに黒色土・黒褐色士・褐

灰色土のいずれかの土が混じる。掘方は壁際に深く、中心に向かって徐々に浅くなる例が多く、中央部では

掘方が認められない住居跡もある。また、床面直下が砂礫層となるものは地山を床とするか、掘方が浅いも

のが目立つ(RA3･ 7～9 ･ 13)。これらは作業行程に起因するものと思われる。
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<炭化材．焼土＞床面上もしくは層の境に炭化材を含む住居跡は11棟ある。RAO4を始め、住居壁際には壁

に平行した板状材（敷板）が並び、中央にはカヤ材（敷物または壁・屋根構築材)、そして壁から中央に向

かって棒状材(上屋を構成する部材）が倒れ込むという状況が観察できた。

<周溝＞周溝が巡る住居跡は、 12棟である。深さは大半が5cm以下と浅く、徐々に深さを減じ消失．分断す

るものも目立つ。このうち検出した範囲のほぼ全周を巡るもの（調査年度境で検出の有無が分かれるものも

含む）は5棟で、コーナ部分で壁際からやや離れるものや、消失するのではなく明瞭に立ち上がる例がみら

れる。

<土坑．柱穴＞貯蔵穴を持つものは、 RAO1 ･ 14． 16･ 17･33 (新期）の5棟である。このうち3棟(RA

14． 16．33）は壁を掘り込む袋状を呈する。RAO4では、浅皿状に窪んだpplの上に大甕を設置して使用し

ていた可能性がある。その他、RA18は楕円形の土坑中心部に円柱状の白色粘土が置かれるなど用途不明な

ものが多い。柱穴は15棟で検出された。このうち主柱穴はRAO4･15･20の3棟のみにみられ、これ以外は

位置が対応しない、掘込みが浅いなどはっきりとしない。RAO4のように平面形で把握しきれず見落とした

ものや、 RAO3･ 13．33などのように掘方と変らない深さに柱を埋め込んで構築した住居跡もあると思われ

る。

<カマド〉29棟でカマドが検出された。基本的に1棟に1基設置されるが、 RA33では新旧の住居でそれぞ

れ検出されたため、カマドの合計数は30基となる (RA29･31でも煙道部の痕跡が見られ－基以上存在した

可能性がある)。設置方向は西壁のものが10棟、東壁は17棟、北壁は2棟である。ざらに調査区内で検出さ

れなかったが、東壁の可能性が高いもの4棟、西もしくは北壁のもの1棟と、全体的に東壁に設置され傾向

が高い。煙道方位は東壁がN-67。～123.-E、西壁がN-58。～90．－Wと比較的集中する。設置位置は

西・北カマドは壁の中央～右寄り、東カマドは左右いずれかにずれ、左の方が多い。北東隅に壁に斜交して

設置されるものもある。燃焼部は住居内に構築するものが大半を占める中、 RA26･28の2棟のみが住居壁

を掘り込んで構築する。袖は20棟で残存しており、大半が黒～黒褐色士・灰褐色土を混入する地山土で構築

される。前述のRA26．28は地山壁を袖とし、 28はこれの上にさらに地山土・白色粘土を積み上げている。

袖には芯材が多用されており、礫を使用するものは14棟、いずれも袖の手前（住居側）の内側（燃焼部側）

に埋め込まれる。RA17．20では礫の他に甕の上半部も使用されている。この他比較的袖の残存状態が悪い

ものも周囲に礫が散在しているため、本遺跡では芯材として礫を用いるものが一般的であったと思われる。

煙道部構築方法がわかるものはすべて割り抜き式で、煙道部の長さは110～180cm、 150～160cm間にやや集中

する。

<地床炉>RA17･23･25で住居跡のほぼ中央部に形成されている。

<まとめ〉個々の項目とカマド設置壁・構造を関連させて概観する。西壁にカマドを設置する住居（西カマ

ド）は調査区の北側から中央部、東壁にカマドを設置する住居（東カマド）は北西端と南端に分かれ、両者

は分布域を異にする。規模は、西カマドは大形5.3m以上、中形4.2～4.6m、小形2.8m、東カマドは大形4.7

m以上、中形3.8～4.4m、小形3.3m以下とカマドの設置方位別にみると大中小に分かれる。大形・中形のも

のは西カマドの方が大きな規模を持つ。また北壁にカマドが設置されるものは4m程度の同規模となる。周

溝は、 12棟中半数の6棟が西カマド・東カマドは5棟（可能性2含む） ・不明1と、西カマドの住居跡は周

溝を持つ割合が高い。貯蔵穴は西1 ．東2 ．北2と、西カマドがやや少ない。主柱穴を持つ住居跡はすべて

西カマドである。出土遺物からみた時期は、西カマドと東カマドでも住居壁外に燃焼部をもつものが比較的

古く、新しいものは東または北カマドとなる。カマドの設置壁は西から東（北）への変遷が伺える。出土遣
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物の詳細な分析を行っていないため推測の域を出ないものの、本遺跡では、住居の分布は古い段階は、北部

(南より）から調査区南端にかけて散在し、新しくなると南北端に集中する。カマド設置壁は西から東また

は北へ、規模は縮小の傾向がうかがえる。また各付属施設においては、周溝・明確な主柱穴は古い様相、貯

蔵穴・地床炉は新しい様相のものと思われる。

（2）掘立柱建物跡

掘立柱建物跡は14棟検出された。このうち住居跡の埋土に類似しており、集落の形成期に近いと思われる

ものはRBO1、 02の2棟で、遺跡の南北端を走る旧河道のすぐ手前側に位置する。いずれも一辺3m前後の

2間×2間、 RBO2は総柱となる。その他、 RBO3～14の12棟はD区の北部に集中する。このD区掘立柱建

物跡群は、近世のもののような柱配置を持たず、 RG22の埋土と類似するため集落形成期以降～中世の可能

性がある。RG22では12世紀代のかわらけ、付近の遺構外からは同時期の常滑産三筋壺が出土していること

からも該期の遺構の存在が想定される。

この他にも調査区内では柱穴状の小穴が多数検出され柱痕や礎石・礎板が用いられている例も多い。その

中に等間隔の柱間をもち列状に並ぶものも確認できたが、調査区が南北に細長い形状であるため、堀立柱建

物の復元にまで至らなかった。また、他の遺構（特に竪穴住居跡） と重複する場合、新旧関係なく、同時的

に掘り下げてしまった。D区北部では竪穴住居跡と重複することが少ないため検出できたのであり、実際は

他の区域にも建物跡が複数存在していた可能性が高い。

（3）土坑

土坑は23基検出された。出土遺物及び、埋土の状況から集落形成期に近いものと想定されるものはRD

07． 15の2基のみである。それ以外は埋土中に灰白色粒子を含み、集落形成期以降のものと考えられる。い

ずれも、用途等は不明である。

（4）溝跡

溝跡は60条検出された。調査区の中央部、若干低くなっている区域(Bl ･2区南部）で東西方向走る溝

が何条も並んで検出きれた(RG38･40～53)。幅10cm～20cm、溝同士の間隔は大凡1.4～1.8mの範囲であ

る。底面には工具痕が観察でき、工具痕からはある程度幅を決めて掘られた溝であるということが想定でき

る。ほぼ同じ幅・間隔を持つことから個々に存在していたのではなく1連のものと思われるが、水が流れて

いた痕跡はない上に、調査区外へと延びていくものと途中で止まってしまうものがあり、性格は不明である。

これらの溝は埋土上層に十和田a降下火山灰を含むことから､集落の形成時期とあまり差はないと思われる。

この他時期がはっきりしないものが多いが、 RG22から12世紀代と思われるかわらけが3点出土している。

形状はL字状を呈しており、区画溝の可能性が高いが、区画内には柱穴はほとんど見られず、むしろ溝の北

側に多くの建物跡が検出された。溝内は多くの木製品・鍛冶関連遺物などが出土している。刀子形木製品、

馬歯などが出土していることから考えると溝内で何らかの儀礼が行われていた可能性がある。一方でこの刀

子形木製品は、鍛冶関連の遺物とともに出土した「様」という解釈もできる。しかし、本遺構は竪穴住居跡

を壊してつくられているために底面から埋土中に土師器・須恵器を多く混入しており、これらの遺物が確実

に伴うものとは判断しできなかった。
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（5）掘削痕

新期掘削痕は竪穴住居跡を切るため集落の時期よりも新しく、面的な広がりを持ち底面をかき混ぜたよう

な痕跡がみられ畦畔を伴うもの、底面に砂がたまるものがあり、水田跡の可能性が考えられる。古期掘削痕

は調査区の中の低い区域に分布し、底面に工具痕が確認できる。これらがいくつか平行しており、さらに同

様のものが傾きを変え重複する。検出面にこの工具痕のみが残る場所もあり、掘削痕はもともと溝状のもの

が削平されてしまったものであろう。遺構の性格ははっきりとわからなかったが、耕作に伴う溝（畝間？）

の可能性が想定される。埋土にはいる十和田a降下火山灰の堆積状況から、竪穴住居を中心とする、集落形

成期に近いものと思われる。

2．出土遺物

(1)土器

坏・甕・高台坏・皿・甑・鉢・ナベ・壺瓶類の器種がみられる。このうち出土量の多い坏にのみ限定して

特徴を概観する。

坏類は器形から以下3形態に分類される。A.底部から直線的に開く口縁部をもつもの。B.底部から湾

曲しながらのびる口縁部をもち、端部は丸くおさめるもの。C・底部から湾曲しながらのびる口縁部をもつ

が、端部がわずかに外反するもの。

坏全体では、ABがほぼ同数（若干Bが多い)、 Cが少ない。法量は口径が14と15cm前後のものが多く、

ついで13cm前後にピークが見られる。以下種別ごとに特徴を述べる。

土師器坏は68点掲載し、このうち黒色処理施されるもの32点、 されないもの40点となる。前者のうち非ロ

クロのものが5点のみ認められる（24． 154． 155． 162． 167)。小形と大形にわかれるが、いずれも平底で、

底部から内湾しながら立ち上がり、 154を除き口縁端部が僅かに外反する。 167は外面に沈線を有する。その

他の黒色処理された土師器はすべてロクロ整形である。底部は糸切り離しが大半を占めるが、少数底部また

は体部下端にヘラケズリの再調整が施される。器形は、B･Cがほぼ同量認められ、Aはほとんどみられな

い。また再調整が施されるものはいずれもBの器形をもつ。一方、黒色処理きれないものはいずれも底部は

回転糸切離しで、口縁部の器形はBが多く次いでA・Cとなる。

須恵器は80点掲載した。底部の切り離し技法は回転糸切りが大半を占めるものの、回転へラ切りが29点認

められる。また外面体部下端にヘラケズリを施す例も僅かにみられる(104･310)。口縁部の器形はAが多

く次いでB･Cの順となる。回転へラ切りの坏に限定すると、Aが大半、Bが数点、Cは見られない。

（2）木製品

25点掲載した。柱材．椀．割物．刀子形木製品．刀子（柄） ・模・下駄等が出土した。このうち18点はR

G22より出土している。

（3）鍛冶関連遺物

羽口は34点掲載した。RG22から出土したものが18点と最も多いが、 336．340を除きすべて同一個体の可

能性が高い。またRZO2-2.で出土した3点も内径が同じで、色調・形状が類似している。形状が把握でき

るものは4点（420と421は同一個体とする）で、 318が径9.8と大きい以外はいずれも6cm前後である。318
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は外面に溝をもち形状も他と異なる。 120は内径がやや小さく、支脚の可能性も考えられるが、還元してい

るため羽口であると思われる。

鉄津類は18点すべてRG22より出土した。鉄津類の形状及び椀形津の径が小さいこと、流出流動津が認め

られないことから、これらは鍛冶に伴う津であると判断した。この鍛冶津類を磁石（鉄津分類用標準磁石）

による磁着度を分類したところ、 13点は含鉄鍛冶津であった。磁着度の強弱は表5の通りである。このうち

3点が椀形鍛冶津で、 325のみ磁着が見られた。

3． まとめ

今回の調査により飯岡林崎Ⅱ遺跡は9世紀前半～10世紀初頭の集落跡であることが判明した。

調査区の南北端の旧河道以南・以北は一段低い低位面となっている。北端旧河道南側の高位面から、調査

区の中央部へ向かって若干低くなり、南端旧河道の落ち際まではまた高くなっている。この集落の中でも高

くなっている区域を居住域とする一方、低くなっている区域は溝跡、掘削痕などがみられ、居住以外を目的

(耕作地？） として使用しており、集落内で土地の使い分けを行っていた可能性がある。

本遺跡では、今回の調査以前にも平成3年度及び平成4年度に盛岡和賀線の東西両脇の水田（一部1 ･ 3

次調査区含む）において試掘調査を行っており （岩手県教育委員会 1992. 1993)、 2度の試掘調査で合計

35棟以上の住居跡が検出された。出土遺物も今回の調査とほぼ同時期のもので、中でもA区より西側の竪穴

住居跡内から9世紀前半比定される円面硯が出土している。このため集落は本調査区よりもさらに東西へ広

がっているものと思われる。一方で集落の南北範囲は、調査区南北端の湿地（旧河道）に区切られると思わ

れる。

遺物においては、 9世紀前半代に否定される土器が、竪穴住居跡内より一括資料としてまとまって出土し

た。本遺跡から北西約2伽のところに位置する志波城跡創建期の土器様相よりもやや下るものの、周辺の9

世紀後半以降の集落出土のものとの間をつなぐ資料になると思われる。また、中には大きく歪んだものや、

他の土器片が釉着している資料がみられ、近くに窯跡の存在が想定される。本遺跡から約1.8kmとのところ

に9世紀後半代と考えられている「木節窯跡」の存在が知られるが、灰原からの採集資料のみのため、本遺

跡出土資料との関係は不明である。

以上、調査員の力量不足及び時間的制約により詳細な分析を行なうことができなかったが、今回の調査で

は住居構造の復元、土地利用方法、生産体制等、該期の生活の一端伺える貴重な資料を提示できたものと思

われる。
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付編l 盛岡市飯岡林崎II遺跡のテフラ分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

飯岡林崎II遺跡は盛岡市の南西部に位置し、雫石川の沖積低地に立地する平安時代の集落跡を中心とした

遺跡である。これまでの調査により、平安時代の竪穴住居跡、溝跡、土坑などの遺構や、土師器、須恵器、

羽口、炭化米、木片、炭化材などの遺物が出土している。

今回の分析調査では、A2区の旧河道内で検出された火山灰層の同定を行い、この河道の年代資料を得る。

l.試料

試料は、A2区の旧河道内で検出された火山灰層1点で、黒褐色土中に細粒のテフラが混じっている状態

であった。

2．分析方法

試料約20gを蒸発皿に取り、水を加え泥水にした状態で超音波洗浄装置により粒子を分散し、上澄みを流

し去る。この操作を繰り返すことにより得られた砂分を乾燥させた後、実体顕微鏡下にて観察する。

観察は、テフラの本質物質であるスコリア・火山ガラス・軽石を対象とし、その特徴や含有量の多少を定性

的に調べる。火山ガラスについては、その形態によりバブル型と中間型、軽石型に分類する。各型の形態は、

バブル型は薄手平板状あるいは泡のつぎ目をなす部分であるY字状の高まりを持つもの、中間型は表面に気

泡の少ない厚手平板状あるいは塊状のもの、軽石型は表面に小気泡を非常に多く持つ塊状および気泡の長く

延びた繊維束状のものとする。

屈折率の測定は、古澤（1995）のMAIOTを使用した温度変化法を用いた。

3．結果

砂分中には、多量の軽石と多量の火山ガラスが確認された。軽石は、最大径2mm程度、

良好である。軽石の色調は白色を呈し、発泡は非常に細かなスポンジ状の発泡

をしている｡火山ガラスは､細砂~極細砂径､無色透明で塊状の軽石型が多く、 個蕊
． ．~一‐ 、-. . . ~＝ ．－． ．~.－.－‐‐ ‐ー.= ‐ ’一~ ･ .~－‐ ‐ｰ ． ． 16

粒径の淘汰度は

少量の繊維束状の軽石型とバブル型が含まれる。火山ガラスの屈折率は、 ，4
1.503～1.508 （モードはl.505～1.506)である（図1)。 12

10

4．考察 8

分析結果で述べた軽石および火山ガラスの特徴や遺跡の立地や遺物の出土状 6
4

況を考慮し、これまでに研究された東北地方におけるテフラの産状（例えば、
2

町田ほか（1981 ； 1984)、Araietal. (1986)、町田・新井(1992)など） との比 0
~ ｰ ｰ ｰ ｰ ｰ

較を行った。この結果、今回検出された軽石および火山ガラスは、十和田aテ ＝ 苫 琶 馨 g
UJ 今 U1 0， ョ

’ ｜ ’ ｜ ｜

フラ(To-a)に由来すると考えられる。なお、To-aの火山ガラスの屈折 宝 急 ま S g

率について、Araietal. (1986)および町田・新井(1992)は1.496～1.504とし図1 火山ガラスの屈折率
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ているため、今回のものはこれより若干高めではある。 しかし、町田ほか(1981)では、北上川沿いの地点

におけるTo-aの火l 1 lガラスの中に、今回と同様やや高い値が呈示されていることから、 To-aの値の範

囲内であるといえる。To-aの噴出年代については、A.D.915年（町田・新井, 1992 ;早川・小山, 1998)

とされているから、 この' | |河道は10世紀初頭には既に埋積が進行していたと考えられる

引用文献

Al･ai,F. ･Machida,H･Okumura,K.･Miyauchi,T.･Soda,T.･Yamagata,K(1986) Cataalogfol･latequaternal･y

marker-tephraSinJapanⅡ－TephrasoccurringinNortheastHonshuandHokkaido .

Geographical l-epol･tsofTokyoMetropolitanUnivel･sityNo.21 ,p.223-250.

古澤明(1995)火l11ガラスの屈折率測定および形態分類とその統計的な解析に基づくテフラの識別．

地質学雑誌, 101 , p. 123-133.

早川由紀夫・小山真人(1998) 日本海をはさんで10世紀に相次いで起こった二つの大噴火の年月日十和田

湖と白頭山一．火山, 43, p.403-407.

町田洋・新井房夫(1992)火山灰アトラス． 276p.,東京大学出版会．

町田洋・新井房夫・森脇広(1981) 日本海を渡ってきたテフラ．科学, 51, p.562-569.

lll1田洋・新井房夫・杉原重夫・小田静夫・遠藤邦彦(1984)テフラと日本考古学一考古学研究と関連する

テフラのカタログ－．渡辺直経編「古文化財に関する保存科学と人文・自然科学｣, p.865-928.渡辺淌久

(1991)北上低地帯における河成段丘面の編年および後期更新世における岩屑供給． 第四紀研究, 30,

p.19-42

図版1 テフラ

To-aの火山ガラス

2mm

1

(1)

l.To-aの軽石 ２

0.5mm

（2）
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付編2飯岡林崎Ⅱ遺跡から出土した木製の樹種
パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

飯岡林崎Ⅱ遺跡は、盛岡市の南西部に位置し、雫石川によって形成された沖積低地に立地する。本遺跡は

平安時代の集落跡とされ、発掘調査により竪穴住居跡・掘立柱建物跡・溝跡・土坑・柱穴・掘削痕・旧河道

等が検出されている。これらの遺構からは、土師器・須恵器・羽口等が出土している。また旧河道からは、

縄文時代～弥生時代の土器・石器も確認されている。

今回の分析調査では、溝や住居後から出土した木製品の樹種同定を行い、木材利用に関する資料を得る。

1．試料

試料は、時期不明の溝や平安時代前半の住居跡等から出土した木製品27点（試料番号1～27）の中から選

択された8点である。各試料の詳細は、樹種同定結果とともに表1に記した。

2．方法

剃刀の刃を用いて木口（横断面） ・柾目 （放射断面） ・板目 （接線断面）の3断面の徒手切片を作製し、

ガム・クロラール（抱水クロラール， アラビアゴム粉末，グリセリン，蒸留水の混合液）で封入し、プレパ

ラートを作製する。作製したプレパラートは、生物顕微鏡で観察・同定する。

3．結果

樹種同定結果を表lに示す。試料番号16は、試料採取時の遺物観察でほとんど同定可能な木質が残ってい

なかった。試料観察の結果から、広葉樹であることは確認したが、プレパラートの作成と同定はできなかっ

た。その他の木材は、針葉樹1種類（スギ） と広葉樹3種類（クリ ・ケヤキ・モクレン属）に同定された。

各種類の主な解剖学的特徴を以下に記す。

・スギ(Cryptomeriajaponica(L.F.)D.Don) スギ科スギ属

軸方向組織は仮道管と樹脂細胞で構成され、仮道管の早材部から晩材部への移行はやや急で、晩材部の幅

は比較的広い。樹脂細胞がほぼ晩材部に限って認められる。放射組織は柔細胞のみで構成され、柔細胞の壁

は滑らか。分野壁孔はスギ型で、 1分野に2～4個。放射組織は単列、 l～15細胞高。

・クリ (CastaneacrenataSieb.etZUcc.) ブナ科クリ属

環孔材で、孔圏部は1～4列、孔圏外で急激～やや緩やかに管径を減じたのち、漸減しながら火炎状に配

列する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、 l～15細胞高。

・ケヤキ(Zelkovaserrata(Thunb.)Makino) ニレ科ケヤキ属

環孔材で、孔圏部は1列、孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減、塊状に複合し接線・斜方向の紋様をな

す。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、小道管内壁にはらせん脂厚が認められる。放射組織は異性

口型、 l～10細胞幅、 l～60細胞高。放射組織の上下縁辺部を中心に結晶細胞が認められる。

・モクレン属(Magnolia) モクレン科

散孔材で、管壁厚は中庸～薄く、横断面では角張った楕円形から多角形、単独および2～4個が放射方向

に複合して散在する。道管の分布密度は比較的高い。道管は単穿孔を有し、壁孔は階段状～対列状に配列す
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る。放射組織は異性Ⅱ型、 1～2細胞幅、 l～40細胞高。

表1 飯岡林崎Ⅱ遺跡の樹種同定結果

4．考察

木製品は、時期不明の板状木製品、刀形木製品、模状木製品と、平安時代前半の柱材、割りもの？である。

板状木製品は、木簡の可能性もあり、樹種は1点がケヤキ、他の3点はスギであった。スギは、木理が通

直で割裂性が高く、板状の加工が容易である。スギは、これまでに報告された遺跡出土材の調査結果でも、

木簡などの板状の加工品に多く認められている（島地・伊東， 1988)。これらのことから、スギ材の材質を

考慮した木材利用が推定される。また、刀形木製品にスギが確認された結果も、板状木製品と同様に割裂性

や加工性を利用したことが推定される。一方、ケヤキは、比較的重硬で強度が高い材質を有し、加工はやや

困難である。そのため、他のスギの製品とは用途・目的が異なる可能性がある。

模状木製品は、広葉樹のモクレン属であった。モクレン属は、木材としては軽軟な部類に入り、加工も容

易である。そのため、模としての利用には疑問が残り、他の用途に用いられた木材の可能性もある。

平安時代前半の柱材はクリであった。クリは、重硬で強度が高く、腐りにくい材質を有する。県内では、

同時期の柱材について調査を行った例がほとんどないが、秋田県払田柵跡等では柱材にクリが多数認められ

ており、材質を生かした木材利用が行われていたことが推定される。本遺跡でものクリ材の材質を考慮した

上で、柱材等に利用したことが推定きれる。

割りもの？は広葉樹であった。試料が、割物だとすれば、利用される広葉樹としてはクリ、ケヤキ、モク

レン属、 トチノキ等が挙げられる。肉眼観察で道管が認められたことから、散孔材のモクレン属やトチノキ

ではなく、環孔材となるクリやケヤキ等の可能性がある。

本遺跡では、他にも木製品が出土している。今後残りの木製品についても樹種同定を行い、それらの結果

も含めて本遺跡にいおける木材利用について検討したい。

引用文献

島地謙・伊東隆夫編(1988)日本の遺跡出土木製品総覧.296p.雄山閣
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仮番号 地区 遺構 出土地点等 時期 器 種 樹種

2 Dl区 RG22 底面 不明 板状木製品 スギ

3 D1区 RG22 下層 不明 板状木製品 スギ

4 Dl区 RG22 下層 不明 板状木製品 ケヤキ

8 Dl区 RG22 埋士 不明 刀状木製品 スギ

10 Dl区 RG22 ID10u～IDIOv 不明 板状木製品（穿孔） スギ

12 Dl区 RG22 mlOk～m12k 不明 模状木製品 モクレン属

14 Cl区 RAO4 柱穴(pp2) 平安時代前半 柱材 クリ

16 B3区 RA34 カマド右袖付近 平安時代前半 割もの？ 広葉樹



図版1 飯岡林崎Ⅱ遺跡の木材（1）
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図版2 飯岡林崎Ⅱ遺跡の木材（2）
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付編S盛岡市飯岡林崎Ⅱ遺跡第3次調査出土骨の同定
パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

飯岡林崎Ⅱ遺跡（岩手県盛岡市下飯岡に所在）は、盛岡市南西部、雫石川によって形成きれた沖積地に位

置する。これまでの発掘調査によると、竪穴住居跡、土坑、溝、柱穴状ピット、掘削痕、捨て場などが検出

されており、平安時代（9世紀代）の集落跡であることが明らかにされている。

これらのうち、平安時代（9世紀前半代）の竪穴住居のカマド跡および周辺から多量の骨が、また大溝の

覆土内から獣歯が検出きれた。そこで、今回、これらの骨類について種類と部位の同定を行い、当時の動物

利用に関する情報を得ることにする。

1．試料

試料は、B2区、B3区、C区、D1区、D3区で平安時代(9世紀代）の竪穴住居のカマドと周辺から出土し

た骨17点、Dl区RG22溝内より検出された獣歯1点、合計18点である。これらの試料は、 1点につき複数の

骨が含まれている場合もある。この内、D1区RG22は、住居跡よりも新しい遺構であり、骨とともに板状や

刀形の木製品が多く出土することから、祭祀的な意味合いを持つ可能性があるとされている。試料の詳細は、

結果とともに表示する。

2．分析方法

試料に付着した土壌を、水洗でクリーニングする。ただし、 「RAO4 カマド骨No.5」は保存状態が悪く、

水洗を行うと溶解する恐れがあるために水洗を行わず、筆等を用いて土壌を除去する程度にとどめる。これ

らを肉眼で観察し、形態学的特徴から、種類および部位の同定を行う。なお、同定・解析には、金子浩昌先

生の協力を得た。

表13．結果

出土分類群の一覧を表1に、また同定結果を表2に示す。以

下、試料ごとに結果を示す。

･B2区RA18 カマド

イノシシ？の四肢骨片、ニホンジカの種子骨と中節骨が確認

される。他、種類不明の獣骨片が多数認められる。

･B3区RA37 カマド付近

コイ科の尾椎骨1点である。魚骨で確認された唯一の骨で、

焼骨である。現長4.34mmであることから、焼けていない生骨状

態であると数mm大きな標本であったと思われる。コイ、フナ

類あるいはウグイ類の可能性もある。

･C区RAO4 カマド

骨No.1～9の内、骨No.5は骨表面を残す焼骨で、形態が判然

出土分類群一覧

脊椎動物門PhylumVertebrata
硬骨魚綱Class Osteichthyse
条鰭亜綱Subclass ActinopteIygii
コイ目OIder Cyprinifbrmes
コイ科FamilyCypmidae
コイ科Cyprinidaesp.

鳥網Class Aves
キジ目Order Gallifbnnes

キジ科Family Phasiamdae
キジ類? Phasianidae?sp.

哺乳綱ClassMammalia

ネコ目 （食肉目) Order Camivora

クマ科FamilyUrsidae
ツキノワグマu”s的jbeIan“

ウマ目 （奇蹄目) Order Perissodactyla
ウマ科Family Equidae
ウマ駒uuscaba"us

ウシ目 （偶蹄目) OrderArtiodactyla
ウシ科Family Bovidae
ニホンカモシカ capIfcomjSc'iSpus
シカ科Family Cervidae
ニホンジカ C℃rvusmpon
イノシシ科Family Suidae
イノシシS“scrD盆
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表2 出土骨同定結果

＊）数量で＋を付したものは、他に細かい破片があることを示す。
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区 遺’ 鷲 地点 番号等 分類群 部 立 左右 部分 数量 備考 写真
B2区 RAl8 カマド イノシシ？

ニホンジカ

獣類

高師小僧・土壌等

四肢骨

種子骨

中節骨

破片

破片

近位端片

遠位端片

1

1

1

1

23.029

4.909

B3区 RA37 カマド付近 コイ科 尾椎骨 1 現長4.34mm 10

C区 RAO4

RAO3

カマド

カマド

骨No.1

骨No.2

骨No.3

骨No.4

骨No.5

骨No.6

骨No.7

骨No.8

骨No.9

一括

イノシシ

獣類

土壌等

イノシシ

獣類

土壌等

イノシシ

獣類

イノシシ

獣類

不明

ニホンカモシカ

獣類

土壌等

イノシシ

獣類

土壌等

イノシシ

獣類

イノシシ

獣類

鳥類

イノシシ

イノシシ

ニホンジカ

ツキノワグマ

中型獣

獣類

土壌等

イノシシ

獣類

土壌等

基節骨

手根／足〕艮骨

破片

基節骨

破片

基節骨

破片

畠／中足骨

基節骨

破片

不明

末節骨

破片

末節骨

I 〔片

基節骨

末節骨

破片

中節骨

破片

不明

中手／中足骨

手根／足根骨
■
●
４
Ｊ重子骨

中手骨

手根骨

中足骨

基節骨

中節骨

末節骨

四肢骨

破片

破片

中節骨

末節骨

破片

左

右

左

左

右

近位端 欠

破片

近位端

遠位端

骨体

遠位端

破片

破片

近位端

遠位端

骨体

遠位端

近位端未骨化

破片

遠位端

破片

第1中手骨

第2中手骨

第3中手骨

第4中手骨

第5中手骨

第1中手骨

第2中手骨

第3中手骨

第4中手骨

破片

副手根骨

第1手根骨

第2中足骨

第3中足骨

第4中足骨

第1中足骨

第3中足骨

第4中足骨

破片

完形

破片

1

2

42＋

0．119

1

2

0.649

1

11＋

1

1

4＋

1

20＋

0.139

1

1

22＋

0.049

1

1

20＋

1

3＋

1

2

7＋

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

I

1

1

1

11

10

12

39＋

2

27.059

9.129

1

1

7.489

1.929

若体

未洗浄

若体

内、完形3

内、近位端欠1

内、完形4

16

14

12

13

15

1

2

5

6

3

4

9

8

7

11

Dl区 RAl4

RG22

カマド

ベルト①上層

イノシシ

獣類

土壌等

ウマ

ウマ

中節骨

破片

下顎臼歯

下顎臼歯

右

右

第Ⅱ／Ⅳ

第2前臼歯(P2)

第3後臼歯(M3)

5

4

0.959

1

1

破片

',同一個体の可能性

P2歯高70mm以上” 17

D3区 RA28

RA26

カマド

カマド

キジ類？

ニホンジカ

獣類

土壌等

獣類

土壌等

肋骨

大腿骨

大腿骨

破片

破片

遠位端部

遠位端部

1

1

1

2.889

0.659

0.829

0.099

他破片1

18

19



としない。出土状態の写真によると一つの骨格であるらしい。海綿体も認められる。平滑な骨であり、太さ

もある。鹿角が焼けた状態の可能性もあるが、詳細不明である。

その他の試料では、イノシシの手根／足根骨・中手／中足骨・基節骨・中節骨・末節骨、ニホンカモシカ

の末節骨が確認される。また、獣類の破片は、イノシシもしくはニホンジカの骨格が細かく割れたものと想

像される。なお、骨No.2および骨No.9のように若体も認められる。これらの骨片は、カマドの近くで調理さ

れた際に、火中に入ったものと推測される。

一方、一括試料では、鳥類破片、イノシシの中手／中足骨と手根／足根骨、ニホンジカの種子骨の他、ツ

キノワグマの中手骨・手根骨・中足骨・基節骨・中節骨・末節骨・四肢骨片などが確認される。この内、基

節骨・中節骨・末節骨は完形の標本がみられる。また、中型獣破片2ヶ、獣類破片が多数検出される。破損

した骨格を接合して、埋存当時の状況を復元することを試みたが､完形にまで復元するにはいたらなかった。

･C区RAO3 カマド

イノシシの中節骨と末節骨が確認される。中節骨は、完形である。他に、獣類破片もみられる。

･D1区RA14カマド

イノシシの第Ⅱ／Ⅳ中節骨、獣類破片が認められる。

･D1区RG22ベルト①上層

ウマの右下顎第2前臼歯と右下顎第3後臼歯である。同一個体と推定きれるが、中間部の臼歯は採集され

ていない。一部、ビビアナイト （藍鉄鋼）の析出がみられる。

･D3区RA28 カマド

キジ類？の肋骨と大腿骨、ニホンジカの大腿骨、獣類破片が確認される。

･D3区RA26 カマド

獣類の破片が僅かに認められる程度であり、種類・部位を特定できる標本が認められない。

4．考察

1点であるが、B3区RA37カマド付近でコイ科の尾椎骨が検出された。淡水の魚であり、本遺跡近で漁獲

されたものと思われる。付近の土壌を洗い出し、実体顕微鏡下で観察・抽出を行うことで、ざらに多くの標

本を得ることができるかもしれない。

鳥類では、D3区RA28カマドでキジ類？の肋骨と大腿骨、C区RAO4カマドー括試料で鳥類破片が検出され

た程度にとどまる。これは、鳥類の骨が脆弱な骨質であることに由来する可能性もある。

獣類では、イノシシ、ニホンジカの骨片が検出されている。少数であるが、この地域での狩猟を示す資料

である。中でもイノシシでは若体が出土していることから、本遺跡周辺に繁殖集団が棲息していたと想像さ

れ、これらを食料源などとして利用していたと思われる。また、D1区RG22上層でウマの臼歯2点が検出さ

れている。これらの臼歯は、おそらく同一個体とみられ、元来、第2前臼歯と第3後臼歯の間の臼歯も存在

していたと思われる。馬骨、特に頭骨は、溝の脇・道路状遺構・士坑などで出土することは各地に類例があ

る（例えば、瀬川， 1991 ；村石， 1998など)。何らかの目的が考えられるが、祭祀的目的とみることが多い。

本遺跡においても、板状や刀形の木製品が多く出土する点を考慮すると、祭祀的に取り扱われていたと考え

られる。

獣類の中で多くの標本を得たのは、ツキノワグマである。ツキノワグマは、縄文遺跡からの出土例も報告
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されており、狩猟の対象となっていたとされている（金子， 1994など)。ただし、本遺跡の場合、その遺骸

の出土の仕方に特異性が認められる。すなわち、出土骨の多くが、手根骨もしくは足根骨より遠位部にあた

る、中手骨もしくは中足骨、基節骨、中節骨、末節骨を主体とすることである。推測であるが、カマド内に

当初あったのは、手根、足根部から指先までがすべて揃っていたのかもしれない。クマの解体の際、この手

足の掌部分は特に大切にするものである。焼骨中には、大形の四肢骨片がごく少なく、別に扱われていたこ

とを示している。この掌部分のみあったのは、何らかを意図して火中に投じられたためであろう。四肢骨の

断片が焼骨となって出土する例は、これまでにも知られている。しかし、本遺跡の場合のような事例をまだ

知らおらず、何らかの祭祀的意味合いがあったとすれば興味深い点である。今後の類例の蓄積をまって、 さ

らに検討していきたい。

引用文献

金子浩昌（1994）狩猟対象と技術．加藤晋平・小林達雄・藤本強編「縄文文化の研究 2 生業｣，

p.78-102,雄山閣出版株式会社．

村石眞澄（1998）甲斐の馬生産の起源一塩部遺跡SY3方形周溝簿出土のウマ歯から－．動物考古学，

10, p､17-36.

瀬川芳則（1991）馬飼集団の神まつり．石野博信・岩崎卓也・河上邦彦・白石太一郎編「古墳時代の研究

第3巻生活と祭祀｣, p.122-130,雄山閣出版株式会社．
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付編4岩手県飯岡林崎Ⅱ遺跡の自然科学分析
株式会社古環境研究所

I.飯岡林崎Ⅱ遺跡出土種実の同定

1． はじめに

植物の種子や果実は比較的強靱なものが多く、堆積物や遺構内に残存している場合がある。堆積物などか

ら種実を検出し、その種類や構成を調べることで、過去の植生や栽培植物を明らかにすることができる。

ここでは、飯岡林崎Ⅱ遺跡の平安時代の集落より検出された炭化種実について同定を行った。

2．試料

試料は、飯岡林崎Ⅱ遺跡のC2区で検出された平安時代の集落跡・住居跡より出土したものである。

3．方法

試料を肉眼及び双眼実体顕微鏡で観察し、形態的特徴および現生標本との対比によって同定を行った。結

果は同定レベルによって科、属、種の階級で示した。

4．結果

草本1分類群が同定された。学名、和名および粒数および計測値を表1に、穎の形状計測値を表2に示す。

以下に形態的特徴を記す。

イネOryzasativaL. 果実（炭化） イネ科

穎は茶褐色で扁平楕円形を呈し、下端に枝梗が残る。表面には微細な穎粒状突起がある。完形のものは無

かった。

5．所見

飯岡林崎Ⅱ遺跡の平安時代の集落より検出された炭化種実はいずれもイネであった。なお、各々の穎につ

いて形状を計数した結果、大ききおよび形態は、佐藤（1988）のいう小粒からやや小粒で、ほとんどが短粒

からやや短粒の間に入り、古墳時代以降のものの大きさおよび形態に類似する。

参考文献

南木睦彦（1993）葉・果実・種子． 日本第四紀学会編，第四紀試料分析法，東京大学出版会, p.276-283.

佐藤敏也（1971） 日本の古代米，雄山閣出版株式会社･ p･-･

佐藤敏也（1988）弥生のイネ．弥生文化の研究第2巻生業，雄山閣出版株式会社, p.97-111.
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表1 飯岡林崎Ⅱ遣跡における種実同定結果
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試料
分類群

学名 和名
部位 個数 備考

4、 OryzasativaL. イネ 果実（炭化） 38 全量（同定不能炭化物121.809)

大 OryzasativaL. イネ 果実（炭化） 1334 200cc中（同定不能炭化物70.839)



表2飯岡林崎Ⅱ遺跡イネ炭化果実計測値
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試料 長き(mm) 幅(mm) 試料 長さ(mm) 幅(mm)

ｌ
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
ｕ
ｎ
田
叫
旧
陥
Ⅳ
肥
⑲
加
訓
飽
泌
刈
羽
茄
刀
朗
沙
扣
訓
弛
弼
糾
調
茄
釘
兜
測
岫
咽
岨
弔
判
墹
妬
岬
蛆
岨
卵

８
８
２
１
６
０
８
６
０
４
０
６
２
６
８
６
６
１
５
４
７
２
６
１
６
３
７
５
１
５
５
４
９
１
２
８
６
９
４
６
３
０
１
２
７
３
５
８
１
４

●
●
●
●
●
Ｇ
●
●
●
●
①
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
○
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
３
４
４
４
４
４
４
４
４
４
５
４
４
４
５
３
３
４
４
４
４
４
５
４
３
４
４
４
４
４
５
４
５
３
３
４
４
５
４

２
６
２
０
４
０
２
８
２
４
８
０
４
６
６
４
５
０
３
０
７
６
３
２
１
３
３
９
１
０
６
０
４
４
１
１
１
２
９
３
０
１
９
５
０
２
６
２
７
３

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
○
●
●
●
●
○
●
の
●

２
１
２
２
２
２
２
１
２
２
１
２
２
１
２
２
２
２
２
２
１
２
２
２
２
２
２
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
１
２
２
２
１
２
２
２
２
２
２
２

’
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９

５
５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
100

３
５
３
４
４
０
１
７
４
６
２
２
８
２
８
６
１
３
４
１
５
２
２
５
１
０
２
４
８
７
１
８
２
５
１
５
９
６
０
１
５
５
０
９
９
８
１
１
１
５

０
●
●
●
●
。
●
●
●
●
●
●
●
●
。
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

４
３
４
４
５
４
４
４
４
３
４
４
４
４
４
３
４
５
４
４
４
４
４
４
４
５
４
４
４
３
４
４
４
４
５
４
４
４
５
４
４
３
４
４
４
４
４
５
５
５

０
８
２
１
６
２
４
４
０
１
２
２
３
３
８
１
４
０
３
３
５
２
６
４
０
４
１
３
２
８
８
１
２
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飯岡林崎Ⅱ遺跡の種実

lイネ果実（炭化） 2イネ果実（炭化） 3イネ果実（炭化）

1.0mm

4イネ果実（炭化） 5イネ果実（炭化） 6イネ果実（炭化）

-1.0mm
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Ⅱ、飯岡林崎Ⅱ遺跡出土のイネ種子のDNA分析

佐藤洋一郎（静岡大学）

1． はじめに

飯岡林崎Ⅱ遺跡は平安時代の集落跡であり、そのうちC2区にある1つの住居跡から黒化したイネ種子が

塊の状態で出土した。発掘所見からは、容器の中に入っていた可能性が指摘されている。そのうちから15粒

をランダムに取り出し、形態的な特徴の記載や写真撮影をおこなった後、DNA抽出をおこなって品種（群）

の同定を試みた。

2．分析の方法

サンプルはC2区の住居跡から出土した塊の中よりイネ種子と思われる15粒をランダムに選んだ。

これらサンプルのそれぞれから以下の方法によってDNA分析をおこなった。まず、サンプルの表面を洗

浄後、粉砕のためのマルチビーズとともに1つずつチューブに入れマルチビーズショッカー（安井機械製）

によって粉砕し、 SDS法によって全DNAを抽出した。なお抽出法の詳細はNakamura (1991, 1990)を参照

していただきたい。

これらのDNAを鋳型として、プライマーCMNS-B22によるPCR増幅をおこなった。プライマーCMNS-B22

は温帯ジヤポニカに固有のDNA断片を検出するためのプライマーとして以前から使われてきたものである。

PCR法の温度条件、反応液の組成などは定法によった。遺物のDNAは通常のPCR法では増幅されない。そこ

でここでは、 1回目の増幅産物をテンプレートとして2回目のPCRをおこなう、いわゆる2段階PCRをおこ

なった。PCR反応によって増幅されたDNAは寒天を支持体とする電気泳動をおこなってDNAを視覚化させ

た。 2つのプライマーは、のちに述べる図1に矢印で示した位置のバンドが温帯ジヤポニカに固有のバンド

であることが確かめられている。分析の信頼度をさらに高めるため、ここではサザン法と呼ばれる方法を用

いて、当該のバンドが温帯ジャポニカ品種由来のバンドであることを確認する作業をおこなった。ここでは

現存の温帯ジヤポニカ品種(Oka563)由来のDNAをプローブ（釣り針の意） として用い、遺物由来のDNA

にハイブリダイズするかどうかを確認した(Southern、 1975)。この作業は分子生物学の分野では目的の

DNA確認の手段としてしばしば用いられてきたもので、バンドが真に遺物由来のものであることを確認す

るための有効な手段である。

また今回はこれとあわせて葉緑体DNAの増幅を試みた。まずプライマーA3とBを用いてPCR反応を行い、

このPCR産物をテンプレートとしてプライマーA4とBを用いて2回目のPCR反応を行い、葉緑体のPS-ID領

域を増幅した。このPCR反応によって増幅されたDNAを上記の電気泳動によりDNAの断片を視覚化した。

さらに、シーケンスによって塩基配列を特定した。

3．分析結果

(1)外見上の特徴について

これらのイネ種子は先述のように固まった状態で出土したが、当該の塊の中にはイネ以外の植物の組織を

含んでいた。これら15粒はいずれもほぼ完形のもののなかから選んだ。 15粒はいずれも籾殻がはずれた玄米

であり、直接に火を受けた痕跡は認められなかった。ただし表面の痛みは相当に激しく、玄米に固有の表面
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構造は認められなかった。また一部については、胚にあたる部分の欠落が見られたがその原因はあきらかで

はない。また玄米の長さはサンプル3で6.0mmに達したほか、 5.0mmを超えるものが複数あるなど、通常の

出土イネ種子より全体に大きいのが特徴である。

(2)DNA分析の結果

1）核DNAの増幅

図lに、プライマーCMNB-22による増幅結果を示す。このプライマーによって増幅反応をおこなわせる

と、温帯ジャポニカ品種では図欄外の矢印の位置（高さ）にバンドが見られる。このバンドと同じバンドが

見られたサンプルは、表2の8点（サンプル番号1, 2, 4, 6, 9, 10, 12および13)であった。

ただし、これらのサンプルのバンドが真に出土種子のDNAによるものか否かを検定するためのサザン分

析では、これらのバンドと温帯ジャポニカ品種のバンドの相同性を確認することができなかった。その原因

は不明であるが、この結果により図1のデータはあくまで参考データとして扱うにとどめたい。

2）葉緑体DNAのPS-ID領域の増幅

一方、葉緑体DNAのPs-m領域のDNAは確実に増幅させることができた。なおDNA分析の精度と確度の向

上のため、今回の分析からは使用するプライマーをA3プライマーからA4プライマーヘと変更した。

まず全DNAをプライマーA3とプライマーBのセットで増幅させたあと、このPCR産物をプライマーA4と

プライマーBとで増幅させた。その結果、 15サンプル中6サンプルでバンドが認められた。

この6サンプルのうち、サンプル6， 12および13ではPS-ID領域の配列を完全に決定することができた。

その結果を表3に示す。表のようにこれら3点の配列は完全に一致していたほか、現存する温帯ジャポニカ

品種のそれとも完全に一致した。これらはいずれも6C7A型と呼ばれる配列をしめしていたので、これらが

ジャポニカの系統であること力確かめられた。

4）分析結果の考察

葉緑体DNAの分析の結果からは15サンプルのうちの3サンプル（サンプル6， 12および13)の3点がジヤ

ポニカに属することはほぼ確実である。PS-ID領域の配列が6C7Aであるのは温帯ジヤポニカ品種と熱帯ジ

ャポニカ品種の一部である。したがってこの配列からはこれらサンプルが熱帯ジャポニカか温帯ジャポニカ

であるかはわからない。

一方、核DNAの分析結果ではサザン分析の結果がネガテイブであるため当該サンプルが温帯型か熱帯型

かを判定することはできなかった。ただし、サンプル6， 12および13はいずれも葉緑体DNAの増幅が見ら

れたサンプルであることを考えると、プライマーCMNB-22による増幅反応の見られた8サンプルのいくら

かは真に出土種子由来のDNAであると考えることができよう。こうした仮定をおいて論じることが許され

るならば、本遺跡出土の種子が温帯ジャポニカに属するものを中心としていたとの結論が導き出されよう。

かつては平安時代の日本列島には水田稲作は定着していないと考えられていた。しかし青森県の垂柳遺跡

の発見以後、東北地方北部にも弥生時代から稲作があったと信じられるようになった（例えば工楽、 1991 ；

藤原、 1998)。しかし個々の発掘事例はあるものの、稲作の継続性など東北地方の稲作のありかたについて

は未だ不明の点も多い。今回の分析結果は、平安時代の現在の盛岡市郊外に温帯ジャポニカを主体とする稲

作があったことを示しており、少なくともこの時点で水田稲作を伴う稲作が成立していたことを示すものと
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いえる。

一方、青森県三内丸山遺跡の平安時代の遺構からは熱帯ジヤポニカの種子がヒエの茎などともに出土した

事例が知られる（佐藤ら、 1998)。このことは古代末から近世初頭の東北北部に、水田を伴わない稲作があ

ったことを示すものである。この結果および今回の結果を総合して考えるなら、古代から中世にかけての東

北北部の稲作のあり方はきわめて多様で、水田稲作や水田を伴わない（つまりたぶん縄文文化の影響を強く

残したままの）稲作が揮然一体としていたざまが伺える。
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表1 炭化遺物のサンプル表

遺構遺跡番号サンプル番号 受入サンプル番号

跡居
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

住区へ
″
今
〃
〃
〃
〃
″
″
″
〃
″
〃
″
〃
〃
〃

Ｃ

１
２
３
４
５
６
７
８
９
Ⅲ
Ⅲ
、
旧
叫
四

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

３
３
３
３
３
３
３
３
３
乱
乱
３
３
３
乱

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

１
２
３
４
５
６
７
８
９
Ⅲ
皿
、
Ｂ
脚
咽

表2 CMNS-B22の結果

サンプル番号 バンドの有無 ジャポニカ

１
２
３
４
５
６
７
８
９
Ⅷ
Ⅱ
、
Ｅ
脚
店

＋
＋
｜
＋
｜
＋
’

伽
ｈ
｜
伽
一
伽
一
一
ｈ
ｈ

■■■q■■■■■

＋
＋

_

＋
＋

ｍ
ｍ

Ｔ
Ｔ

■■■■■■■

■■■■■■■

1■■■■■■■

＋バンド有

一バンド無

Tm:熱帯ジャポニカ
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図1 1 出土炭化米の3CCDデジタル画像
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2 出土炭化米の3CCDデジタル画像図1
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図1－3 出土炭化米の3CCDデジタル画像
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図2 炭化米DNAの泳動写真
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写真図版7 遺構検出(3)
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緊急地方道路

整備事業主要

地方道盛岡和

賀線改良工事

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

飯岡林崎Ⅱ

遺跡
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集落跡

縄文時代
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前半
■■■ーー’■■■一一一－－－－

平安時代

■■ q■■■ー－ー－－－－ー一一一ー一一ーー一－1■■■

竪穴住居跡 37棟

掘立柱建物跡 14棟

土坑 23基
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掘削痕 多数

旧河道 2

土器・石器
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土師器・須恵器

木製品・土製品(士

錘、紡錘車） ・石製

品（紡錘車） ・羽

口・鍛冶津・砥石

■■■ ■■■■ ■■■■ ■■■■ ■■■■ー■■■■ ■■■■ ■■■■一■■■■ ■■■■－－ー一一一1■■

微高地上に竪穴住

居跡が微低地に耕作

関連と思われる掘削

痕が分布

大形の焼失住居か

ら大量の炭化米が出

土
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